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3 「青銅の巨人」上巻
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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■１







　元旦───新たな一年の始まりです。

　太平洋に面して灯台の建つ岬から、日本で一番早い、というありがたい初日の出を拝んだ日ひノの岡おか家の家族四人。

　自家用車に戻り、お次は同じ海岸沿いにある古い神社へと向かいます。ほむらも訪れたことのあるお馴染みのコースです。

　こちらもまた初詣の名所だけあって、渋滞の車列を乗り切って目的地までたどりつくのは一苦労でした。深夜からずっと運転をつとめた父の雅まさ史ふみも、新年早々ちょっとお疲れのようです。

　後部座席で寝入っていた日ノ岡家長女のほむらと、次女の月つゆは、母の芹せり菜なに起こされ、神社前の駐車場への到着を知りました。

　家族全員で境内へ向かいながら、すこし心配そうに月は父に語りかけます。

「お父さん……すこし休んでたらぁ？　昨日も急な仕事だったんでしょ。運転だいじょうぶなの？」

「おいおいおい、なに言ってるんだ。月の合格祈願に来たんだぞ？」

「そうだよ、月。みんなで一緒にパンパンッ、ガランガランってやろう！」

　と父と同じく意気込むほむら。しかし当人の月は浮かない顔で、

「べつにここの神社、学業の神様ってわけじゃないし……安全運転のほうが優先だと思うんだけど……」などと新年早々苦言を呈します。

「───む」

　それもそうか、と眉をひそめながら父が納得しかけたところで、母が自信たっぷりに自分の胸に両手を置いて請け合いました。

「だいじょうぶ。帰りはあたしが運転してく」

「「お母さんが？」」と姉妹そろって母に向き直ります。

「だって免許ないじゃない、お母さん。またいつもの冗談でしょ？」と眠気のふっとんだ目をぱちぱちしている月に、きっちり更新済みの免許を見せつける自慢げな母。

「えぇー、うそぉー。お母さん運転したとこなんか見たこと無い」と驚く月。

　その横で妻の本気を感じ取ったのか「えっ」と血相を変える父。「いや、だめだめだめだめ。俺が運転するから、芹菜さんはそんなことしなくていいから」

「えーっ、せっかくの元旦なのに。あたしにだってお年玉があってもいいんじゃないかしら？」

「だめ。だめです。だめだから」

　と、強硬に、かつ幾分慌てて父は反対します。

　そんな父の態度にはハテ？　と首をかしげてしまうほむら。そういえば岬へ向かう道中、爆音を轟とどろかせて走るオートバイや自動車の珍走集団を見かけるたびに母の意識がそちらに行ってしまって、お喋りが一時停止ポーズしていましたっけ。あれはどういうことだったんでしょうね。

　───結局、父と、その付き添いの母は一時休憩。

　境内入り口の左右には初詣客をあてこんだ屋台が並び、座れる場所をみつけて父は一息つきます。

「初詣で初ぐったりの我が家の父であった」

　腕組みして初ドヤ顔のほむら。その隣で白い溜め息を吐く初呆れの月。

　出店の店先のストーブも暖かそうでしたが、混雑を覚悟でやってきたせっかくの初詣ですし、結構な人出の参拝客のなかに月一人で行かせるわけにもいきません。両親と合流の約束をして、日ノ岡家姉妹は神社の本殿へと足を向けました。

「行こう。お客さんもまた増えてきたみたいだし、参拝が済んだら私も温かい甘酒とかいただきたいしさ」

「完全にほむらのほうが楽しんでるじゃない。それに、その格好だって……」

　と、コートに手を突っ込んだまま眼鏡の奥からにらみつける月は、ほむらの初詣姿が気に入らないようです。

「な、なに？　受験生の手前、さすがに振ふり袖そでは自粛したのですが……」

「さすがにって……自粛してそれ？　中途半端なんだってば！　変な気の遣い方されると逆にイラつくんだけど」

　呆れる月の前で、ばつが悪そうに女学生風の袴を身に着けている自分を見直すほむら。間近に受験を控えた妹の手前、自分ばかり新年を祝う正月気分にひたってしまうのもどうだろう……と思案したほむらの、彼女なりの妥協ラインでした。

「そっか……ごめんね」

「べつに我慢なんかせずに、振り袖にすればよかったのに。そんなに着たかったのならさ。どうせあんな華やかなのは、あたしが着たって似合わないんだから」

「そんなことないって。着物は絶対、月のほうが似合うんだから。ま、でも来年は二人で振り袖にしようね。お父さんも喜ぶからさっ」

「はいはい……どうせ一番ご満悦なのはお姉ちゃんでしょ……」

「おっ？　初〝お姉ちゃん〟ゲットー」とニヤけるほむら。

「あーもう……」

　恥ずかしさと悔しさの混じった顔でむくれる月でした。




「あれ……はぐれた？」

　参拝の列に二人で並んでいたはずが、いつのまにやら月の姿が見えません。

　ちょくちょく携帯に着信する友人からの新年のメッセージに目を通しながらも、妹に話しかけていたほむらでしたが、ふと顔をあげると相手の姿がありません。ぴょんぴょんとその場ではねて人垣越しに前後を確認してみますが見当たらず。

「お手洗い……に行ったのかな？」

　といぶかしみながら、しばらく列に並んだまま順番をキープしていましたが、妹が戻ってくる様子はありません。そのまま一人で参拝する気にはなれず、仕方なくほむらは列を離れます。

　周囲を見渡し、行き交う着物姿の人のなかに、妹を捜します。

「うーん……いないなあ。一度お父さんたちの所に戻ったかな……」

　幼い頃、こんなふうに家族の外出時にはぐれるのは、決まって自分でした。

　色々なものに興味をひかれて先に行ってしまったほむらが、気がつくと一人になっているのです。同行していた月はどこかでじっと待ちぼうけ。怒った目に涙を浮かべながら。

　我に返ってようやく捜し当て、まったく心配性なんだから、とほむらが笑うと、月は黙ってしまうのでした。

　さすがにお互いもうそんなふうに察しの足りない年頃ではありません。

　ただ、せっかくの妹の息抜きとなるはずだった初詣に、水を差すようなコトをしたくなくて、心細げに境内をぶらつきます。

　まあ、そんなすこしは姉らしい懸念も長続きしないのがほむらなのですが。

　白い玉砂利が敷き詰められ、両脇には鬱うっ蒼そうとした松の大木が並び立つ見事な参道。

　神様のお使いの鹿の群れがいる鹿園もあいかわらずの人気で、初詣を済ませた家族連れが記念写真を撮っています。

　そんな境内のはずれに見慣れぬ建物が目に入りました。

「ん？　なんだっけあの建物……宝物館？」

　そういえばずいぶん以前に、家族と一緒に入ったことがあるような気がします。

　入り口脇には水色の袴を穿いた、社務所付きの男性が座っています。

　月がそんな場所にいるわけないとは分かっていましたが、特別入館無料の誘い文句も手伝って、ついつい建物の入り口をくぐってしまいました。

　外のざわめきから離れた、薄暗い宝物館の展示室。やはり妹の姿はありません。

　古びた書物や、戦前の神社の写真、いわくありげな什じゅう器き……そんな展示物のなかできわだって存在感を示していたのは、大きな刀でした。

　とても一人の人間に扱えるとは思えない巨大な直刀です。刀身は優に二メートルを超えています。

　ほむらには、それがあまり神社にそぐわない展示に思えて、なんとなくその説明の在あり処かを目で探してしまいました。

「……っと……」

　ここには自分一人しかいない、と決めつけていた室内に人影を見つけて、ちょっと驚きました。

　それは目深にキャップをかぶった少年でした。くたびれたジーンズとスニーカー。薄手のダウンベストのポケットに両手を突っ込みながら、ほむらと同じく、じっと宝物の刀を見上げていました。

　入り口から差し込んだ朝日が、少年の背に細く垂れた髪の房に触れて、光のしぶきとなって輝きます。

（外国人の初詣客、か……）

　すこし場違いな雰囲気に、ほむらはそう察しました。亜麻色の髪に、薄い色の瞳。自分とそれほど背丈は変わらない、すらりと細身の少年です。

　横目でちら見していたほむらをふっと見ながら、少年は指先をゆっくりと掲げて尋ねました。

「Is this genuine?……これは、ホンモノ？」

「え？　えっと……」

　この日、初めて意識したような展示物のことを聞かれても困ります。

　心細げに振り返っても、さきほどの社務所の男性はすでに席を外してしまっていました。

　ふぅ、と観念してほむらは亜麻色の髪の少年に向き合います。これでも一応ほむらは、アラスカでの短期海外留学ならぬ強化合宿を体験して、英語に囲まれる生活をしてきた身です。

「そ、ソーリー？　ぷ、プリーズ、アゲイン？」

　精一杯のカタコトと英語耳モードで聞き返すほむらに、少年はまたそっけなく尋ねます。

「このstraight sword……チョクトーは、日本の神が鍛えたモノ？」

「……神様が？」

　発音に癖はあるものの、ほむらの聞き取れる言葉が少年の口から出てきて助かりました。少年は展示の下にあったパネルを指して続けます。

「このパネルは、このチョクトー……フツミタマノツルギがホンモノだと言ってる。初代エンペラーが、剣の神から賜たまわった神剣だと。でも、それにしてはinsecure……ブヨウジンなディスプレイ展示じゃないかな……」

　指差された先の、日本語と英語で併記された内容に、ほむらもまたしげしげと目を通しました。この神社の祀まつる祭神が、日本神話に登場する雷電と剣を象徴する軍神であるというのも初めて知りました。

　コホン、と咳払いをして回答します。

「うん……確かに、この説明にはそう書かれてます。この日本刀は、制作年代の定かでない国宝だって。けど、ごめんなさい。私にはわかりません。それがどこまで真実なのかどうか」

　じっと展示を見上げる少年の、厳かな眼差しとたたずまいは、どこか神秘的な雰囲気すら感じさせられます。その視線に導かれ、ほむらもまた同じ剣を見つめました。

「───だけど、これは盗まれちゃっても構わないようなレプリカ品じゃなくて、本物として祀られているものです。すくなくとも、この神社の人たちやお参りに来る人たちは、心の底から大切にしているものです。その、私は、そう思います」

　ほむらに答えられるのはそこまででした。

　それを聞いた少年はしっかりと頷き返します。

「……そうか。グラーツィエ───ありがとう。素直な意見が聞けてうれしい」少年は帽子を胸の前に持ち、静かに頭を下げました。「美しい剣だ。こんなに美しい剣が、粗末に扱われているのではない、と聞けてよかった。価値ある宝を人々の目に触れられるようにするのはアタリマエのことなのに、先に盗難の心配をしていた自分がハズカシイ」

　帽子に収められていた髪が、少年の背に流れ落ちます。無造作にゴムでまとめただけの髪です。その洒落っ気の無い髪型と、対照的に整った顔立ちに、ほむらはどこか既視感をおぼえます。

　きょとんと見つめ返すほむらに、少年は微笑みました。

「そんなトラディショナルな服装をしていたから、あなたはホンモノの日本人だろうと思って聞いてみたんだ。うん、けれど考えてみれば、こんな話題は女性に尋ねるような話ではなかった」

　そう言うと、少年は愛あい嬌きょうあるウインクをしてみせます。そんなポーズにもどこか見覚えが……

「ゴメンね？」

「い、いえっ。こちらも不勉強でごめんなさい」

「自分も日本については、まだまだベンキョウ中だ。日本に来たのも初めてだ」にしてはずいぶんと達者な日本語です。「日本には、とても有名な三種の神器があるのだって？　八ヤ咫タノ鏡カガミ、八ヤサ尺カニノ勾マガ捨タマ、そして、草クサ薙ナギノ剣ツルギ……だったかな？　いつかそれを見てみたい」

「それは、エンペラーとお近づきにならないと無理かな……」

　宝物館をあとにした二人は、それぞれ別方向に足を向けました。

　少年はほむらに小さく手を振ります。

「チャオCiao!。ハッピーニューイヤー。明けましてオメデトウ」

「あ、うんっ、明けましておめでとう」

　またダウンベストに手を突っ込みながら、少年は去って行きます。

　その背に揺れる美しい髪を見送りながら、ほむらは、うずうずと髪型を整えたい衝動にかられてしまいます。

　すると、ふと少年が立ち止まって、参拝客越しに呼びかけました。

「ヒロ！　ここだ！」

　慌てた足取りで、向こうからやってきたのは───

「ギャビー！　お待たせしたね」

　それはほむらの見知った顔、日ひ吉よし坂ざか高校探検部の棚たな倉くら顧問でした。

　参道に一人棒立ちになっていたほむらに気がついた棚倉が、おや、と視線を向けます。

　ギャビーと呼ばれた少年が、不思議そうにほむらを振り返りました。




　参道脇の、通行の邪魔にならない社の前に移動した三人。

「明けましておめでとうございます、棚倉先生」

「うん。日ノ岡くんも、明けましておめでとう」

　正面から頭を下げて互いに年始の挨拶を交わす二人を、少年が興味深げに見ています。

　留学生を連れて神社を案内していたという棚倉が、少年をほむらに紹介しました。

「イタリアからの留学生のガブリエッラくんだ。実はもう一人、連れがいてね、はぐれてしまったそちらを捜しているあいだ、ガブリエッラくんには境内を散歩してもらっていた」

「そうだったんですか……（って私もそうだった！）」

　いまさらのように妹の月のことを思い出して、焦りはじめるほむら。

「……あ、あれっ？　でも棚倉先生って、日ひ吉よ坂こ高ーの正規講師じゃありませんよね。あの、もしかして───？」

「おっ、わかるかい。そうだ。ご想像の通り。ガブリエッラくんは、日ノ岡くんと同じ青年調査官でね」

　ほむらの驚く顔が楽しみだったのか、ちょっと期待顔で紹介する棚倉。

　棚倉にほむらを紹介されたガブリエッラが、あらためてほむらに頭こうべを垂れ、握手の手を差し出しました。

「そうだったのか───あなたがシニョリーナ・ヒノオカ。自分のことは、ヒロと同じように、ギャビーと呼んでくれたら嬉しいな」

「日ノ岡ほむらです。じゃ、じゃあ、私も、ほむらで結構ですので……」

「どうぞよろしく、ホムラ───ホムラ。ほむら。ホムラ、か。ギリシアの詩人の名前に似た響きだ」

　しっかりと握った手を離さないまま、ギャビーはほむらの名前を転がします。

　そんな予想外の返しにすこし赤面しながら、ほむらは相手の手の感触に、ひそかにはっとしました。それは東とう野や巧たくみの手にも似た、よく鍛えられた、しなやかな力強い指でしたが、はっきりとわかることがありました。

「ああ、ホーマーHomerか」

　と棚倉が相槌をうちます。

　そんな棚倉をほむらは打ち明けるように見ました。

「私、重大な勘違いしてたかも……ガブリエッラって、女の子の名前ですよね？」

　そしらぬ顔で肩をすくめるギャビー。なんだかばつの悪そうな棚倉。

　二人の間で交わされる、秘密めかした視線のやりとり。

　その真意はほむらにはまだわかりません。

「あと、ヒロ？　紹介がすこし正しくない。確かに自分はローマ生まれだけれど、イタリア国民とは違うんだ。そこははっきりしてくれないと、国際問題だよ」

「そうだったね。ごめんごめん。痛いよ」

　ギャビーは親しげな様子で、棚倉のぽっこりしたお腹なかにボクサーのように素早いジャブをくれるそぶりで、彼をせっつきます。

「実はね、ギャビーはバチカン市国に所属する調査官チームの一員で、ローマ教皇庁直属の調査官だ。身分の上では、修道女なんだったね」

「うSんi。そうだ。自分では修道士のつもりだけどね……まあ、仕方が無い」

「えっ」

　ちかごろ聞き覚えのあるバチカン市国という単語に、刮かつ目もくするほむら。

　バチカン、そしてローマ教皇庁といえば、たしか大きな問題があったような気がしますが、とっさに思い出せません。

「自分は神に仕える身だ。この神聖な場所で、シニョリーナ・ヒノオカと巡り合えたのも、神のお導きだ」

　神に感謝し、十字を切るその仕草が、とても自然でさまになっています。

　修道女……つまり、少年ではなく、実は女の子だった、と聞かされて、ほむらはますます彼女の雑な髪の扱いが気になってきました。

　棚倉が言葉を続けます。

「そうだ、それから、舎人とねりセンパイ、あいや、本ほん馬ば技ぎ研けんの舎人とねり蒼空すかい主任はガブリエッラくんの年の離れた従兄いとこにあたる。舎人主任の父親の妹さんの、ご息女ってことだね」

「えっ……いとこ？　舎人主任のですか？」

　また意外な話が飛び出してきました。

　そういえば舎人主任はイタリアと日本のハーフだったのでした。

　渋々と頷いて肯定するギャビー。

「じゃあ、えっと、蒼空すかいお従に兄いちゃん？」

　ぐっとひるむギャビー。頰を膨らませて、棚倉に向き直ります。

「ヒロ！　それは別に伝達する必要のない情報だ！　自分はあの人の血縁であることは、できれば一生忘れていたいくらいだ」

「それはひどいことを言うね。彼だって同じクリスチャンじゃないか？」

　またもや十字を切るギャビー。

「明日でも教パ皇ー様パが破門してくださればいいのに……だいたい、あの人がいなければ、自分がネイトと組まされることだってなかった！」

　憤慨するギャビー。

「ネイト……さんって、さっき言ってたお連れの人ですか？」

　怪け訝げんそうに尋ねるほむらに、肩をすくめる棚倉とギャビー。

「そうなんだ。日本の神社には興味が無いからって、車のほうに戻ってしまってね。彼については、また紹介する機会があるだろうから」

「はあ」

　生返事のほむら。さらにギャビーが言い添えたのは、こんな調子です。

「おおかた『紙と木で出来た教会堂シナゴーグに、いざとなったらステーキにも出来る獣けだものを祀まつっているなんて、信じられない原始宗教だ、日本に来た甲斐があった』とか言って早々に引き返してしまったんだろ」

「……まあそんなことも言っていたかな？」

　受け答えする棚倉はのんびりとした様子ですが、会話から透けて見えてくるネイトという相手はなかなかいい性格みたいです。それはともかく、気になることが。

「先生、さっき留学生って言いました？」

　棚倉が頷きます。

「うん。冬休みが明けて、新学期から日吉坂高校に編入する見通しだ」

「なんと……！　日ひ吉よ坂こ高ーのメンバーがさらに増えるんですか？」

「これまでも予備部員の受け入れはやっていたから、部員が増えるのは珍しいことではないよ。ただ留学生としては初めてになるかな」

「へえー、そこまで本格的に？　一度のミッションに参加するだけじゃなくて？　長期間」

「うん。だから、青せい藍らん探検部の皆さんにも、よろしく伝えておいてほしい」

「あっ、ハイ！　もちろん」

　とつぜんの来訪者に、目新しい変化を喜ぶほむらは大きく頷きます。が、なにか頭に引っかかっているのですが……お正月空間という非日常フィールドが、それを思い出すことを遠ざけてしまっているようですね。

　棚倉が続けます。

「今は、国外での調査を終えて、バチカンに帰国する予定だったんだけれどね」

「留学の前に、もっと日本のことを知っておきたかったから。こうしてヒロを頼って、くっついてきたんだ。チアにすげなくされっぱなしで、元気の無いヒロも励ましてやれるし、一石二鳥ということだよ」

　そう言って棚倉の肩にぽんと手を置きながら馴れ馴れしくもたれかかるギャビー。

　棚倉顧問は苦笑いです。

　管理官としての棚倉と現役調査官であるギャビーが、協力しながら虚ヌ惑テ星ラ調査のミッションを行ったことも、きっと一度ではないのでしょう。二人からは親しい空気が伝わってきました。

「おやそういえば、もう本国のほうでも年が明けたはずだね。教皇様の新年のミサには出なくてよかったのかな？」

「聖せい下かにはネットの中継で拝謁できますし、たとえ何ど処こにいてもお祈りは届きましょう。それに、せっかくの短い休暇期間まで、修道院に戻らなくたっていいじゃないですか」

「ハハハ、そっちが本音か」

　虚惑星の調査管理官でありながら、外務省の技官という立場でもある棚倉顧問は、海外出張の機会が多く、国外の調査官組織との交流も頻ひん繁ぱんにあるとは聞いていました。時には上かみ狛こま倖さち部長や他校探検部の部長たちを連れだって、技術的な交流をすることもあるんだとか。

「国外での調査？　どこへ？」

「リオRio」

　そう簡潔に口にして足下の地面を指差したギャビー。棚倉が補足します。

「リオ、えーとつまり、リオデジャネイロ。ブラジルの大きな港町だ。日本からは、ほとんど地球の反対側になるか。先のミッションでは、もちろんブラジルの調査官メンバーたちが中心だったんだけれど、その補佐役としてギャビーとネイトくんにもとても世話になった」

「へえ……。棚倉先生は本当にお忙しいんですね」

「いやいや。こうして僕が国外に出ていられるのは、部を預かる上狛くんや多た賀がくんたちがしっかりしてくれてるおかげだよ」

　と、部員をねぎらう棚倉顧問。しかしながらまたネイトの話題が出ると、ギャビーは鼻筋に皺しわをよせて嫌そうな顔をするのでした。

「ところで───話し込んでしまったけれど、日ノ岡くんはご家族と一緒だったんじゃ？　もう初詣は済ませていたのかな？」と棚倉。

「うわっ、いけない」

　初詣の参拝どころか、はぐれた月のことまでも放りっぱなしです。

　まだ色々と話を聞きたい衝動をこらえて、棚倉とギャビーに別れの挨拶をして、その場から移動しようとしました。が、

「ねえあの、ギャビー！　ガブリエッラ、さん？」

　ほむらは思い切って、ギャビーを呼びとめました。

「うん」

「あのね、あなたの髪とても綺麗だから。ただ縛るだけじゃなくて、真ま世よ先輩みたいに小さめのシュシュでまとめたり、でなかったらテールを分けてみるとか。きっと似合うと思う。そうだ───」

　ふと思いついたように、提げていた巾着袋をごそごそとさぐるほむら。

「───これ、よかったらあげる」

　取り出したのはシンプルなヘアゴムでした。初詣に出掛ける直前まで、髪型をどうするか悩んでいたほむらが、たまたま持っていたものです。

「本当は結わえ方を調節しやすいゴム紐のほうがいいんだけど……これも手軽だし、ちょうどあったから」

　ポケットに手を入れたまま、ギャビーはすこし寂しげな微笑を浮かべました。

「自分はあまりお洒落や化粧は好きじゃないんだ」

「あっ、それって修道女ならではの、えっと……清せい貧ひんの精神、みたいな？」

　いいやNo、とギャビーは首を振りました。

「この髪もほんとうは短くしてしまいたい。ただ、自分は修道女といっても、まだ学生の身分の準志願者だから、逆に女の子らしくしておきなさい、と修道女長がうるさい。でも、まあ……」

　ダウンベストから出された手が、差し出したほむらの手に重なりました。

　そして、そのまま身を寄せて、そっとほむらの肩に置かれる両手。

「この贈り物が、またあなたに会える縁えんになるのなら、悪くは無い。ぜひ受け取っておく。自分はいま、これしかお返しできないけれど」

「───！」

　棚倉顧問が連れてきたバチカンの使者は、両頰に親しみをこめたキスを残し、「チャオCiao」と笑顔をきらめかせて去って行きました。

「………………」

　頰に指を添えて呆然とするほむら。

　そこへ───

「……なにやってんの、ほむら？」と背後から月に呼びかけられ、ぎくり。

「えっと……国際……交流？」
















　とぼけるほむらを怪訝な顔で見上げる月。

「忘れ物取りに行っているから、そのまま並んでいてよって言ったのに……列の先頭まで捜しに行ってもいないんだからもうっ」

「ご、ごめん、全然耳に入ってなかった、ほんとごめん」

「……そうみたいね……わかってたけど！」

　そんな恨み言もまたあまり耳に入ってきていないらしい姉の様子に、月は大きな溜め息をついて、またぽつり。

「新年早々いやなもの見せられちゃったな……」

「ええ？　み、見せられって───」と動揺するほむら。

「また新しい彼氏なんでしょ？」

「ちょ、ちがうって……女の子だよ」と語られ、また、ええ～？　と顔をしかめる月に「ちょ、ちょ、ちょ、そういう意味でもなくて！」と必死に弁解するほむら。

「はぁ？　あっそうですか。国際交流ね」

　もうがっくりきちゃったから帰る、とふてくされる月を、なんとかなだめて再び参拝列に一緒に並び直そうとする日ノ岡姉妹。

　結局、二人の戻りが遅いので心配して見に来た両親とも合流して、揃って参拝ということになったので結果オーライといえばオーライでしょうか。

（軍神サマかぁ……）

　雷電と剣を象徴するという神様に、手を合わせながらほむらが祈ったのは、なによりまずは妹の受験合格と、そしてひたすらに虚惑星での探検部の安全でした。
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　冬休みが過ぎ、ようやく実感をもって新年の到来を迎えます。

　ほむらたちの青藍高校も、学年最後となる三学期のはじまりです。

　体育館に全学年生徒が整列し、始業式が行われます。

　大学受験を控える三年生の先輩たちからは、冬の朝の冷気をさらに引きしめるような、ひしひしと緊張した空気が伝わってきます。そのなかには、もう一足お先に推薦入試の合格発表日も終えてしまって周囲に気き遣づかいながら安堵する生徒や、その結果がおもわしくなく次なる試験に向けて奮起する生徒もいるでしょう。

　教職員に続いて、生徒会長の六ろく地じ蔵ぞう宝たからが壇上に登り、短いスピーチを述べます。

　いつもの茶化すような雰囲気はありません。

　そんな壇上の友人の姿を、じっと見つめている御み陵ささぎ真ま世よの横顔が目に入りました。

（真世先輩は……推薦じゃなくて、一般入試だって言ってたな……）

　御陵真世からは、都内の私立大学を第一志望として受験することにしました、と先日教えてもらいました。学校の名前を聞いて、ほむらは思わず震え上がった名門大学です。

　願書受付けも、もう始まっているはず。

　中学時代のほむらにはまるで無縁だった、厳しく挑むような雰囲気と、否応なく押し寄せては摑みどころ無く漠然としたまま流れ去って行く、重い濁だく流りゅうのような現実のスピードに、すこしひるみます。




　学級内でのＨホームＲルームを終えて、教室でクラスメートとひとしきり話に花を咲かせていたところに、ふらりと東野と雨あめ乃のがつれだって迎えに来ました。

　彼らはほむらとは別のクラスです。

　実を言うと、ほむらもちょうどお喋りを切り上げて、自分から彼らの顔をみに行こうかと考えていた矢先の出来事でした。クラスの男子たちに交じって冬休み報告をしながら、こちらにすこしはにかんだ笑いをみせる東野たちも、なんとなく気持ちは同じだったのでしょうか。

　心の頼りとしていた先輩たちが学校から去って行く予感に、不安と自分たちの力不足を感じて、とにかく何かをしなきゃと焦りにかられます。

「べつに今日は決まった部活予定もねーしよ、いいんだぜ。牧まき野のたちと遊んでて」

　そんな東野の言葉に不満げなほむら。

「行きますっ、て言ってるでしょ？　モリちゃんに聞いときたいコトもあるし」

「聞きたいこと？　何をだよ」

「ふふーん。その口ぶりだと、まだご存じないね？」

「そのほむらさんのしたり顔……気になります！」と雨乃。

　それはもちろん例のニュースです。

　元旦に自分が体験した、あの日吉坂への留学生ガブリエッラとの出会いを、東野や御陵部長たちにもぜひ聞かせたいとうずうずしていました。

　何か知っているだろう顧問の藤ふじ森もりからも、さらに情報を引き出したいと思っていたところ。

　三人がそんなやりとりをしながら廊下を移動する途中、図書室につながる階段の踊り場で、九く条じょう織おり江えとすれ違いました。

「あれ、九条さん？　先に帰っちゃったのかと思ってたのに」

　浮かない顔をしてほむらたちを見る九条。

「新学期から図書室にご用ですか？」

　なにげなく雨乃に問われ、ふぅ、と嘆息する九条の消沈した顔は、ほむらの目には、なんだかいつもより幼く映りました。

「いま……家に姉が帰ってきていて……」

「留学中のお姉さんが？　へえ」

　九条織江に、ニューヨークに留学中の姉がいるというのは何度か耳にした話です。

　それ以上、姉について本人が語る様子がないので、ほむらからもあまり追及したことはありませんでした。年頃の姉妹というものが、仲が良いばかりではない微妙な距離感なのは、身をもって知っているところですし、彼女たち二人にはどちらもヴァイオリニストという比較されやすいポイントもあります。

　以前、稲荷いなり直すなおなどは、その姉の音楽活動についても率直に尋ねていましたが、芸術方面に詳しくないほむらの関心はむしろ、九条が語りたがらない彼女の家族の内情のほうでした。

　けれど、珍しくその時の九条は控えめに口を開きました。

「だから、あまり家に寄りつきたくない、というか……」

「家に帰りにくいの？……もしかしてお姉さんと顔を合わせたくないとか？」

「姉に無茶苦茶に連れ回されて……ちょっとうんざりしてるの」

「えー？」

　ほむらが個人的に想像していたのとは、ややずれた答えがかえってきて噴き出してしまいました。東野も首をかしげて尋ねます。

「どこへだ？　ショッピングとかか？」

「わけのわからないところ……聞いたこともない怪しい古楽器店だとか、悪趣味な地下劇場とか、コスプレのカラオケ店とか……年明けからもうずっとこんな調子。今日もたぶんまた」

　あまり感情をみせない彼女に、ありありと辟へき易えきした態度が滲にじんでいます。

　九条家とつきあいがあり、姉妹と親しい友人の上狛倖がまた忙しくしていて、相手をしてくれない！　とだだをこねての顚てん末まつのようです。

「強引な方みたいですね。もしかして上狛部長もそれをご存じで逃げまわっている？」

　と苦笑を浮かべる雨乃。

　しかし東野は意外そうに口を挟みました。

「でもよ、久々に会えたんだろ。九条と遊びたいんじゃねーの？　九条の姉ちゃん」

「「………………」」

　九条とほむらは、左右から東野をにらみ、同時にハァと溜め息をつきます。きょろきょろ、きょとんとする雨乃。

「一応、実の妹の身から言わせてもらうと、そうとは思えない……日本語が通じる相手なら誰でもいいんじゃないのかしら……」と呟く九条にさらに、

「東野くんは重度の年上好きだからさあ、振り回されるの上等なＭマゾ気質で、ウェルカムなんでしょうけど……」と畳み掛けるほむら。

「おいやめろ、やめろよ、何不穏なこと言ってやがんだよ」

「……だったら九条さん、よ、よかったらうちに来ない？　避難場所、提供するよ？」

　らんらんと目を輝かせて待ち受けるほむら。傍らの東野と雨乃の不審がる視線は、ほむらから九条へ。一瞬、思案顔のまま動きを止めていた彼女でしたが、やがてぽつりと、

「そっちのほうが疲れそう……気持ちは有り難いけど遠慮する。なにか将来の既成事実にされそうだし」

「待って、どういう意味ですかそれ」

　申し出をすげなく辞退されたほむらは、当初の予定通り、両脇を摑まれ探検部の部室棟へと連行されていくのでした。

　それでもまだ未練がましく、遠ざかる九条の背中に呼びかけるほむら。

「ねえ九条さーん、どんなコスプレしたの？」

　苦虫を嚙みつぶしたような顔で振り返った九条は、しっしっと手を振ってほむらを追い払いました。

「したのか……」「マジかよ」「お姉さんに交渉すれば画像が出てくるかもですね」




　探検部の一年三人が校庭に面した渡り廊下に出ると、ちょうど部室棟から引き返してくる藤森の姿がありました。

「雨乃───東野に、日ノ岡も」

　白い息を吐きながら早足でせまる藤森のその深刻そうな表情にほむらが言うはずだった新年らしい浮いた挨拶も、喉の奥に引っ込んでしまいました。

「どうかしたんですか？」

「いま、フッコから───本馬技研の赤あか土ど苳ふき子こさんから連絡があって」

「あれっ、苳子さんからですか？　ボクには何も通知は届いていませんよ？　もしやネットの不具合……ではない」回線の自己診断を試行したのか、雨乃は自分の胸に手をやりました。それも異常はないようです。「そういえば、今朝は何も研お究う室ちからの連絡も頂いてませんでしたけれど」

「……いや、これは私から直接、雨乃に伝えてほしいって……ことだ。東野、それに日ノ岡も一緒に聞いてくれ」

　名前をあげられて、きょとんとするほむらたち。

　やはり尋常ではない藤森の様子に、二人は身構えます。

　いつも、堂々としながらも、ぐうたらというか動じない雰囲気の藤森顧問の、苦々しい、沈痛な面持ちに、すでに東野は何かを察し、はっと顔を曇らせます。

　藤森は絞り出すように言葉を発しました。

「赤土苳子さんの御祖母の、石つ蕗わ子こさんが……さきほど、入院先の病院で亡くなられたそうだ」

「えっ……ええ？」

　思わず声がもれました。横で東野も顔をこわばらせています。

　ほむらは自分の耳を疑い、聞き直さずにはいられませんでした。

「石蕗子さんって、あの、以前お会いした、アメちゃんに折り紙のカエルの御守りを折ってくださった……アメちゃんのおばあちゃん……ですよね!?」

　静かに頷く藤森。

　本馬技研のモデルルームで行われた実践試験。介護ロボットとしての経験を積むための被験者であり、そして人間を学ぼうとする雨乃の教師となってくれた女性です。

「うん……急性の腎不全って聞いてたけど……こんなに突然……」

　藤森は歯を食いしばって俯うつむきました。その目が赤くうるんでいます。

　東野が気遣わしげに雨乃に声をかけます。

「雨乃……大丈夫か？」

　胸で両手を握り合わせたまま、呆然となっているようにみえる雨乃。

「はい。大丈夫です。状態は正常です。でも……そんな予定はボク、聞かされていませんでした……苳子さんは、一言もおっしゃってませんでした。石蕗子さんご自身だって、何も……」

　雨乃は、ぎごちない笑いを浮かべながら、周囲に問いかけます。

「間違いですよね？　何かお話の行き違いがあって。ねえ、ほむらさん？」

「アメちゃん……私も信じられないけど……だってそうだ、あの時、無事に手術にも成功したばかりだってお聞きしてたのに……でも……」

「あっ、そうだ。稚ち鮎あゆさんの悪ふざけですよね？　またあとで、ボクたちをびっくりさせようと───」

「馬鹿っ。あたしが、こんなことで冗談言うわけないだろ!?」

　鼻声でそう言うと、雨乃の頭を軽く小突く藤森。こらえきれずに洟はなを啜すすり、服の袖で滲む涙をぬぐいました。脇に立つ東野もまたじっとこらえています。

　彼らのつらさが、ほむらにもひしひしと伝わります。

　それが紛まぎれもない自分たちの現実であると、痛いほどに。

　雨乃だけが一人、渡り廊下の途中で取り残されたように、ただ呆然としていました。




　───翌日の午後。

　市内の寺院で、赤土石蕗子の告別式が行われました。

　ほむらと東野の二人も、午後の授業を欠席して、藤森の車に同乗して葬儀場へと向かいました。そこに雨乃の姿はありません。

　ドライバーシートでハンドルを握る喪服姿の藤森。その首元には淡い輝きをはなつ、真珠の細いネックレス。

　彼女のジーンズ以外のスタイルを目にするのはまた久々でしたが、それがこんな機会になろうとは、思いも寄りませんでした。

　葬儀は、ほむらが予想したよりも大きな規模のものになっていました。

　赤土家の親戚一同と、本馬技研の関係者が多く駆けつけ、さらに、過去に彼女が製図技能士として携わっていた仕事先の元同僚や、今では会社の要職にある年輩の人々までもが続々と弔ちょう問もんに訪れていました。

　葬儀の参列者から漏れ聞こえてくる、赤土石蕗子の近況。

　リハビリを続けながらも、時折体調を崩し、昨年の暮れから急にそれが悪化したと。

　思い返せば、年末の休日に出会った、孫の赤土苳子は私事で忙しそうにしていました。あたかも、ほむらたちに隠し事をするように。

（もしかして……あれって……）

　それは、祖母のための通院だったのかもしれません。そして雨乃には、そんな彼女の家庭の事情を語ってはいなかったのです。

　昨日の口ぶりでは、藤森にはある程度までは語っていたのかもしれません。

　それは、すぐに持ち直すと望んでいた周囲のはからいだったのか、それともあるいは、石蕗子自身が雨乃への口止めを願ったのか……

　───藤森を先頭に、焼香に立つほむらたち。

　優しげに微笑みかける遺影。

　焼香台の脇に控える赤土家の親族たち。その前列に立ち、深々とお辞儀をする赤土苳子の姿もありました。




　焼香を終えて、和室の大広間にさがったほむらと東野の二人。

　部屋では参列者が幾つかかたまりを作って、思い出話に花を咲かせています。参列者の多さに対応するためか、まだ告別式のあいだながら部屋には持て成しの用意がされ、すでに法ほう宴えんのような様相になっていました。

　喪服姿の人々に囲まれると、ほむらはちょっと気き後おくれします。学生としての礼服の扱いになる、とはいえ明るめのカラーの青藍高校制服はここでは場違いな気がして。

　人々から少し離れて、二人は壁を背に座りました。

　ぽつりと、ほむらが東野に呟きます。

「私、稲荷先輩も呼んだんだけどね」

「来なかったな」

　目前に受験を控えた御陵部長にはさすがに、気が咎めて連絡はしなかったのですが、実際に葬儀場に来てみると、藤森は御陵家からの香典をしっかり預かってきていました。

　御陵真世もまた、以前から本馬の研究室に出入りしている頃に、赤土石蕗子との交流があったと、藤森が教えてくれました。

「稲荷先輩ったら、あたしはいーわーあなたたちで適当に行っといでー、だってさ。な～んか薄情。どうせ暇ならお葬式来てくれてもいいのにね？」

「暇ならって……おまえなぁ……」

　たしかに殆ど面識は無かったとはいえ、探検部としても恩義のある御人なのでは、とほむらは思うのでした。が、東野は頭をかきながら、ほむらに諭すように言います。

「ちげーよ。稲荷先輩は、御陵部長に気をつかったんだよ。俺たちの手前」

「え？　なにそれ」

「稲荷先輩まで出席してたら、探検部で御陵先輩だけが葬儀に欠席したことになるだろ。そうならないように、わざと来なかったんだよ」

「そ……そっか……」

　そんな配慮には全く思い至らなかった自分が恥ずかしく、そしてちょっとだけ東野を見直しました。

「御陵先輩の家いえのつきあいの広さで、葬儀やら結婚式やら、一々出席してたら一年のスケジュールが全部埋まっちまうぞ」

「…………ふむ。それは一理ある」

　ほむらは抱え込んだ両膝に顎を落として、神妙に頷きました。

　言われてみれば、確かにその通りです。それでなくとも、昨今は葬式の多い時代と言われていて色々と大変なのです。

　そのまま話が済んでいれば、東野の印象もアップしたのですが───。

「まさかおまえ、先輩たちの喪服姿が見られなくて残念とか、不謹慎なこと考えてたんじゃねーだろな」と暴言の追い打ち。

「はあ？　不謹慎なのは東野くんでしょ？　そんなことこれっぽっちしか思ってないよ！」

「え？　あ？」

　……とはいえ、青藍探検部のなかで一番関わりの深かった雨乃が、まだこの場所にいないのは、二人もずっと気がかりです。




　あらためて大広間を見渡すと、ほむらたちの見知った顔がありました。

　こちらは雰囲気を崩さない、黒い詰め襟学生服と、同じく黒いセーラー服。

　日吉坂高校探検部の二年と一年、早はや瀬せ諒りょうと鼎かなえ結ゆ理りのコンビです。

　本馬の研究室によく出入りしていた二人もまた、赤土石蕗子とは面識があったはずです。おそらくは、ほむらたちよりずっと。

　しかしそんなことは感じさせず、いつものように淡々飄ひょう々ひょうとしている二人。早瀬などは、机に用意された料理に手を出してさっそく舌鼓をうっています。

　それでもほむらは、自分なりに殊勝な態度で二人に近づきました。

「やあ、日ノ岡さん」

「ど、どうも早瀬先輩」

「やっと俺よりヤングな連中が来てくれたよ。東野くんは？　トイレ？　いいからちょっと呼んできてよ。若いんだからたくさんお食べって、どんどん寿す司し桶おけが来るんだよ。俺、べつに親類でもなんでもないんだけどさ」

　と、半分ぼやき、半分嬉しそうにしながら、ほむらにもしきりに寿司やら何やら仕出し料理を勧めてくる早瀬。その攻勢をひとまず遠慮して、その隣で、つまらなそうに肘をついている鼎にほむらは話しかけました。

「ねえ。ねえ、ユリちゃん。舎人主任マエストロは？」

「さあ」とそっけなく首を振る鼎。「ただ、あんなにお酒臭い人のところには沙さ毬まりを置いておけないと思って、連れてきたわ」

「沙毬ちゃんを───マジ？」

　鼎のそれは軽口などではありませんでした。

　確かに目に入ったのは、畳敷きの大広間の片隅にちょこんと座る小さな少女。土壁に軽くもたれ、真っ白なタイツ穿きの両足を力なく前に投げ出しながら腰をおろしています。なにか考え事中のようにも、熱心に人々の会話に耳をそばだてているようにも映りました。

　礼服とは似て異なるゴシックなドレスの沙毬が、畳敷きの和室の葬儀場にいるのはシュールな光景。しかし鼎たちもまた、それも致し方なしといった境地のようです。

　時折、参列客の家族に同伴してきた幼い子供が、沙毬に目をとめると、無邪気に興味を示して近寄ります。

（うわ……そりゃ気になるか）

　すると沙毬は静かに子供に向き直ります。その赤い瞳でじっと相手を見つめると、子供はいたたまれなくなってその場を離れていきました。本馬技研の関係者など、遅ればせながらその存在に気付いて、ぎくりと目を見張っている場面すらありました。

　誰かの赤ん坊がむずかって泣き出すと、沙毬はその泣き声にびくりと背を伸ばして、きょろきょろ周囲を観察していたり。

　閑話休題。鼎との会話に意識を戻すほむら。

「お酒臭いって……荒れてたの？　研究室で？」

　そう、大荒れ、と呆れながら頷く鼎。

　隣の早瀬が今度はほむらに尋ね返します。

「雨乃ちゃんは？　青藍高あおこーさんたちと一緒じゃないの？」

「アメちゃんは今日は登校してなくって。昨日は研究室に戻ったって、藤森先生は言ってたけれど……会わなかった？」

　首を振る鼎と早瀬。

「おっ、戻って来た。おい、巧たくみ、巧たくみ。まあ飲めよ」

「なにやってんすか早瀬先輩。うおっプラッシーだ、すげえ。この飲み物、謎っすよね」

　戻ってきた東野を引き込んで早瀬は料理の片付けに忙しそうです。

　周囲の大人たちの───ほむらには随分意外に感じられた───楽しげなざわめきに引きずられてか、結局やかましくしている男子たち。その脇で、鼎はいつものように頰杖をついて退屈そうにしています。そんな彼女が、ぽつりと、

「そう」と呟き、沙毬を見やりながら「それはすこし……心配ね」

　と気遣わしげに口にしたその横顔が、ほむらの印象に残りました。




　喪主は故人の長男である、苳子の父親でした。

　長男は訪れた母親の友人と恩人たちに深く礼を述べます。

　火葬のための斎場へと向かう出棺の前に、故人と対面する最後のおわかれとなりました。

　蓋を開かれ横たわる棺。旅立つ石蕗子に、めいめいが花をたむけます。

　化粧を施された、石蕗子のほの白い顔。頰に入れた赤みも自然で、まさに眠っているようで、胸を締め付けられながらも、ほむらはどこかほっとしました。

　夏の江えノの島しまの帰りに偶然に出会った、あのときの優しくて涼やかな笑顔がまたあざやかに思い出されるのでした。

　そんな、おわかれの儀の最中───

　焼香の時間にはついに顔を見せなかった舎人主任が、ふらりと姿を現しました。

　普段のルーズな印象からは見違えるように、きっちりとスーツを着こなし、髪も整えた舎人は、あたかも有名映画俳優がおしのびで来訪したかのような独特の存在感をはなっていました。

「……フゥ……」

　参列客一同の後方で、ほむらの隣に立っていた藤森は、そんなぎりぎりのタイミングの弔ちょう問もんに呆れながらも、必ず来ることが解っていたように小さく安堵の息を吐きました。

「あ……アメちゃん……」

　さらに舎人の後方には、制服姿の雨乃も同行していました。

　雨乃はただその場におとなしく立ちながら、眠る石蕗子に遠目に視線を注いでいます。

　順番となり、無言で進み出た舎人。その手には、ほっそりとした控えめで気品のある花束を携えています。まるで石蕗子自身のような。

　台上に安置された棺に寄り添うと、舎人は花束をたむけ、ほむらたちには聞こえない小声で、石蕗子に向かって二言三言呟きました。

　そして一度は頭を垂れて下がろうとした彼でしたが、まだ離れがたく、その手は棺の縁を握りしめていました。

　そうしてその場に膝からくずおれると、肩をふるわせながら声を押し殺して泣きました。あの大柄で、世俗の悲喜こもごもとは無縁にすら思えた舎人主任が、子供のように。

　そんなふうに感情をほとばしらせる舎人の姿の意外さには、ほむらだけでなく、東野も、そして鼎もまた驚いて目を見張っていました。

　やがて遺族のなかから赤土苳子が進み出ると、そんな舎人の脇に並んでかがみ、感謝の言葉を語りかけながら、わななく背に親密そうに手を添えてさすってやりました。

　苳子自身は、すでに昨晩までに泣き明かしていたのか、それともまだ実感が伴わないのか、先ほどの焼香の場では涙を見せませんでしたが、いままた彼女の目にも新たな涙が流れていました。

（…………）

　そんな舎人と苳子の二人の背後で、ただ呆然としているばかりの雨乃。

　そんなあまりにも寂しげな彼女の姿を見かねて、ほむらもまた思わず雨乃の傍らに進み出ていました。

「ねえ、アメちゃん？　石蕗子さんをお花で綺麗にしてあげよう。それで、お別れを言おうか」
















「…………」

　まだ呆然と胸の前で握りしめている雨乃の掌てのひらをひらかせて、花を持たせます。

　そんな雨乃が、石蕗子の顔から目を離せぬまま、ほむらに尋ねました。

「ほむらさん……？　石蕗子さんは、いつか戻られますか？」

「アメ、ちゃん……」

　その時───

　鋭い青い閃光が、鈍にぶい痛みとともに、ほむらの目蓋の裏を駆け抜けました。




　───私は、雨乃と共に、看み取とったことがある。

　巨おおきな、巨きな存在の華々しい死に様を、この目に焼き付けたことが。

　降り注ぐ光のなかで、私たちは手を振った。




　目眩めまいに襲われたのは、ほんの一瞬。

　すぐに現実感を取り戻して、目に入ってきたのは、棺に寄り添い、おずおずと石蕗子に花を贈る雨乃の姿。

　そんな少女の両の掌のなかに、白い花弁と一緒に、あのカエルの折り紙があるのに気付いて、ほむらははっとしました。石蕗子が雨乃のために折ってあげた、精巧な親子ガエルの折り紙です。

「……ほむらさん、まだボクに……」肩越しに届く、平坦な問いかけの声。「───ボクに出来ること、ありませんか？」

　こみあげた涙をぐっとこらえ、ほむらは雨乃の細い肩に手を置き、かすかに首を振りました。

「アメちゃん……そのカエルはさ、きっと大好きな雨乃ちゃんにずっと持っててほしいって、そう石蕗子さんも思ってるはずだよ。だから……」

「…………そう、ですか。はい。じゃあ。ごめんなさい、石蕗子さん。これはボクがお預かりしますね」

　雨乃は棺に置きかけていた折り紙を、またそっと胸に戻すと、再び大切そうに掌のなかに包み込みました。

　ほむらもまた一緒に頭を下げて、彼女に最後の別れを告げます。

「バイバイ、石蕗子さん───じゃあね」
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　───トントントン。

　アパートの玄関をノック。

　受け入れてもらえなくとも話くらいは聞いてくれるんじゃないか、とそんな虫のいい期待を込めて、目当ての部屋のドアを叩きます。

　築二十五年はとうに過ぎているだろう、古びた集合住宅の二階の角部屋。

　郵便受けは放置されたままのチラシや検針票でいっぱいです。

　間もなくドアが静かに押し開かれました。

「ハンコどすか？　代だい引びきどすか？」

　チェーンをかけたままのドアの隙間から可愛い声がします。

　けれど、玄関の暗がりに声の主ぬしは見当たらず……

「むむ……いない？　わっ、さ、沙毬ちゃん!?」

　闇を探さぐっていたほむらの視界のずっと下方に、こくん、とうなずく赤い瞳。

　右手には認め印、左手にはお財布を握って立つ小さな沙毬の姿がありました。

　ほむらが驚いたのは少女の格好。オーバーサイズのＴシャツを羽織っただけの、みるからに頼りないスタイル。余った襟ぐりもふにゃりと垂れ、ほむらなどは、

（───ぎゃ、虐待か？　育児放棄ネグレクトか？）

　と思ってしまったほど。なんにせよこの冬場には涼しすぎるスタイル。本馬の研究室で籐椅子に鎮座していた、あのゴシック調のドレスがよく似合っていた少女は、どこへ行ってしまったのか。

　気を取り直し、ほむらはその場にしゃがみこむと、沙毬の高さに視線を合わせました。

「ううん？　えっとね……お届けものとかじゃなくて。もしよければ、お部屋に入れてもらえないかなぁ～なんて。うわ怪しいぞ、私。あの、ユリちゃん……は？」

「…………」

「ねえ、沙毬ちゃんその格好……寒くないの？　あっ、そんなはずないのか、ロボットだから。でもこれはさすがにうーん……」

「…………」

　と語りかける間も、じっとほむらを見つめ返す少女。

　ほどなく部屋の奥からきつい調子の声が追いかけてとんできました。

「勝手に玄関に出たら、だめって言ったでしょう」

　そうたしなめながら玄関に出てきた鼎結理は、沙毬の前にしゃがむほむらとドアの隙間越しに目が合って、ぎょっと立ち止まりました。

　学校ジャージ姿の鼎結理。着替えたきりのばさばさの髪。そして久々に見た眼鏡。

　こちらもまたルーズさでは沙毬に負けておりません。ダウナーモードのほむらも他人のことは言えませんが。

　───バタン。

　と無情にドアが閉じられてしまいました。

「あぁ……」

　と、困惑するほむら。ドアの向こうからくぐもった会話が聞こえてきます。

「ほむらちゃん、おいでなはったよ？」

「わかっとる」

「……ほむらちゃん、おいでなはったよ？」

「わかっとる言うてるやろっ」

　二人の短いやりとりの後に、室内でガサガサドサドサと物を運ぶような物音がしていたかと思うと、やがて渋々といった調子でチェーンを外す音がして、再びドアが開かれました。

「………………」

「こ、こんにちは……」

　あらためて顔を出した鼎は、あきらかに敵意むきだしの警戒態勢です。

　沙毬は部屋の奥に遠ざけて、自分は眼鏡のレンズ越しに、ぎろりとほむらを睨み付けています。

「リョウに聞いたんでしょう」

「はい、ご名答。あっでも住所を、とかじゃなくてね、今日あたりなら自宅にいるだろうっていう情報提供のほうでそもそも部の緊急連絡先に載ってるし───」

「なにか用？」

　ほむらの言葉を遮って、鼎が尋ねました。うっと、たじろぐほむら。

「近所まで立ち寄ったんで、ふらりと遊びに───って、ちょ、ちょっと待って閉めないでったら」

　三センチの隙間で繰り広げられる攻防。指を挟まれないかとヒヤヒヤ。

「実はユリちゃんに折り入ってご相談が。はい」

「…………相談、ね……」

　しばしの白けた沈黙のあとに、ようやくドアは開かれ、招かれざる客のための細いエントランスが通じました。またすぐに追い出されるのではと、おそるおそる部屋にお邪魔するほむら。

「あなたのところの立派な部室棟とか、本馬の実験室ラボで、というわけにはいかなかったわけね」

「それがさ、ちょっと話しにくい話題かもしれなくって……」

　さっそく我が物顔に玄関前を占拠しているゴミ袋の洗礼を受けました。

（これはいわゆる汚お部べ屋や……という奴……）

　ジャージ姿の背中を追いながら、ひそかに顔をしかめるほむら。

　早瀬からも脅されて覚悟していたとはいえ、なかなかきつい環境です。

　壁際には通販のダンボール箱の空き箱が積み重なったキッチンと、本や衣類だらけの広い洋室。一人暮らしにしては広めの間取りですが、足の踏み場も無いこの状況では宝の持ち腐れというかなんというか。

「ね、寝てたかな？（いやでも、どこで寝るんだろ……）」

　本日の日ひ吉よ坂こ高ーは、青藍高あおこーとおなじく半日授業だったはずです。彼女が玄関に現れるまで手間取った理由を、自分基準でとっさにそう思ったほむらでしたが、そうではありませんでした。

「ユリちゃんなぁ、おうたうとぉてたん」

　はんなりとでもいうのか、ゆったりとした調子で返事をしたのは沙毬です。

　洋室中央にぽかんとあいた空間に、沙毬は足を崩して座っていました。その場所だけ、ちょうど窓からの光がふわりと差し込んで神秘的ですらあります。

「お歌……？」

　首をかしげるほむら。

「ソレのことよ」

　と鼎が指差した部屋の隅のパソコン机には、作業途中のノートＰＣが開かれていました。机からは大小のディスプレイが可動アーム付きで生えていて、スライドする机の天板の上にも小型キーボードがなぜか二つも置かれています。舎人主任の仕事机はいたってシンプルでしたが、こちらはいかにもコンピューター中毒という印象。

「プログラミングのこと……カナ？」

「ええ」

　鼎は床に置かれた服やら書物やらを、蹴り寄せたり、埋没しているベッド上に放り投げたりして、乱雑に来客の場所を作っています。

「あの……えっとお構いなく……」

　ほむらだったら猛烈に赤面している場面ですが、鼎はそこはたいして気にしていないようです。

　ジャージ姿で宅配便の受け取りにも堂々と出ていくのかと思うと、こんな女子高生もいるんだ……と、ある意味感心。壁のハンガーにかけられた日吉坂の制服だけが、整然としていて唯一の外部との接点のように思えました。

　備え付けのエアコンは使用された形跡が無く、室内の気温もさほど外気と変わらず、ひんやりとしています。

（でも、お歌でプログラミングか……それはちょっと素敵だね）

　ロボットである沙毬の耳には、鼎の叩くキーボードの音が、奏でられるメロディになって聴こえてくるのです。それは沙毬が自我にめざめるきっかけともなりました。

　部屋主の発掘のすえに、本の山脈と思われていた地帯の裾野から、こたつのテーブルと座布団が出てきました。ここに座れということのようです。

　きっとこれがこの部屋唯一の暖房器具、兼、鼎の寝場所なのでしょう。

「あっ、一応、おみやげにお菓子持ってきたよ。飲み物までは無いんだけど……」

　なによじゃあお茶を淹いれないといけないじゃないの……、と単身キッチンに向かいながら鼎はぼやきました。

「しっかし、沙毬ちゃんがユリちゃんと一緒に生活しているだけでなくて、こんなにも喋れるようになっているとは……」

　隣の部屋で準備中の鼎の隙をみはからって、沙毬の成長ぶりをよく観察させてもらおうと少女の隣に座りました。

　あいかわらず表情にとぼしい少女ですが、まったくアクションを起こさなかった精巧な人形の頃と比べたら天と地ほどの変化です。

「先日の葬儀では、人目を引かないように黙ってなさいって言いつけておいたのよ。それ以前からも発話はできていた。それでも雨乃に比べたら遅いほうだけど」と鼎。

「へえ」

　沙毬は沙毬で、ほむらがコンビニで買ってきたお菓子をひっくりかえしながら珍しそうに見ています。

「でもさユリちゃん、部屋のなかとはいえ、この薄着っぷりはどうかと思うんだけど……」鼎に苦言を呈しつつ沙毬に尋ねます。「寒くないの沙毬ちゃん？……下着もちゃんと着けてるよね……？　あ、見せなくていいから」

　沙毬はゆっくりとした動作でシャツをかきよせると、キッチンの鼎にむかって身をひねり、いやいやをします。

「ユリちゃん、つべたいつべたい。まっさらな服こうて？」

「ロボットだから寒くない。部屋着なんてそれで充分でしょ」と淡々と返す鼎。

「さぶいぼでよる」

「出ない。だれ、そんな時代がかった単語をあなたに教えたのは」

「舎人さんのボキャブラリーパック」

　ハーっ、と大きく溜め息をつき、いつでも初期化イニシャライズできる人工無能じゃないんだから……とまたひとりぼやく鼎。

　すこしして、ティーバッグの日本茶がコーヒー用のマグカップで御盆に載って出てきたのを見計らって、ほむらは尋ねました。

「新学期から、日ひ吉よ坂こ高ー探検部にさ、新メンバー来なかった？」

「……そのこと？　まだだけど。でも、棚倉先生からもう説明があったわ。バチカン市国の調査官が日吉坂うちに来るって。しばらく一緒に活動して、共同のミッションもあるはずだからよろしくって。ただ、なにか本国で用事が出来て、予定に遅れが出ているそうよ。それでも来週には来るらしいけど」

　と、すべらかに答えつつも、その表情はひどい渋茶を喫したように苦々しげな鼎。

　思わず小さな笑いがもれるほむら。

「あ～、やっぱりユリちゃんとしては不服なんだ」

「当たり前でしょ。まったく納得いかないわよ。なんであたしたちが、バチカンの手助けなんかしなくちゃならないの」

　まあまあと、おぼろ昆布の巻かれたお煎せん餅べいを勧めるほむらですが、鼎は見向きもしません。苦笑を浮かべるほむらは、横から小さな手を差し出す沙毬にそれを渡して、話を続けます。

「新メンバーさん───名前は、えっとガブリエッラさん。修道女だって言ってた。聞き慣れない名前だなあと思ったけど、調べてみたら聖書の天使の名前なんだね。あちらじゃそんなに珍しくもないみたいだし、いかにもって感じ。日本語もすごく上手で、綺麗なっていうか、凜々しい感じの女の子だったよ。秋あき穂ほくんなんか、すごく喜ぶんじゃないかな？」

「そうかもね。修道女なんて毛色が変わってて面白いでしょうし。今時、貞節の戒律なんて……というか、何？　ほむらはもう相手には会ったの？　ふうん……」

　あくまで興味薄そうに耳を傾けながら、窓へ顔をそむける鼎。

「……あたしとしては、仮にバチカン絡みのミッションにかり出されたところで、言われるまま堪たえるしかないけど。……それも沙毬と無関係な話じゃないし」

「そうなの？　沙毬ちゃんが？」

　聞き返したほむらと、薄く頷いた鼎。二人の会話を追いかけて視線を往復させながら、とうとつに自分の名前が出てきて、きょとんとしている沙毬。

「新型の虚きょ軸じく望ぼう遠えん鏡きょう衛えい星せい開発のために、沙毬の精霊石を日本から供きょう出しゅつできなくなったでしょう？　それで結局、業を煮やした合衆国が虎の子の精霊石のサンプルを差し出したのよ。今更、資料のなかから発見されたていでね───だからそれがまわりまわって、日本からは国連本部経由でバチカンに恩を売っておくことになったの。バチカン所属の調査官はごく少数で、単独でミッションを遂行することができないから、他の調査官チームと同行することが基本らしいわ」

　日本が結局提供しなかった精霊石を、合衆国が代わりに差し出した、というところまではわかります。けれどなぜそれが日本がバチカンに協力することになるのか、ほむらにはどうもピンと来ません。合衆国はたしか比較的カトリック信徒の少ない土地柄だったはずです。とすると国同士の、あるいは宗教的なグループ同士、ほむらの知らない貸し借りがあるということなのでしょうか？

　とはいえ、ほむらの興味があるのはあくまで、新しい調査官です。

「そうなんだ。でもそれってまさしく少数精鋭の、調査官のエリート！　ってことだね。初詣の時はネイトって人も一緒にいたみたい。結局、私、その人の顔までは見てないんだけど」

「……ネイト？　あのネイトが？」

　とたんに険しい表情になり、食いつくようにほむらに顔を寄せる鼎。

「まさか、ネイトも日本に来るの？　日吉坂高うちのチームに？」

「えっ、そこまでは聞いてないけど……知ってるの？　ネイト？」

「そっか……合衆国はそこまで日本に対価を支払わせる気なのね……ホント鼻持ちならん連中やわ……」

「おーい、ユリちゃーん？」

　ぶつぶつと独りごつ鼎。その隣でこたつに顎を乗せながら沙毬が呟きます。

「ネイトくん。おうてみたいな」

「───駄目。ぜったい駄目」

　即座に鼎のきつい言葉が飛んできます。

「沙毬ちゃんも知ってるの？　ネイトくん、さん？　のこと」

　こくん、とうなずく沙毬。

　あのギャビーも、ネイトについてはいい顔はしていませんでしたし、かなりの問題人物なのでしょうか？

　鼎はこたつの天板をばんと叩いて、不愉快な話題を切り上げさせます。

「それで、相談事って!?　そんなあたしたちに無関係などうでもいい転入生の話をしに来たんじゃないんでしょう？」

　そこまで無縁なはずはないですが、鼎は鼎であまりバチカン絡みのことは話題にしたくないご様子。

「いやーわかりますか」ハハハと白々しく笑ってみせるほむら。「実はね……」




　ほむらの相談事は、雨乃の近況についてでした。

　ほむらは鼎に、ここ数日の出来事を語って聞かせました。

　赤土石蕗子が亡くなって以来、雨乃の様子がおかしいのです。

　意気消沈して落ち込んでいるのならわかります。それならば、まだほむらたちに慰めようもあるのです。が、彼女の態度はいつもと変わらず、どちらかというと、いつもより明るく振る舞っているようにみえるくらいです。

「でも、お喋りしてる途中で、私のことを間違えて石蕗子さんって呼んだりするんだ……すぐにアメちゃん本人も気付いて訂正するんだけどさ。それは別にいいんだけど、誰とも話をしていない時にふっとアメちゃんを見ると、すごくぼーっとしてることが多くて。東野くんのクラスでも、前回の授業の内容をすっかり忘れていたりとか……。大好きなゲームだって、手に持っているだけで、最近遊んでいるところを見かけないし。なんだか直接にも尋ねづらいし、私たちもどう対処したらいいのかなって」

「…………」

　ずず、と思案顔でお茶を啜る鼎。手元に目を落としたままこんなことを言います。

「記憶の巻き戻しかしら……」

「巻き戻し？」

「あたしたちと探査機とでは、記憶の形態が違うから……」

　鼎にしては自信が無さそうに言葉尻をにごしました。が、すぐに顔をあげ、ほむらに向き直ります。

「ほむら、あなたは魂の存在を信じる？」

「え……タマシイ？」

「あたしは信じない。だから、人間だけが魂を持つ特別な生き物だと教えるバチカンの思想も否定する。生まれたばかりのヒトはまだ人間じゃないわ、人間になっていく過程の生き物。すなわち機械よ。人間と機械、そしてその中間の存在がいるだけ」

「沙毬ちゃんやアメちゃんも、いつか人間になれるってこと？」

「なれる？　うーん、そういう言い方をするなら雨乃は───沙毬もだけど───もうかなりの部分で人間に近い存在であると思う。そう舎人主任マエストロも認識しているはず。ただ……」

　言葉を切った鼎は、こたつの上に広げられた、ほむら持参の梅ざらめ煎餅に手を伸ばしかけますが、またお気に召さなかったのか手を戻します。そんな彼女の手にすかさず、さっと一枚押しつけるほむら。

「……っ……ただ、その一連の出来事が教えること。石蕗子さんの件で雨乃に生じた異変……あなたがおぼえている違和感は、その境界を浮き彫りにしたものかもしれない」

　人間と、そうでないものとの境界───雨乃を可愛くて、ちょっと風変わりな女の子だと感じていた自分のなかに生じた違和感。

「雨乃はなによりもコミュニケーションに特化した探査機だわ。その点においては人間より優れているといってもいいかもしれない。でも、短時間で習得したやり方には問題があったのかも。そういう意味では、ある種の哲学的ゾンビね」

「ゾ、ゾンビ───？　ゾンビ!?」

　なぜここでそんな映画の怪物の名前が!?　と戸惑うほむら。

「ええ。雨乃が日常的に行っているやりとりの由来は、彼女の実体験が全てではないということ。ただのテンプレート。うわべをなぞっているにすぎない可能性だってあるわ……って、そんな引かないでよ」

「だってゾンビ呼ばわりはひどいよ！」

　詰め寄るほむらに、ハイハイ、と両手をあげて参ったをする鼎。

　ずれた眼鏡を直しながら説明を続けます。

「悪かったわよ。ゾンビは訂正する。でもね、あたしたち人間、社会的なホモサピエンスのコミュニケーションだって似たようなものでしょ。自分が相あい対たいする人間の数だけ人格を用意しているし、置かれた立場でがらりと態度も変わる。時には記憶すらねつ造するし、都合良く無視もする───雨乃はそういう様々な人間の行動の前例、ライブラリーを急ぎ足で吸収して、なるべく虚惑星探査機としてふさわしい人格を形成するように、自分を調整してきたんだわ。でも……」

　ふっと傍らの幼い少女をみやりながら、言葉を続ける鼎。

「果たして、人の死に対する態度に正解というものがあるかしら？」

　───誰へともなく問いかけを発する鼎結理。

　その言葉を胸にとどめ、ほむらも想いをめぐらします。

　雨乃が思う、虚惑星探査機にふさわしい自分。

　それを、ほむら自身に置き換えてみるならば……。

　一人の女子高生らしく、誰にでも好かれるような明るくてチャーミングな少女像。そしてなぜかそれとは矛盾しないかのような、私らしく自分らしい、個性的な私。そんな当たり前と思っていたイメージが、単なる都合のいいキャッチフレーズだったのかもしれない……と。

　御陵真世は、流星群を眺めようとした夜の屋上で、自分が自分らしくいられるのは自分一人の想いの力だけじゃない、と語っていました。

　そんな御陵先輩に反発していた東野は、人を傷つけることを恐れながら、それでも強くなろうと苦悩していました。他人を守れる自分になろうとして、その矛盾と不安に向かい合いながら、ひそかに過去と闘っていました。

「だったら……」

　もう一度、鼎の問いかけの言葉を反はん芻すうして胸にとどめながら、浮かぶ想いを拾い上げて口にしてみるほむら。

「正解の無い答えを、さ、そこに自信がなくても選びとったり、なんとか見つけだしたりするのが……魂ってことなのかも」

「…………」

　妙なものでも目にとまったように、眉をあげてほむらを凝視する鼎。

　そんな鼎に同調して傍らの沙毬もまた、じぃーっと、ほむらを見つめます。

　赤面してこたつに縮こまるほむら。電源を入れてくれる気配は一向にありません。

　感心したのか呆れたのかは判りませんが、軽く息を吐いて、鼎はこう助言します。

「そういうことなら、舎人主任マエストロと赤土さんにも相談してみたほうがいいわ。あたしより現実的な分析とアドバイスをくれるはずだから。あの人たちは過保護な育ての親ってわけじゃないのよ。雨乃に直接伝えてほしくないことだったら、ちゃんと適切な配慮だってしてくれる」

「だけどさ、まだお葬式からそんなに日にちもたっていないし……舎人さんはほら、随分だったみたいだし……」

「平気よ。赤土さんはもう翌々日には出勤していたし。舎人主任マエストロなんか、あたしが葬儀の時のことを口にしたら、あれは盛り上げてやったんだって、大物は最後にやってきていい所を持って行くんだ感動しただろ？……だなんて強がってたわ」

「はぁ？　それはまた照れ隠しだとしても、ずいぶんな言い草だなぁ」

　薄い微笑を浮かべながら、鼎がぽつりと言いました。

「探検部の活動が、学校生活のあいだの息抜きになっている人もいるでしょうけれど、大人たちは逆に、仕事や慌ただしい日常が悲しさを紛まぎらわせてくれる薬なのかもしれないわね」

「……悲しみを紛らわせてくれるクスリなのだわ……」

　傍らの沙毬に、ドヤァ、としたり顔でアピールしたほむらは、鼎に後頭部をびしっとはたかれました。

　それからしばし鼎と閑談したのは、鼎の部屋の散エらンかトりロぶピりーや、プログラム言語の専門書の間に隠されるように挟まっていたティーン向けの海外ファッション雑誌のこと、チャンポンメンのお手軽なアレンジなどなど、よしなし事。

　そんな雑談ののち、ふと部屋の隅の作業環境にほむらは興味を示しました。

「沙毬ちゃん。ユリお姉ちゃんは、あのパソコンで何作ってたの？　また新しい呪文かな？」

「……あかんえ。ユリお姉ちゃんいうたら、あきまへんえ」

　そう言って、ふるふると首を揺らす沙毬は、なんだか深刻な雰囲気すら漂わせています。

「それまたどうして？」

「ユリちゃんはユリちゃん。雨乃ちゃんは雨乃ちゃん。ユリお姉ちゃんいうたら、口きいてくれへんようになるよ。マウスとんでくるよ」

「……そうなの？　へえ～、お姉ちゃんはＮＧなの？　私なんか妹はいるけど、呼ばれたくても呼んでもらえないのに」

　口元を押さえ、いたずらっぽい表情でほむらがみると、鼎はばつが悪そうに言いました。

「あ……あたしは、別に沙毬を猫可愛がりするためにここに住まわせているわけじゃない。本馬技研に依頼されて、対人教育の一環とか、バッテリーの調子をみるためで───」

「そうかあ。そういうことにしとこう。うん」

「あのね……」

　むすっとする鼎をよそに、沙毬が先ほどのほむらの問いに答えてくれます。

「ゲームつくってたん」

「ゲーム？　へえ～、ちょっと意外」

「そうかしら。昔はよく作ってたけど……今、手掛けているのはちょっとした対戦ゲーム。虚惑星の魔法を扱ったもの」と鼎。

「魔法の？　対戦ゲーム？　ほほう、私、あまりゲームはやらないほうだけど、そういうことなら興味あるなあ」

「…………ふうん」

「今、一瞬ニコッとしたね」と沙毬に驚きを伝えるほむら。

「たまげたわ」とうなずく沙毬。

「うるさい。そんなことはどうでもいいの───コホン。今、探検部用のアプリで導入されているような、単純な反復シミュレーションだと、そもそも刺激がなくて退屈だし、いざという時に応用もしづらいと思って。不確定要素を入れてみたほうが身につきやすいだろうと、試作してみているの」

「脳波スキャナを使って遊ぶの？」

「ええ……それが完成形のイメージではあるけれど、スキャナ自体の数が限られているし、それだけだとデバッグも自こ宅こじゃ出来ないから、まずは画面のタッチ操作とか、あのモデルを使っても遊べるように進めているわ」

　モデルで？　と首をかしげたほむらに、鼎はパソコン机を指差しました。

　キーボードと一緒に机に載っていたのは、魔法で使用する一連の多面体モデルでした。立ち上がった鼎が、モデルを手に取って手の上で回すと、モデルに内蔵されたセンサーがその動きを読み取って、画面上のＣＧモデルをリアルタイムで回転させています。

　多面体モデルそのものは青藍高あおこーの部室にもあるオブジェですが、すこし違うのは、地球儀のようにモデルに回転軸が打ちこんであり、三百六十度の自由度を持つ多重の金属環が周囲をとりまいていることです。

　鼎から手渡された限定ヘキサモデル正六面体を、ほむらが指ではじくと、なめらかに回転しました。思考のみで立体映像のモデルを回転させられる脳波スキャナに比べたら煩はん雑ざつではありますが、確かにこれなら、指を持ちかえることなく、次々と素早く回転させてパターンを描いていくことができます。

　ためしに最近おぼえた新しい魔法───粘ねん着ちゃく炎えん、別名『点灯夫ランプライター』の下位多面体パターンで旋回させてみると、画面上のモデルも完璧に連動して、パターンの完成と共に明るい炎のエフェクトが加わりました。

「そう。そう使うの。やるじゃない」

「意外と簡単だね？　とってもいいんじゃない？」

　褒められてほむらも悪い気はしませんが、そう言う鼎のほうがずっと卓越した魔法の使い手であることは知っています。

　そして鼎もまた、ほむらからの賛辞は控えめに受け取りました。

「ほむらはもう、ある程度パターンの知識があるからいいけど、このゲームが上手になったところで、パターンの暗記と指先が器用になるだけで、いちばん肝心な脳内のメンタルローリングの強化はされないのが欠点ね。でも、国外にはミドルスクール中学生の調査官も多数いるし、まずは興味をひくことを優先、高価な脳波スキャナを使うばかりが実践的な訓練にはならないんじゃないかってね……まあ、このへんは棚倉先生の海外出張の話を聞いているうちに思いついたことだけど」

「さすが日ひ吉よ坂こ高ーはワールドがワイドですなぁ」

　そんな鼎の配慮に純粋に感心しているのですが、つい一言多くなるほむらです。

　そろそろ鼎もそんなほむらの態度には慣れてきたのか、聞き流しながら、他にもいくつかあるゲームモードのウィンドウを開いてみせてくれます。

「余計なＵＩデザインが多くて、魔法とは直接関係無いところで手間ばかりかかってるけど。もう少し基本を整えたら、コラボに出してオープンな開発に移行するつもり」

　鼎の言うコラボとは、探検部が活用しているクローズドなネットワークです。交流のための掲示板や、各探検部員のプロフィールなどが掲載されています。

「それだったらもう充分だよ。すぐにでも発表しちゃったら？」

「いいえ、まだまだよ。それに……どうせあたしは虚惑星のミッションは、しばらく謹慎の身だから、他の調査官の手をわずらわせずに、アプリ開発こっちに専念できて、逆にありがたいわ」

　鼎は自分が座っていたメッシュ張りのチェアーを、ほむらに譲って促します。

「でもちょうどいいわ。ほむらなら感性がミドルスクールに近そうだし」

「はい？」

「───失礼。ちょっと遊んでみて、感想を聞かせてよ。そのあいだにシャワーを浴びるから───あたし、そろそろ汗臭いでしょ」

「え？　べつに？　シャワー？」

　唐突なシャワー宣言。匂いについていえば鼎の部屋は、ほとんど無臭です。部屋には物品こそ大量にあふれていますが、生活臭はほとんどしません。食べ物といえばキッチンの脇にストックされていた即席麵の箱くらいのものです。ましてや沙毬は汗をかきませんし。

「正直に言っていいのに。昨日の晩もシャワーしてないし、朝は髪をさっと流しただけだから」

「え～～～」

　ほむらには信じられぬ蛮行。けれど本人のほうは、冬場はそんなもので充分よ、などとしれっと答えて、またもや衣類の山から着替えを掘り起こしています。ほむらには見分けはつきませんが、本人の頭のなかでは、ちゃんと使用済みとそうでないものの区別がついているのでしょうか。

　そんな鼎の様子をみながら、ふと、ほむらは本馬技研のロゴ入りの紙袋に入った衣類に目がとまりました。

「───それは、沙毬の着替え一式」

　ほむらの疑問を察した鼎が教えました。

「なんだ。着替えがあるんだったら着せてあげようよ～、今すぐにさあ」

「だってそんなの面倒くさいもの。なんであたしまで赤土さんの趣味につきあわないといけないの？　ほむらが着替えさせてくれるなら、どうぞご自由に？　それから───そこのハードケースとドキュメントファイルの束は、本馬技研から預かった、沙毬の私物だけど盗み見たりしないでね。あたしは困らないけど、あなたはたぶん後悔するから」

「見ないって！　そんな前フリみたいなこと、教えてくれなくていいよ！」

　色々と言い捨てて、部屋の主はユニットバスへと向かってしまいました。

　秘密の私物と言われても、この雑然とした部屋では、どこに何があるやら知れたものではないのです。

　例の開発中のゲームを試してみようかとも思いましたが、せっかくの機会なので、ほむらは沙毬のほうに向き直ります。

「ユリお姉……ユリちゃんの許可も出たことだし。沙毬ちゃんはお着替えしようか？　なにか部屋着があると思うから」

「おおきに、ありがとう。ほむらちゃん」

「どういたしまして。さてさて、どんな服があるのかな～」

　ごそごそと用意された着替えを広げて、あれやこれやと沙毬にあてがってみるほむら。

　膝立ちのほむらの前に、沙毬は慣れた様子で立っています。

「ユリちゃんなあ、リョウくんが来るから風呂入るんえ」

「ああ、やっぱりね。早瀬先輩、あとでこっちに立ち寄るかもって言ってたもの。だったら沙毬ちゃんも、恥ずかしくない格好しておこう」

「うん」

「でもそれを聞いて、ちょっとほっとしたよ～。ユリちゃんにも最後の乙女心が残ってたんだね～、ファイナルオトメティックだね～」

　聞こえとる！　適当な噂しないで！　と脱衣所から険しい声が飛んできます。

　そんな声もやがてシャワーの音の向こうに隠れてしまいます。

「さて。沙毬ちゃん、ユリちゃんが学校へ行っている間はどうしてるの？」

「研お究へ室やにかえりますえ。みじかい時間ならおるすばんしとる。そういうときは、それで、おべんきょうするんえ」

　ばんざいして室内着を着せられる沙毬は、服の狭間から床の一点を見下ろします。

「ほむらちゃんは見たってもええよ。雨乃ちゃんのほむらちゃんやもの」

「……え？　え？」

　そちらを注目したほむらは、思わず沙毬を二度見。

　それは鼎から見るべきでない、と忠告されたばかりの沙毬の私物です。

　ごくり……と唾をのみ、バスルームを振り返って確認すると、そろそろと手を伸ばします。が……

「え、遠慮しておきます……」

　と手を引っ込めてしまったほむらに、沙毬は無言で頷きました。




　───結局、つなぎふうの子供用室内着があったので、彼女にはそれを着用させることにしました。これもまた赤土さんが用意したのか、このままピアノの発表会でも行けそうな気合いの入りまくったドレスもあったのですが、一番無難な路線を選びました。

（それじゃあそろそろ……）

　鼎謹製のゲームを試してみようかと、ほむらがパソコン机を意識した矢先。

　ぴんぽーん、と玄関で呼び鈴が鳴りました。

　さっきは自分が何度押してもこすっても鳴らなかったのですが、常連にだけわかるコツでもあるのでしょうか。

「は、はーい！」

　立ち上がり、家主に代わって玄関に向かおうとした拍子に、慣れない室内で足下の物品に足をぶつけます。どさどさと山崩れを起こす山脈。

「や……やばっ」

　それは、さきほど遠ざけたはずの沙毬の私物でした。

　ぶあついドキュメントファイルからはみだした、何かの記録写真、グロテスクなものが、ちらりと目に入ったような気がします。

（うっ……なに、手術の写真……？）

　そんな印象がほむらの脳裏に焼き付きましたが、その記憶もその後のドタバタで遠ざかってしまいます。

　見ないように露骨に視線をそむけつつも、慌てて私物を片付けているあいだに、二度目の呼び鈴が鳴りました。ふらふらと玄関に向かう沙毬。

「ちょ、ちょっと沙毬ちゃん、私が代わりに出るから！」

　───と、その時バスルームのドアが前触れ無くオープンして、裸身にタオルを巻きつけただけの鼎が姿を現しました。沙毬の首根っこをつかまえて引き戻すと、キッチンに用意されていたポーチをてきぱきと手に取ります。

「ええっ？　ユリちゃん、そ、その格好で出るのはさすがに！　私が代わるからっ！」

「いいから。ハンコを押して荷物を受け取るのなんて数秒よ。ここの配達担当は、だいたい女性だし」

　などと平然と言ってのけつつ、濡れ髪から湯気の立つ無防備な姿のまま、鼎は玄関へ出て行きます。

「は、早瀬先輩かもだよ!?」

「だったらなおさら気にならない」

　チェーンもかけぬままノブに手をかけ、ドアを開け放ちます。その油断の代償は、ほむらが心配していたよりも実はずっと大きかったのでした。

「───ハァ？　ふぇ、ふぇぇっ……？」

　と息をのみ、半歩あとじさってかたまる鼎。

　あえぐ唇から、かろうじて漏れた言葉は───

「か……主かず馬ま……にいさん……？」

　と、動どう悸きに震える一言。

　突然の来客はしっかりと頷き返し微笑しました。

「よっ、あけましておめでとうさん。七草粥も過ぎたけど、まだいちおう松の内や───って、なんやユリ。おまえもめでたい格好しとるなぁ」

　雷にうたれたような鼎の反応に、何事かと後方で身構えたほむらも、聞き覚えのある張りのある声と、玄関で影になった大柄なシルエットで来訪者が誰かわかりました。

「て、天てん竜りゅう代表───!?」

「おう。青藍の新入りちゃんか。そらええわ。沙毬もおるんやな。なかなか賑にぎやかやないか」

「ど、どうも……」

　ぺこりと頭をさげるほむら。その背にくっつきながら、沙毬も同じくぺこり。

　だだっ───と、胸元を両手で隠したタオル一枚の鼎が、ほむらの脇を野良猫のようにすりぬけ、バスルームに駆け戻っていきました。どこか怪け我がでもしたみたいに痛そうな、今にも泣きだしそうな顔を耳まで真っ赤にして。

　ババン、とけたたましく閉じられた浴室のドアの音に肩をすくめる天竜。

「冬は鍋やろ。材料もってきたで、一緒にくおか」

「は、はぁ……」

　と頷くほむら。

　まるで動じていない天竜主馬の後方には、なにくわぬ顔でスーパーの袋を掲げてみせる早瀬諒先輩の姿がありました。




　……さて、その十数分後。

　こたつと卓上コンロを囲んで一同は車座に。

　恥辱の恨みを込めて、早瀬を横目で睨む鼎。

　そんな険悪な雰囲気も、いつものことやで？　と慣れきった調子の天竜がほがらかに釈明するには、

「今日あたり時間とれたら顔みせに行くで、とはリョウに伝えとったんやがな」

「ハハハッ、伝えんの忘れちった。わりぃわりぃ」と当人。

（……わざとだこれ）

　と察するほむらを肯定するように、早瀬を睨む鼎の視線に、まがまがしい殺意のオーラが上乗せされます。

　人数もふえ、さすがに部屋も狭くなったこともあって、ほむらはお鍋の招待を辞退してお暇いとましようとしたのですが、あんのじょう早瀬に明るい調子で引き留められました。

「…………」

（そして……ユリちゃんが一言も喋らないのですが……）

　そう───口には出さないけれど、なんとなく鼎結理がこの部屋に三人（と一機）だけにしてほしくない、ここにいなさい、とジト目のビームで引っ張ってくるような気がして仕方のないほむら。

　探検部から離れた場所でみる彼らに、少なからず興味もあり「じゃあ、お言葉に甘んじまして……」と同席を決めました。

　風呂上がりの鼎が身支度をととのえるまで、男性陣はアパートの通路で待機していてもらおうかと思ったのですが……実際は、逆に部屋の勝手がわからないほむらと天竜が外に出され、そのあいだ遠慮無く部屋に入った早瀬が、専門の家政婦のようにてきぱきと動いて部屋をかたづけ、人間四人と探査機一機がこたつを囲むスペースを作ってしまいました。天竜とほむらはゴミ出し係。

　という過程を経て見いだされた新天地で囲む鍋なわけです。

　皿の上に整然と並べられた白菜やエノキ茸だけや樰たらの切り身や鶏とりすり身。

「うち、鍋はじめてやわ。ぐつぐついうとるねえ」

　と、ほむらの膝の上の沙毬がこちらを仰ぎ見ながら、興味深そうに言いました。

「食べられるの？　沙毬ちゃん」

「そうやなあ、できひんことはないよ？　毒入りきけんやったらちゃんとおしえます」

「その毒味の判定は、ひとまず要らないかなぁ……」とほむら。

「沙毬も遠慮せず食え食え。食って大きゅうなれ」と無責任に焚きつける天竜。

「結理はぜんぜん野菜くわねーしな。沙毬ちゃんが手本見せてやれよ」と乗っかる早瀬。

　小さく意気込むポーズをとってみせる沙毬と、今は眼鏡をかけずに細めた目で鍋を睨んだままの鼎。ジャージ姿はそのままですが。

「…………」

　ほむらたち四人が座ったら、もう割り込む隙間も無い小ぶりなこたつ。

　物珍しい鍋の風景を観察する特等席を求めてか、沙毬はまず鼎の前に座ろうとしました。しかし鼎は横にいれば充分でしょ、とそれを嫌がりました。

　隣の早瀬は歓迎して、一度は沙毬を前に鎮座させたのですが、沙毬本人からゴツゴツして座り心地が悪いとダメ出しされ……。

　そんなら俺んとこ来い！　と手招きされて座った天竜の膝はゆったりとして、今度は沙毬も至極ご満悦。だったのですが、

「……なんか小さい頃の結理みたいだな」と早瀬が余計な一言を口にしたため、またもや真っ赤に赤面した苦々しい顔の鼎に強引に移動させられたのでした。

　そんなわけで、今はほむらの前にいるのです。まあそれはそれで、ほむら的には役得の結果オーライ。

　間近で観察する沙毬と雨乃の二人は、製品として見た時には、やはりそのつくりや造形はとても似通っているのですが、いざその電源が入り、命を持って動き出すと、まるで違った印象を受けます。雨乃には雨乃の、沙毬には沙毬の可愛さがあります。

（さて……こうしてばかりはいられない……）

　ご飯が炊きあがるのを待つあいだ、もはや乗りかかった船、囲んでしまった鍋、ということで多少の失礼は承知しながら、以前から気になっていたことを三人に尋ねてみるほむら。

「あのぅ、私が何か勘違いしてたらすぐに指摘してほしいんですけど……天竜主馬代表は、鼎結理さんの義理のお兄さんで……それで、早瀬諒さんはお二人の幼なじみ……で合ってます？」

　天竜がこともなげに頷きます。

「せやな。でも、義理の兄ってのはあいまいな言葉やから、腹違いの兄きょう妹だいが正しいかな。漢字で書いたら〝異こと〟なる〝母はは〟で異い母ぼ兄けい、異い母ぼ妹まいや。だから血はつながっとるで。全然似とらんけどな！」

　けらけらと笑う天竜と早瀬たち。ニコリともしない鼎。

「そんでもってリョウはなんや、ユリの～～、あれか、奴隷か？」

「そうそう。俺、奴隷なんだよ。スレイブ」とまた軽く応じる早瀬。

「変な話にしないでったら」

　と鼎もたまらず口を挟みました。天竜が訂正して言い直します。

「せやな。すまん、奴隷は失礼やった。リョウには俺が頭さげて頼み込んだんや。妹が関東へ行くそうやから、世話してやっとくれってな。見ての通り、ユリは一人暮らしで、俺も心配やったからな───あれか？　そんならリョウは保護者やろ」

「……はい。そう見えますよ？　保護者……っていうかよく出来た執事さんかな？」とほむら。

「やっぱ奴隷じゃん？」と苦笑する早瀬。

「じゃあやっぱり、専業主夫さんかな？」

「ランク下がっちゃったよ。ハハッ」

　家庭の問題ゆえの生々しさとしがらみを感じる話題ですが、天竜も早瀬もそれを感じさせるようには語りません。

（それとも、だからこそなのかな……？）

　さらに深い関係や、鼎の一人暮らしの理由については、興味が無いといえば噓になりますが、追及したところで楽しい話にはなりそうもありませんでした。ほむらとしては今は目前の事実がわかれば充分です。

　それよりももっと尋ねたいことが幾つかありました。

「アハハ……でも、御陵真世先輩までもが、おふたりご兄妹の幼なじみだったなんて、なんか世界は狭いですね」

　ここではあえて許嫁いいなずけのことは口にせずに、別の話題を持ち出すほむら。

　天竜はまたさばさばと教えてくれます。

「家の古いつきあいって奴やな。一度は没落しとった御陵の家と、天竜家がまた商売の口を利きくようになって、いろいろ手を貸したのが馴なれ初そめ言うとったかな？　以来、持ちつ持たれつや。ま、俺も真世も、そんな昔の因縁なんぞは気にしとらんけどな」

「ねえねえ日ノ岡さん、俺のことは聞いてくんないの？」と早瀬。

「えっ」

　あいかわらず聞きにくいところに平然と切り込んでくる先輩です。あえて尋ねずにいたのに。

（でも、私が気を遣ってるって、すぐわかっちゃうんだろうな早瀬先輩には……だてに気むずかしいユリちゃんの世話役なんかやってないよね……）

「えっと、早瀬先輩は───」

　あらためて早瀬にも尋ねようとした矢先に、先回りして天竜が答えてしまいます。

「リョウの家は、もとは天竜家の武ぶ臣しんや。これまたかび臭い話やな。家の集まりに出るたびに繰り返し聞かせられるせいで、いやでも覚えさせられる」

　そんな話を聞いて、つい悪ノリしてしまうほむら。

「へえ……武臣とはまた。それって家来さんみたいなものですか？　じゃあ早瀬先輩は、ユリお姫様のおそばに仕えるニンジャみたいな？」

「こんなボロアパートに住んでるお姫様なんかいないわ」

　と、浮かんできたばかりの鶏ダンゴをめざとく奪いながら鼎がぽつり。

「まったくや、散らかし放題やからなぁ。ごみ溜めに鶴とか、言うてやらんで？　これは単なる巣ごもりや」

「ど、どこに何があるかは、ちゃんと解ってる。こっちのほうが効率が……」

　恥ずかしそうに抗弁する鼎に、早瀬が横やりを入れます。

「天才アピールうぜえ。自己管理できない奴は、みんなそう言うんだよ」

「勝手にリョウが片付けるからでしょ！　頼んでもいないのに……って、ちょ、やめや！　なに持っとんの！」

　どこからか拾いあげた下着を、つまんで見せびらかす早瀬。必死に取り返そうとする鼎。一瞬、倒れそうになった鍋をあわてて押さえる天竜とほむら。

　部屋に笑いが響きます。

　さっきまでは、饒じょう舌ぜつに雨乃のことを語って聞かせる理知的な鼎でしたが、年上の食えない二人にからかわれるうちに、もはやすっかり借りてきた猫のように小さくなっています。

（…………幼なじみ、か）

　もう今は、ちょっと可愛くすら見えてきた彼女。

　天竜や早瀬たちにしても、探検部の活動中に見かけるよりも、なんだかずっと幼くなってしまったように感じられて、そんな変化を面白いと思ったのが半分。

　三人の見えない絆のようなものを目の当たりにして、すこし疎外感をおぼえてしまったのが半分。

　さすがにそろそろ沙毬は脇に座らせ、鍋をつつきながら……今度は鼎の偏食ぶりを揶や揄ゆしたり、勝手に野菜マシマシでよそったりしつつ、話題は天竜代表と探検部に移ります。

「ところで天竜先輩。もう一区切り付かれたみたいでしたけど、今回の上京はなんだったんです？　探検部……の用事ですよね、やっぱり。大おお嵐ぞれ副部長たちと合流して打ち合わせですか？」

　ほむらは思いつくまま大嵐の名前を挙げました。

　彼らもまた、現在は上京してきており、虚惑星上においても青藍高あおこーと日ひ吉よ坂こ高ーの調査担当区域を訪れて、何度か地球との往来を繰り返しているのです。

　もちろんミッションが進行中です。それも大がかりな。

「それもあるで。長なが篠しのは、大嵐んとこへ行っとるわ」

「あっ、長篠さんも一緒に来てらしたんですか！　私、また長篠さんに会いたいです」

「そりゃええけど、あいつ新入りちゃんのことは一言も話さんかったから、きっと忘れとるで？」

「え～～？」

「そのかわりっちゅーか、七久保ナナは青藍部員のことはやたら口にしよるなあ。可愛がられとるんやで。もちろん九割文句で、残りは愚ぐ痴ちやけどな。去年の暮れの、新入りちゃんたちの行方不明ロストの時なんか見み物ものやったらしいで。いつも真っ先にキレる府立南雲うちんとこの顧問が、逆になだめる側にまわっとったとか聞いたわ」

　天竜はその頃は中国にいたために、大おお阪さかにはいなかったのです。

「へー、それは俺も見たかったな」と早瀬。「七なな久く保ぼさん面白いよなー。調子にのってても怒ってても輝いてるもんな」

「ははは……あとで私も藤森先生から、かなーりお説教されましたけど……」

　と落ち込むほむらを、微笑を浮かべて見る天竜。

「まあ、おかげで楽しい発見もあって、大嵐たちのミッションにつながっとるわけや。新入りちゃんも、そうめげんなや？」

　ほむらを励ます天竜は、腕を組むと、ほむらへの答えの続きを語ります。

「代表としてのメインの用事はな、外国の調査官チームのリーダーたちとの調整や。わざわざ東とう京きょうに大勢来ててな。南米合同チームと、スペイン代表、ポルトガル代表、あとイギリスの連中と会ったりした。そこでもいろいろあってしんどかった。特にイギリスめんどい。イギリスめんどい。イギリス超～～～～めんどくさい！　死ぬかと思うた！」

　……そんなにですか。

　天竜の吐露に、彼らも伸ばした箸がとまります。

「イギリスは近頃ますますＥＵさんと仲悪うて、しんどいのはわかるけどな。こっちもそんなホイホイ譲歩できるわけないやろ。すばる姫の城に二、三人、交替で常駐させるいうてきたで」

「えっ、常駐？　お城にですか!?」と血相を変えるほむら。

「……心配せんでもええ。今回はなんとか断ったわ。そんなん来られたら、こっちの調査官枠わくかてダダ減りやろ。調査目的ならまだしも、常駐ってなんやねん。総督府か───？」

　転がりようによっては、ほむらたちにも大いに影響してくる話です。転リ送ン環グの制限があるため、虚惑星に送り込める人間の数は限られています。

「いくらイギリスあちらさんの転送枠を交換条件で出されても、そらおおきにとはいかんやろ？　日う本ちの連中で、高重力環境訓練ができとるのは、苫とま小こ牧まいの連中だけやからな。けどそれでうっかり難癖つけたりすると、調査機会の不均等は是正されるべきですねミスター・天竜、とかいうてくるねん。あーめんどくさ」

　……そんなふうに、代表ならではの苦悩を語る天竜。それは、テレビカメラの前ではもちろん、夏のＳＡサマー・アセンブリの調査官たちの前でも見せなかった赤裸々な態度でした。この場が気の置けない内々の集まりとはいえ。

　リーダーの条件はどんな時でも弱みを見せないこと……なんとなく、そんな先入観をもって天竜をみていたほむらには、彼の態度は意外で新鮮でした。

　けれどあの夏の日、稲荷先輩は天竜に向かって詰め寄りました。

　───あんたは誰の代表なの？　調査官みんなの？　大人にかつがれた薄っぺらな看板なの？……と。

　一介の若輩調査官でしかないほむらにとっては、天竜主馬が日本の調査官たちのために立ち振る舞い、ときにはその身一つで戦ってくれているのは、疑うべくもない自明のことです（メイヴェル監査官への、おとなげないちょっかいは除のぞくとして……）。

　だとしたら、あれだけの人々の前で、稲荷が言いたかったのは何だったのか。

（それって、ただ闇雲に、大人たちへの反抗を示すことじゃないはず……もっとほかに、天竜先輩に伝えたい気持ちがあったのかな……）

　微笑みの裏でそんなことを考えていたほむら。その目の前では、早瀬がまた、遠慮のない調子で天竜をからかっています。

　そんな彼らの会話を横から観察しながら、沙毬がぽつりと言いました。

「カズマくんはえらいなあ」

　外見も、それ以上にその中身も、まだまだ幼い彼女とはいえ、その率直さと距離感にほむらはぎょっとしました。鼎も面食らっています。

　しかし早瀬や天竜本人などは、そんな沙毬の言葉をとても面白がってるふうでした。

「そーか、えらいか？　おおきにな。俺を褒めてくれるんは、沙毬だけや。鶏ダンゴ食うか？」

　沙毬に向き直って、にかっと破顔する天竜。

「相手してくれんのは、どうせ今のうちだけだろ。すぐに臭いとかキモいとか言い出すって」と早瀬。

「そらさみしいな」

　と肩を落とした天竜に苦笑するほむら。

「そんな、思春期の女の子ってわけじゃ……アレ？　まさに思春期の女の子なのかな？　沙毬ちゃんて。ね？」

「あたしに聞かないでったら」

　とほむらに話を振られて困っている鼎。

「なあに、沙毬もすぐに調査官の仲間入りや。そしたら、ようやったと言われる側になるからな」

「それはわからんね。うち……まだ虚惑星いけへんもん」

　天竜は少女の頭をがしっと摑んで、安心させるように少し乱暴になでくり回します。

「まだ虚惑星に行けなくても、離れとっても大丈夫や。沙毬があんじょうやっとれば、俺らは元気出よるからな。だから大丈夫や」

　竜巻にあおられたように、おでこを剝むき出しに、髪をぐしゃぐしゃにされながら沙毬はじっと目をつぶっています。

　そんなふうに少女に語りかける天竜を、こっそりと盗むように見入る鼎の、どこか羨ましそうな、とても懐かしそうな横顔を、ほむらは見逃しませんでした。




　鍋も食べ終えて一息ついた天竜は、ほむらに話を振りました。

「うちの大嵐と、灘なだ浜はまの花はな屋や敷しきたちが世話になっとるやろ」

「あっ、はい。でも、もっぱら活動しているのは、御陵部長で」

　今回のミッションでの、ほむらの部し活ご動とといえば、地球側に待機するバックアップとして、東野たちと一緒に部室棟に詰めているくらいのもので、虚惑星にまで同行しているわけではありません。それも日吉坂の部員たちと交替のローテーション制です。

「どうしても転送環の人数制限があるからな。真世は、あちらですばる姫に話をつけるために同行必須としても、そこに青藍の部員を交ぜてやれんのはすまんなあ」

「いえ、どのみち、私たちにはとても難しいミッションだってわかってますから……」

　大阪府立南な雲ぐも高校の大嵐副部長と、兵ひょう庫ご県立灘浜高校の花屋敷部長という二人の魔術師ウィザードを招いての特殊なミッション。

　世界的な期待を背負っての調査活動になると聞いています。

　二人の魔術師ウィザードは、学校近くの会議施設に陣取り、そこを基地としながら、日吉坂と青藍とを足繁く往復しています。

　そこで、ほむらがふと思い立ったのは、

「探検部の三年生は大変ですねぇ。そんな大きなミッションがあると、問答無用で呼び出されちゃって。受験先とかどうしてるんでしょう？」

　天竜は顎に手をやって思い出しモード。

「進学か。大嵐はアメリカの私立のアイビーのな、あー、なんつったかな」

「……プリンストン大」と鼎がフォロー。

「それや、プリンストンのせんせに呼ばれとって、奨学生として入学すると、もう決めとるそうや」

　さすが大嵐さんだわ……と、鼎も珍しく感心顔で頷いています。ほむらはそんな自転車メーカーみたいな名前の大学があることすら初めて知りましたけども。

「大嵐や花屋敷は、頭の出来も違うし特別や。夏のＳＡの時期を過ぎたら、調査活動は縮小して後任に譲るのが普通や。少なくとも今まではな。今年からは推薦制度も出来たし、多少は変わってきとるんやろな」

「ですよね。でも、日本探検部の中心的な存在の南雲高校ともなると、そうもいかないんでしょうかね……。そういう天竜先輩はどちらへ？　進学ですよね？」とおずおずと尋ねるほむら。

「俺か。俺は……どうしよっかなあ……実はまだ決めてへんのや。北ペ京キンに仲のいいツレも出来たしな。あっちに行ってみるのもええな」

　なにやら隣で一瞬はっとした鼎でしたが、すぐに平常運転のしらじらとした横目を天竜に向けるのでした。

「天竜の男はどうせみんなＫ大学に進学するに決まってるのに……」

「はっはっは、ええやんか。願書出してみるくらい」




　思わぬ長居をしました。すっかり外は暗くなっています。

　寒気に震えながらも、日本らしい冬の冷たさにどこか安心もします。

　鼎たちに別れを告げて、帰路についたほむら。

　バス停留所までの道を送っていく、と早瀬が申し出たところを、天竜が代わりを申し出ました。コンビニで買い物があるとか。

　───名残惜しく沙毬に手を振り、アパートを離れた途中。

　路上に駐車していた地味な乗用車。その脇を通り過ぎながら、天竜が軽く手を挙げました。暗い車内は判然としませんでしたが、相手のドライバーもまた会釈を返したように見えました。

「今のひとは……？」と思わず尋ねるほむら。

「アレは天竜家うちが雇やとうとる興こう信しん所じょの人間や」

「コウシンジョ？　エビと関係が……そんなわけないか」

「興信所っつーのは、法律のグレーなとこで立ち回る便利屋や。私立探偵みたいなもんやな」

　どきりと顔をこわばらせるほむら。

「びっくりしたか？　保険会社の調査員かて似たようなもんや。ついでに道向こうには、本馬の監視役の車もおるで。そのあたりは、どうせユリも気付いとる」

「知らぬうちに、二組ものシークレットサービスに囲まれてたとは……」

「ＳＳシークレットサービスか。本馬さんはまさにその通りの警備員やけどな。もちろん警備対象は沙毬や。沙毬は金にはかえられんほど貴重な精霊石を内蔵した実験機で、そのボディも商しょう売ばい敵がたきが狙うとる新技術の塊や。けれど、ユリは違う───」

　ほがらかとは言い難い微妙な面持ちで、言葉を切る天竜。

「ユリのほうは、どっちかというと何かやらかさんように監視されとる側の身や。ユリが酔っ払いに絡まれて殴られても、あの監視役は何もせんで。レイプされそうになってようやく通報するくらいやな、せいぜいんとこ」

「…………」

　お姫様やらニンジャやらと持ち上げていた先ほどとは、だいぶ会話の雰囲気が異なってきました。気をとりなおすほむら。

「でも、早瀬先輩がいますから。ユリちゃんには早瀬先輩がついてます。だから大丈夫ですよね？」

「……ああ、その通りや───すまんな。こんな話は聞きたくないやろ」

「えっと……」

　なんと答えていいのか、言葉が見つからないほむら。

　今日、第一に相談したかった雨乃の不調についての他に、本当はもう一つ、ひそかに鼎に尋ねたいことがあったのです。

　それはＳＡの最後の夜に、偶然に盗み見てしまった早瀬と鼎のやりとり。

　───あんな言いつけのこと、怒ってるのか？

　───イヤだな、あたし。あのひとを助けるのなんて。

　そんなふうに、幼なじみの二人は海辺の斜面の暗がりで語り合っていました。

　あの時の二人の秘密めいた会話が、今ではどうやら、天竜主馬と御陵真世について語っていたのだと、ほむらにも想像がつきます。

　そしてそれはもしかして、虚惑星での彼女の不可解な行動とも関係のあることかもしれない……。それを鼎に直接尋ねるほど、自分が彼女と親密になれているかどうかもわからぬまま、不意の来客でその機会は先延ばしにされてしまいました、が。

　天竜主馬本人を前にしている今、それはまたとない好機なのかもしれません。

（だけど……それでいいのかな）

　それは鼎との関係を、決定的に壊してしまうかもしれない、と思うと、ほむらはためらいます。鼎自身が話したくないことを、一足飛びに暴こうとして、それが、今かろうじて築けてきた二人のささやかな関係を、以前よりももっと遠いものにしてしまうかもしれない、と。

　天竜のお喋りに、言葉少なく相槌をうっていたほむら。

　そんなほむらに天竜は言いました。

「なあ、新入りちゃん。ユリのこと頼むな。ちょっと嬉しかったわ。新入りちゃんが、ユリの部屋に遊びにきとるて知って」

「あっ、来たのは、実は初めてで。それも私のほうがユリちゃんを頼りにして」

　期待に添う言葉ではありませんでしたが、ほむらは正直に打ち明けました。それでも天竜は嬉しそうです。

「ほうか……ほうか。ユリは人に頼られるようになったんか。そりゃたいした進歩やな。パソコンしか友達がおらんかった頃からしたら、ずいぶん人間らしゅうなってきたな」

「スクーターの免許もとったんですよ、ユリちゃん。二人乗りの、ちょっと大きめの電動スクーター」

「そいつは初耳や。いつか乗せてもらお」

「…………」

　嬉しそうな横顔に、ついほむらは口をすべらしてしまいます。

「直すなおさんも……」

「ん？」

「あ、あのっ、稲荷直さんも、もうすっかり探検部に馴染んで立派に副部長してます」

「ほうか。あいつ、真世とは仲良うやっとるか」

「はい」

「それはなによりや。真世は昔から強情やからなあ。どうせ稲荷のほうが折れたんやろ」

「えっと……ご、ご想像におまかせします……」

　かかかと、笑いとばす天竜が、歩きながらほむらに向き直ります。

「俺は家のこともサボっとってばかりやし、兄貴らしいこともでけんけど、新入りちゃんは時々ユリと遊んでやっとくれな。お邪魔かもしれんけど、リョウも悪い奴やないやろ？」

「は、はい」

　もちろん、と大きく頷くほむら。

「うん。今日の俺のことを、ユリに伝えんかったのも、意地悪とかサプライズとかいう気はあらへんのや。もうちょい顔見せに来よう俺が思おもても、こっちの都合でドタキャンしたことが何度もあってな？　それでユリの奴にヘンに期待させんように黙ってたんや。そのへんは、俺もあいつの裁量に任せるようにしとる。長いつきあいやからな」

　お姫サマをぬか喜びさせないように、か。ドタキャンを知らされて、平然を装いつつも、それでもふてくされて早瀬先輩にあたる鼎の姿が、なんとなく想像がつきました。

　バス停で別れる間際、ほむらも天竜に告げました。

「天竜先輩───？」

「なんや」

「私、もう新入りじゃないですよ。みんなに迷惑かけてばかりですけど。でも、探検部の調査官です。こうみえても四等調査官ですから」

「…………」

　口の端を曲げて、微妙な笑いを浮かべる天竜。

　ぴしっ、と夜道に響くするどい音。ジンジンするおでこを押さえてのけぞるほむら。

「痛ぁ……デ、デコピン!?」

「そういうことは、藤森センセを困らせんようになってから言えやな、新入りちゃん」

　天竜は、手を振りながら言い捨て、暗い夜道を遠ざかっていきました。
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　朝のＨホームＲルーム。

　まだ新学期スタートから間もない、冬の日。

　とつぜんですが、転入生を紹介します……と告げて担任教師が招き入れたその人物に、ほむらは啞あ然ぜんとしてしまいました。

　教壇にたたずむ、すらりとした姿。

　薄桃色に艶なまめく白い肌に、輝く亜麻色の髪もつ乙女。

（ぎゃ、ぎゃぎゃぎゃ……ギャビィィいいぃぃ!?）

　見覚えのある顔に、心中で驚きの声をあげるほむら。

　おおおぉぅ、と響どよめきをもらしたクラスメートたちも、また呆あっ気けにとられています。まだどこか焦り気味の担任教師の前で、しゃなりと頭を垂れた彼女の微笑みのまぶしいこと。

　伝統の修道女服の意匠を模した、ミッションスクール風の制服に身を包んだ彼女。本来の様式とは異なり髪こそ露出させているとはいえ、この青藍高校においてはいかにも淑女らしい雰囲気をまとっています。

　初詣での初対面の際には少年と見間違えた、ダウンベスト姿の彼女とは、まるで別人です。

（本当にガブリエッラ……なの？）

　もしや他人のそら似か双子の妹か？　などと妄想があふれ胸がドギマギと高鳴りますが、この方面の記憶については、ほむらに間違いはないのです。目の下のほくろだって完全に一致してます。

　特にほむらをはっとさせたのはその髪型。以前の後ろで縛ったものから、やや低めのポイントで結わえた二つのおさげになっています。そのせいか、ほむらの目にもすっかり可か憐れんな印象に映りました。

（なんだこれ……まさに天使？　天使なの？　フォーリンエンジェルか？）

　教師から自己紹介の挨拶をうながされた彼女。

　教室前方の電子黒板に学生証をかざすと、すでに登録されている彼女のポートレートと、アルファベット表記の名前が表示されました。

　さらにスタイラスペンを握ると、こちらはややぎごちないカナ文字で、自分の名前をその横に記します。[image: 〓]ブソエッラ・ベノレニ。

「はじめまして。バチカン市国より参りました。ガブリエッラ・ベルニと申します。どうぞ皆様、お見知りおきください」

　外見に反して、少女の唇から紡つむがれたなめらかな日本語に、教室がまたもやどよめきます。

　その発音も前回よりいっそう流りゅう暢ちょうになっているような？

「───皆さんと共に学校生活を送るために、日本語、イッショウケンメイ、勉強しました。けれど、読み書きはまだまだ苦手です。至らない点もあると思いますが、よろしくお願いいたします」

　大きな拍手がおくられます。

　好奇の視線を浴びながら、教室を見渡す彼女。

　そしてまだ驚きが抜けずに硬直しているほむらに目をとめると、彼女はニコリと微笑みました。

「はは……」

（もうぜったい間違いない……ギャビーだ……）

　教師が紹介を補足します。

「ベルニさんは留学生というだけでなく、バチカン市国代表の虚惑星調査官でもあります。はるばるイタリア半島から、特別な任務を担になってこの学校にいらっしゃいました。なので、同じく調査官の日ノ岡さんとは行動を共にすることが多くなるでしょう」

　名前を呼ばれたほむらに、クラスの視線が集中します。

　ギャビーがまた恭うやうやしく頭を垂れます。

「よろしくお願いいたしますね。シニョリーナ・ヒノオカ」

　シニョリーナだってよ……とざわめく教室。教師が言葉を続けます。

「───それと伝え忘れていました。ベルニさんは年齢だけでいえば、皆さんより一つ年下になる中学三年生に相当します。といっても日本の学年と、ヨーロッパの一般的な学校制度との違いがありますので、実質的には高校一年生と考えてくださってよいでしょう。そのように接してもらって構いませんね？」

　教師の言葉にギャビーも了解して、ぜひ、と頷きます。

「まだ昨夜、日本に着かれたばかりだそうです。日本の学校はなにかと初めてのことが多いでしょう。クラス委員はのちほど校内の案内をお願いします。席は……」

　教室を見渡す教師。

「……九条さんの隣が空いてますね。ではそちらの机を使ってください。九条さん、教材などで不都合があったら、出来る範囲で構いませんので面倒をみてあげてください」

「はい」

　と、さきほどからクラスで唯一落ち着きはらっている九条。

　席に向かい、ドゾヨロシク、と頭を下げるギャビーに彼女は、ピアチェーレ、ミ、キアーモ、オリエ・クジョウ───はじめまして、九条織江です、などと洒落た挨拶を返しています。ギャビーも、おや、とすこし表情を変えて、二言三言イタリア語で返しています。愛想笑いのない、いかにも自然な様子が大人っぽいです。

（さすが九条さん。ふだんから外国のミュージシャンたちに囲まれて演奏活動しているだけはある……）

　とほむらも感心。興奮さめやらぬ学級の外野では、なんかあの一角だけ異空間になってねえ？……背後から後光がまぶしくて落ち着かない……あー急に気分悪いわー俺、今日は体育の授業見学するわー……男子はマラソンで外授業だろアホが……などと皆、口々に勝手なことを言い立てています。

　ほむらは教室の天井をあおぎます。なぜかお祈りのポーズ。

（いやしかし……なぜこの青藍高校にガブリエッラが？　日ひ吉よ坂こ高ーに転入するはずだったんじゃないの……!?　話が違うよ棚倉先生ぇ!?）




　休み時間が到来するも、ギャビーは彼女を珍しがるクラスの面々に囲まれて、ほむらが近寄る隙すきを与えてくれません。

　色々と本人に事情を聞きたいところですが、しばらくお預けみたいです。

　それでも意を決して、

「ちょ、ちょっと三十秒だけ、いいデスカ？　アナタは神を信じマスカ？」と会話に割り込んでいこうとしても、

「さがれさがれ下郎が」「探検部は放課後も活動中もベルニさんと一緒にいられるんだから、この時間は一般生徒が優先でしょう？」

　などとクラスメートに権利を主張されてしまっては「あっ、はい」と引き下がるしかなくなるほむらでした。

　人の垣根の狭はざ間まから「ごめんなさい」とすまなそうなギャビーにアイコンタクトで謝られると、いっそう憐れみが増します。

（これが天罰の味か……）

　と、壁に手をついてがっくりしているほむらの脇に、そろそろと友人の牧野が擦り寄ってきます。

「シニョリーナ・ほむらん？」

「マキちー……シニョなんとかはやめろ」

「おうスマン。フェラーリだか、アルファロメオだか知らんけど、すごいのが来ちゃったねー」

「ガブリエッラさんだってば」

「うむ。今日の学食はナポリタンとミートソースが爆売れしそうな気がするよ───ところでさぁ、ひとつ頼みがあるのだけど」

「はい？」

　ほむらに顔を寄せて耳打ちしてくる牧野。

「彼女さ、うちの部にちょぉっと貸してくれないっかなぁ？　絶対のハマリ役があるんだけど。あれだけ日本語も出来るんだったら、申し分ない逸材だよ」

　はやくも部活の争奪戦が……！　と愕然とするほむら。それで牧野マキちーは、他の部活の部員の手前、コソコソしてるのか！

　何も聞きませんでしたと、身振りで潔白をアピールするほむら。

「知らないってば。それこそ本人にかけあって直接勧誘してよ。うちの探検部に来るのだって、私、初耳だったんだから？　一番驚いてるよ？」

「おやそーなの？　そりゃ失敬。そんなこともあんだね」

　おざなりな同情を示し、あとはもうほむらの杞き憂ゆうなどには構わず、遠目にギャビーを眺める牧野。

「ドレスも似合いそうだなぁ、彼女。ゼッタイ綺麗だよ。日本では中三になるってことは……まだ十五歳なんだね。たしか外国って九月が学年開始だから……今年の四月から八月のあいだに誕生日をむかえて十六歳になるってわけか」

　───む、と指を折りながら、足し算引き算するほむら。

（そうか……そういえば年下だったんだ……。棚倉先生に転入生って聞いたときから、てっきり同じ学年か、もしかしたら先輩なのかもと思ってたな……）

　背丈も同程度なので、よけいに。

　とはいえ虚惑星調査官としては彼女のほうがきっと先輩です。

　日本国内での調査官の資格は高校一年からですが、ほとんどの諸外国では十二歳以上と、ぐっと低い年齢に設定されています。

　そのへんの探検部的な質問もあるのですが、まあ、しばらく順番待ちに甘んじるしかなさそう。

　ほむらの思惑をよそに、牧野がお喋りを続けています。

「それでも私より背も高くって発育もいいよねー。なにより美人だ。客が呼べるんだけどなあー」

「そんな、劇の練習とかしてる余裕あるかなあ？」

　腕組みして嘆息するほむら。

　そういえば、この青藍高校にいつまでいるのかは、先生も言ってはいませんでした。彼女の特殊な立場からして、この先の学年もずっと、ということはありえないはずですが。




　昼食時になっても、なかなかギャビーには近寄れません。

　学食へ移動するにぎやかな集団を見送りながら、ほむらは九条を誘って中庭にランチに向かいました。

「彼女、時々、愚痴をつぶやいてたわ。イタリア語でこっそりとだけど」

　食事中に、九条はふとそんなことを言いました。

「えっ、愚痴を……？　なんて言ってたの？」

　驚いて聞き返すほむら。しかし九条は視線をつい、とそらします。

「……それは、あんまり教えたくない。彼女の体面にもかかわるし。心配しないで。そんな他人を馬鹿にするような悪あし様ざまな内容には聞こえなかったから……ただ、彼女自身、ちやほやされるのには慣れてないみたいだった」

「そうかな。そうは見えないんだけど」

　首をかしげるほむら。

　ほむらの目には、よくある宗教絵画の一場面、救いを求める人々の前に現れた聖女マリアさまみたいに映っていましたので。

　勝手な妄想をなんとなく察した九条が呆れて見返しつつも、気遣わしげに言葉を続けます。

「ちょっと無理してるんじゃないかしら。日本だと、外国人にフランクで社交的なイメージを抱く人も多いけど、そうじゃない正反対の性格の人だってふつうにいるわ。あんまり特別扱いするとかわいそう」

　たしかに……、初対面時と学校内での彼女の印象は乖かい離りしています。

　けれどその振る舞いが、外見のイメージにマッチしていたので、気にならなかったのかも。

「でもあれだよ、お正月の時だって……」

　べつに内向的ってわけでは……と言いかけながら動きが止まるほむら。

　頰に返された親愛をこめたキス。

　お箸の先を口に含んだままそんな場面を思い出し、ほんのり赤くなります。

　思わずさっと隣に向き直るほむら。

「わ、私は、九条さん一筋だからねっ？　浮気なんかしませんからね？」

「ふぁあ？」

　サンドイッチをくわえながら、眉をひそめて体を引く九条。

「っ……なにを言ってるの？　そういう冗談はそれこそ日本人以外には通じないし、本当に誤解されるからやめて」

「え～～、じゃあこの私の胸にあふれる九条さんラブをどう表現したらいいの？　はい、唐揚げあげる。デザートのみかんゼリーもはんぶんこだ」

「やめてって言ってるでしょ……そんな、美味しそうなもの」




　そして放課後。

　掃除当番を済ませ探検部の部室棟に急ぎ足で向かったほむら。ニューカマー到来の報告をたずさえて。

　しかしそれよりも先に待機室で待ち構えていたのは───

　副部長になりたての稲荷先輩とガブリエッラ、そしてふんぷんたるピザの香りでした。

　手をあげてほむらを迎える稲荷。

「ぅお～い、ほむら。なんなのこいつ？　学校で勝手に出前なんかとっちゃってさ。とんでもないよまったく」

　はぐはぐと一心不乱にピザにかぶりつくギャビー。

　その前でテーブルに頰杖をつきながら、おおいに呆れている稲荷。

「あれ、ギャビー？　先に来てたの？」

「やあ、シニョリーナ。あなたのぶんもある。お熱いうちにどうぞボナペティ？」

　ギャビーの件については、稲荷もまた藤森顧問からの通達を受けていました。しかしそれもどうやら、つい先ほどのことらしいのですが。

　先に部室棟の玄関で彼女を待ち構えて合流し、部室棟を軽く案内していたところに、ピザの配達員がやってきたのだそうです。

　宅配用の紙箱にでんと鎮座するＬサイズのピザ。

「和風ピザかぁ……でもギャビー？　あなた、放課後は萱かや島しまさんたちから歓迎のお茶会に誘われてなかった？」

　のびて垂れたチーズをひょいひょいと口に放り込みつつ、うなずくギャビー。

「誘われた。けれどお断りした。まずは探検部に挨拶をしなくては、もちろん。それが礼儀というものでしょう」

　食事作法テーブルマナーのことはひとまず忘れて、礼儀エチケットを語る修道女。衣食足りて礼節を知る？

　口元をべたべたにしているギャビーに、紙ナプキンを差し出す稲荷。

「それは殊勝な心がけだけど……とか言っていきなりコレだもの。うまいの、それ？　本場ローマのピザに比べたらフニャフニャでしょ？」

「これはこれでイケますよ、稲荷副部長バイスリーダー。てり焼きチキンは最高です。海ノ苔リのフレークのかかったもち明メン太タイ子コも個性的でいい」

「あそう。あたしは熱々の鉄皿に載ったディープディッシュが好き」

「シカゴ名物のピザだ。それも一度たべてみたい！」

「あそう。はいはい、ブォーノブォーノ」

　呆れつつも新参者を面白がっている稲荷の隣に、ほむらも腰をおろします。

　いい食べっぷりのギャビーですが、気にしている様子の無い髪の房が、ピザのチーズに張りついてしまいそうで、ハラハラと気が気ではなかったり。

「……匂いかがされてたら、私もおなかへってきちゃった。でも、そのボリュームはおやつって量じゃないよ。ちゃんとお昼に学食で食事もとったんでしょ？」

　いいやNo、と首をふるギャビー。

「食べてないの？」

「あんなに大勢の人に囲まれていたら、通るものも喉を通らない！……それにどうも彼女たちのあいだでは、留学生の修道女は小食、という設定になったみたいだ。おかげで二ふた口くち三み口くちしかハシをつけられなくて……」

　ひもじくて死にそう、と自分の首を絞めてあえぐジェスチャーで天をあおぐギャビー。

「そ、それはお気の毒だったね。じゃあずっとお腹なか減ってたんだ」

「午後のスポーツの授業はきつかったな……」

　そんな口ぶりではありますが、午後のバスケットボールの時間でも、彼女はとても目立っていました。

　エリート調査官という触れ込みからの、ほむらの予想通りの───いえ予想以上に俊敏な体さばきで、相手チームの女子を完全に翻弄していました。

　羽のように髪をなびかせ、宙を舞った見事な跳躍は、男子に交じっても、いやバスケ部の選手を相手にしてもじゅうぶん太刀打ちできると思ったほど。

　スポーツ万能な稲荷先輩の、セパタクローを目撃して以来の衝撃でした。

「青藍の部室棟が一般校舎から離れていて助かった。ここなら誰のお叱りも飛んでこない───ふぅ、ゴチソウサマでした」

　結局ほむらが手をつけなかったぶんまで、すっかりたいらげたギャビーは、日本の風習を見み倣ならってか両の掌を合わせました。ばたっと椅子の背にもたれると、幸せそうにお腹をさすっています。

（たしかにこれは、彼女のファンになった級友たちには見せられぬ……）

「これからも食事の時間はここに来ようかな？」

　微笑むギャビー。その口元に残った海苔の切れ端を、ちょいちょいと指差すほむら。

「それはまた私がクラスのみんなから睨まれちゃいそうだ。それに、お叱りって……もしかしてまた修道女長からのお小こ言ごとをいただいた……とか？」

「修道女長……？　ふむ、バチカンの女子寮の？」と稲荷は、ほむらからギャビーに視線を移します。

　眉をひそめて頷く、神に仕える乙女。

「───うSんi。実はその通り。修道女らしく淑しとやかに振る舞いなさいガブリエッラ……と」

　事情を知らない稲荷にもわかるよう、ギャビーが再度説明してくれます。

「修道女長はバチカンにおける自分の保護者同然の女性です。今回も出国する際に、バチカンと教パ皇ー様パに恥をかかせたら、火あぶりにしますよ！　と、何度も釘を打たれました」

「おいおい、それじゃもう磔はりつけになってるって。釘を刺されました、ね」

　慣用句を訂正する稲荷に、頭をさげるギャビー。

「それだ───自分にとっての虚惑星の調査活動は、ミッションの内容こそいつも厳しいけれど、それでも解放されて羽の伸ばせる場所なんです」

「それはなんか危険な思想だなぁ……」

　ギャビーの告白には、あまりよい顔をしない稲荷。御陵部長のやり方に異論を挟む時に似た渋い顔です。

「えー？　いいことじゃないですかぁ？」

　頰をふくらますほむらは、だんぜんギャビーの味方でした。

「私なんか、いまだに自分が何をやってるのか、よく判んなくなる時あるし……。でもギャビーは自分の居場所を見つけてるんでしょう？」

「…………」

　はっとして、ほむらを振り向くギャビー。

　ほむら自身うまく言葉にできませんが、いまだに自分の行っている活動が、具体的に誰かのためになっている手応えは薄く、どうにも人にやらされてる感が強くあります。

　行方不明だった鈴すず蘭らんを見つけて、本当の母親のもとへ送り届けるに至ったことも、事が済んでふり返ってみれば偶然の連続の産物です。

　そんな受け身な自分とくらべて、探検部の活動に意義を見いだしている彼女のことを、うらやましい、と思えるのでした。それが個人的な事情に端を発しているのだとしても……いえ、逆に個人的な事情だからこそ。

「居場所ねえ……居場所、自分らしさ、都合のいいコトバだ」

　と、ぼやいてまた頰杖をつく稲荷。

　その横顔にほむらは、天竜代表の口癖の「新入りちゃん」が思い出されました。

「……むぅ」

　と不服顔のほむらの横で、稲荷のぼやきなど意に介さず、ぱあっ、と喜びに満ちた表情を浮かべるギャビー。

「シニョリーナ・ヒノオカ」と名前を口にしてぐっと距離をつめると、片手をほむらの腰にまわしもう一方の手でこちらの手を握りしめます。

「いや、違うな……やはり、ホムラとお呼びしてもよいだろうか」

「い、いいよ？　顔、近い近い」

「あなたのような無欲で天真爛漫なひとだからこそ、神は虚惑星の姫君プリンチペッサとあいまみえる機会をお与えになった」

「は、はぁ。そ、それはポジティブな解釈だね」

　ほんのりと花の香りに包まれ、どぎまぎするほむら。

　それは校則には違反している香水の芳香なのか、それとも彼女自身の香りなのか。

「…………なぜ顔を赤らめる」

　そんなほむらに横からジト目でツッコミを入れる稲荷でした。




　やがて待機室に東野と雨乃が現れます。

　さらにすこし遅れて、藤森顧問と部長の御陵真世が連れ立ってやってきました。

　いつも新学期の集まりには顔をみせていた、六地蔵生徒会長の参加は今回は無しのようです。国立大学を目指している彼女も、受験で忙しいはず。生徒会の実務もすでに副会長に譲られています。

　───いつもの待機室に集まった青藍探検部。

　御陵真世部長と、稲荷直副部長。三人の一年部員。そして顧問の藤ふじ森もり稚ち鮎あゆ。

　ギャビーへの簡単な紹介が済むやいなや、藤森はパン！　とジーンズの膝を叩いてホワイトボードの前にさっと立ち、本題に入りました。

「さて、ローマ教皇のお膝元からの使者来訪に、とまどっている者もいることだろう！　なぜ日ひ吉よし坂ざかの探検部に配属されるはずだった彼女が、我が青せい藍らん高校で留学生のお嬢様やってるか、というと、だ……それは……だな……」

　意気揚々と語りだしながら、とたんに口が重くなる藤森。

「い、居酒屋で……口をすべらせてしまって……」

　はぁ～？　と声をあげる部員たち。

「ちょっ!?」「それどういうことっすか!?」

　立ち上がるほむらと東野。

　そんな二人がひるむ勢いで、だん！　と机に手をおろす藤森。

「だってあいつがさあ！　まだあたしには国際調査官なんか心配で預けられないよ、とか言うんだもん！　くやしいだろ!?　見返してやる！」

　おそるおそる雨乃が口を開きます。

「あいつって、博ヒロ介スケさんですか？」

「う、うん……あとそれとあいつが……まあいいや」

「まあいいやって───よくないですってば。ひとりの人間の運命を、居酒屋で適当に決めてくれちゃって」と東野。

　そんなもんそんなもん、と手を振る藤森を呆れて見る東野と雨乃。

　たしかに意外だったとはいえ、ほむらにはこのスカウトは嬉しい出来事でした。それにガブリエッラ自身も目立って不満そうにはしていないようですし。

　御陵部長が小さく手を挙げて、藤森に尋ねます。

「とても急、な予定の変更でした、けれ、ど、日吉坂の人たち、は、それでよかったので、しょうか？」

「そりゃもっともだ」隣の稲荷も、うんうんと腕組みしてうなずきます。「受け入れ準備とかしてたろうに」

　ザ・正論。藤森は気おくれしながら答えました。

「いや……その、ガブリエッラはうちで預かる！……って勢いで口走ってしまって、酔いがさめてから、上コ狛マとも一応相談はしたんだ」

「泣きついたんですね、コマ先輩に」と苦笑するほむら。

「あ、あたしとしてはさ、日吉坂での彼女の世話役が実質、佐さ保ほ秋あき穂ほのアホになることには抵抗があったんだよ。なにか問題が起きてからじゃ遅いじゃん？　彼女は修道女だぞ？　それもバチカン直属の！　ただの留学生とはわけが違う」

「……あ～……」「……まあ……」

　すかさず佐保の弁護をしてやれないことで、友達甲斐が無いなと自省しつつも、微妙な顔を浮かべる青藍の部員たち。

「秋穂さんは、そんな人じゃありませんよ！　野生動物にお詳しい、健全な男子高校生ですよ！」

　と雨乃だけがせめてもの抵抗をみせます。ええ子や……と雨乃の頭をなでつつ、日吉坂探検部のメンバーに順に想いをはせるほむら。

「人間は半分しか興味ないみたいだけど……あ、いやいや」きょとんとするギャビーに一応フォローするほむら。「秋穂くんは悪い子ってわけじゃないんだよ？　自分の欲求にとっても忠実なだけで」

「強欲と希望を見誤ることは、いかなる人間にもありましょう」と寛容をもって答えるギャビー。

　しかし藤森顧問が白状したように、ギャビーの世話役候補は佐保になってしまうのかと、日ひ吉よ坂こ高ーの部員を念頭に考えてみると───

　たしかにまず三年の上狛倖部長は、ミッション遂行の責任がある上に、自分自身の受験も重なっていて、留学生の応対どころではないでしょう。

　桃もも山やま先輩も同じく受験中の身です。

　多賀副部長の足の怪我は、日常生活に問題がないくらいには快復しています。ただ、かなり無口なたちの多賀先輩のこと。案内役として不適格とまでは言いませんが、やや心配です。

　そこへいくと鼎結理は、同じ一年女子として理想的なのですが、おそらく次回ミッションへの参加が見込めない謹慎中の身で、しかもその本人が大のバチカン嫌いです。何が起きるかしれたものではなく、そこは棚倉顧問も頭を悩ませていたのではないでしょうか。それに、沙毬の世話のこともあります。

「───なるほど」とひとり頷くほむら。

「早瀬先輩がいるじゃないですか」

　とほむらの思考を読んだかのように指摘する東野。

「そういやそうだ」とこともなげに返す藤森。なにげなく稲荷をみながら「早瀬の奴は、問題児の扱いには慣れてる感じだしな」

　稲荷はむっとして、藤森をにらみかえします。

　口からこぼれた、問題児という表現には、御陵部長が控えめに異を唱えました。

「ガブリエッラさん、は、このなかでは、虚惑星の滞在時間がわたしの次に長い、三等調査官です、し、れっきとした淑女レディーです。むしろ、わたしたちが見習わせて、いただくことが多いはず、です、よ」

　御陵の真心がつたわる言葉に、深い感謝をこめて一礼を返すギャビー。

「ご配慮に感謝をグラツィエ　ミーレ、御陵部長リーダー。あなたの下で活動ができることを幸いに思います」

　肩をすくめて納得する藤森。

「ま、御陵の言う通りなんだけどさ。人間同士のやることだから、相性だってあるじゃん？───決め手としては」ちらりと横をみます。「ガブリエッラ自身の希望があったんだ。それであとからバチカンの許可もとった」

　藤森の視線を受けるとギャビーは背を伸ばし、青藍探検部の面々を静かに見渡してから、こう言いました。

「予定される次のミッションは、まちがいなく、日吉坂と青藍との合同のものとなる。だから、どちらの学校を基地に選んだとしても、それほど自分の環境に変化がある、というわけではありません」

　探検部の活動だけをみるならギャビーの言う通り。

「───馴染みのあるヒロ、いえ、棚倉顧問アドバイザーのもとでやれるほうが気楽ではある。……けれどせっかく日本に来たのだから、あの伝説として語られるチアを間近で見てみたい。そう思った」

　伝説という単語にしん……と静まりかえる部員たち。

　当人の藤森顧問は、別に恥ずかしがるでもなく、ふてくされた顔であごを突き出しています。

「伝説って……いやあの、こんな人なんですけど……なんかすいません」

　と申しわけなさでいっぱいのほむらを見つめる熱い瞳。

「……はい？」

「───それに、青藍にはホムラがいたから。だから迷惑は承知で、ここへ来た」

　それが最大の決定打であったかのように、ひとり納得顔のギャビー。

　藤森とギャビーに向いていた部員たちの視線が、いっせいにほむらへ。

「…………え？　は？」

　と戸惑うほむら。

　呆然として彼女を見つめ返すと、今度はギャビーが顔を俯うつむけました。白い頰には恥じらいの色。

「……だからなぜ顔を赤らめる」と、一応つっこんでおく稲荷。

　藤森が、この話はこれで終わり、とばかりに手を叩きます。

「ハイ！　そういうわけなので、みんな、ガブリエッラの言葉はローマ教皇様のお言葉だと思って、要望には積極的に協力するように。いいよ～、バチカンに恩を売っとくと。あとあといいことあるよ～？」

「おいおい、そこは打算なのかよ？　なにが教皇様だっての、大げさだな！」

「まったくです」

　呆れる東野に同意してギャビーも苦笑しました。

（…………）

　もちろん、ほむらはもうとっくに気付いていました。

　彼女の亜麻色の髪を結っている髪留めは、ほむらが渡したあのヘアゴムでした。




　───しばらく歓談した後。

「あたしは稲荷と相談がある。ちょっと一緒に下に来てくれ」と言って、藤森は稲荷とともに、別室へ向かいました。

　とうぜん次のミッション絡みの打ち合わせでしょう。

　残った部員たちで、ありあわせのお菓子を集めてお茶を淹れて、あらためて小さな歓迎会を開きました。

　部活自体の用事はもう済んだのですが、その日はしばらくぶりに御陵部長が部室に残って顔を見せてくれていることが、ほむらにはとても嬉しく感じられました。きっと他の部員たちも同感でしょう。

　お喋りのなかでギャビーは、自分が舎人の歳の離れた従妹いとこにあたること。お正月の訪問では、かねてから念願だったアキハバラを見てまわったこと。日本での滞在先は、こちらの大司教を頼って、教区内の修道女宅にホームステイしていること。そんな話題をみんなで和やかに話しました。

　その席で、ギャビーはこんなことを口にしました。

「───シニョーレ・多賀とは、いちどお手合わせをしてみたかった。お怪我をされているとは残念だ」

「……手合わせって？」意外そうなほむら。

「もちろん素手の格闘で。シニョーレ・多賀は、コマンドサンボや、システマの白兵格闘術の熟達者だと聞いているから」

　それを聞いて東野は思わず笑い声をあげます。

「ハハハッ、いくら怪我してたって、多賀先輩の練習相手がつとまるわけねーよ。ましてや完調になったらかなうわけないって」

「……そうかな？」

　と冷ややかに瞳をきらめかせるギャビー。

　その表情は、初めて彼女と出会った時の眼差しに似ていました。

「───きみは何かやっているの、トウヤ？　ジュードーとか？……いや、違うね。ジュードーは首や耳に修練の跡が出る……なにか剣スパーダのたぐいだね」

　青藍の部員については、まだ深い知識を持たないはず。そんな彼女の洞察の言葉に、ほむらも東野自身もはっとします。

「わぁ、よくおわかりですね！」雨乃が感心の声をあげます。「巧たくみさんは、中学校時代は剣道の全国大会で入賞されたこともあるんですよ？」

「ケンドー？……ああ、あの実戦よりも精神性を重んじる競技だね。なるほど。それでは怖じ気づいても仕方がない」

「…………あ？」

　ギャビーの答えに東野が微妙に顔をひきつらせました。

（あ、あれれ……なんか変な空気になってきた……？）

「ガブリエッラさん、は、なにか格闘技の趣味を、たしなまれている、のです、か？」

　そう御陵が尋ねると、ギャビーは目蓋を伏せて首を振りました。

「答えは、いいえnoと、はsいiです、シニョリーナ。まず、趣味ではありません。自分は、今は修道女ですが──正確にはその修学志願者ですが──将来は教パ皇ー様パの身を御守りする盾となりたいと思っています。ですから一通りの護身術は、スイス傭兵ガードの教官から教わっています」

「訓練に加わって、いるのです、か？」

「はい」

　うなずくギャビーに、御陵は目を丸くして驚きます。

　同じように感心しつつも東野はこんなことを口走ります。

「でも、スイス傭兵っていったら……あのバチカン市国の観光地とかで立ってる、すげーけばけばしい格好した儀ぎ仗じょう兵へいだろ？　なにを教わんの？」

　今度はギャビーの口端がわかりやすくひきつりました。

「……儀仗兵……？」

　ぶつぶつと小声でギャビーが何か口走ったような。

　それを聞きとめた雨乃がちょっと青ざめたような。

「───東野くん。スイス傭兵は、立派な実戦部隊です、よ？　中身は、完全に現代の軍人、です」

「そうなんすか？」

　御陵は、ほむらたちにもわかるように、スイス傭兵について丁寧に教えてくれました。

　歴史的な経緯でローマ教皇を護る役目を担になうようになったスイス人の兵士たちが、儀礼や式典のためだけに存在する儀仗兵と目されていた時期は確かにありました。

　しかし今世紀になり、過去のような国家間の対立よりも、宗教問題からの大規模なテロが引き起こされ、その解決にローマ教皇が中心的な役割を示すようになってからは、その教皇を警護する組織として、スイス傭兵は格段にその重要性と任務の危険度が増したのです。

　大きな教会くらいに思っていたバチカンに、傭兵がいることも、そんな中世からの伝統があることも知らなかったほむらは、ただ感心しきり。

「へぇ～、じゃあギャビーも銃を撃ったりしたことあるの？」

「うんCerto。扱えるのは小型の拳銃までだけれど」

「おお……」

　こともなげに答える修道女。

（ピストルを構える修道女か……それはなかなか格好良さげ……！）

　と、想像をめぐらせ、わざわざ構えるポーズをとってみせたりしながらも、話題はだんだんと、ほむらの苦手な物騒な話になってきました。

　射撃の訓練よりも、銃を分解したり組み立てたりの練習のほうが多くて嫌になる、とそこはギャビーも嘆いていました。

「───けれど一番自分が打ち込んでいるのは銃器よりも格闘術、そしてなにより、斧おの槍やりのハルバードです。ご存じですか？」

「ハルバード───それは、また珍しいです、ね」

　と感心する御陵に、うなずくギャビー。

「はるばあど？　ほー、ほけきょ？」と首をかしげるほむらに、

「それは春の鳥でも鶯うぐいすですね。えっと……」

　と雨乃がタブレット端末にハルバードの写真を表示させて見せてくれました。

　写真の一部は、まさにちょうど件くだんのスイス傭兵が構えている姿でした。

「これです！　わあ、かっこいいですね！」

「うーむ……ゲーム様だ……」

　国際条約によって銃器の持ち込みは不許可とされている虚惑星ですが、この斧槍ならば可能です。しかし、ここまで本格的な武器となると、もうほむらには調査活動の上での存在意義は見いだせません。

　とはいえ、そんな彼女の機嫌を損ねてしまいそうなことは口に上のぼらせませんでしたが、もっと失礼なことを東野が口に出します。

「でもさすがに、女は傭兵にはなれないだろ？」

「…………」

　静かに立ち上がったギャビーは、東野の目前まで行くとテーブルに片手をつき、椅子から見上げる彼の目を覗き込みました。

「……シニョーレ・トウヤ？　きみはさっきから、なにか言いたげだ」

　そんな迫力をかもしだすギャビーにも、東野は動じません。なんだか威圧的な女性の扱いに慣れているようにも見えます。

「舎人さんと似てるなあ、とは思ってたよ。見た目だけじゃなくて、理屈好きなところとか。研究者と修道女じゃ、イメージ的には正反対だけどな」

　従兄の名前が出てきて、額に手をやってのけぞるギャビー。

「あの人の話はあまり持ち出してほしくない……！　いや違う、そうじゃない」

　ぶるっと首を振るギャビー。

「……自分は日本の武術には敬意をはらっている。けれど、それは過去のすぐれた武人たちに向けたものであって、現代のスポーツ化した格闘技に対してじゃない。サムライを神格化しすぎた風潮も好きじゃない」

「そうか。ぜんぜん聞き捨てならねえな」

　不服そうに立ち上がる東野。しばし腕組みすると、

「口で言ってても仕方ねえよな。俺も斧槍術って興味あるわ」

「───受けて立つとも」

　親指で部室棟の外を指した東野に、頷き返すギャビー。それは校内の武道場のある方向でした。

（……え？　え？）

　ほむらが啞然とする前で、東野とギャビーは、そろって御陵に承認を求める視線を向けます。そんな血気盛んな二人に、

「───いいです、よ？」

　と、平然と許可をだす御陵部長。

　すかさず止めに入りかけようとしたほむらと雨乃は「えっ？」とかたまりました。




　そしていま───

　武道場の板張りの床で、顔をこわばらせ正座しているほむら。

「なぜこんなことに……」

　隣では雨乃が、武者震いのように小刻みに体を揺らしています。

「こ、これは、ほむらさんをめぐっての、け、決闘ですねっ？」

「いやちがうよ？　全然ちがいます」

「この一戦の勝敗如いか何んによっては、我が青藍探検部の、あの立派な檜ひのきの看板が、サンピエトロ大聖堂に持ち帰られて、あちらに飾られてしまう大ピンチですね!?」

「それもちがう……たぶんそれ、サンピエトロさんも迷惑だと思うよ？」

　二人の仲間を心配する気持ちが半分と、対戦の興奮がおさえられないらしい雨乃は、すっかり変なテンションでした。

「アメちゃん面白がってる？」

「そ、そんなことはっ」

　それでもほむらとしては、しばらくちぐはぐな態度だった雨乃が、いつもの雰囲気に戻ってきたことがとても嬉しくはあります。

（まあ……東野くんたちも、喧嘩ってわけじゃないんだものね……？）

　武道場で練習中だった青藍の剣道部員たちに、ほむらから事の次第を聞かせると──あくまで国際交流の一環のつもりですが──彼らはひじょうに面白がって、わざわざ練習メニューを切り上げ、ギャビーたちのためのスペースを作ってくれました。

　あいかわらずこの学校の者どもは、率先して余計なことをするのが大好きです。

　道場の一方には、部室棟に保管していた稽古着を着用した東野が。

　そしてまたもう一方のガブリエッラは、女子剣道部員に囲まれ、彼女たちから借用した予備の稽古着を整えています。

　準備が終わると、すんなりと対峙する二人。

　二刀流の東野が持つのは、長さの異なる二本の竹刀。

　かたやギャビーが持つのは、その切っ先に革を巻きつけた練習用の薙なぎ刀なたです。柄えと刀身を合わせて、長さ二メートル半はあるでしょうか。

　ほむらが見る限り、リーチの長いギャビーのほうが圧倒的に有利そうですが……

（でも本物の斧槍のハルバードとは、またきっと使い勝手が違うんだろうね……ってそれは、東野くんだって同じか）

　結局のところ素人目には、試合前の優劣はまったくわからず、そもそも男子対女子の試合です。

　担任教師は、留学生を同じ高校一年生として扱ってほしいとは勧めていましたが、こういう事態は想定していなかったと思います。

　観衆からは「手加減してやれよ東野ー！」と彼を見知っている一年生の剣道部員の声援があるなか、「そいつは剣道部うちの勧誘をバックれた裏切り者だぁ、こてんぱんにしてくれガブリエッラちゃーん！」などと焚きつける二年の先輩もいます。人数の少ない女子剣道部員たちも、やはりギャビーの応援にまわっています。

　道場には、突発の国際対抗試合の噂を聞きつけた、他の運動部の部員たちまでもが、続々と押し掛けてきました。ノリのいい校風が恨めしいような頼もしいような。

　とびかう声援は、男女ともに圧倒的に美少女斧槍使い側が優勢。

　雨乃がほむらにそっと耳打ちしてきます。

「すっかり巧さんが悪役ですねぇ」

「うーん……相手が相手だから、ちょっと分が悪いかなぁ？」

　握った薙刀の感触とバランスを確かめるギャビー。

　頭上に掲げてゆっくりと８の字を描いてから、速度をあげ、胴の周囲を交互に持ち替えながら風を切ってすばやく旋回させます。その華麗に薙刀をさばく勇姿に、はやくも歓声があがります。

「───よベしネ。シニョリーナ・ホムラ！　そこでご覧になっていてくださいね！」

「ハハハ……ここでは修道女モードなのね？」

　熱い視線を送られてしまったほむら。遠慮がちに東野を盗み見ます。

　対する東野は、実に落ち着きはらった自然体で、ファンサービスもとくに無し。

「………………こほん」

　と小さく咳をする御陵部長。

　東野に請こわれて主審役をつとめる彼女もまた、自前の袴姿です。道場ではこれが正装です、などと言っていましたが。

（どうして真世先輩ったら、微妙に嬉しそうなんだろうなぁ、もう）

　と、眉をひそめてしまうほむら。

　試合場の中央に立った御陵がとつとつと告げます。

「今回、は、双方ともが不慣れ、な異種試合、です。しかし、双方とも相応の実力者、であることを鑑かんがみ、その実力が存分に出せるよう、突き、も有効とします。ただし、胴突きは反則、です。武器を落とすか、あるいは、転倒して即座に姿勢を、戻せなかった場合、も一本とします。さらに、薙刀側は、すねは無効、とします───よろしいです、ね？」

　御陵は自分の手足を示しながらルールを確認します。

「俺はすねありでもいいですよ」

　東野が挙手して告げます。

　御陵は即答せず、ギャビーの反応を見ました。

「……白樫チャイニーズオークに、竹製の先端をつけたナギナタ、ですか。このナギナタには、返かえしになる突起ピックがありません。これだと、足下は狙い突くか、弱く払うかしかない。防具を着けていたり、動きの速い相手には、それはあまり有効とはいえなさそうですね」とギャビー。

「十文字槍でも用意できたらよかったんだろうけどな」

　東野の言葉にギャビーがはっとします。

「そんな武器を使う流派が？　この日本に？」

「宝ほう蔵ぞう院いん流りゅうって言ってさ、日本の武器だと一番形状が近い。けど、もう日本では失しつ伝でんしちまってんだ。スイス傭兵がいまでも中世の武術を継承してるっていうんなら、それこそ世界で唯一の斧槍使いだ」

　これから対決しようというのに、東野もまたどこか嬉しそうです。先ほどの不満顔はどこへやら。それはギャビーもどうやら同じ。

「……はい。ハルバードはスイスを発祥とする傭兵たちの得物です。馬上の者だろうと、多数の敵だろうと相手にできる。ましてや、剣士一人が相手ならば引けはとらない」

「そうか」

「……では、すねへの充実した攻撃があった際、には、有効、とします」

　御陵がくだした結論に、東野もギャビーも不満はなく納得して頷きました。

　礼を交わして、ついに試合開始です。

　普段とはうってかわって鋭い声で御陵が宣告します。

「───始め!!」




　お互いを見据える東野とギャビー。

　試合は通常通り、三本先取。制限時間は五分です。

　探り合うように揺れる二つの切っ先。

　本格的な試合とは違い野次馬だらけの武道場は、皆、試合の行く末に注目はしながらも、おおいにざわついています。

　剣道部員たちまでもがぼそぼそと観戦評を交わしています。

「……東野の足なら楽勝だろ。リーチなんか関係ねえって」

「大ありだっての。でも軽い竹刀と先さき竹たけじゃ、そこまで体格差は出ねーよな。ガブちゃんのほうも、薙刀じゃなく十文字槍だか斧槍だかが本職だってんなら、受けが一手封じられてるわけだろ。けっこう対等じゃねえの……？」

　そんな部員たちの会話に耳をそばだて、ちまちまと正座したまま隣へ近づいていくほむら。つられて雨乃までも。そして彼らに小声で尋ねます。

「……ねえ？　薙刀と剣道だとどっちが強いの？」

　顔を見合わせる剣道部員ふたり。眉をひそめ、またぼそぼそと返します。

「俺たちに聞かないで？」

　その直後───

　ダンッ、と踏み込む板の間の震動と、気勢をあげる東野の声が道場に響きました。

「小手あり！」

　はっきりと御陵が宣告します。斜めに腕を振り上げた方角は東野の陣。

　一本先取は東野巧です。

　早くも動いた試合とそのスピーディな結果に呆然としつつも、はっと我に返るほむら。

「は……はやっ！　はやっ！　な、なに、見えなかった!?」

　バシッとぶつかりあう二人の姿までは目にしたほむらですが、何が起きたのかは漠然としかわかりません。

「───面・小手の二段」と親切に教えてくれる剣道部員。お喋りしつつも、しっかりと試合には注目していました。

「二段技ですか!?　コンボですね!!」と目を見開く雨乃。

「ちゃうよ雨乃ちゃん、一発目はハズレ」

「遠間から踏み込んで、面を取りにいったけど、ガブちゃんが体さばきと薙刀で受けた。でもそこで一瞬で斜め後方に下がって小手を取りに行った」

「やっぱすげえな、東野。あんな早く動こうと思ったら、俺なら決め打ちでいくけど、あいつきっと、引き小手か胴打ちかは状況で判断してんだ。それじゃ相手も読めないよな」

「へ、へえ……」

　部員たちの解説に感心しきりの間抜けた顔を浮かべながら、再び東野を見るほむら。

　まだ試合開始からは三十秒と経過していません。

　ギャビーに激しく打ち込んで一本を取ったあとも、東野は素早く相手に向き直って姿勢を整えます。まるでこれが実戦で、反撃に備えているかのごとく。

　防具に遮さえぎられ彼の顔色までは窺えませんが、一本先取しても余裕もおごりの態度もなく、試合開始の時と変わらず整然としています。いつもほむらにへらず口を叩く東野とはまるで別人のようです。

　かたや、ちょっと心配そうに見守る雨乃の視線の先に、憮然と立っているのは一本取られたギャビー。やはりこちらも表情まではわかりませんが、あからさまに……

（くやしそうだね……すごく）

　垂直に立てた薙刀を握りしめ、じっと心を落ち着けるように静止していました。

　程なく薙刀のリーチに合わせた開始線に両者が戻ります。

「二本目！」

　───試合再開を告げる御陵。

　またも東野は積極的に攻めていきます。

　それをきわどく躱かわし、攻撃をそらすギャビー。そのたびに野次馬の女子生徒から悲鳴じみた声があがります。

　薙刀側からでは対処しにくい、接近した剣道の間合いでのやりとりが続きます。

　打ち込まれるばかりでなく、ギャビーもまた薙刀を操り、東野へ切り込みます。

　それでもまだ東野が一歩上手です。

　ギャビーから連続で繰り出された突きを、左手の短い竹刀───小こ太だ刀ちを閃ひらめかせて悉ことごとくはじき、直後、足下をすくうように払われた薙刀を、ぴょんとジャンプして飛び越えてみせた時には、わっと歓声があがりました。

　隣の剣道部員がまた遠慮なく文句を垂れます。

「……あの野郎には手て心ごころとかレディーファーストという概念はねーのか？」

「東野の身長タッパじゃ、とにかく攻めねーと。待ち構えて駆け引きとかは……」

「そーだけどよ」

　などと東野の強さを意識させられる会話を交わす彼らでしたが……やがてだんだんと試合を見る様子が変わってきました。ほむらにもはっきり感じられるほどに、ギャビーの動きが目に見えて機敏になってきたのです。

（もしかして……薙刀の間合いとか、防具の扱いに慣れてきたの？　こんな短時間で？）

　薙刀を大きく繰り出して遠方からの力強い面への打ち込み。

　かと思えば、一転、手元に短く繰り込ませ、あたかも中国武術の棍こん術のように切っ先側と柄の石突き側を交互に使って、激しい連打をあびせます。

　剣道では見られない珍しい動きと、元から備わる彼女の俊敏な体さばきに、歓声があがります。優勢に進めているはずの東野が、今度は攻めあぐねているようにすら映ります。

　───そして決定的な一打が訪れます。

　体当たりに近いつばぜりあいから距離をとった直後。

「ハァァッ───!!」

　ギャビーの発する鋭いかけ声。

　同じく叫び、即座に面を取るべく突進した東野。ギャビーが繰り出したのは喉元を狙う突きです。

　交叉した竹刀と薙刀は、互いに軌道を譲らぬまま───

　瞬間的に手首をひねる螺旋の動きで、相手の打突の力を逸そらそうとする東野。ところがギャビーもまたすばやく薙刀を操り、その切っ先を旋回させるようにうねらせました。

　ぶつかりあい互いに離されながらも、より大きくはじき飛ばされたのは東野の竹刀。

　その隙を逃さず、面を狙うギャビー。しかしおそるべき速さと周到さで、東野のもう一方の小太刀が面を守ります。が───

「……っ……！」

　息を吞むほむら。

　それは東野の防御を見越していたギャビーのフェイントでした。

　空いた東野の胴を狙う、薙刀の切っ先。

（さ、三段……!?　突き、面、それから……！）

　ほむらには憶測しか出来ない攻防のなかで、ほんのわずか遅れて東野もまた攻撃に転じていました。

　しかしギャビーは渾身の一打を放つべく、臆することなく前に出ます。

　逆胴を狙った東野の竹刀は、防具を捉えることなく滑すべって有効打とはならず───より確実に、美しい所しょ作さで相手を捉えていたのはギャビーの一打ちでした。

「……胴あり！」

　審判の手はギャビーの陣に向けて掲げられました。

　判定の微妙さに、宣告する御陵にもわずかに躊躇がありました。

　知らぬうちに後方で観戦していた剣道部の顧問教師もまた、同意して無言で頷きます。

「……わわ……こ、これでお二人とも一本ずつですね？」と雨乃。

「う、うん。でも、もう時間が───」

　と、ほむらが顔を向けた先で、今まさにストップウォッチを確認している御陵。どうやらすでに試合時間いっぱいが経過していた模様。となれば、

「延長───始め！」

　見入るほむらが手の汗をぬぐう間も無く、試合が再開されます。

　最後の一本勝負です。




　……しかし、両者とも気勢衰えること無く、何度も肉薄した打ち込みをみせて観衆を沸かせながらも、与えられた三分の延長時間はあっという間に過ぎてしまいました。

「───止め！」

　試合終了。

　東野巧とガブリエッラの異種試合は、今回は両者引き分けの結果となりました。

　礼を交わしたのち面防具を外して、ふぅと一息つくギャビー。

　まだまだやれる、いや次こそ勝ってみせる、とでも言いたそうな輝かしい笑顔をほむらに向けてきます。

「ハハハ……」

　かたや引き分けとはいえ、一本とられたまま試合終了となった東野は、悔しそうに眉をひそめてその場で天井を仰ぎ見ました。

　興奮さめやらぬ雨乃がほむらに語りかけます。

「時間いっぱい動かれていたのに、お二人とも全然お疲れにはみえませんね！」

「そこに感心するかぁ。そうだねー、私だったらきっと汗だくでへろへろだよ。これはピザ効果かな？」




　さらに、その試合後すぐのこと。

「わたし、とです、か？」

　二人の試合の結果がわかっていたような、どこか満足そうな顔つきだった御陵部長ですが、文字通り矛ほこ先さきが自分に向けられた今は、びっくりして慌てています。

　今度は彼女がギャビーから試合を申し込まれたのです。

「ええ、ぜひ！」

「おいおい、やめとけってギャビー！」

　焦り顔で止める東野。

　その制止っぷりも、多賀先輩と手合わせをしたいと彼女が話していた時とは、またずいぶん違った調子です。

（そんなに心配なの……？　呼び名もギャビーになってるし）

　勝負を申し込まれたほうの御陵。

　ギャビーの瞳に、東野との試合を終えてもまだ気合いが衰えない本気をみると、

「どうしても、ということでしたら」と承諾。「手加減、はできません、が……」

「望むところです」

　ギャビーも再び薙刀を構えます。

　仕方なく今度は東野が主審役に立って、試合を開始します。




　───しかし、その数分後。

　相手の喉元に狙いをすましていた薙刀の切っ先から、ふっと張り詰めた空気が抜けます。

　鋭い眼差しから一転、表情を緩ゆるめ、気き遣づかわしげに相手に声をかける御陵。

「大丈夫です、か……？　ガブリエッラさん？」

　面白いように打ち込まれ、足をすくわれたギャビーが、声もなく頷きます。

　板の間をあちらこちらへと転がされたあげく、結った髪の房までもが、非対称にずれてしまっている彼女。

　息を切らせて、板の間にぺたんと座り込んでいます。

「ミMi エè スタトstato スコンフィットsconfitto.……参り……ました……」

　うなだれた顎先からつたいおちる汗の滴しずく。

　大きく乱れた稽古着を直すのも忘れて、素直に自分の敗北を認めます。

　試合の途中から、あきらかに御陵が格上の相手と悟ってからも、あきらめず何度も挑みかかっていったギャビーのほとばしる闘志に気け圧おされて静まりかえっていた観衆も、その言葉に、ほっと安堵の息をもらしました。

　いつのまにやら藤森顧問と稲荷の二人も、道場の入り口に立っています。

　にやにやとほくそ笑む藤森。そして、なにあんたら遊んでんの？　とばかりに腕組みして呆れている稲荷。

「受験の間のほんの息抜きのつもりで、張り切っちゃったクチかー？　マヨは？」

　とたしなめられると、御陵はとぼけて視線をそらしました。

「えっと……語り合うばかりが、交流ではないです、から……」

　さらには藤森までもが、その場でソックスを引っ張り脱いでジーンズの裾をまくり、道場に勇んで乗り込んでいきます。

「よーし、次はあたしが国際交流だ。東野ー、竹刀貸して」

「なんで。いやですよ」

「なにぃ？　ケチ！　二本もあんだからいいでしょうが」

　東野に断られると、今度は道場の備品の竹刀を勝手に持ち出します。

　軽い調子で素振りをしてみせるその切っ先の素早いこと。

　健けな気げに立ち上がったギャビーでしたが、竹刀が立てる音とは思えない宙ちゅうを切る轟ごう音おんを聞いてぞっと青ざめます。

「いやいやいや、モリちゃん、そのへんで！」

　と、しびれる足をこらえて立つほむら。ギャビーのそばに向かいますが、なんと彼女は再び薙刀を構えようとします。

　見かねた稲荷もあわてて割って入りました。

「やめれってば、いじめか！　それにあれだモリちゃん、もうとっくに下校時刻だってば！」

「おっ、そうかー。それは残念だにゃー」

　まったくとんだ洗礼の儀式になりました。





[image: ]









■５







　一月の中旬。

　ガブリエッラの転入から数日がたちました。

　青藍高校での授業と校風に、すんなりと彼女も溶け込みはじめた頃。

　日吉坂高校の探検部部室にて、新ミッションのミーティングが設もうけられました。

　それは、年末年始を通してじっくりと調査の進められていた、前ミッションの結果報告でもあります。




　空き教室を改装した、日吉坂探検部の会議室。

　教室の椅子を埋めている関係者は総勢十六名。

　教壇に立ちミーティング開始を切り出したのは、大阪府立南雲高校の大おお嵐ぞれ岬みさきです。

　上狛部長と御陵部長もそばに顔を並べて座っています。

　二人とも、すでに第一志望校の試験日程は終わっています。それを聞いて、ほむらたちもすこしほっとしていました。とはいえ試験の結果が出るまで、当人たちは落ち着かないとは思いますけれど。

　教室には両校の全部員が集合していました。

　そして国外からの参加表明者、バチカン市国を代表するガブリエッラも、勿論います。

　謹慎期間中ではありますが、日吉坂の鼎結理もまた出席しています。まだ沙毬の姿はこの場にはありません。

　教室の壁ぎわでは棚倉と藤森の二人の顧問がひかえ、彼らを見守っています。

　昨年夏に行われたＳＡでの出来事を除けば、ほむらにとって、これだけの大人数であたるミッションは初めてでした。隣に座る東野にも緊張感がただよっています。

「───花屋敷は自校の指揮と、最後の検証をするために神こう戸べに戻っている。また近々、合流するはずだ」

　と最初に報告する大嵐。隣には、大嵐を補佐する長篠。ＳＡの発表を思い出す組み合わせです。花屋敷部長の一時帰還の報しらせを聞いて、なぜか長篠はほっと息をつきます。が、

「ミッションには天竜代表も参加する予定となっている」

　大嵐の口から天竜の名前を耳にすると、すぐさま背筋を伸ばしました。

（天竜代表と一緒のミッション……！　って、はじめて！）

　ほむらもそれはちょっと驚きでした。ついつい、天竜の許嫁相手である御陵部長と、隣に座っている東野に、ちらちらと視線を向けてしまいますが、当然ながら、二人ともごく真面目に話に集中しています。

「先日、終了した先のミッションの経過は、随時コラボで回覧してもらっていたが、本日から合流した者もいる」ギャビーに目礼する大嵐。「整理もかねて、ここまでの経緯を確認しておきたい───長篠」

　おなじみのタブレット端末を手にした長篠が、すっと前に出ました。

「はい、では───大嵐副部長や花屋敷部長が調査にあたっていたのは、昨年発見された神殿遺跡の最深部、そして青藍担当区域の南方の遺跡です」

（しばらくぶりの長篠さん……）

　頼もしく見えるようになったなあと、ほむらが思った矢先、

「長篠さん、ちょっと背のびた？」

　と勝手に発言をはじめる佐保秋穂。

「え？　そ、それは伸びますよ。成長期ですから」

　努めて落ち着いた態度で、きりっとしていた長篠でしたが、佐保の一言でもうペースを崩されています。

「背だけじゃない。ヒップサイズも一回りアップかな」

「な、な、何言ってるんですかぁ───？」

「でも残念ながら同期が遅れ気味なのがバスッ───」

「成長してねーのはおめーだ、チョンマゲ！　初しょっぱなから話の腰を折るなっての」

　と、すかさず早瀬が佐保の頭をはたきます。最近になって変えた髪型は、たしかに髷マゲっぽいです。

　成長してない、と断言されて、長篠までもが一緒にはたかれたようにズガーンとショックを受けています。

「脂肪をつけたいなら鶏肉がいいそうだぞ」

　と真顔で忠告してくる大嵐を、怪訝な顔で見返す長篠。

「あ、はい……はい……参考にします」

　たしかに脂肪だけどそうじゃなくて、ああもうっなんだっけ……と小声で泣き言をわめきながらタブレットをにらみ、つぎなる発表内容を確認します。

（長篠さん……負けるでないぞ……）

　あいかわらずほむらとしては応援したい彼女なのです。相手から忘れられてなければですが。

　気を取り直して続ける長篠。

「……この調査によるもっとも大きな成果は、虚惑星内での転移現象の誘発です。えっとつまり『テレポートの魔法』の発見です」

　彼女はつとめて平静を装いながらそう口にしましたが、これが大変な発見であることには間違いありません。

　テレポートそのものは、虚惑星と地球を転送環で往復する調査官たちにとって、目新しい要素ではないものの、それでも大きなインパクトです。

「設備が必要とされることから、正確には魔法ではなく『魔法装置』となります。虚惑星人ヌテラリアンの遺跡にそなわっていた機能を、花屋敷部長と大嵐副部長のおふたりが中心となって解析されました」

　説明しながらタブレットを操作する長篠。

　背後にある旧来の黒板を模した電子ボード。その表面の質感が変わり、虚惑星で撮影された資料写真が大きく表示されました。つい最近に撮影されたものです。

　熱心に遺跡を検分している花屋敷先輩が写っています。その口元には伸ばしたままの無精髭が。

「───現段階では、これは離れた遺跡と遺跡の間を移動するために使用されていた、交通機関かまたは輸送手段の一種ではないか、と推測していますが、まだまだサンプルが少なく断定はできません。

　同様の遺跡は、中華人民共和国と、ブラジル連邦共和国の、それぞれの虚惑星側担当区域で発見されています。すでに過去に発見された遺跡のなかから、魔法装置ではないか？　と推定されるものが、他数ヶ国でも候補としてあがっています。しかしこちらも断定はできません。過去に転移現象があったかどうかは調査中です」

　黒板の前面に、大きく切れ込みの入った円形の地図が表示されました。

　円のなかには虚惑星の各大陸が描かれています。航空図などに用いられるという、ランベルト正角円錐図法による、虚惑星の世界地図です。

　それが北半球と南半球で計二枚。

（なんだか食べかけのピザ、みたいなカタチ……？）

　そう思って、ふとギャビーを見やると、彼女もまた、口元にピザを持って行くジェスチャーで、ほむらににこりと目配せしました。

　なんでわかったんだろ？　とほむらはちょっとはにかみます。

「虚惑星の地図です。えーとあの……ご承知とは思いますが、この虚惑星地図は、虚軸望遠鏡衛星と我々の調査結果をもとに、コンピューターで合成した仮の地形であることをご了解ください」

　さらにその上に別枠で重ねられたのは、我々青藍高校探検部と日吉坂高校探検部の、調査担当区域の地図でした。

　日吉坂のベースキャンプと、青藍の旧ベースキャンプを中心として、北側に新たな青藍ベースキャンプ『桃とう山ざん荘そう』を設営したすばる姫の城があります。

　それらの各拠点からぐっと距離をおいて、南方の遺跡が───そして流氷の湾を渡った先にある北方の神殿遺跡が含まれています。

「説明のために、北方の遺跡を『Ｎ遺跡』、南方の遺跡を『Ｓ遺跡』と仮称しますね？

　前回の花屋敷部長たちの解析と検証は、この二地点で行われました。二地点での人工的な転移試験です。

　結論から言いますとこれは成功しました。瞬時に双方向の移動が可能です。調査班の全員が成功し、わたし自身も体験しました……本当に驚きですね。ただし、この移動は常に可能なわけではなく、ある時間帯のみに限られることもわかりました。これを我々はタイムテーブル、時刻表と呼んでいます」

　解析結果がシンプルにまとめられたインフォグラフィックとして表示されます。

　虚惑星の一日のなかで、Ｎ遺跡からＳ遺跡へ、またはＳ遺跡からＮ遺跡へ、転移が可能となる時間帯はそれぞれ異なっています。

　そのグラフを大ざっぱに読み取るなら、Ｎ遺跡からＳ遺跡へは午前中の二時間、Ｓ遺跡からＮ遺跡へは午後の四時間が、転移可能時間帯です。そのほかの時間帯は転移は出来ないようです。

　東野や鼎たちも、黒板を見つめ、その規則性を興味深く読み取ろうとしています。時間制限は、遺跡の可能性をじゅうぶんに引き出しきれていないだけ、という可能性もあります。

　一方ほむらはというと、

（この図って、長篠さんの力作なんだろうなぁ……色使いがどことなく可愛いし）

　などとまったくべつのところに注目しています。まあ、いつものことですね。

　ギャビーが挙手して質問します。

「どうぞ？　ガ、ガブリエッラさん」

「転移者は魔法使いに限られるわけではない、ということだろうか？　その遺跡を使えば、誰でも単独で転移できると？」

「それは、えっと……」

　説明にまごついた長篠と大嵐が交替します。

「転移者は魔法使いに限るわけではないが、遺跡の起動には複雑なパターン操作が必要で、魔法の経験が求められる」

　転移現象の原理的な、やや高度な話になってきたようです。ほむらとしては、このくらいは当然理解が追いついていかなければならないのですけれども。

　つづけて大嵐が解説します。

「───転リ送ン環グの使用とおなじように、一人がパターンを唱えれば、接触している人間も同時に転移する。転送環との違いは、魔力の制限が無いことだ。タイムテーブルの時間内であれば、転移の人数、転移の回数、どちらも制限は無いようだ───もちろん、今確認されている範囲では、だが」

（ふむふむ。なるほど……）と頷くほむら。（虚惑星と行き来する転送環が、切らすたびに毎回買い足していかないといけない回数券だとしたら、遺跡の魔法装置は期間内は無制限の定期券みたいなものだね）

「魔法使いクラスの技術があれば、単独で転移が可能。でなければ、現状は魔法使いの補助が必要ということですね」

「そうだ」

　大嵐が頷きます。

「───いいですか？」

　鼎結理です。居眠りもせず、めずらしくミーティングに参加しています。

　というか彼女は、大嵐副部長の面前だけは、真面目な優等生に変わるような？

　バチカンの留学生にライバル心を燃やしているのだとしたら、いつも冷めた態度の彼女とはまたちがって、ちょっと面白いなとほむらは思ってしまいました。

「なんだ」

「中国では偶発的な転移現象があったと聞きましたが、ブラジルの、その該当遺跡が、魔法装置を持つと判明したのはなぜです？　これまでそんな報告はありませんでした」

　もっともな問いだな、と大嵐が頷きます。そして意外な人物に目を留めます。

「それは、そこにいる佐保秋穂のおかげだ」

　ええっ……と怪訝な顔で隣のお調子者を見やる鼎。

「いやあ、自分の報告が役立ってくれたなら、なによりっす」

　からりとした表情で、まったく照れる様子もない佐保。

「ホラ、北の神殿遺跡でさ、たくさん動物の死骸が見つかったっしょ？　あれをさ、ひとつひとつ同どう定ていしてね？　あ、同定ってのは、生物を分類することね───ちなみにカトリックの尼さんとか修道女のことを、昔は『童貞』っていってさ」

　と、わざわざギャビーに向き直る佐保。

　その首を、早瀬が摑んでぐいっと前に向けます。

「話を進めろ。言いたいことあんなら」

「はいはい───それで、それらの野生動物の発見報告があった調査地域をリストアップしたわけ。そのなかで、いちばん該当する動物が多かった地域の遺跡が、そのブラジルの遺跡だったってわけ。簡単なプロファイルだよ」

　ほむらもあの時に極寒の遺跡の深部でみた、動物たちの死骸のことは記憶に残っています。

「じゃあ、あのネズミとか、キツネとかは、そのブラジル側の遺跡から転移してきたの？　むこうの遺跡に迷い込んだりして？」

　ほむらの問いに、佐保は首をかしげます。

「さあ？　そこまではわかんない」

「可能性は高いと思われる」大嵐が話を継ぎました。「しかし逆の報告もまだ無い。北方の神殿遺跡から、ブラジル側へ転移した野生動物の死骸などは、見つかっていない。その前例が全く無かったとも否定できない。ブラジル側の遺跡は、動物が凍死するような環境ではないオープンな地形だからだ」

　転移の根本的な原因についても、まだ明らかにはされていません。

　ほむらたちが遺跡で転移事故を経験する以前───幻肢虎の幼獣を含む、野生動物たちの身に降りかかった突発的な転移が、どのように行われたのか？　魔法装置を持つ複数の遺跡がどういう関係にあったのか？　それら調査には時間を要することでしょう。

　そこで大嵐はいったん話を切り、また説明役を長篠に戻しました。

　一年生の長篠に喋らせたほうが皆もリラックスして聞けるだろう、というのはどうやら本人も意識しているようですね。長篠もいっしょうけんめいそれに応えます。

「中国での転移現象の件ですが……先の事件以降、中国側に日本支部から遺跡の再調査を申し入れていました。ですが、これは受け入れられませんでした。というか……あちらから提示された条件は、とても吞めるものではありませんでした。メイヴェル監査官のような強制的な監査目的でもありませんので、国連本部の助力を得ることもできません。ちょっと八方ふさがりな事態になりかけていたんですけれど、そこに佐保さんの報告がヒントになって、新しい調査の道が開かれたわけです」

　長篠の裏話を聞いた東野や雨乃たちが、佐保すげーな、秋穂さんすごい、とやんやと褒めそやします。

　教壇の長篠さんも嬉しそうにその光景を眺めています。

「───その後、大嵐副部長が調査プランを立案されました。それを受けて、南米の合同調査官チームのもとで、別件のオブザーバーとして指導されていた棚倉顧問がそのまま現地に残り、ブラジル側のミッションの管理官として参加することになったわけです。

　さらに、あちらでの実際の調査にはＵＮＰＩＥＰアンピープ南米支部からの強い推挙でバチカンの協力を得ることになりました。虚惑星への調査に向かったのは経験豊富な、ガブリエッラさんです」

　名前のあがった棚倉とギャビーが軽く視線を交わします。息の合った感じは、いかにも旧知の間柄に見えます。




　───長篠の説明は続きました。

　その後、ブラジルチームとの連携ミッションで転移試験が行われました。

　ただしこちらの対象は、いきなり人間からではなく、まずは非生物を転移対象として、それから植物に変え、籠にいれた昆虫を、そして小動物を……と徐々に範囲をひろげていきました。

　転移した対象物や生物は、受け手となるブラジル側で逐一確認されました。植物、昆虫、小動物ともにダメージはありません。生物は生きたまま転移したのです。

　それだけでもよいニュースですが、

「……ってことは、パターンを唱えた術者本人が転移せずに、物体だけを送り込めるんですか？」と気付く東野。

「そうだ」と大嵐が返答します。「それも転送環との大きな違いだ。過去の輸送手段だったかもしれないと考える所以ゆえんでもある」

　試験は成功ばかりではなく、失敗例もありました。

　が、その場合は単に転移が行われずに、対象物がこちらに残るとのことです。

　昨年行方不明になった時、ほむらと東野、雨乃は長距離を転移して移動しましたが、同じく巻き込まれた鼎と佐保の二人は、膨大な魔力の波に揉まれながらも瞬間移動には至りませんでした。それとなにか関係があるのかもしれません。

　前例の無い長距離の転移試験は、発見時のアバウトさとはうってかわって、とても慎重に進められていました。

「花屋敷は、失敗時はタイムテーブルが合致しなかったとみているが……」

「そうだったんすか？　だったら、しらみつぶしに探さぐっていけば、正確なタイムテーブルも判明するってわけですか？」と佐保。

　大嵐が頷きます。

「そうなるな。しかし、Ｓ遺跡とＮ遺跡間で判明している結果でも、このタイムテーブルは一定周期で虚惑星の自転とのずれが生じているようだ。長期的に見て調べていかなければいけない。苫小牧電波の伊い納のう部長とも協力して、花屋敷が解析中だ。さて───」

　長篠が脇にさがり、ふたたび大嵐が中央に立ちました。

　状況説明は一段落してミーティングの本題へと入ったようです。

「───残された調査が、ふたつある。

　ひとつは『調査官による有人転移』。

　もうひとつは『ブラジル側からの逆方向の転移試験』だ」




　短い休憩ののち───

　一同は教室の机をずらし、互いに向き合う配置に移動しました。

　一方の列には日吉坂高校、もう一方には青藍高校の関係者が座ります。両校チームの前面には、部長と副部長が肩を並べました。そして大嵐たち南雲高校とバチカンのガブリエッラは、両校を横からみる位置に。

　その席でまず、ずばりと切り出したのは稲荷です。

「有人試験の候補者は？　大嵐さんが自分で跳とぶの？」

　皆が知りたがっていた直球の質問でした。

「そうしてみたいのは山々だ、が……それが適切だとは俺自身は思えない。この場で決めたい用件はそれだ」

　悩ましげに眉をひそめる大嵐。

「条件を提示するならば───こちら側の遺跡で、すでに有人転移に成功している者。そのなかで比較的年齢の若い調査官。……特に最初期に遺跡を開封し、転移を行ったメンバーはある種の転移耐性が生じているはずだ」

「じゃあまず、俺と日ノ岡、それと雨乃ですね」

　先回りして答えた東野に大嵐は頷きます。

「えっ、私？　私がやるの？　え？　なんで？」

　てっきり先輩たちが優先で、まさか自分に白羽の矢が立つとは思っていなかったほむらはガタガタと椅子から落ちそうな勢いでうろたえます。

　構わず稲荷が続けて尋ねます。

「危険性はどれくらいあるの？　まず雨乃を送り出して、それで様子をみるとかできないの？」

「事故が起きないとは無論言わない。しかし転送環の使用よりも、遥かに転移結果の精度は高い。遺跡におけるこれまでの試験の例をみても、危険度は低い。有人試験に踏み出す根拠はそれだ」

　さらに稲荷に、雨乃が言います。

「もしこのボクがテストパイロット役になれるのでしたら、それはとても光栄です。ですけれど、それでは有人転移の試験にはならない……ですよね？」

「そっか……それもそうね。ロボだもんね、雨乃は」

「はい。ロボですから、ボク」

　と仲良く腕組みして思案する稲荷と雨乃。

　それまで質問は一年にまかせ、静観していた上狛部長が発言しました。

「ねえ、だけどさ───この転移試験の重要性はわかるよ、うん。でも、そこまでそれを急ぐ必要があるのかな？　大嵐くんも花屋敷くんも、自分たちの手で達成したいって思ってない？　自分たちが探検部にいられる間に成果をあげたい、って」

「それは否定しない。転移事故が起こることは考えられる。俺たちが予想していないケースだってありうる。だが、今取り得る手段で、これ以上、安全性を確かめることは難しそうだ。それに、実際の調査にあたった俺たちが、後任に引き継ぎをして、失われるものがあるのも事実だ───だが、問題はそれよりも……」

　珍しく大嵐が言葉を言いよどみました。

　そんな彼にかわって口を開いたのは、藤森顧問でした。

「そこからは、オトナの事情が絡んでくる。中国は例の遺跡で、今も独自に調査を進めている。その独走を許したくない各国から、日本は圧力を受けてる。ともすると人命にかかわるようなミッションに、日本が消極的になるだろうことは、どこの国だってお見通しだ。それでますます中国側が図に乗るだろうと、焦っているんだ」

　なんだかまるで、前世紀の月面着陸の開発競争の様相を帯びてきました。

　静まりかえる教室で、ほむらはおずおずと口を開きます。

「あの……いいですか？……なんだか中国チームが敵みたいな言い方ですね。でも、国際的な協力をとりもつのがＵＮＰＩＥＰの役目じゃないんですか？　メイヴェルさんとかが、なんとかしてくれないんですか？」

「なんとかって、どんな」と藤森。

「それはえっと……ニーハオ、謝シェ々シェ、イーアルサンスー……」

　釣られたように苦笑しながら棚倉顧問が発言します。

「おそらくだけどね……中国側では有人試験の準備が整ったら、その実行を厭いとわない。失敗しても、成功するまで、何度でも挑戦するだろうね。これまでもそうしてきたから」

　棚倉のおだやかな口調だからこそ、その異質な感触は際立ちました。

　犠牲を覚悟で挑むのは、日本支部はもちろん世界中の調査官が同じ境遇だとはいえ……。

「そうだ！」と思いついたほむら。「中国の遺跡調査が断られたんだとしても、中国と日本で、一緒に転移試験をやればいいじゃないですか。地球の反対側への転移試験を成功させちゃう大嵐先輩や花屋敷先輩なら、中国の遺跡とだって門を開くことができるんじゃ？」

「いや、それは……だな」

　またもや言いよどんでしまった大嵐。あれっと首をかしげるほむら。大嵐の脇の長篠が、ぽつりと苦言をこぼします。ほむらにも届くように。

「大嵐さんの苦労も知らないで……」

「長篠」

　副部長からたしなめられ、苦々しい表情で彼女は口をつぐみます。

　ショックを受けているほむらを、また棚倉がフォロー。

「日ノ岡くん。それはね、実は真っ先に大嵐くんや天竜代表が提案したんだよ。けれどＵＮＰＩＥＰ日本支部の許可がおりなかった」

「なにがだよ。佐さ久く間まの気に入らなかったんだよ。また、面めん子つと手柄を秤はかりにかけたんだ」

　頰杖をついてぼやいた藤森を、長篠がはっと見ました。大嵐もほんのかすかに、嘆息してみせたような気がしました。

（佐久間……？　佐久間、顧問……といえば、ですよ？）

　その名前はほむらにも聞き覚えがあります。

　佐久間顧問は、南雲高校探検部の老顧問であり、ＵＮＰＩＥＰ日本支部の重鎮です。天竜代表と一緒にテレビに映る機会の多い、日本を代表する管理官でもあります。

　そして……たしか藤森や棚倉、舎人たち日本最初の調査官たちの管理官となった人物だったはずです。ＳＡの時も、顔を合わせた藤森と佐久間顧問は、直接口論するような場面はありませんでしたが、なにやら険悪なムードを醸し出していました。

　それはともかく、今は長篠さんの誤解を解きたいほむら。

「そうだったんですか。すいません……考え無しに口にしてしまって……」

　そんなほむらの肩に手を置いて、御陵部長が言いました。

「いいんです、よ？　このミーティングはそういう場所です、から」

「そーだよ。とくにほむらなんか、まっさきに人体実験されるかもしんないんだもの。それくらい聞いといたって、構わないでしょ」

　と頭の後ろで腕を組みながら、さばさばと言う稲荷。

「いやややや、あのまだ私、行きたいって決めたわけじゃ」

「なんだまた一番乗り狙いかぁ、日ノ岡は。そこまで言うんじゃしかたないなー」とさらに追い打ちをかける藤森。

「いやいや、断るとは言いませんけれど！　でも、それにしても心の準備が───」

「そうですよ？」

　桃山がのんびりとした調子で相槌をうちました。

「功績を焦るのも問題ですけど、それと同じく、調査官は誰でも探検家の卵というわけじゃないんですから、藤森先生は部員の安全に対して、もう少し慎重になってくれてもいいと思うなあ」

「……ハイ……おっしゃる通りです……すんません」

　もっともな桃山先輩の指摘に、シュンとしてうなだれる藤森。

「なれば───」

　部員たちから自然と笑いが漏れるなか、真剣に話を切り出したのはガブリエッラでした。

「ならば、なれば───理論が通じ、手段が備わり、求める意志もまた充分に在るというのなら、自分にやらせてください。残る幸運とミッションの成否は、神のご意志にゆだねられましょう」

　と、おごそかに決意の言葉を述べます。

「……ギャビーの意見にはべつに反対しないけど。まず、俺と佐保が試してみるのがベストだと思うがな。それか、早瀬先輩だ」

　と続いて述べたのは東野です。

「あたしもそう思うな」と同意する上狛。「大嵐くんが転移魔法のパターンを唱えて、東野と佐保の二人をブラジル側に送る。それがいい。事故の可能性がある、というならやはり万が一の怪我のことだって考えないと。男子部員から試したほうがいい」

　上狛の言葉にも、ギャビーはひるんだ様子なく食い下がります。

「それなら、やはり自分にも資格はあります。それに自分はこれまで転送事故を経験したことはありません」

「……そっか。そうだったっけ、ギャビーは」

「はい」

　上狛は素直に納得しました。何かほむらの知らない、彼女の素性について知っているふうです。元は上狛部長が預かる予定だった調査官ですから、それもありえる話です。

「…………ふむ。どーしたもんかなぁ」

　考えあぐねた稲荷が隣の御陵を見ます。その御陵から判断はお任せします、と言いたげに頷かれると、今度は稲荷は多賀に尋ねました。

「多賀くんはどう思う？」

「ウス……転送環の事故率に、男女差は無かったはず、です。年齢はＩＥ反応と関係ありますから、重要ですが」

　副部長との軽い意見の相違に、む、と片眉をあげる上狛部長。

　そうなの？　とでも問いたげに同部の桃山をふり返ると、そうだよ、と言いたげに頷き返されます。

　苦笑いしつつ、こんな提案をする多賀。

「たとえば、七久保さんのような……転送耐性のある調査官、だとか」

「ああ！　そうだ、それだ。七久保ナナがいたじゃない。あいつ連れてこよう」

　と稲荷がにわかに声を高くします。

　が、そんな稲荷に嚙みつく女子がいました。

「それじゃあ、南雲の活動がストップしてしまいます！　七久保ナナ先輩がお怪我されたりしたら困ります！」

「……っ……ごめんごめん。そうだね。七久保ナナの奴も、もう暇な一年生じゃないんだもんな。身勝手なこと言って悪かった、長篠さん」

「いえ……」

　剣幕に驚いて、思わず身を引いてしまった稲荷。そんなふうに彼女に謝られた長篠は、ばつが悪そうに唇を嚙みました。




　そんな調子でミーティングは、なかなかまとまりません。

　万が一の失敗のことを想定しながらの相談は気が重い作業です。

　しかし、自分たちが為すべきことを、仲間同士の話し合いでこれだけ自主的に決めていける環境というのは、ほむらの経験にはありませんでした。藤森や棚倉といった管理官も、最低限の助言のみで、あとは彼らに議論させるに任せています。

　友人の牧野がよく話して聞かせてくれるような、部員たちで相談して演目を決める部活も、似たような場所なのかもしれません。

　ただこちらは、ともすると国の命運を揺るがし、命を左右するような、タフでシリアスな打ち合わせです。使命感に燃えるガブリエッラのように、そこには高揚感もあります。

　けれど───真剣に討論する仲間たちを見つめるほむらは思います。

（長篠さん、さっきは怖かったけど……今はイキイキしてる。楽しそう）

　ほむらが今こうして感じる自由さは、もしかすると彼女のいる府立南雲では、すこし異なっているのかもしれません。




　やがて、幾つか出た結論としては、


「転移座標のずれや怪我を考えて、ふたり一組で転移する」

「ブラジル側で、日本支部の調査官メンバーが待機する」

「ブラジル側からの逆方向転移試験は最初の有人試験結果をみて現地判断する」



　……といったところ。

　そして、ここまでのミッションの経緯を考え、ガブリエッラは転移メンバーからは外せない。注目する他国への配慮と、ブラジルなど南米支部の協力に応える意味でも、バチカンの要請を受け入れる必要がある。

　さらに転移試験を意味あるものとするためにも、時間を置いて二組、計四人の転移者を検討する必要がある、となりました。

　その選出役には、稲荷と多賀の二人の副部長が任じられました。周囲の意見を汲みながら選んだのは、


第一陣には「東野と佐保」、

第二陣には「ガブリエッラと長篠」です。

早瀬は第一陣の補欠に。ほむらは第二陣の補欠となりました。



　日本側で転移予定者に随伴するのは、


術者として不可欠な大嵐、そして天竜、御陵、雨乃。



　ブラジル側での待機組には、


同じく魔法使いの花屋敷、そして稲荷、多賀。



　───以上が、虚惑星へ向かう計十三名の調査官です。

　遭難事故に備えて地球側に残るバックアップ組には、


上狛、桃山、および鼎の三名。



　というような布陣となりました。

（ふ……フゥー……）

　ひとまず試験の発射台に乗せられなかったほむらは一安心です。が、実は胸のうちでは、多少のがっかり感があるのも否めません。平然とＯＫしてしまう東野や佐保たちも、また信じられませんが。

「大嵐くん……例の件、は……」

　と御陵が、物言いたげに呼びかけます。その深刻そうな雰囲気に、何事だろうと御陵と共に大嵐を見つめる部員たち。

「……そうだな。そうだった」

　思い出したくなかった、とでもいうかのように眉間に皺しわを寄せて難色を浮かべる大嵐。

「転移試験の前に、実はもう一つ解決すべき問題がある……技術的な支障ではないが、これはより大きい問題かもしれない」

　大嵐に同意しながら頷く上狛。

「そうだね。これは天竜くんに頼りたいところっかなあ？　日本代表としての手腕に期待だ」

　解決すべき問題？　天竜代表だのみ？　と首をかしげるほむらと顔を見合わせた東野が、率先して大嵐に尋ねました。

「どんな問題ですか？」

「今回のミッションは、すばる姫にはあまり良く思われていない」小さく溜め息をつく大嵐。「今日のミーティングの結果も含めて、またミッションの詳細は伝えるが……取り合っていただける保証はない」

「大問題じゃないですか」とほむら。

　御陵もまた率直に不安を口にします。

「けれど、駄目だ、とも言ってくれないん、です。わたしとも何度か、話し合ってからは、干渉しない態度を貫いて、いて……」

「更年期ショーガイってやつじゃないの？　城に閉じこもってるから陰気で怒りっぽくなるんだよ」

　と、とぼける佐保の言葉もむなしくスルーされます。

（そっか……それはこっちも気が乗らないなぁ）

　ファーストコンタクトこそ大変な波乱含みでしたが、鈴蘭の件が解決し、青藍探検部が城下にベースキャンプを移してきてからは、ずっと探検部には協力的だった彼女です。

　せめてすばる姫自身から直接に理由を教えてもらえれば、と願うほむらでした。




　すでに外は真っ暗です。

　長時間にわたったミーティングを解散し、休日でひっそりとしている職員玄関から帰宅しようとしていたほむらは、藤森に呼び止められました。両親の在宅の都合を尋ねられ、きょとんとするほむら。

「はれ？　でもこないだ来たばかりでしょ？　モリちゃん」

「あれは、きみと東野が一時的な遭難状態にあったことを報告に行ったんだ。今回もまた危険度の高いミッションになるだろ。それはご両親には許可を得ておかないといけないことだよ」

「でも私、補欠ですし？　このままなら、私には別に危険なことありませんよね」

「それでもだ」

「…………」

　すこし思案の間を置いてからのほむらの返答に、藤森は目を丸くしました。

「───いいのか、それで？」

「はい。私、自分で話して説得してみます。モリちゃんだって忙しいんでしょ？　いいよ。大丈夫」

「そっか……わるいなぁ。正直、気が重くてさあ。お宅の娘さん、ぜったい何かやらかしますんで、とか言いにくいだろ？　言葉選びが大変でさ。ご母堂はあいかわらず味方してくれるんだけど、父君の視線が痛くってなあ」

「ハァ？　なに言ってんの、現国教師」

　万が一の事故の可能性、それも自分は補欠組です。「もし」が二重に重なって「もしもし」になってます。それくらいだったら最初から参加させるな、とか言い出しそうな父親の顔が想像できました。事情を説明する藤森も管理官とはいえ、損な役回りです。

「───じゃあ、ほんとに頼んだぞ？」

「オーケーオーケー」

　とすっかり安請け合い。念を押しながらまだ心配そうな藤森は、最後に一言。

「当日はパスポートも忘れるなよ」

「へ？　虚惑星に行くのにパスポートが必要なんですか？」

「まあ、日ノ岡は補欠だから不要かもだが、仮にメンバー変更があったら、虚惑星を経由してブラジルに入国するかもしれないだろ？　不法入国で捕まりたいか？　それとも虚惑星を十万キロ歩いて帰ってくるか？」

「パスポートですね！　わっかりましたぁ！」

「頼んだぞ」

　うす暗い廊下を、寒そうに肩をすくめながら部室に戻っていく藤森を、最敬礼で見送るほむら。

　その胸のうちでは虚惑星の地球儀ヌテラ・グローブがくるくると回転していました。

（十万キロぉ……!?　歩いて!?　それって飛行機で何十時間、ていうか何日かかるの!?　どんだけマイル溜まるの？）

　転移試験で挑もうとしている数字をあらためて認識させられて、ようやく自分たちが、とんでもない巨大な惑星を相手にしている実感がこみ上げてくるのでした。




　あっというまにミッションの当日です。

　準備と訓練の期間は、またたくまに過ぎました。

　今回はいつにもまして大人数が一斉に虚惑星へ向かいます。そのため使用する転送環の魔力の分散が図はかられました。

　転送先を新青藍ベースキャンプと、旧青藍ベースキャンプの二箇所に分けて、それぞれ別々に虚惑星へ出発します。日吉坂の転送環は予備として温存します。集合地点は、すばる姫の城下です。

　すでに数日前から稲荷と多賀の二人は、棚倉顧問に引率されて民間のジェット機に乗りブラジルへと飛びました。

　リオデジャネイロで現地の調査官チームと合流し、アマゾンの密林地帯に囲まれた都市、マナウスへとさらに移動。

　マナウスは赤道地帯にあり、ブラジルの季節は真夏です。

『オラ～Hola、そっちは真夜中だっけ。ごくろーさん』

　ほむらたちのいる部室棟に、ネットを介して中継映像が届いています。

　転送室の壁に投影された映像から挨拶してきたのは、ブラジルにいる稲荷です。

　背後に設置されている転送室は、草原に大きなテントを張っただけの、ほとんど屋外といっていいものでした。

　ブラジルの母国語であるポルトガル語が飛び交う映像。あちらの調査官たちは平均年齢もぐっと低く、人種もさまざまです。ラテン系の白人、アフリカ系の黒人、褐色の肌を持つハーフ、なかには、馴染みのある顔立ちの日系人らしき少年もいます。

　年少組はすっかり多賀になついて、タイーチ、タイーチ、とよじのぼったり、ぶら下がったりしています。騒がしさに、ほとんど稲荷の声が聞こえません。

　彼らをふり返ると、稲荷はなにやら威勢良く叫んで、落ち着かせています。

「すごいですね、稲荷先輩、そっちの言葉ペラペラだ？」とほむら。

『知らん。適当。ナンチャラガル語』

　強烈な日差しの下、汗をだらだら流してうめく稲荷。

　半秒ほどの通信の時間差を挟んで返ってくる稲荷の声に、地球の反対側を実感します。

『……じゃあ予定時間通り、行くからね。そっちもよろしく』

「はい！」

「お願いします、スナオ、ちゃん」

　ほむらの隣で御陵も頷きました。

『うん。それでさ結局、花屋敷さんは来られないの？　あとから合流も無し？　大丈夫かね？』

　稲荷の言う通り、ブラジル側の遺跡で待機チームに加わるはずだった花屋敷先輩はまだ日本にいます。

『問題無シノープロブレムダヨ。大嵐ニ教ワッタ新型ノぱたーん、ワタシチャント覚エタネ。イツデモ、コッチカラ転移テレポートシテアゲラレルネ！』

　稲荷の肩にぎゅっとのしかかるようにして、カメラの前に現れたのは、ブラジルのチームリーダーの少女でした。エストレーリャ二等調査官です。現在十七歳で、あちらのハイスクールの第三学年。日本でいう高校二年生で、つまりは稲荷と同じ学年ですが随分と……まあ、それはともかく。

　日本の探検部で言う部長にあたる彼女の登録クラスは、なんと魔法使い。あとから聞いたところによれば、インディジェナ（日本で俗に言うインディオ）のハーフだそうです。

　服と服の間から、褐色の肌をおしげもなくさらしている彼女。御陵部長の改造探検服とくらべても、またさらに露出の大きな探検服です。そんな彼女に稲荷はぶすっとした表情で、寄りかかられるままとなっています。

（さすが熱帯地方の探検部だ……!?　あっちへ行くんだね、東野くんたちは。虚惑星の赤道地帯も暑いのかな……？）

『あのさ、エストレーリャ、それ暑い。あと、頭に胸をのっけない。次から金とるぞ？……あっ……』

　何かに気付いて稲荷が目を見開きます。

　こちらでは、ほむらの背後に立つ人影が。

「───ミッションに変更はつきもんやろ？　ええやないか。花屋敷は威勢はええけど、体は弱いからな。厄介事が減ったかもしれんで」

　ほむらの背後からの声に、画面向こうの彼女も顔を明るくしました。

『ハイHi!、天竜！』

　懲りずに稲荷にもたれたまま、エストレーリャが手を振ります。

『……っ……重役出勤かあんたは、天竜。ぜんぶお膳立てが済んだところに、ぽっと出てきて』と愚痴をこぼす稲荷。

「ハハッ、一応、代表らしいこともしとかんとな。それに、俺はすばる姫に会うんは初めてやからな。ええ機会や」

　画面後方では、棚倉顧問と現地の管理官たちが、調査官たちの招集をかけはじめました。転送の時間が迫ってきたのです。
















　草原に立ち、その波打つ髪を風になびかせていた稲荷も、すこし落ち着かない様子になります。

「稲荷、怪我せんようにな。おまえ待つのは慣れとらんからなあ」

『……は？　なに？　風でちょっと……』

　耳をそばだてて聞き返す稲荷に、天竜は小さく笑って言いました。

「低重力に浮かれて、木から落ちたりすんなや？　狐も木から落ちよるし」

『……するか！　そ、そーいう心配は病み上がりの多賀くんに言ってあげてよ』

「おう、せやな。多賀もそっちに跳んでった一年たちの引率頼むで」

『───ウス』

　多賀もどっしりと頷き返します。

　ネットを通じて、互いに最後の意志確認をする調査官たち。

　そんな中で、ふとほむらはこちらの彼女のことが気になり、そのこぢんまりとした横顔を観察してしまいます。

　何歩も下がった位置から彼女がじっと見つめている先は、明るいスクリーンよりも、その前に立っている彼女の部長・天竜でした。その彼が笑うと、なぜか逆に長篠は沈みがちに顔を俯かせてしまうのでした。

（……長篠さん……）

　また、エストレーリャの快活な声がスピーカーから明瞭に響きます。

『ギャビー、向コウデ会イマショウSee you later alligator.！』

「ええ、エストレーリャ。またのちほどIn a while, crocodile.」

　祈るように手を組みながら挨拶するエストレーリャに、十字を切って一時の別れを告げるガブリエッラ。二人は先のミッションで既に顔見知りです。

　壁面のスクリーン前には日本の探検部員たちが集まって、先に虚惑星へと向かう稲荷たちを見送る言葉をかけます。

　そんななかで、御陵部長も微笑みながら、ぽつりと一言。

「スナオちゃん、わたし、受かりました、よ？」

　はっと息を吞む稲荷。

『……そっか……！　そっかぁ、よかった！』

　初めて耳にする情報にほむらや東野も目を丸くします。

（先輩、大学受かったんだ……！）




　稲荷たちの転送を見届けると、今度はほむらたちの番です。

　いざミッションが開始されてからは、三十分単位で計画が進行します。地球の三十分は、虚惑星での三時間にも相当しますから。

　すばる姫城下の最寄り出現地点となる、新青藍ベースキャンプへと向かうのは、天竜代表と御陵部長、そして今回の転移試験の主役となる四人の一年生です。

　残る四人、大嵐が率いる面々が、旧青藍ベースキャンプに出現してから、城下まで移動して合流するまでに、天竜たちは例のすばる姫の説得の件を試みよう、というつもりでした。

　天竜チームも、大嵐チームも、出発はどちらもこの青藍高校の転送室から。

　人数も増えると、こんなふうに手間も増えます。探検部きっての大所帯の南雲高校のやりくりがハードなわけです。

　しかし、そこでガブリエッラがある申し出をしました。

「できれば、自分も旧青藍ＢベースＣキャンプに向かいたい。ホムラと一緒に」

　と。なにか余計な一言も添えて。

「どうする、天竜。ガブリエルは、被験者だが」と大嵐。

（ガブリエル？）

　大嵐の言いように首をかしげるほむら。

「こっちに合流するまでに、怪我したり体調崩したりしたら、補欠メンバーと替わってもらうで？」と天竜。

「構わない」

「すばる姫と会談する時間もあんまりとれんようになるけど、それでもええか？」

「新青藍ＢＣの転送環魔力に、すこしでも余裕を持たせておきたいのは、こちらの本音でもあるが……」

　天竜と大嵐がさらにそれぞれ念を押しますが、ギャビーは承諾します。

「そこまで言うんならええで？　移動ルートそのものは、もうその連中には慣れたもんやからな。このへんの虚惑星の様子を、よう見てくるとええ」

「ありがとうございますグラーツィエ、天竜代表。自分の身勝手をお許しください」




　天竜チームに先だって、虚惑星へと向かうほむら。

　久々の虚惑星行きとあって、雨乃はとても嬉しそうでした。胸の御守りをそっと確かめています。

　御陵や東野がほむらたちと、またすぐの合流を約束しながら送り出してくれます。

　鼎が冷ややかな目でほむらとガブリエッラを見やり、そして遠慮がちに天竜を見つめては、またそっと目を伏せます。

　小さな出立でも、出会いと別れには人間模様が交錯します。

　───転送室の中央で手をつなぎ、環わを作る五人。

　転送環を預かる大嵐。弓を携える早瀬。

　ほむらの隣には雨乃が、そしてガブリエッラがいます───いえ、ガブリエルが？

　彼女の探検服は、見たこともない独特なものでした。その鮮やかな色使いは、写真でみたスイス傭兵のスタイルにもよく似ているように思えます。特に、その胸部と背面に着用した、がっしりとしたプロテクターが目をひきました。

（でもちょっと、全体的にサイズが合ってないみたいだけど……ああいうものなのかな？）

　ほむらならではの観察眼を働かせていたところ……予定時間通りに、転送開始を告げる大嵐。互いに触れた指先から、なかなか慣れることのない転送の感覚が伝わってきます。

　転送時独特の感覚の混こん交こうによって、ガブリエッラからもまた、彼女の五感の一部が流れ込んできます。

　そして、ガブリエッラのそれは、五人全員の感覚をまとめてひきずりこむほどに強烈ながら、それでいて静寂に満ちているのです。あたかも、厚い無音の波が打ち寄せてくるかのように。都会の喧噪のさなかに造つくられた、完全なる庭園のように。

　それが、つい先刻までほむらに同行できることが嬉しくてたまらない、と浮かれていた彼女の内面とは思えません。

　ガブリエッラの胸に満ちる瞑想の光。

　虚惑星への転送の手順を、ほむらたちであれば不安と期待に充みち満みちるこの瞬間を、あたかも神聖な礼拝であり、神に捧げる祈りであるかのように彼女は捉えているのでした。




　───旧青藍ベースキャンプから、すばる姫の城へ。

　歩きなれた虚惑星の森の道をたどるほむらたち。虚惑星の季節は春期の終わりを迎えつつある頃。

　天候は……雨です。残念ながら。

　主要な荷物は天竜たちに預けてしまいましたし、ベースキャンプで保管する調査機材も充実してきたこともあって、軽装で行けるのが助かります。

　レインウェアを着用した一行が、足下や、川の増水に注意を払いながら進みます。

　雨脚が弱くなると、前方を行く大嵐は、ガブリエルから話しかけられ、なにやら難しい話をし始めました。

　そう、ガブリエッラではなく───ガブリエルと。

　いまギャビーは、彼女ではなくなり、彼としてパーティの一員となっていました。

（そんなことって、あるんですかぁぁ？）

　動物格や精霊格といった変身の遷せん移い型けいを持つ、憑格者トランスたち。そんな前例とはまったく異なるギャビーの変身。亜麻色の髪もつ可憐な修道女は、虚惑星では性別が変わり、まさにスイス傭兵をほうふつとさせる男性調査官となるのです。

　その服装も、変身後の体格を見越したものだったことがわかります。

　ほむらと同じほどだった身長は、七、八センチ伸びて、もう東野よりも高く、たぶん佐保秋穂くらいになっています。少女の時には二つに結っていた髪も、今はまた革紐で縛った、初めて会った時と同じスタイルに戻しています。

　そんなギャビーの変化を……頭部のフードをおろして顔に雨滴をまとわりつかせている彼を、じっと観察してしまっていたら、大嵐と話す彼が視線に気づいて、ほむらに微笑みかえしました。

　つい白々しく顔をそらす、ほむら。きまり悪さを振り払い、パーティのしんがりを務めていた早瀬に話しかけました。

「早瀬先輩は知ってたんですよね？　ギャビーのこと……」

「ああ、うん。留学生が日吉坂うちに来るよって時に、棚倉先生から軽く説明はあったよ。性同一性障害って言うんだっけか。ギャビーの場合は、自分は本来は男だっていう思いが強くあるのに、女性としての肉体を持っていてそこに違和感をおぼえている、ってケースか」

「せーどーいつせーショーガイ……」

「驚きましたね……ガブリエルさん」

　雨乃も会話に参加します。

　前方とはすこし距離をおいての内緒ばなしふうです。

「お聞きしたところ、あの背負われているバックパック、折りたたみ式のポールウェポンが納められてるそうですよ？　例のハルバードです」

　それは勇壮な探検服とも相まって、さぞかし似合うことでしょう。

「転送ではセルフイメージが大切ですって教わったけどさ……心が男だったら、体まで男の子になっちゃうんだね、虚惑星では」

「俺も初めて見たよ。きっと色々不便なはずだろうけど、ギャビーはあんまそんなふうには見えないな」と感心気味の早瀬。

「…………ですね」

　そう、考えてみれば───

　あの佐保秋穂が、あんな鳴り物入りで現れた美少女に、ぐいぐいと接近していかなかったところからして気がつくべきだったのです。最重要人物のすばる姫の入浴すら、単身で覗きに行ったくらいですから、修道女の貞節だとか、バチカン云うん々ぬんだとか、彼が気にするはずがありません。

　そして、周囲よりも先にギャビーと知り合っていた自分をふり返ってみれば───

　初詣の時に少年のような格好をしていたガブリエッラは、まさにそれが彼の自然体の姿であったということ。

「一周まわって戻ってくるとは……」

　さりげなく自分の両頰を押さえながら、虚惑星の不思議に感じ入ります。そんなほむらを横からのぞきこむ雨乃。

「ほむらさんでも、どう接したらいいのか悩まれるんですか？　ですよね。ガブリエルさんかっこいいですもんねっ？」

「はい？　いや？　なんで？　違うよ？　いや、そうだけど！」

「───呼んだだろうか？」

　と前方で立ち止まるギャビーと大嵐。

　雨乃とほむらは焦って首を振ります。レインウェアから飛び散る滴しずく。

　が、そんな二人の頭ごしに、早瀬がよけいな告げ口を飛ばします。

「日ノ岡さんが、東野くんから乗り換えようかしらって」

「ちょ、ちょ!?　早瀬先輩!?」




　ギャビーは尋ねられさえしなければ、あえて自分の個人的な境遇を説明することはしませんでした。

　虚惑星に来てからも態度に変化はありません。クラスメートの前で、むりやり無垢で清廉な修道女を演じていた時のほうが、むしろ見ていて違和感が強いくらい。

　城に至る中間地点で、一行はテントを張って一泊します。

　雨の中の野営というのは、まったくもって楽しくありません。新参の彼女がいれば、テントの中でお喋りができたかと思っても、ギャビーは大嵐と早瀬たちのテントに振り分けられました。まあ、そうなりますよね。

　それでも、淡々と慣れた手つきで、彼らはテントを張り、その脇でほむらと雨乃は食事の準備をして夜を迎えました。




　食後、雨を避けながら、彼らが木立の下で小さな火を囲んでいた時のこと。

　雨乃がギャビーに尋ねました。

「大嵐先輩と、どんな話をされてたんですか？　熱心に話しこまれてましたね？」

　大嵐と顔を見合わせるギャビー。

「クロネッカーの青春の夢、について」

　とすこし、いたずらっぽく笑いながら返事をします。

「なんだそりゃ」と早瀬。

「シニョーレ・大嵐は、魔術師ウィザードと呼ばれるほどの魔法使いでいらっしゃるし、とても数学の分野にお詳しい方だ。またとない機会だったので、つい話し込んでしまった」

「青春の夢とはまた、数学のお話にしてはずいぶんロマンチックなタイトルですけど」とほむら。

　金属製のマグカップから湯気立つコーヒーを啜っていた大嵐は、そうだろうか？　と真顔で返して、こう答えます。

「クロネッカーは十九世紀に生きたドイツの数学者だ。彼は、その死後にも、ある難問を残したのだが、それが『クロネッカーの青春の夢』と呼ばれている」

「ヒルベルトの第十二問題のことですか？」と雨乃。

「そうだ」とうなずく大嵐。

「第十二問題はそもそも定義にあいまいなところがあり、二つの解釈が知られていた。一つは日本人の数学者によって解決されたのだが、もう一つの、より一般的な解釈については長年、未解決となっていた」

「えーとじゃあ、表問題と、裏問題ってところでしょうか……」

　なんとか追いついていくので精一杯のほむら。

　そんな彼女に声をかけるギャビー。

「大丈夫だよ、ホムラ。実は自分も、問題の内容までは理解できていない。けれど、その経緯が魅力的なので、ずっと興味があった。そして、その裏問題を解決したのが、かのチャンドラー氏だ。クロネッカーの青春の夢にはじまった物語は、チャンドラー氏によって完成された」

「へえー、そりゃまさに青春」と感心する早瀬。「一世紀以上もかけて追いかける情熱なんて、青春以外のなにもんでもねえし。あと、ちょっとむなしいところもかな。普通、途中であきらめるよ？」

　と早瀬。大嵐は苦笑の笑みを浮かべています。

　ギャビーは続けてこう言いました。

「そのクロネッカーが、こんな言葉を残している。『整数は神がお創りになられたものだ。しかし、その他は人間の作ったものだ』……と」

　はっとしたほむらにも、そして他のメンバーたちにも、ギャビーが次に何を言おうとしているのか、うっすらとわかりました。

「それを引き合いにして、シニョーレ・大嵐が、どう捉えられているのかお聞きしたんだ。この虚惑星が……虚惑星を含むこの異なる宇宙が、神の創りたもうたものなのか、それともチャンドラー氏によって造られたものなのか」

　それはほむらが、虚惑星に初雪が降った日に、鼎結理と話した話題と対になるような、そんな問いかけでした。

「神出ちゃったよ。ずいぶん大仰な質問だなおい。そんで、大嵐さんはなんて答えたんすか……ってあれ？」と言い出しながら、すこし慌てる早瀬。

　それというのも、大嵐は立ち上がると、急に話に興味をなくしたかのようにテントに足を向けてしまったからです。

「───眠い。俺はもう寝る」

「あららら」

　大あくびをもらして去った、そんな先輩の捨て台詞に苦笑するほむらたち。

　同じく微笑みながらも、ギャビーはすこし物寂しげな眼差しを、防風グリルのなかの小さな火に向けました。

「……シニョーレ・大嵐は言われた。『自分で考えろ。俺は神じゃない』と」




　翌朝。

　雨の上がった早朝に起き出したほむら。

　テン場（テントの幕ばく営えい地ち）の脇の沢に、折りたたみバケツを提げながら顔を洗いに降りていくと、そこには岩場に膝をついて朝の祈りを捧げる彼がいました。

　ひっそりと朝焼けの色彩を浴びて、跪ひざまずく彼。

　鳥たちの声が森に響き、涼やかな朝の風がほむらの頰を撫でます。

　雨ですこし濁った水場から澄んだ場所を探し、彼の祈りを邪魔しないように遠慮がちに朝の身だしなみを整えます。

「おはようボンジョルノ、ホムラ───美しい空だ。今日は晴れる」

　一通り自分の用事を済ませ、今度は朝食の支度にかかろうとしていたほむら。

　じっと集中していた彼が、今はそばに立ち、こちらに手を差し出しています。その意を察したほむらは、ポンプ式の浄水器を手渡しました。

「うん。おはよう、ギャビー───あ、ありがと」

　上着を脱いだギャビーは、シャツの袖をまくりあげると、ほむらを手伝い水を汲みはじめました。

（…………）

　まだ信じにくい事実ですが、あらためて見ても確かに少年の体格になっているギャビー。それでもあいかわらず整っている中性的ともいえる顔立ち。声はすこし低くなり、特に話す時の目の高さが異なると、だいぶ印象が変わりました。

　御陵先輩が妖エ精ル種フになったり、稲荷先輩や佐保秋穂が、動物に似た姿に変身した時よりも、ずっと動揺を受けているのかもしれない自分がここにいます。

「さ、昨夜は、よく眠れたかな？」とほむら。

「……いや、あまり。考え事をしていたら、いつのまにか時間が経ってしまっていた。明け方にはすこし眠った」

「そっか……私もそういうこと言ってみたいな……真っ暗なテントでお喋りしてるうちに、結構すぐに眠っちゃってたな」

　照れ笑いするほむらに、おだやかな微笑を向けるギャビー。

「学校にいた時から感じていたけど、とても親密な関係をもっていてうらやましい。自分もそうであれたらと、思う」

「え？　だ、誰と？」

「懐かれていると言ってもいいくらいだ」

「……って、あ、アメちゃんとか。そ、そうだね、ハハハ」

　つきあいのコツを教えてくれないか？　と問うギャビーに、ほむらは滅相もないと首を振ります。

「雨乃ちゃんは誰とでもそうだよ？……ん？　いや、モリちゃんとはそうでもないかな？　二人はほとんど一緒に暮らしてるってのに」

「おや、そうなのか。それならむしろ、シニョリーナ・藤森に……チアに隣人との接し方と、寛容の心を教わるべきかな」

　屈託無く笑うギャビー。彼は例のネイトのことを言っているようです。

（ギャビーとネイトくん、か……ユリちゃんと沙毬ちゃんも、親密とか仲良しとは違うちょっと変わった関係だよね……）

　朝の準備を意識しつつも、ついついほむらはお喋りモードに。過去のミッション中に、雨乃との間で、幾度か偶然とは思えない事件があったエピソードを語って聞かせます。

「へえ……虚惑星では不思議なことが起きるものだな。自分と彼……ネイトとの間にはそういうことは一切なかったが……。なにかそんな奇跡的な出来事でもあれば、神の祝福を感じられるのだろうか」




　───その日の正午過ぎ。

　すばる姫の城に到着し、天竜たちと合流した一行は、啞然としました。

「どうしたの、秋穂くん───それ!?」

　背後に崖と城がそびえる高い石垣の上に腰掛け、ぷらぷらと足を揺らしながら、陽気に一行を迎えた佐保。その彼の右腕は、白い布に巻かれて肩から吊られていました。

「うひゃひゃひゃひゃ、腕、脱臼しちゃった」

「はぁああ!?　笑い事かぁ！」

　愕がく然ぜんとしてあんぐり口を開くほむら。

「おめえ、本当に信じらんねえやつだな！　見せろよ！」

　ほむらの脇を抜けて、早瀬が佐保の怪我の具合をみます。

　転移試験前の安全を期して、移動の無い天竜代表のチームに入ってもらったのに、なぜこんなことになっているのやら。

「応急手当は、天竜先輩にしてもらったんで、まあなんとか。ほんとは長篠さんのほうが、よかったなあ」

「贅沢言うな。今度はなにやらかしたんだ」と怒りながら、ひっぱたく早瀬。

　からん、ころん───

　と、そこへゆったりと木靴を鳴らし現れたのは、和装の麗人。

「よく、参ったな」

　この飛ひ泉せんの城の主あるじ、五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめ───昴すばるです。

　一同、深々と頭を下げて、再会の挨拶をします。

　石垣から身軽に飛び降りてきた佐保を、すばるは腕組みしながら尻目に見ました。

「初はつ雪ゆきやらキリマルやら、若い狼どもと戯れていた末の怪我だそうじゃ。これから腫はれて痛むじゃろうな。いや、もうだいぶ沁しみておるのではないか？───ん？」

　佐保の肘を摑んですっと持ち上げてみせる、すばる。

「[image: 〓]っっ───い、痛くないよ？　ぜんぜんビリッとなんかしないよ」

　脂汗を流してやせ我慢の佐保。

「地球に戻るか？」と冷静に問う大嵐。

「いやそんな、転送環の魔力を浪費してもらうほどの怪我じゃないんで。温泉でもつかってたら治るっしょ」

「そんな都合のいいもんねえよ」と呆れながらも、多少安心する顔に戻った早瀬。

「まったく秋穂くんは……はしゃぎすぎだよ」

「無茶をしますねえ」

　呆れてぼやいたほむらに苦笑してみせる雨乃。そうしながらも、名前のあがった初雪を捜しているのか、雨乃はきょろきょろと周囲を見廻しています。

　しかし、転移試験の第一陣だった佐保がこのありさまでは、計画の変更をせまられるのは必至です。

（あちゃ……これはマズいぞ？　マズいですよ？）

　ほむらの胸中には、不安とともに、じわじわと罪悪感がもたげてきました。

　実は───藤森から何度も念を押されていた、例の両親への報告をほむらは怠っていたのでした。

　今回のミッションは単なる自然調査であるかのように、ごく簡単にしか説明していません。守秘義務というのも勿論あるのですが、ほむらの両親は、特に父親の雅史はそこまで探検部内部の規則に対して、理解と譲歩を示しているわけではありません。藤森が言葉を選ぶといったのも、軽口ばかりではなかったり。

「いやージャンプしたら崖から飛び出しちゃってさ。木にぶらさがって助かったけど、ちょっと跳びすぎた」

「また自業自得かよ」と早瀬。

「すばる姫に失礼があっての結果とかじゃなくて、ほっとしました」

「雨乃ちゃん、それひどい誤解があるよー」

　と不平を叫ぶ佐保。大きく片手を振った拍子に、それがまた怪我をした腕にひびいたらしく、なんともいえない表情で顔をしかめています。

　ひとまず彼らに言わせるままにしながらも、すばるは到着した一行にあらためて、じっとその青い瞳を留めていました。

「そちらの見慣れぬ殿方は、また新顔じゃな。天竜殿から聞いていた《みっしょん》の協力者とやらか……ほう、そうか……たしかに日ひの本もとの者ではない」

　ガブリエルを見るすばるの視線が鋭いものになります。

　少年は、すばるの前に出て片膝をつくと、うやうやしく頭を垂れました。

「はい、生まれはローマです。名をガブリエッラ・ベルニと申します。わけあって、この星ではガブリエルとなります。どうぞお見知りおきください。此こ度たびは教皇聖下よりの親書を携たずさえてまいりました」

　こほん、と軽く咳払いをして、すばるは答礼しました。

「はるばるよくぞ参ったBenvenuti.、ガブリエル……とやら。またすぐに旅立つとは聞いたがHo sentito di lasciare immediatamente.、この城で疲れを癒やしていくがよかろうSi prega di guarire stanco in questo castello.」

「……っ……イタリア語をParli Italiano?!?　すばる姫principessa.」

　驚き目を見張るギャビー。

「うSむi、多少なun po.。旅の商あきないの傍ら、童わらべを喜ばせる金こん平ぺい糖とうのように言葉を持ってくる者がおるのだ」

　探検部の面々も、すばるの意外な知識に興味をひかれました。

「その方とは？　お名前を聞かせてもらってもよろしいだろうか？」

「名前か……さてなぁ……たしか《おいれしゅぴげる》だの《ふぉうるすたふ》だの《あるれきの》だの……」

　思案げなすばるの口からこぼれた単語を耳にして、またもや目を白黒させるギャビー。

「そ、それは……いずれも道化者を指す名前だ。ドイツ語やイタリア語の。それが本当なら、何者でもない仮の名といってもいい」

「……そうなのか。英語圏の《ジョン・ドゥ》のような、日本語でいうならば、名無しの権ごん兵べ衛え、になるか？」と大嵐。

「名無しの権兵衛。うむ、まさにその通り。ふざけた奴なのじゃよ。適当を申すのも面倒になったのか、昨今はただ、傀儡くぐつ師しと名乗っておるのう」

「傀儡師……そんな人物が」

　ギャビーはまだ驚きを隠せないようです。

　探検部のなかでも、御陵から聞かされていた少数は、その名を知っていました。

　桃山先輩が推測していた、すばる姫の城にある嗜好品などを補う存在が、その傀儡師という旅の商人、であるはずです。

　そして、その相手が、いつ城を訪れるかはまるでわからない、とも。

「ふむ、名前といえば……」

　と手に持つ扇子を顎にあてながら、すばるが首をかしげます。

　と、その時───

　ギャウ、と背後から届いた、高い音の吠え声に「ひゃっ」と飛び上がるほむら。

　若き幻げん肢し虎こがそこにいました。頭を低くして唸うなりを立てながら、こちらを強く警戒しています。

「虎ティーグレ───!?」表情を険しくするギャビー。

「いやいやいや、この仔こは違うからっ」

　すかさずバックパックの装備に手を伸ばそうとしたギャビーでしたが、それがまだ仔虎であると認めると、すぐに警戒を解きました。

　けれど相手のほうはそうではないようです。

「───そう、その仔虎じゃ」と扇子の先を向けて頷くすばる。

「わ、わ、大きくなりましたねぇ……！」と感激の雨乃。

　体長は五十センチほどに。体重ももう十キロは優にありそうです。

　昨年にほむらたちと別れた時のほんの小さな体からしてみれば、何倍もの大きさとなって、立派に成長していました。おしりの渦巻き模様も健在です。

　鼻をひくつかせながら、ほむらと雨乃に近寄っていきます。その場にしゃがむ二人に、じりじりと歩み寄り、匂いを確かめます。

　すると低い唸りは、ミャア……とおとなしい声に変わりました。

　雨乃がおそるおそる手を差し伸べると、すっと退さがろうとしますが、怖々とその場にとどまった幻肢虎は、彼女の控えめな抱ほう擁ようを受け入れました。

「よかったですねぇ……また会えて、とっても嬉しいです。雪ゆき割わり丸まるお母さんはさすがですねぇ……」

　幼獣とは見違えるほど成長した幻肢虎が後ろ足で立ち、ぺたんと座り込んだ雨乃の肩に寄りかかっています。そのしっかりとした前足の太さは、実に幻肢虎らしく、仔虎とは思えないたくましさです。

　その脇では、ほむらがそわそわと落ち着きません。

「あ、アメちゃん？　次、私、私もっ」

　しかし、離れがたそうに、雨乃が幻肢虎から身を離して、ほむらに抱き渡そうとすると……

　幻肢虎はびくっと頭を高くして、グル……と短い唸りをあげるがいなや、ほむらの手をすりぬけ、その場から走り去ってしまいます。仔虎ちゃんには稲荷が名付けた、そしてほむらや東野も協力した、とっておきの名前を用意していたのに、それを本人に教えてあげる前に行ってしまいました。

「ちょ！　なんでぇー？」

　立ち上がり、涙目でうったえるほむら。

「お、初雪だ」

　佐保の気付いた方向から、さかんに吠えながら走り寄ってきたのは白い若い狼、初雪でした。

　さらに精悍さの増した初雪は、こちらが見知った顔だとちゃんとわかるらしく、嬉しそうに尻しっ尾ぽを振り、ほむらやすばるたちの周囲を一周すると、幻肢虎が走り去った方向めがけてまた、だっ、と追いかけていきました。

「初雪や……おぬし、程々にしてやれ」

　その背に向かって弱々しくたしなめるすばる。

「どうしたんですか、初雪ちゃん」

「ハハッ、仔虎と仲がいいのはいいんだけどさぁ、気に入ったらしくて、追いかけ回す癖がついちゃったみたい」と佐保。

「いろいろと活力が有り余っておる。何ど処こぞの何なに右衛え門もんのように、無駄に四肢をくじいたりせねばよいがのぅ」

　なんで？　と解っていない佐保と、その隣で肩をすくめるすばる。

「ははあ、それで仔虎ちゃんも、いやがってるんですねえ───あ、巧さんたちがいらっしゃいましたよ？　よかった、腕も足も無事ですね」

　初雪が走ってきた桃山荘のある方向から、雨乃の言葉通り、東野と長篠が連れ立って現れました。

「そろそろ着く頃じゃねーかと思ってたよ。先輩たちは無事でなにより」と手を挙げる東野。

「すみません、大嵐先輩。わたしがいながら……」

　ちらちらと佐保の怪我を見つつ、申し訳なさそうに頭をさげる長篠。

「気にするな。佐保の管理は、上狛が最適だというのはよくわかった。参考になった」

　一問解けてまた一問だな、と淡々と評する大嵐でした。
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　すばるの城に到着した、その夜のこと。

　新青藍ベースキャンプ・桃山荘にて、急きゅう遽きょ話し合いが持たれました。

　明日のうちにはもう、ブラジル側の予定に間に合わせるよう、移動を始めなくてはいけません。本当なら、すばるにねぎらわれたように疲れを癒やしておきたいところだったのですが……。どうもそうはいかない雲行きです。

　調査官は全員この場に顔を出しているものの、あえてすばる姫はお呼びしていません。天竜代表が直々に掛け合ってみると言っていた、すばる姫との交渉結果も気になるほむらですが、それどころではなくなってきました。

　議題は佐保の交替要員について。

　本来、第一陣の補欠は早瀬諒の予定でしたが……

「自分にやらせていただけないでしょうか？」

　と、早速ギャビーが申し出ました。

（なぜ!?　ギャビーは第二陣でしょ!?　なぜ!!）

「俺はべつにいいけど？」

　と早瀬がまた即答。

（いいのか!?　というかそもそも最初からやる気がないのか！）

　しばし沈黙して検討する一同。はらはらと見守るほむら。

「でも……」と御陵が眉をひそめます。

　広間にかかったランプの灯りが、御陵の青みがかった髪を照らしています。

「第二陣が、長篠さんと早瀬くんになると、大嵐くんの言われた条件からは外れてきますね。すでに転移を成功させた経験者か、なるべくＩＥ反応の高い年齢の若い者が向いているのですよね？」

「ああ。それも推測に過ぎないが。花屋敷がいてくれたら、小さな要素に過ぎなかったのかもしれないが、今は万全を期したいな」

（うっ……そうか）

　希望を告げてからは、話し合いの推移を見守っているギャビーの思惑が、ほむらにも解ってきました。

　仮に第一陣で問題が生じるようなことがあれば、この試験自体が中止になるのでは、と踏んだようです。

「ほいじゃあ、第二陣は長篠と、雨乃ちゃんか？」

　と、椅子にどかりと腰掛け、シャツ姿で腕まくりをした天竜が言いました。

　その腕には、夏のＳＡでは見られなかった、幾何学的な紋様が浮かび上がっていました。

（まるで、鮮やかなタトゥーみたいな……燃え上がる炎みたいな……？）

　そうなのでした。虚惑星での天竜を直接見るのは、ほむらは初めてです。

　ウェンディゴの精霊種に分類されるという、苫小牧電波の姫ひめ川かわのことが思い起こされます。彼女も水着の下に、不思議な紋様が浮かび上がっていました。そのパターンとはまた異なる紋様。

「天竜先輩、ボクは補欠に入ってないですよ？」と雨乃。

　そうかそうか、と手を打つ天竜。どうやら冗談だったようです。

「それなら、新入りちゃんとリョウってことか」

「……ですね。第二陣には、日ノ岡さんと、早瀬くんが望ましいですね」

　御陵も同意して頷きます。

（……デスヨネ～。そうなりますヨネ～）

　と顔をこわばらせるほむら。

　魔法使いの意見を伺おうと、皆が大嵐に注目しようとした時、ほむらの隣から、一歩前に出た長なが篠しの冬ふゆが、強い調子でうったえました。

「わ、わたしにやらせてください！　このまま第二陣に残って試験に参加させてください！」

　そんな長篠を天竜がなだめます。

「おちつき、長篠？　転移試験の機会は、これで最後ってわけやないんやで。焦らんでも、いずれ誰でも使えるようにするのが目標や」

「でも……でもっ」

　自分のなかでも意見がまとまらず、口ごもってしまった長篠。それでも二人の部長の前で、せいいっぱい主張します。

「でも、ここまで大嵐先輩が頑張ってきて、ようやく実現にこぎつけたのに。それなのに南雲探検部から誰も試験には参加できないなんて……！」

　意外な長篠の意気込みに、皆が少し驚いているなか───ふぅと、小さく嘆息した天竜が長篠に言い聞かせます。

「なあ、長篠。そんなうちの顧問みたいなこと言いなさんな。感化されとるんやないか？　みんな同じ調査官やろ。誰かの一歩は、自分の一歩にもなるで。地図になってしまえばおんなじや」

「……はい……」

　天竜に諭されても、まだ不服そうな長篠。そこへ、

「いいんじゃないか」

　と助け船を出したのは、大嵐でした。

「───長篠は、北方神殿遺跡と南方遺跡での転移は、往復も体験している。皆が懸念しているのは、事故が起きた時の対応だろうが、それも大差ないだろう」

　御陵部長の反応をそっと窺いながら言葉を続ける大嵐。

「俺はもともと、女性のほうが生命力があると思っている。体力的にも底上げされて向上する虚惑星では、非常時にどちらが生き残るかといえば、男よりも女だろう」

「大嵐先輩……」

　と、感謝の念をこめて、大嵐を見る長篠。

「じゃ、じゃじゃじゃ、じゃあ、長篠さんと、早瀬先輩が第二陣ってことで……」

　とほむらがまとめようとすると、居合わせた者たちは揃って首を振りました。

　予想外の反応に、ぎょっとするほむら。

「ちゃうって。そんならここは、長篠と新入りちゃんやろ？　リョウは一応、補欠の補欠でついてきいな」

「へーい」

　と諾々と従う早瀬。

　早めに結論が出てほっとしたのか、さあ寝るか……とか、風呂に最後の別れを告げとくか……とつぶやきながら三々五々、広間から散っていく調査官たち。

　その場にはぽかんと、小口を開けたほむらだけが残されます。

「なっ…………なぜ!?」

　トコトコと広間に邪魔しにきた狼のキリマルと初雪が、呆然としたままの彼女を見上げるのでした。




　翌日、すばるの城を離れる一行。

　総勢九名の調査官たち。

　結局、怪我人の佐保は、桃山荘に一人留守役として残すことになり、帰還時にまた合流をする手筈に。こちらはこちらで非常に心配ですが……。

　すばる姫の怒りを買うような真似をせず、大人しくしてくれていることを願うばかり。

　南方の遺跡をめざして、今度はさらに長距離の旅です。

　冬期の遠征のように積雪がないので、ショートカットするようなコースはとれません。もちろん犬ゾリ……というか狼ゾリも使えません。

　それでも天候が回復したのは恩おん寵ちょうです。

　設備の整った城下───貴重な文明の地から離れるのも心残りですが、なによりすばる姫との時間が持てなかったことが残念です。

　以前は狼ゾリで運ばれるまま帰還した南方の遺跡に、今度は徒歩で向かいながら、ほむらは、すばる姫との交渉に同席したという東野から、その次第を聞きだしました。

「───すばる姫は、これから向かう南方の遺跡のことは気にしていない……もっぱら、あの、俺たちのみつけた神殿遺跡のことを心配してたな」

「ユリちゃんが警告してたみたいな、罠があるかもってこと？」

「それが、どうも違うみたいだ」

「東野くんや、真世先輩にも、こっそり教えてくれなかったの？」

　後方を雨乃と語らいながら歩いている御陵をちらりと意識しながら、東野は頷きました。

「うん。俺も、日ノ岡と同じことを考えて、先輩に聞いてみたんだよ。でも、あっちの遺跡に関しては、身びいきも何も無かったみたいだな」

　興味深げに、ギャビーも隣にやってきて会話に加わります。

　まだその変化に慣れないのか、姿を見ておっと驚く東野。

「───だけど、こんなことを教えてくれた。以前、上狛部長と一緒に、先輩が重要な話をすばる姫とした時、こう言われたんだそうだ。

　───唐から金かねの傀儡を目にしたならば、必ず逃げよ、って」

「カラカネのクグツ？」

　と、聞き返すギャビー。ほむらも聞き慣れない言葉に小首をかしげます。

　傀儡はもちろん、すばる姫の城で見かける人形たちですが……

「ああ……唐金ってのは、どうも青銅のことらしい。ブロンズだ」

　ぱちぱちと目をしばたたかせるほむら。

「お財布のなかに入ってるやつ？　十円玉の青銅？」

　頷く東野。ほむらの言葉にギャビーもなるほど、と頷きました。

　以前、遭難した時に、ほむらと東野はうち捨てられた木製の傀儡を見つけたことがあります。その経験を話しながら、ギャビーにも尋ねます。

「ギャビーはそんなの見たことある？　唐金の傀儡」

　しかし彼もまた、そんな経験は無いし、他の調査チームのもとでも聞いたことが無いと、首を振りました。

「そうだ。青銅といえば、神殿遺跡は、魔法処理をされた青銅がふんだんに使用されていると報告書にはあった」

　思い出したとばかりに指を立てるギャビー。

「うん。私が見つけました」

　えへん、と胸をはるほむらに、おまえが遺跡を壊したせいだろと、つっこむ東野。

「唐金の傀儡、か……傀儡師という人物ならば、なにか知っていそうだ」

　それにしても、と腕を組むギャビー。

「青銅の自動人形……クレタ島のタロス伝説か。それをこの虚惑星で聴くとは……エトルリア起源説も見直すべきだろうか……？」

「なるほど、ああタロスか。それって、あの神話の巨人だろ？」

「いや、巨人のイメージはあとからつけくわえられたそうだ」とギャビー。

「そうなのか？　てっきりそうだと思い込んでたぜ」と東野。

「タロスって？」

　と、何も知らぬほむらが横から尋ねると、にこやかにギャビーが応じました。

「うん。タロスというのは、ギリシャ神話に登場する、一種のロボットだ。人間の命令をきく人形───ロボットのイメージとしては、たぶん土からつくられたゴーレムよりも古いものなのだと思う」

「ほほう……ゴーレムよりも、ね……」

　と説明に感心するほむら。

　ゴーレムといえば、いつも藤森が雨乃に向かって、すこし侮蔑的に呼びつける時の呼び名です。まったく失礼しちゃいますね。

「だったらあの遺跡がさ、その唐金の傀儡っていうのを造るために、青銅を採鉱する場所だったっていうなら、つじつまが合わない？　木で出来ていたヨサーク二世さんは雨風にさらされてボロボロになっちゃったけど、青銅の傀儡だったら長持ちしそうだもんね？」

「そうだな……でも、だったらあの場所に、その作りかけの傀儡とか、労働用の傀儡とか、なにかしら残されていてもよさそうなもんだけどな」と東野。

　いまのところそういった報告はありません。

　住居跡から、文化的な発見は多々あったようですが。

「とにかく、その唐金の傀儡は危険だから、近づくなってことらしい」

　結局、すばる姫との交渉の末に、天竜が引き出せたのは、南方の遺跡であれば、力を貸そうということでした。

　しかし……この転移の試験が成功すれば、そのような距離の問題もいずれ無くなるのです。今回こそ、北方神殿遺跡への転移試験は行わない、と約束して出ては来ましたが……。

　すばるとしても、対応に苦慮している様子がうかがえました。

「大丈夫だよねえ、ぜんぜん」

　のんきに言い放ったほむら。東野とギャビーが怪訝な顔で見返します。

「だって、東野くんも、ギャビーも、すごく強いんだもの。ましてや、もっと強い真世先輩や天竜代表までいるんだから、あんなのろのろした人形なんか怖くないでしょ？」

　そういう問題かよ……とあきれる東野。

「すばる姫がおっしゃるのだから、それは本当に危険なのだ。用心を怠らぬに越したことは無い。それでも……」

　ギャビーは慎重さを失わずにいながらも、微笑を浮かべます。

「ホムラが危険に遭うことがあれば、自分は死力を賭して、御守りする」

　なんという浮いたセリフ。

　しかしいま、この場所で、傭兵の格好をしたギャビーに言われるとなんというか迫真の説得力をもって胸にせまるものがあります。が、

「ハハハッ、そりゃきっと命が幾つあっても足りないぜ？　日ノ岡のほうが悪運強いからな。むしろ自分の運を吸い取られないようにしねーと」

　と横から、からかう東野に、ギャビーがじろりと向き直ります。

「自分は真剣なんだ！」

「へー。またなんかキャラぶれてきてねえか、ギャビーさ。いや色々違うんだろうけど。実際どうなんだよ？」

「なにがだい」

　ムッとした怒りの表情から、すぐにニヤリと不敵な顔つきに変わるガブリエル。

　自分よりわずかに背丈の劣るようになった東野に向かって、わざと見下ろすように顔を近づけます。

（始まった……）

　口論まがいのやりとりにうんざりしていると、いつのまにか、ハルバードの話になったり、さらに早瀬先輩が加わってきて男子ならではの雑談になっていたり。

　隊列の先頭では、聞き役の大嵐に向かってまくしたてる天竜が、おおきな身振りでやかましく会話していて、そのあとをちょこちょこと長篠がついていきます。

　後方は後方で、御陵部長と雨乃が、金魚の飼育のことで楽しげに語らっています。

　そんな光景をみていると、やっぱり心配は無用なんじゃないかと思えてくるのでした。




　───やがて南方の遺跡へ調査官たちは到着しました。

　周辺の岩場は薄い下草に覆われ、景色は一変していました。

　周囲には遮るものが無く、直射日光とベーグルの反射光がぎらぎらと照りつけます。

　高地にあるため、夜などは肌寒くなりますがそれまでは酷暑で、ほむらたちも閉口します。

　遺跡の入り口に入ると、内側は気温がたもたれ、ひんやりとした空気を感じました。

　以前張り巡らされていた立ち入り禁止のテープはもうありません。

　その代わりに、ＵＮＰＩＥＰ日本支部の再調査が進行中であることを示す、対たい候こう布ふで織られたバナーが、壁面に大きく張り出されています。

「───トゥールビヨン遺跡？」

　プリントされた文面に気になる名前をみつけて、ほむらはバナーを見上げて立ち止まりました。

「遺跡の名称申請が通ったんです」

　御陵が傍らに立ち、感慨深げに教えてくれました。それまでは慣例的に南方遺跡か、発見時に登録された無機質な番号で呼ばれていた場所。

　トゥールビヨンは、稲荷と御陵を凍死から護って死んだという、幻肢虎の名前です。すばるの城にいる仔虎の母虎です。

　かの忠義な虎にちなむ、いい名前だとほむらも思いました。

　遺跡のそばには、トゥールの墓もあります。そのうち、渋しぶ谷やハチ公前ならぬ、トゥールビヨン前と呼ばれるような、立派な銅像でも建ててあげたいくらいです。

「……そうですね！　これからもっと南へ行こうっていうんですから、いい加減ちゃんとした名前が欲しいですよね？」

「はい」

　嬉しそうに頷く御陵。

　あの時、まだトゥールの死に向き合って感謝することが出来ない、と慟どう哭こくしていた御陵真世。これは、そんな彼女の小さな前進の一歩かもしれません。まあでも、ひねくれ者の稲荷先輩だったら、美談風にすんじゃない、とか逆に怒られそうですけどね。




　遺跡深部へと向かいます。

　以前、東野や雨乃とともに出現した遺跡の一室は、魔法的な実験室として小綺麗に改装されていました。

　先に入った大嵐たちによって非魔法の照明も置かれて、作業がしやすくなっています。壁際には折りたたみ式の机と椅子も設営されています。

　あらためて見直すとその部屋は石壁に囲まれた円形をしていました。その三箇所に通路があり、入り口に繫がる一本と、さらに遺跡の奥へと向かう二本の道があります。ドーム状の天井を、壁沿いに延びる複数の梁はりが支えています。

　この梁の交叉する一角に、以前ほむらと東野たちは出現したのでした。充分に照明が確保された場所で落ち着いてみると、狭いと思われた部屋にもまだ空間はあったのです。

　地球の文明で分類すると、不完全なローマ式にあたります、と御陵が教えてくれました。不完全？

　───驚いたのは、そこに既に先客がいたことです。

　遺跡の暗がりを問題の部屋へと近づいていくと、キィィィー、キィィーッ、とむせび泣くような叫びが耳に届くようになり、ほむらは震え上がりました。天竜や早瀬たちは、亡霊だとか、地底人だ、とか荒唐無稽なことを言ってほむらを怖がらせたのですが……

「…………なに？　これ？」

　地底人の正体見たり枯れ尾花───先客の正体それは、乾燥した蔓つるで編まれた籠かごに入れられた、兎ほどの大きさの動物でした。

　おそるおそる蔓籠を持ち上げたほむら。雨乃や東野たちとそれを珍しそうに囲んでいると、御陵がやってきて、

「それはハナグマの仲間です」と種明かししてくれます。

　籠には、丁寧にナンバリングされた伝票が付いていました。大嵐が、その伝票を読み取って頷きます。

「エストレーリャからだ。あちらの試験は成功したようだな」

「ブラジルチームの魔法使いさんからですか？」と雨乃。

「ああ。部屋の中央に長時間いないほうがいい。転移物にぶつかる危険がある」

「おっと、やべっ」と東野。

　注意されて後退すると、さらに他にも伝票付きの品物が、幾つか遺跡の床に既に出現していることに気付きます。重量のある鉱物や、植物、なかにはねじ巻き式の稼働中の時計なども。

　大嵐はそれらの品物を一つずつ回収しながら、さっと伝票の内容を読み取りました。そして控えていた長篠に手渡します。長篠は慣れた様子でそれを部屋の片隅に保管された書類フォルダにファイリングしていきます。

　フォルダには既に幾つもの伝票が、到着日時順にファイリングされています。

　転移されてきた品物のなかには、防水処理をされた（紙の）メールが含まれており、大嵐は天竜と御陵を呼んで、目の前でそれを開封します。

　その様子を東野は感心して眺めています。

「へーっ、神殿遺跡側ともこうやって実験してたんだな」

「有人転移試験が実感されてきましたね……！　ボク、ロボットですけど」と雨乃。

「自虐ネタか」

　ほむらは伝票に何か書き込んでいる長篠を、遠慮がちにのぞきこみます。

　長篠はそんなほむらをちらりと見ると、邪険にすることなく作業を見せてくれました。

「いろんな資料を……サンプルを送ってその状態を記録していくんです。ぜんぶ時間と通し番号が記載してありますから、欠けていれば転移失敗がすぐわかります」

「じゃ、あのハナグマくんもサンプルなんだね。こんな遠くにまで運ばれちゃって、ちょっと可か哀わい想そうかも……。長篠さんも、前の実験では、その送り状を貼って跳んだの？　『壊れ物注意！』とか『天地無用』とか？」

　ほむらは机の上に置かれていた伝票をとると、自分の額にぺたりとつけました。

「わ、わたしは貼りませんよ？　身体検査はしましたけど」

「冗談です」

　と、伝票を手渡します。すこしムスッとする長篠。

　部屋では、調査官たちの会話のざわめきに交じって、キィキィと鳴き声が響きます。すこし耳障りですが、その元気さが転移試験の安全を保証してくれているかと思えば、気になりません。

「このぶんだとさ、試験も拍子抜けするくらい簡単に終わっちゃいそうだね」

「…………なら、いいんですけど……」

　しかし、ほむらと一緒に虚惑星の反対側へ跳ぶはずの相手はそうでもなさそう。

　まだ心配そうな表情が抜けません。そういうほむらも、まだ自分のなかで折り合いをつけたわけではないのですが。眉をひそめる父親の顔がふっと脳裏に浮かびます。

　ええい、今さら……！　と頭を振って気を取り直します。女子二人で鬱々とした顔色で赴おもむくわけにはいかないじゃないですか？

「あっ、そういえばさ、あのハナグマくんも、また向こうに送り返すのかな？　こっちの山に放しちゃうとあれだよね？　外来種被害みたいなことに？」

「あれは……日ノ岡さんの担当になると思いますけど。食用の種類ですから」

「へっ……ふぇぇ？」




　その日の夕刻。

　遺跡の入り口脇に作ったテン場。

　ブラジルチームが気をきかせて送ってくれたハナグマは、その日の夕食になりました。

　東野や早瀬たちが、うまいうまいと言って、そのロースト・ハナグマ、この荒れた山地では貴重なタンパク源を口にしていますが……。

「私の手は血で汚れている……もう動物園とか罪悪感で行けない」

「とか言って日ノ岡おまえ、せめて南米風に調理してみるか……とか言ってたじゃん」

「なかなかいけるよ日ノ岡さん。実験のあとは調査官が美お味いしくいただきました」

「それはなによりですけども」

　食事がてら、調査官たちに、大嵐がブラジルチームからの手紙の内容を伝えます。

「稲荷たちからの伝聞だが……あちら側には特にトラブルは無い。天候も良好だそうだ。到着したサンプルも精査したが、問題は無かった。このまま予定通り進めていけそうだ」

　転移可能な時刻を見極め、タイムテーブルを確定するためには、実際には、何が送られてこなかったかが重要なのですが。大嵐の口ぶりでは、それについても、これまでの予測と大きなずれは生じてないようです。

「有人試験の前に、こっちからもなんか送るんやろ？」

　天竜の問いに頷く大嵐。

「そうする。まずは転移予定時刻と、転移する人員の変更を手紙にしたためて、念のため同内容で複数回連絡する。明みょう日にち、転移の機会は二回おとずれるが、有人試験はその二回目で実施することになる」

「えらいご苦労さんやなぁ。石橋叩きすぎて壊さんでくれな」

　そんな天竜の冗談に、これでもまだまだ慎重さが足りない、突貫工事もいいところだ、と大嵐は憤ります。

　かかか、と笑う天竜。そんな彼を、ほむらの隣に座る御陵真世はなごやかな顔つきで見つめていました。

「みんなにも、お姫さんの警告を伝えとかにゃあかんな」

　食事が一段落すると天竜がそう切り出しました。

「───ぜひ、お聞きしたい」

　御陵や東野と共に、すばるとの交渉に挑んだ天竜自身がそれを語ると聞いて、ギャビーはずいと前に出て真剣に耳を傾ける姿勢をとりました。もちろん他の者たちも同様です。

「まず、すばる姫は俺たちが放浪者と遭遇することを一番に懸念しとる。そやけど、それももう手遅れか、とも嘆いとった」

「手遅れ……？　しかしまだ何も、あの方が嘆かれるような事態は起きていない……はずだ」と疑念を挟むギャビー。

「俺たちは虚惑星に関わりすぎてしもうたからな。今さらあとには退けん。姫さんも、俺たちが日にっ参さんしながら拠点を築いたり、届けた親書や資料から地球の知識を得るうちに、そう判断したんやろ。

　すばる姫本人はな、地球の使節である調査官たちから丁重に扱ってもらってはいるが、自分が虚惑星の──姫さん自身は虚惑星のことを地レ母イ星アと言うとったな──代表だと主張するつもりは無いと。あくまで、智慧ある者ソロンの末裔の一人、プレイアデスの氏族の代表に過ぎないと、言うとった」

「プレイアデス……」

　ほむらはいつか聞いたその名に、どこか胸騒ぎをおぼえます。

（流星群の夜に、部室棟の屋上で見た……あの星だ）

　プレイアデス───プレアデス星団。

　それはすばる姫自身の名前の由来でもあるのだろう星々の連なりの名です。

　たしかＳＡの壇上では御陵部長はプリヤードと英語で発音していました。

　沸ふつ々ふつと浮かび上がる想いに後ろ髪を引かれながらも、今は、とても重要そうな天竜の話に意識を戻します。

「───放浪者の件は、もうみんなも知っとるな。それについても話してくれたことがある」

　いつも変わらぬ軽い調子ながらも、耳に心地よく、すっと胸に届く天竜の声。

「調査官のなかにも以前から噂はあった。虚惑星人は確実にいるやろ、とな。それらしい手がかりが虚惑星で見つかることもあった。なのになぜ、虚惑星人たちの居住地が見つからへんのやろ？　と、みんな首をかしげとった。

　先人の調査官や管理官たちは、こう想像した。自然発生する転送現象に巻き込まれ、虚惑星に跳ばされた人々がおる。しかし、その人らのほとんどは、虚惑星で生き残ることがでけへんかった」

　それはいわゆる、神隠しや、バミューダ・トライアングルの船舶の消失、すばる姫の言う『天狗隠し』という現象のことです。

　その天狗隠しに遭った鈴蘭のことを思い返すほむら。であれば彼女は、すばる姫によって保護され安全な生活環境を与えられて成長できた稀け有うな例ということになります。

「───それでも、ごくごく少数のロビンソン・クルーソーみたいな器用な人々が生き残り、合流して、小さな居住区を作った。が、結局は自然の厳しさや野生動物に居場所を追われて、移動を繰り返さざるをえなかった。子孫を残していけるほどに繁栄した居住区はあるかもしれんが……まあ、あれや、それはほんの数ヶ所で、この広大な虚惑星ではまだ調査官と接触するには至っていない───とまあ、こんな感じやな」

　ギャビーが発言します。

「それは、これまで発見されたなかでも、比較的新しい生活跡にもとづく推測のはず。同じ虚惑星に生きた人々の痕跡でも、各地に残されている多数の遺跡群の説明がつかない。激しい戦乱があっただろうことまでは解っているが……けれど……もしそれが原因だというなら、あたかもそれは……」

　ギャビーは陰惨な表現は避けましたが、それでも彼が言わんとしたのは、古代の虚惑星人たちが互いに殺戮を繰り返し、やがて絶滅へと至る災厄に見舞われたのだろうか？……ということです。

「───ソドムとゴモラか？　悪徳の限りを尽くして滅んだっちゅう都やな」

「……っ……」

　天竜がなにくわぬ顔で口にした二つの都市の名前に、ギャビーはひるみました。ほんの一瞬、怒りにかられたようにも見えました。しかしすぐに、冷静さを取り戻し拝聴の姿勢に戻ります。

「いや、すまない。カトリックの立場で議論をふっかけるつもりではなくて……すばる姫が語られたお話の続きを聞かせてほしい」

「……天竜も無用な挑発をするな」と大嵐がいさめます。

　すまんすまん悪かった、と天竜もギャビーに頭を垂れて、話を続けます。

「放浪者は、古代虚惑星人の末裔やと、すばる姫は言った。遺跡の建設に関わった連中の末裔ってことや。すばる姫とは異なる種族のな。それはえらい強調しとったが。

　放浪者は、地球からの天狗隠しに遭った者たちの血も混じってはいるが、放浪者たち独特の文化が連綿と引き継がれていることには違いないと───そして、彼らは戦乱の報いを受け、虚惑星上を放浪しつづける呪のろいを受けている、とな」

「呪い……か」

　その言葉には東野が反応しました。

　東野にとっては呪いは現実なのです。妄執の念に囚とらわれたすばるの手によって、人ひと傀儡くぐつの呪いをその身に受けた彼にとっては。

　ほむらがおずおずと尋ねます。

「の、呪いって？　どんなものなんですか？　やっぱり魔法なんですか？」

　───さあ？　と、そこまで語りながら、天竜は両手をあげました。

「そこで会談は終わりや」

　彼もまた当然それは気になったはずですが、聞き出すには至らなかったようです。

（また、呪いか……）

　誰もが無言のまま動きません。竈かまどに残る薪たきぎの燃えさしだけが、ぱきり、ぴしり、と呟つぶやくばかりです。

　そんななかで───

「そんな小出しにしてばっかりで、もったいぶらないで、知ってることをぶちまけてくれりゃいいのに」

　地面に横向きに座り、興味薄そうにしていた早瀬が、誰ともなく呟きました。

　それは、すばるを親しく想う者たちには鋭く刺さる言葉でした。

「すばる姫が、地球人との混血で、立場上、迷うところはあるんだろうけど、俺たちにとっては迷惑な話だよなあ」

　失礼にあたると承知の上でのぼやきでしょう。

　早瀬のそんな率直な発言を、天竜や大嵐たち探検部の中核となる彼らは撤回させようとはしませんでした。それが悪意から発した言葉ではなく、自分たち自身にも、虚惑星の神秘に興味の薄いほむらですら、そういうもどかしい想いがあることに、あらためて気付かされたからです。

「…………」

　すばるの苦悩を自分の痛みのように感じてか、御陵は無言のままつらそうに顔を俯けました。

「そうです、よね……」

　普段なら非礼をいさめる側になりそうな長篠も、その夜かぎりは早瀬に同調しました。とつとつと、少し口ごもりながら。

「彼女が───いえ、す、すばる姫が、氏族のしきたりや、この星の歴史を重んじて、文化的なタブーに触れないようにしてるのは……わかりますけど、それって、結局わたしたちを危険にさらすことにもなる……んじゃないでしょうか……地球との架け橋になるとおっしゃってくれても、すばる姫の都合が優先になるのでは……わたしたちは思うように動けません。虚惑星の代表ではないと言うなら、尚更……」




　その後。

　日の暮れたテン場の脇で、食事の片付けと、翌日の準備をするほむら。

　段々と慣れてきた仕事とはいえ、九人分の遠征となると、なかなか量があります。

　まとめて食器を運ぶところまでは手伝ってくれた雨乃と御陵は、いま弓を携えて、周囲の警戒に出掛けています。早瀬も同行しています。

　この付近は、幻肢虎が棲せい息そくしていた地域でもあり、特に夜は安全とはいえません。

「ユリちゃん、ちゃんとご飯食べてるかなぁ……今度は早瀬先輩がこっちに来てるもんなぁ……」

　彼女が即席麵以外のものも口にしているとよいのですが……。

　幼い沙毬の食育的にもよくない気がします。沙毬自身は食事をしないとはいえ、虚惑星探査機になるのでしたら、きびしいミッション中に三度の食事に楽しみを見いだすのは、知っておいてほしい知識です。

　先輩探査機の雨乃は、メニュー考案にほむらが頭を悩ませていると、あれやこれやと提案してくれる本当に助かる存在ですし。

（……ん？）

　近づいた青藍探検部制服のカラーに、一瞬、その雨乃たちが戻ってきたかと思いきや、あてがはずれました。

「あれ……？　東野くん？」

　無言で東野が隣に立ち、食器の洗い物の手伝いを始めました。

　さすが自炊系男子。そういうところは気がまわります。

　しばらくそのまま二人は手を動かしながら、あんまり水使わないで、とか、明日の朝食は焼きたてクロワッサンとニース風オムレツでございます、そんなもんねーだろが、とか、まばらに言葉を交わしていましたが……

「長篠には言われちまったなぁ……」

「…………うん……」

　ぽつりとこぼれた東野の弱音に、ほむらも力無く頷きます。

「ちょっときつかったな。自分たちの怠慢を責められたみたいで」

「……うん……きつかったね」

　色々な出来事があるうちに、いつのまにか、すばる姫に共感していたほむらたち。

　孤高でありながら、どこか脆もろいところのある彼女を、支えてあげたいと願うようになっていた二人。そんな想いを再認識させられました。

　血のつながりを持つ御陵先輩は言うに及ばずです。より深い思い入れがあるに違いないのですが……。

　けれどそれは、その関わりのすべてが探検部や調査官の成果に結びつくものではない、と。早瀬や長篠がこぼした不満のかけらが、雄弁にものがたっていました。

　まあ、とはいえですね……ほむらさんは目の前の少年ほど、シンプルに物事を見ているわけではなかったりします。

「……あれは、長篠さんの本心じゃないと思うな」とほむら。

「そうなのか？」

「東野くんのと同じだよ」

「はあ？　なにが？」

「……質問ばかりだね、きみはぁ。ジブンで考えたまえ」

「なんだよ偉そうだな日ノ岡のくせに……あれかぁ？　大嵐さんにいいとこ見せようってことか？」

「……ブブー」

　なんだよ訳がわかんねえ、とブー垂れる東野。

　嘆息した東野は、当面の答え探しは保留して、また異なる話を切り出しました。

「───日ノ岡おまえ、すばる姫にいつか『身どもの許もとへと来やれ』って、城へ来いって言われてたろ？」

「言われましたなぁ……ていうか東野くんもだよ？　ご招待されたのは」

　と、他ひ人と事ごとのようにつぶやき、夜空を見上げて、雲の切れ間に瞬またたくものを探すほむら。あいにく星も、衛星も、ベーグルの影も見つかりません。

「俺はおまけだよ。そんなのはわかってんだよ」

「何言ってんのよ。謙遜かっこわるい」

　あれは城の最下層の馬屋でのこと。

　胸きょう襟きんを開いて、お互いの想いを交わした静かな夜。

　確かにほむらは、虚惑星の姫から直々にその名を指して招かれました。

「もし……もしそれがさ、たとえばの話だけど、天竜代表や、御陵先輩たちにも明かしていないような、そんな重大な秘密を打ち明けるって話だとしたら、おまえどうするよ？」

「…………」

　長篠の件では東野を小馬鹿にしてみせたほむらでしたが、今度は自分が戸惑う番でした。

「すばるさんは……私に魔法を教えてくれるって、指南の相手が欲しいって───」

「それが別に噓だってんじゃなくて、すばるさんにとっては大事な目的なんだろうけど。にしたって、覚悟が無いと出来ないことだろ？」

「ふむ……金星人がおみやげに金星のビューティフルでワンダフルなマンガを持ってきて読み方を教えてくれたら、それはつまりマンガのオチも同時に教えてくれているのだー、みたいな？」

「あ？　そのたとえ話はよくわかんねーけど。ていうか、たとえ話にたとえ話で返すな」

「ごめん」

　いつもの呆れ顔でため息を吐きつつも東野が話を続けます。

「あれから俺なりに考えたんだ。もしそうだとしたら、確かにすばる姫の信頼を得られるかもしれないけれど、でもそれってどうなんだ……？」

「どうなんだって……そんなの別に」

「───下手したら地球にいられなくなるかもしれないぜ？」

「そんなこと、あるわけないでしょ？」

「わかってねえな」

　強気な調子で不覚を指摘してくる東野。

　ほむらは少しムッとしつつも、おとなしく耳を傾けます。

「今だって俺も、自分の呪いの、人ひと傀儡くぐつのこととか、仲間内にだって明かせてないからな。御陵先輩と多賀先輩をのぞいては。ああ、あと日ノ岡か」

「打ち明けたの……？　真世先輩と多賀先輩に？」

「ああ。この先、何があるかわかんねえからな」

　東野の性格からしてそれが当然だとしても、ほむらは鈍い驚きと、なにか落胆のようなものを感じずにはいられませんでした。共有の秘密を無関係の第三者に明かされてしまったような気持ちに。そんなはずは無いのに。

　あの凜とした寒さの晩───。

　ほむらは、すばる姫の前で白い息を吐きながら、はい！───と気持ちが駆け出すままに応えてしまいました。けれどもそれは、東野の言うように、とても軽はずみな行為だったのかもしれません。

　───本当に？




　翌日。

　大嵐の事前の転移試験は、滞りなく終了しました。

　無生物サンプルでも動物でもなく、調査官自身が虚惑星上での長々距離転移に挑む瞬間がいよいよやってきました。

　すでに遺跡の転移室では、東野とガブリエルがその準備を終えていました。

　その装備は、黎明期の日本の調査官たちの装備をリファインしたものです。現在でも転送環が新しく創造されるたびに利用されてきました。

　転移する先が、未知の環境である場合にそなえて、実にさまざまな対策がとられるのです。

　胸にはガス式の救命胴衣。背中にはパラグライダーに似た、ある程度の操縦性をそなえたパラシュート。そして着地時に体を護る追加のプロテクター。他にも細こま々ごまと色々。

「訓練の時も見ましたけど……やっぱ、ものものしいねえ」

　先に旅立つ二人を、他人事のように観察するほむら。

　石の床に膝をついた御陵部長に装備をチェックされている東野の周囲を、腕組みしながら見て廻ります。

「……ほほう。バッチ、キマってるじゃない東野くん。でもアレだね、その剣は持って行くんだね？　どーしても必要なんだね？」

「ははは、バレたか」

　バレたか、じゃありません。腰に二刀も差していれば嫌でも目立ちます。軽量化やら身体バランスやらに腐心して開発した装備課の人たちの苦労を台無しにしてくれる追加装備ですが……

「まあ何しろこっちの人はハルバードですからね。もうどっちもどっちと云うか」

「───？」

　何をかいわんやと、ほむらがジト目を向けるとギャビーは、何か異常が？　ときょろきょろとあらためて自分の装備を確認しています。バックパックにおさめられた折りたたみ式の斧槍とはいえ、パラシュートが絡まったりしないのか、心配の種は尽きません。

　勿論第二陣のほむらも、数十分後には我が身の出来事です。

　ここまで周到に準備も対応策も整えてはきましたが、転移試験が問題無く成功すれば、どれもまったく不要なものばかりです。

　向こうの遺跡が、露天の劇場のような場所になっているのは、何度も写真で確認しました。出現位置さえずれなければ危険は無いはずです。

「───ゲーム様だ。ゲーム様が出た」

「見た目的にはどっちかって言うと、落下傘兵だけどな」

　ほむらのおどけ口も慣れた様子でいなす東野。

「なにそれ？　パラシュート式の挨拶？　ラッカさん、ヘイ！」と懲りないほむら。

「パラトルーパーparatrooper。飛行機から戦場に投入される降下兵」と無駄に丁寧に解説するギャビー。

「お二人とも、重量的には大丈夫なんですか……？　あれ……試験的には、かえっていいのかな……？」

　不安そうにつぶやく長篠。

　そんな一年生たちの放言も、今や何も手助けできない先輩たちは、おだやかな視線で見守っています。




　予定時間が迫り、大嵐が部屋の中央に立ち、静かに精神集中を始めます。

　東野とギャビーの二人も合わせて向かうと、

「お待ちください、ご両りょう人にん！　むむむぅ～～～～ハイッ！」

　きりっと意気込んで、彼らを呼び止めた雨乃。

　何も無い掌をアピールする気取ったポーズから、忽こつ然ぜんと両手の上に現れるアイテム。

（わっ、アメちゃんの手品───久々！）

　しばらくぶりに演じてみせた雨乃の手品。出現したのは火打ち石と火打ち金。

　カチカチ───！　と打ち鳴らすと、薄暗い室内に火花が飛びました。旅の無事を願い清める切り火です。




　おもむろに大嵐が呪文を開始します。

　東野とギャビーがそれぞれ斜め前に片手を差し伸べて繫ぎ、その繫がれた手に大嵐が自分の手を乗せます。

（転送環を使わない転移……強制的な転移の魔法……！）

　今回、自分で唱える場面は無いにせよ、一応、魔法使い見習いの身として、ほむらは大嵐からテレポートの魔法の講釈を受けました。

　唱える際に基本となるのは、転移先で解析された遺跡コードです。

　それらのパターンは、緯度・経度・高度などの空間座標とは関係無く、いわば遺跡に登録されたユニークなパターンなのだそうです。仮に地殻変動や、衛星の影響などで、遺跡の位置が変化しても、遺跡自体が無事であれば、転移は可能……という説明でした。

　現在、ＵＮＰＩＥＰ日本支部が判明させた遺跡コードは三箇所。いずれ、中国側で発見された遺跡を加えられるようになれば、四箇所になるはずです。

「───強制転移トランスフェラル」

　大嵐の低い声が遺跡内に響きます。

　東野とギャビーは光に包まれ、その場から搔き消えました。

　見た目は転送環の時と同じです。

　───さらにその後、第一陣から時間をずらすこと四十分後。

　第二陣のほむらと長篠も同じように手を結び、あっさりと転移します。

　余韻もなく、ただ気配の消えた空間だけがぽかりと残されます。

　ところが……

　その場から動かないでいる大嵐をいぶかしみ、天竜が声をかけます。

「どうした大嵐。もしかして感激しとるんか？」

「……………………」

　じっと自分の手をみつめる大嵐が、独り言のようにつぶやきました。

「妙な手応えがあった。呪文を唱え切る前に、パターンが結ばれた……ような。何かに引き寄せられたようにも……感じた」

「なんや。らしくない曖昧な物言いやな。せやったら失敗か？　けどもう連中は此こ処こにおらんで？　転移自体は出来たんやろ？」

　怪訝な顔をつきあわせる二人のもとへ、何かトラブル発生かと、早瀬や雨乃が近寄ってきます。まさにその時、その場へ現れたのは───

「ちょぉっと待ったぁ───!!」

「コマちゃん!?」目を見張る御陵。

「上狛部長!?」と雨乃。

　驚いてふり返った御陵の背に飛びつくように、遺跡の転移室に駆け込んできたのは、バックアップ組として地球で待機していたはずの上狛でした。

　膝に手をつき、ぜいぜいと息を切らして叫びます。

「中止、中止してっ……！　転移させちゃ駄目だ……！」

「もう遅い」

　とさらりと大嵐が答えると、ほぎゃあー！　と頭をかきむしって上狛はもだえました。

「タイムテーブルが一斉に切り替わる！　ベーグルの影響で！」

「どういうことだ───花屋敷は？」

「……ハァ……ハァ……こっちに……向かってる。あたしだけ先行して来たんだ。地球側は大騒ぎになってる」

　上狛は手短に、事の次第を彼らに語りました。

「花屋敷くんが言うには、伊納くんの提供した天体データと、これまでの誤差が合致したって」

「……っ……」

　わずかに眉を寄せる大嵐。

「───誤差？　今、わたしたちに出来ることは……？」

　御陵は送り出した後輩たちへの不安を募らせながら、上狛を支えて椅子に座らせ、話の先を促します。

　上狛の説明はこうです。

　タイムテーブルに異常アリの報告を受けて、急遽バックアップ組から上狛と桃山が編成され、駆けつけた花屋敷と共に虚惑星へと飛びました。

　このトゥールビヨン遺跡に最も近い日吉坂ベースキャンプ側から、出発した三人は、夜を徹てっして移動を開始しました。

　しかしその途中で過酷な移動に花屋敷が音を上げ、桃山を花屋敷のもとに残し、上狛は最低二人行動の原則を破って、この遺跡まで単独で駆けつけたのでした。

　大嵐は、花屋敷本人から技術的な内容を聞き出す前に、すでに異常の原因を導き出しているようでした。

「……そうか。タイムテーブルは非線形に推移するのか……そうだったのか……中国側を含めて四点で解析できていれば、この事態は……いや、違う。これは俺の責任だ」

　花屋敷の到着を待つ間、一人じっと立ち尽くし、額に指を添えて、事態の収拾策をめぐらせる大嵐。

　そんな失意の魔法使いの肩には、天竜がぽんと手を置きます。

「ま、そう気を落とさんとけ。人間万事塞翁が馬、っちゅー奴やな」

　かっかっか、と天竜の笑い声がうつろに響きました。
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「………………っ……！」

　尾びてい骨こつにひやりと悪寒が駆け抜け、背筋がぞくぞくと凍ります。

　重心が定まらず胃の腑が浮きあがります。

　薄暗い遺跡から、一転、突き抜けるような青天の下に放り出され、目がくらむほむら。

　味わったことのない転移後の感触に、これが長々距離転移のリバウンドか───と、そんな達成感にふけろうとしていた矢先のこと。

（ち……違うっ、私、落ちてる！　空中にいる！　墜落してる───！）

　耳を聾ろうする轟音は、探検服をまきあげる猛風でした。

　ばさばさと顔面をなぶる自分の髪の向こうで、何か長篠さんが叫んでいます。

「…………っ……」

　風切る音で、長篠の声は切れ切れにしか届きません。

「……っ……ええっ!?　なぁに……!?」

「……て……っ……手を……離して……っ!!」

　長篠は泣きそうな声で絶叫しました。

　はっとするほむら、それまで思わずかたく握りしめていた長篠の手をほどきます。

　自由落下の無重力下で離れていきながら、身振りで必死に胸の赤い布製ハンドルを示す長篠。

「日ノ岡さん……も……っ!!」

　その声はすぐに上方へと運ばれて遠ざかっていきました。

　長篠のバックパックから、ガイドとなる小パラシュートが放出され、すぐに本パラシュートが開いて墜落に急制動がかかったのです。

　一方ほむらは、そのまま落ち続けています。

（嗚あ呼あ……虚惑星の地平線が……）

　今、彼女の視界に入るのは───

　高いぎざぎざの外輪を持つ、カルデラ地形の広大な環状山脈。

　黒々とした溶岩性の荒野とその周囲をとりまく鬱うっ蒼そうとした森。

　とても現実のものとは思えない鮮やかなグラデーションをみせる、いびつな三つ葉形のカルデラ湖。

　ほむらの眼下には、まるで距離感の湧かない壮大な風景が広がっていました。

　加速が止み一定の空気抵抗に包まれると、落下の不快さもすぐに薄れました。

（綺麗……だな……）

　空を───自分よりも低い空を、大きな翼を広げた鳥が飛んでいます。

　そして外輪山の一角から、空へとたなびく細い白い雲───いえ、あれは───

「火山の噴煙……!?　へぇー!?」

　そういえば転移先の地形の説明に、活動の穏やかな活火山が含まれていました。

（ということは、近くに念願の温泉がっ!?……いや待て待て、そんな話は聞いてない。掘りあてる段階からとなると厄介だ……）

　と空中に正座しながら腕組みします。

　そんなふうに大自然の高みから目印となりそうな地形を目に焼きつけられたのは、ほんの数秒の刹せつ那な。

　やがて、ほむらの体はくるくると錐きり揉もみに回転しはじめます。

「や、やばっ」

　訓練で教えられたように、手足を大きく伸ばして、体を反らせて回転を防ぎます。

　回転が止まると同時に、ほむらもまた胸の赤いハンドルを引き、パラシュートを展開します。

　すんなりと長方形の傘が開き、接続されたコードが伸びきると、元から探検服に内蔵されているハーネスが体をぐん、と引き締めました。

　どっと戻ってきた体重にほっとするほむら。

「フッ、ハハッ───まさかさ、ホントに落下傘兵パラトルーパーさせられるとか……！　まったくもう！」

　いまだ現実味の無い鈍にぶい恐怖、そして言いようのない高揚感から、顔がひきつり思わず半笑いになるほむら。

　首を左右上方に大きくひねって、長篠のパラシュートを捜しますが、視界の死角に入ってしまったのか、見つけることが出来ません。

　そうするうちにディテールがわかるほどに地表が近づいてきました。

「あれ、あれれ、ちょちょちょ───」

　眼下の着地しやすそうな草地はどんどん後方に流れて、ほむらは横風に流されていきます。

　落下速度もゆるくなり、自分が上昇気流に運ばれているのだと気付きました。

　それは、ほむらを再び高く舞い上がらせるほど強くはありませんが、するすると運ばれていく先は切り立った絶壁なのです。

　叩きつけられた先で、プロテクターに護られたほむらは無事でも、パラシュートまでそうだとは思えません。

「あわわわわ……！」

　左右のハンドルをたぐるパラシュートの操作も思ったようにうまくいかず、必死なほむらの脳裏に閃ひらめいたのは───

（風！　風を操って……流動体魔法で……！）

　流動体に特化している限定イコサモデル正二十面体の回転パターンを想起して、周囲の気流を操ることでした。

　いま、ゆるやかに降下しながら左にそびえる岸壁に接近している自分。

　その進行方向をそらし、なんとか四十五度右側へと転進できれば、その下側の斜面に着地できるはず。

（うう……あの鬼おろしみたいな崖で、シャキシャキの大根おろしになりたくなければやるしかないのか……）

　迷いをもてあそぶ間もなく、そう決意するほむら。

　気体や液体に一方向の運動エネルギーを付与することは、流動体の魔法としてはもっとも初歩の呪文になります。

　けれども正二十面体のかなり複雑な見た目に苦手意識を持ったほむらは、この系統の呪文を積極的に学んだことがありません。

「Ｈｉ１プロティアム！」

　火球を生じる火口箱ティンダーボックスの呪文では反動が自分側にあるのですが、この状況下では、気流を逆に自分に向かって吹き付けるようにしないといけません。

「くっ、うまくいかない、もっかい！───Ｈｉ１プロティアム!!」

　運動エネルギーに変換されていく魔力が、細く流れて光の線になります。

　成功したと思いきや、ほむらはがくがくと振り子のように揺さぶられます。

「……っ……う、うわ……！」

　揺れるたびパラシュートがよじれて降下が速まります。

（気流を安定させないと、かえって危ないしぃ……!?）

　これはまずいと血相を変えます。

（ああ、バカ……昔の自分バカ！）

「やりますから！　地球に戻ったら真っ先に覚えますから……って、うわわわ」

　見る間に眼前に迫った、突きだした岩をタイミングよく蹴り飛ばします。

「───いよっ、と！」

　そのまま崖沿いを降りていきます。

　岩にパラシュートが引っかかっていたら、かなりまずいことになったかも。

　いまだに危なっかしい状況が続いています。

　落ち着いて呪文のパターンを唱え直します。そうして、あまり強くはありませんが、弱い気流を継続して自分に吹き付けるところまで成し遂げました。

　やがて、パラシュートの性能も充分に発揮され、傾斜した地面にほとんど平行となる角度で滑りおりることができました。

「───とっ、とっ、とっ」

　両足の先で斜面を駆け下りながら、難なく着地。

　風にあおられながらもハーネスをうまく外して、ばたつくパラシュートを落ち着かせることも出来ました。

「ラーンディング！　やった、私、パラシュートの才能あるのでは!?」

　犬でも使える優れものだってコーチは言ってましたけども。

　ともかく、そんな浮かれてる場合じゃない、と慌ててもう一度空を見上げます。

　外輪山に囲まれた、直径十キロほどの円形の空。

「…………いた！　長篠さん……！」

　さらに斜面を降りていった、やや眼下の方向。

　長篠のパラシュートが一キロほど先の森林部に降りていくのが見えました。まだ風に流されて少しずつ離れていきます。

　ほむらはそれをじっと視線で追いかけ、彼女の降下ポイントをしっかりと記憶します。

　もし彼女がこちらを見る余裕があったなら、ほむらが無事に着地したこともわかったはずです。




　───長篠の影が森林の樹冠に没してから、五分後。

　頃合いをみて、ほむらは上空に狼煙のろしの魔法を打ち出しました。

　白色、そして緑色に着色された細い煙が、高く打ち上がります。

　自分の無事と、自分の一時待機を報しらせるカラーの煙です。

　ほむらのいる場所のほうが視界が開けているので、長篠がこちらを見つけやすいだろうと踏んでの判断です。

　長篠も発煙筒は携帯しているはずですが、仮に自分が長篠の立場であれば、返答はせずに、すぐに移動して合流する道を選ぶだろうと思えました。

「…………ふぅ……」

　彼女の無事を祈りながら、ようやく一息ついて、ほむらは周囲の光景を見渡します。




　虚惑星の赤道地帯───

　大陸の内陸部にある、盾状の高地に広がる森林地帯。

　これまで一度も経験したことのない匂い、硬い大地の感触、そして高い高い日差し。さまざまな新しい感覚が、わっとほむらに押し寄せてきます。

　何よりの違いは、虚惑星をとりまく環わであるベーグルが、ほぼ垂直にそびえ立ち、鋭利な白いラインとなって青空を両断していることでした。こうなると、もうベーグルという名称も適切ではありません。

　ぐるりと取り巻いて切り立つ外輪山と、カルデラ中央の高低差は、五百メートル以上は優にあります。

「……滝……かぁ……」

　誰へともなくつぶやくほむら。

　遠く、岸壁の中腹から逬ほとばしる滝を見つけました。

　耳を澄ませども水音までは聞こえませんが、風に吹き上げられた滝が、うっすらと水煙となってたなびき輝いているのが窺えます。

　転移先の候補として選ばれたブラジル側担当区域の遺跡。

　転移直後、上空からはその遺跡の影、露天劇場のシルエットは確認できませんでした。

　しかし、その遺跡から十キロほど離れた南西側に、カルデラ湖を持つ火山があることも一夜漬の記憶に残っています。

「あっ……地図、地図……」

　バックパックから支給された地図を取り出して確認してみると、やはり間違いありません。特徴的な三つ葉形のカルデラ湖がしっかり一致していました。

　つまりほむらは、目的地から、おおよそ十～二十キロほど位置がずれて出現したのです。高度までも大幅に異なって。

　探検部初の長々距離転移試験は、大成功とはいかなかったようです。

　……けれども、はるか十万キロを跳躍して、この程度の誤差で済んだわけで。

（それを考えたら、やっぱりたいしたものだよ、うん！　私なんかよく何駅も寝過ごして、ひどい時は終点まで行っちゃったりするからね？）

　サンプルの試験ではあれだけ正確無比だった転移座標がずれた原因は、ほむらにはわかりません。それは今この場で考えても仕方がないことだと、割り切っています。

　勿論、転移のたびに毎回スカイダイビングにご招待となるのは願い下げですが……

（それよりも……東野くんたちは……？）

　先に旅立った東野とギャビーが、無事に到着できたかどうかが気になります。




　今はまだ午前の早い時間帯で、天候も良好です。

　しかしこれからどんな危険が待ち受けているかわかりません。

　陥没型のカルデラ地形。過去の噴火で火山灰が堆積し、そこに森林が形成されたことで、カルデラ湖が生じたようです。

　溶岩性の地面は雨水が染みこみやすく、周囲に目立った河はありません。しかし乾燥しているわけではなく大地の深部には多くの水が蓄えられています。

　一帯は酸素濃度が高く、大型昆虫の楽園となっていることも知られています。

　先ほどからの高揚感はその酸素のせいもありそうですが、息を吸い込むほむらの鼻をくすぐるのは錆さびた鉄の臭いです。

（どっちかというとぉ、こっちだよね？）

　その場でぴょんぴょんと跳ねてみるほむら。

　そう、赤道地帯において特筆すべきは、重力が〇・八Ｇと軽いことです。

　拾いあげた石は見た目よりも軽く、投げれば明らかにいつもより遠くにまで飛んでいきます。低重力の感覚は、沖おき縄なわのウファラの浜から転送された無人島でも経験済ですが、こちらはさらに圧倒的に体が軽く感じられます。

　ほむらの体重で言えば十キロほども軽減される計算で、バックパックなどの装備をすべて合わせても、ほむら本来の体重よりもまだ軽いくらいです。それは心持ちも軽くなろうというもの。しかし……

「………………」

　じっと長篠を待ちながら、三十分ほども経過すると、派手なパラシュート降下から続いた興奮も抜けてきて、ひしひしと心細さがこみ上げてきました。

　強い日差しの下、汗ばむ喉元のファスナーを開きます。

「…………長篠さん……森を抜けるのに手こずってるのかな……けっこうきつい森なんだろうか……」

　ほむらは念のためもう一度、同じ狼煙の呪文を唱えて、居場所を伝えました。

　東野たちが近くにいれば気付いてくれるかもしれません。

　またしばらくその場でじっと待機しても、長篠は現れませんでした。

「………………うむむ……」

　現地に危険な大型動物がいたりする？───というのは、東野やほむらたちも気になったところ。出発前に、経験者のギャビーや棚倉顧問に教えを乞いました。

　絶対ということはないけれど───と前置きされつつ聞いた棚倉の解説では、豊富な果実や昆虫類を主食とする熱帯の動物は、逆に繁殖に有利なように小型化し、数を増やす傾向があるとのこと。だから注意すべきは、それら動物たちから身を守るために進化した、毒性を持つ植物や昆虫だろう、と。そう言っていました。

（とか言ったって、アマゾンには巨大なアナコンダとか、ジャガーとかいますからね！　しかもここは虚惑星なんだから……）

　遺跡や地形の調査が優先で、動物の生態についてはそれほど調査の手がまわっていない、ともギャビーは言っていました。そんな少ない資料のなかで、この遺跡に目星をつけられた佐保には感謝ですが。

　さらに十五分ほど待っても、長篠は現れません。

「……よ、よし」

　ほむらは長篠の探索へと向かう決心をしました。

　彼女の身に何か起きていないか心配なのはもちろん、このまま動かずに日が暮れるまで待っているほうがよほど不安です。

　密林で移動しやすいように装備を整えると、移動を報せる狼煙を打ち上げます。

　そして長篠の落下地点を見失わないように、外輪山の輪郭をよく観察します。

　飲み水が得られそうな滝の位置も重要。

　そうして周囲を確認しているうちに、ふと気が付くほむら。

「……ってことは目指す遺跡はここじゃなくて、外にあるんだから、あの外輪山を登って越えないといけない？　あーっ、外側へ降りればよかった！」

　……などと今更言っても始まりません。




　今回、ほむらが自分の身を守る秘密兵器は、熊用の撃退スプレーではありません。

　ポンプ式のウォーターガン───つまり水鉄砲です。

　東野たちの大仰な装備を見て、不安になってきたほむらは、天竜代表や長篠に呆れられながらも、ちょっと無理を言って持参してきました。

　中に入っているのは単なる石せっ鹼けん水すいなのですが、遠方から撃てば、昆虫の群れなどに無駄に敵意を持たせずに無力化できます。小動物相手でも追い払う役には立つでしょう。

「無人島でこれがあれば、金かな沢ざわ浅あさ野のの井い口ぐちさんも心強かったろうに……」

　とはいえ無闇に昆虫を殺すわけにはいきませんので、あくまで必要があればの話。




　斜面を下りて、森へと入ろうかというところで、ほむらは奇妙なものを発見しました。

　動物の死骸です。

　昨晩、ほむらたちが調理して食べたハナグマ。それのさらにずっと大きい個体です。他の動物に襲われたらしく、大きく腹の肉がこそげとられていました。

　かわいそうですけれどそこまでは自然の営みです。

　が……

「……むむ、調理済み……ですと？」

　ハナグマの死骸は強い炎で焼かれた跡がありました。一部などは骨ごと炭化しているほど。そのせいでまだ腐敗もせず、掃除屋と呼ばれる昆虫たちを寄せつけてもいません。

（誰かが焼いたとしても長篠さんのはずはない……先に着いた東野くんたちが、ここで腹ごしらえをした……？　いやまさかさすがにそんなのは吞気すぎる！……どういうこと？　まさか未知の虚惑星人……？）

　けれど、その豪快な食べっぷりは、人間の仕業には見えません。

　生唾を吞み込んだほむらは、思わずウォーターガンを構えて、周囲をぐるりと見渡します。

　そこで空から見た細い噴煙のことを思い出すほむら。

（……もしかして、このカルデラのどこかに、動物が火傷やけどを負うような何かが？）

　推測をめぐらせますが、ほむらの知識ではそれ以上の可能性は思いつきません。

　死骸はそのまま残し、早足で森の中へと急ぎます。

　ほむらは、崖下で待機しながら時間を無駄にしてしまったことを、後悔しはじめました。

（すぐに長篠さんのもとへ向かえばよかった……！）




　時折、ホイッスルを鳴らし、彼女の名前を呼びながら森を進みました。

　これが初めての単独行だったら絶対確実に尻込みしていただろう熱帯の森。ですが、無人島で稲荷とともにレースに参加した経験が活きました。

　緊張に高鳴る胸を押さえながら、ゆっくりと森の奥へと分け入っていきます。

「長篠さぁーん！」

　視界は枝々に囲まれ、外輪山を確認しづらくなってきました。地表を広く這う板状の根を避けて歩いていると、方向感覚を失ってしまいそうです。

　空を東西に横切るベーグルのラインだけが頼りです。

　そうして何度か呼びかけた後、背後の方向から、弱々しく苦しげな声でほむらを呼ぶ声がありました。

「日ノ岡さん……！　こっち……っ……！」

「長篠さん!?」

　急いで声の場所へ向かうほむら。

　そこには、高い樹上でパラシュートが引っかかり、その下で仰向けの危なっかしい格好で枝と太い蔓の間にぶらさがっている長篠の姿がありました。

「日ノ岡さん……っ……」

　足下がおぼつかなく、ずっと下方向を観察しながら捜索していたほむら。

　まだ彼女の意識があるうちに通りかかり、呼び止められなかったら、そのまま行き過ぎてしまったでしょう。間一髪でした。

「コードが絡まって、ハーネスに手が届かないの……たすけて……」

　重力が弱いとはいえ、無傷で飛び降りられる高さではありません。

　幹をとりまく蔓を伝って慎重に木に登り、ロープとナイフを駆使しながら長篠を手助けして、ようやく一緒に降りることができました。

　怪我は無いかどうか、ほむらが尋ねようとした矢先。

　その場で地面にへたりこんだ長篠。

　安心したのか、ううっ、と呻いたかと思うとぽろぽろと涙をこぼしてしまいます。

「大丈夫、大丈夫だよ」

　慌てて長篠のそばに跪ひざまずくほむら。

「早く来れなくてごめんね」

　彼女の背に手を添えて、静かに慰めます。

　身動きが出来ないまま一時間ちかく見知らぬ森に取り残されて。それもたった一人で、迎えが来るかどうかもわからぬまま───

　動揺して小さく啜り泣く長篠の涙に、ほむらも心動かされます。

　探検部の仲間に囲まれて、このところしばらく遠ざかっていたあの感覚がほむらにも戻ってきました。

　この星では、人間はあまりにも微弱な存在なのだと。現代地球のように、文明の息吹が自然を取り囲んでいるのではない。茫ぼう漠ばくと広がる自然のなかで、人間は小さな点にすぎないのだと。

　あなたがいなければ、私はひとりなのだと。




　ほむらは長篠と共に一度外輪山の崖下に戻りました。

　携帯食を口にしながら、再び地図を確認します。

　地図には、外輪山の切れ目でカルデラから出入りしやすくなっている地形の目印、逆に危険な場所、飲用可能な水場、などが記されていました。もちろん劇場遺跡のある方向も。地図はまだまだ未完成ではありますが、今のほむらたちには何よりも重要な情報を提供してくれています。

　高所でパラシュートを開いた長篠は降下中に、地平線方向に遺跡らしき開けた場所を見たそうです。

　二人で手短に相談した結論としては、まずは外輪山の標高の低くなる地点まで、そのふもとに沿って移動し、それから外輪山を越えてカルデラの外に出る、というものです。

　遺跡までの距離は、虚惑星上において身体機能が増強する調査官にとって、さほど遠いというわけではありません。しかし外輪山を越える際には、かなり手こずる可能性はあります。

　太陽が落ちきらないうちに、稲荷たちのいる遺跡まで到着することは難しそうですが、遺跡からこちらが確認できる場所で、狼煙をあげることは出来るでしょう。稲荷たちも予定時間通りに到着しないほむらたちを捜索しているはずです。たとえ夜になっても灯りの魔法で、居場所を伝えることは出来ます。

　移動の見通しが立ってみると、今度は気がかりなのは例の死骸の件です。

「小規模な噴火があって、それに巻き込まれたんでしょうか……？」

「噴火……かぁ。それは注意しようにも、ねぇ」

　確かに細い噴煙は見えたけれど、それはこの付近では日常的にみられる光景らしいと長篠は教えてくれました。火山性のガスも警戒して、異臭や低い窪地には気をつけようと互いに確認しあいます。

　二人のパラシュートは目立つ場所に石で固定し、出発地点の目印としました。

　遺跡に向かって二人で出発する、とメモを残して。

　万が一、このまま自分たちが遭難したらこれが遺言になりかねない……そんな冗談が浮かびましたが、さすがに吞み込みます。




　移動開始後しばらくして、ほむらは長篠に尋ねました。

「わたしのクラスですか？───調査官ですけど」

　コラボに登録した彼女のクラスを聞いたほむらは、ちょっとあてがはずれました。

「えっとさ、そうじゃなくて……ほら、軽戦士とか、魔法戦士とか……色々あるじゃない？　そういうので言うと？」

「特には登録してません。虚惑星を冒険するだけでも、相当に特徴のある職業クラスだと思いますよ」

「だったらそのうちなりたい目標とかは……？　私は、魔法使い見習いの見習いってところですけども」

「日ノ岡さんはもう充分に魔法使いですよ。そろそろ見習いは卒業でいいんじゃないですか？」

　いやいやまさか、と頭をかくほむら。

「オリジナル呪文を考案したりとか、魔法の遺跡を解析したりとか、そんなのとてもとても……」

「そう思ってしまうのも仕方がないかもしれませんけど。大嵐先輩や、花屋敷先輩たちが凄すぎるんですよ」

「だよねえ」

　それにはほむらも同感。あとに続く自分たちが、彼らのような天才たちの離れ業を求められたら困ります。

「……でも今回は失敗だったねえ。トラブルも問題も皆無、準備は千パーセント完璧だ、とか言ってくれましたけど」

　千パーセント完璧だ、などとは勿論、彼は言っておりませんが。

　思わず大嵐の口調を真似してから、また長篠を怒らせてしまう一言だったかと、はっとしたほむらでしたが、意外にも彼女はくすくすと笑っていました。

「そうですね。今回は大嵐先輩の失敗でしたね。でも、わたしたちがちゃんと遺跡まで辿り着けばいいんです。それで成功です。予想外のことはありますよ、虚惑星ですから」

「……うん。そうだそうだ」

　異郷の地にいる自分たちを確かめるように、天空のベーグルを振り仰ぎながら、長篠は呟きました。

「わたしは普通でいいです。普通のままでいいんです」

　そんな長篠の横顔を静かに見つめるほむら。

「───目立ったりするのは苦手です。自分に確かな信念があっても、それを他の人に押しつけたりはしたくないし。誰かの力になれればそれで……それで満足です」

「……ふむ」

　どこか、東野の立ち方に似ているけれど、彼女はまた、すこし違っているように感じられました。

　身近な人を守るために、敵意や不幸に立ち向かうために、強くなりたいと言った東野。けれど長篠は、ありったけの自分を差し出せれば、それで満足だと。

「───強くて正しいものって、周囲をねじまげて立っているって思うんです。みんなそれぞれ違っていいはずなのに、正しさや強さって、それを許してくれないんですよね。でもそれが、本当の自分の姿じゃなかったとしたら……不幸ですよね」

「ふむ……それって私も知ってる人の話？」

　途中からすこし具体的になってきた長篠の話に、ちょっと悪戯いたずらっぽく微笑みながら尋ねるほむら。

「……あ……えと……」

　赤面してうつむき、口ごもる長篠。

　そんな彼女は見なかったことにして、ほむらは言います。

「そうだね。私たちは自分で思ってるほど、きっと自分のことは知らないんだ。だから、自分はこうだ、これしか無いって思い込んでも、結局変わっていくものね」

「……はい」

「私、長篠さんは『地図屋マッパー』とか似合うと思うよ？」

「ちょ、なにいってるんですか」

「あ、それともあれかな？　『プラントハンター』とかねっ！　名前がかっこいいでしょ。ハンターだよ。狩人だよ」

　したり顔のほむらは、よくご存じで……と言いたげな視線を向けられて照れ笑い。

「───いや、ハハハ。過去の探検家と呼ばれた人たちの薀ウン蓄チクを、モリちゃんから教わっただけなんだけどさ」

「……でも、地図屋マッパーは悪くないかもですね」

　ぐっと顔をあげて、おずおずと長篠が語ります。

「わたしは空間把握が弱くて、だから魔法も苦手ですし。習い事なんて書道くらいですし。でもこつこつと調査の成果を積み上げていけたら───」

「だね。この地図だって、そうやって誰かが作ってくれたおかげで、それで今私たち、すごく助かっているもの───よいしょお！」

　と、ほむらの唐突なかけ声に、びくっとする長篠。

　手を振り上げた先、進行方向に向けて斜めに、自分たちの移動中を示す狼煙を打ち出しました。




　───しかし、地図製作者に感謝を捧げていたのも束の間……

「なんじゃこりゃあー！」と天に掲げた地図にうったえるほむら。

　長篠も啞然としています。

　長篠とほむらの前に横たわるのは、噴き出した溶岩が冷えてかたまった丘でした。

　東京ドームに控えめに盛ったくらいの溶岩が、細い丘となって数百メートルにわたって傾斜地を占拠しています。

　周囲の土の流れ具合や、草の生え具合からみて、小噴火から少なくとも半年以上は経っているでしょう。

「すこし、臭いますね……前回、ガブリエッラさんたちが調査をしたあとに、噴火を起こした可能性もあるんじゃないでしょうか。こんなに活発になっているならガスマスクもあればよかったな……」

　鼻をハンカチで押さえる長篠。

　横たわる怪獣の背中のような険しい岩を、見上げるほむら。

「越えていけるかな……無理か」

「迂回するしかないですね」




　念のため用心をして、溶岩地帯から距離をとりながら斜面を下りていく二人。

　一帯は火災に巻き込まれたためか、茂っていた樹々も焼失して広く開け、燃え残った根の狭間からは、ちらほらと新芽が芽吹いています。

　ふと歩みを止めたほむらが、溶岩の丘を指差しました。

「わ、すごい───ほら、長篠さん、あそこ溶岩が流れだしてる」

「……!?　何処です？」

　伸ばしたほむらの指先に、視線を向ける長篠。

　晴天の下、突きだした小さな岩の暗がりに、にぶい赤熱の輝きがたしかに移動しています。

「…………」

「これは迂闊に登ったりしなくて正解でしたな」

　怪訝そうに目をすがめて溶岩をにらむ長篠の脇で、うんうんとほむらは頷きます。

　長篠は小型の望遠鏡を取り出して、もう一度見直しました。

「こっちに流れて来ているような……溶岩じゃなくて……岩の塊かたまり……？」

「え……？　落石ってこと？　こ、ここまで転がってくる？」

「いえ、傾斜も緩いですし、さすがにそこまでの勢いは……」

　二人が注目していると、にぶい輝きは急に速度をあげて、斜面を滑り出しました。

　それほど危険でないと察してはいても、ぎょっと身をすくませるほむら。

　ところが、うねる黒い丘の陰に一度消えた光点は、再びこちら側の小さい尾根の上に姿を現しました。そしてまたもや、するするとこちらに向かって接近してきます。

「手足が！……生き物です……！　あれ、生き物です！」

　血相を変えた長篠が望遠鏡から目をはずした時には、もうほむらにもそのシルエットがわかるほどに、輝きは近づいてきていました。

　溶岩の山であたかも保護色のようになっていた場所から、それが抜けだし、灰土の地面に飛び出してくると、さらにはっきりしました。

　二人から五十メートルほど先に横たわる黒い影。

　四本の脚を動かして低い姿勢で迫ってくるのは、ハ虫類らしきシルエットでした。

　確かに赤い輝きにみえたものは、そのハ虫類の体の一部を成している模様です。

　そうやって観察している間も、太い尻尾を左右にくねらせながら、ほむらたちに迫ってきます。

　深い黒い瞳に見つめ返され、総毛立つほむら。

「わ、ワニ？　違う、トカゲ……ッ……!?」

「逃げましょう！」

　長篠に腕を引かれるままに、ほむらも一緒に駆け出しました。

　溶岩の丘に進行方向を遮られてしまったために、ほむらたちはカルデラの中央部へ向かって斜面を駆け下りていく他ありません。

「めちゃくちゃ大きかったよ!?　なんであんなのが、どうしよ、どこに逃げよう───あの樹はどう!?」

「トカゲだったら平気で登ってくるんじゃ!?　追い詰められたらまずいです！　食べられちゃう！」

「ええっ!?　なんで食べられるの!?」

　走りながら真顔で見返してくる長篠。

「そ、そんなの……決まってるじゃないですか！　そこに食べ物があるからですよ！」

「ええ～～っ？」

　肝が冷え、胸のむかつく不快感。

　虚惑星の獣から敵意を向けられたことはあっても、自分に対して生々しい食欲をぶつけてくる相手に遭遇したことなどはありませんでした。

　今、ふり返って思えば、流りゅう氷ひょう原げんで幻肢虎に襲われたと思った時は、あれは本能的に狩りの訓練を行っていたのでしょう。それもほむらに向かってきた理由は、匂いを確かめるためでした。

　今度は違います。

　無駄無く、最短距離をめざしてくる執拗な追跡。

　それはかつて感じたことのない、未知なる悪寒をもたらしました。吐きそうです。

（……あれはきっと、あのハナグマを捕食した主ぬしだ。あの大トカゲの縄張りに、私たちのほうから侵入してしまったんだ）

　いつもの撃退スプレーはありません。あっても効果があったかどうか。

　ずんぐりとして短く不格好な手足。それでも太さは人間の胴ほどもあり、全長は四メートルは超えています。

　大きな頭を揺らしながら、のろのろと丘から降りてきたかと思いきや、今度は駆け出したほむらたちに合わせるように、急に加速して迫ってきました。

「まだ追ってきます！───なんて素早い」

　ばりばりと砂利をはじき飛ばしながらの猛ダッシュ。

　数十メートルを走ると立ち止まり、大きな目でこちらを確認しては、またまっしぐらに向かってきます。その繰り返しです。ジグザグに、正確にこちらを追ってきます。

「あっ……！」

（しまっ……た……重力が……！）

　不慣れな低重力下で全力を出して走ったせいで、歩幅のサイクルが合わなくなり、足のもつれたほむらは、前のめりに転倒します。

「日ノ岡さん───！」

　素早く急停止した大トカゲは、転がって横向きに倒れたほむらに鼻先を向けると、飛びかかってきました。

　すりむいた熱さを肌に、長篠の叫びを遠く耳に感じながら、装備から落ちたウォーターガンにとっさに手を伸ばします。

　開いた口から、鋸のこぎり状の歯がわかるほどに迫ったトカゲに向けて、水流を撃ち出しました。

　びしゃっと、水をかぶると、大トカゲはぴくりと動きを止めました。

　ぶるっと全身を震わせて、水を振り払うと、つむっていた目蓋をぱちりと開きます。

　ほむらの攻撃は、相手を驚かせはしたようですが、石鹼水が何か効果を与えたようには見えません。しかも、

（眼をつむった！　トカゲなのに！　ずるい！）

　目蓋を持たないのはヘビ。トカゲやイモリにも開閉する目蓋を持つ種はいます。

　それでもとにかくポンプを操作して、また二度三度と撃ちこみますが結果は同じです。

　憤るほむらを嘲笑するように、ぱちぱちと瞬きしています。

「日ノ岡さん！　大丈夫ですか!?」

　その間にＵ字にターンして駆け戻ってきた長篠が、起き上がろうとしていたほむらを助け起こしました。

「こんな熱帯の生き物には、水は効かないのでは……っ……!?」と長篠。

「そ、それもそうだ……！」

　結局いい所の無かったウォーターガンは背後に放り投げ、再び走り出します。

　カルデラの低地の森に入ったほむらたち。

　大トカゲは、立ち止まったりダッシュしたりを繰り返しながら、おそるべき執拗さで、追跡してきます。

　きっとある程度距離さえとれば、あきらめてまた元の縄張りに戻っていくだろうと考えたほむらたちの期待を打ち砕いてくれます。

　はぁはぁと息を切らせはじめた長篠が、汗まみれで悲痛な声をもらします。

「日ノ岡さん……どうしよう？　こんな森の中を、ずっと走っているわけには……」

「長篠さん、何か餌代わりになりそうなものとか？　持ってない？」

「トカゲの好きそうなものは、なにも」首を振る長篠。

「じゃ、じゃあ何か武器になりそうなものは？」

「折りたたみナイフぐらいしか……あとロープが……」

「ロープ、か───それなら私もある……！」

（だったら……じゃあ！）




　───ほむらは一計を案じます。

　走りながら、二本の丈夫そうな樹が、狭い間隔で生えている場所を見つけました。

　駆け込んだ二人はロープを取り出して結び合わせ、樹の周囲に巻き付けます。

　そうするうちにも、大トカゲは迫ってきました。

「わ、私が囮役をするから、長篠さん───お願い！」

「う、うんっ」

　不安そうに頷き返す長篠。

　大トカゲを待ち受けるように飛び出していくほむら。

　大声で叫び、ホイッスルを鳴らして、注意を引きます。

　その場に留まった長篠は、

「……っ……これ……邪魔っ!!」

　不安と焦りに唇をかみしめながら、邪魔な下枝をナイフで切り払い、二本の幹のあいだに輪になったロープが渡るように罠を仕掛けていきます。

　ほむらたちがベースキャンプで使用する、獲物用の罠の知識は、当然長篠にもありました。小型動物のための罠ですが、今は短時間でも足止めできればよいのです。

　けれども自動的に締まる仕掛けまで作っている余裕はありません。

　一方、大トカゲからつかず離れず逃亡するほむら。

　露出した巨岩で数メートルほどの段差となった、倒木が斜めにかかっている場所を、スロープのように駆け下りると、大トカゲもまた倒木の上をつたって平然と後を追ってきます。

（やっぱり、あいつ木にも登り降りできるんだ……！　周りも外輪山の壁で囲まれてるし、逃げ場所が無いよ……！）

　そうするうちに、長篠からのホイッスルを耳にしたほむらは、トカゲを再び同じ場所へと導きました。

　二本の樹のもとに戻ったほむらは、離れた草むらで地面に伏せている長篠を確認します。伏せた姿勢は準備完了の合図です。

「へっ……ヘイ！　ヘイヘイ！　ピ、ピッチャーびびってるぅ！」

　木の下に立ち、手を叩いて精一杯の挑発を試みます。

（───びびび、びびってるのは私だ！）

　低重力下とはいえ、無限のスタミナでもあるかのように動き続ける大トカゲ。しかし残念ながら、人間の罠を警戒するという知識は無かったようです。

　目論み通り、ほむら目がけて突進してきました。

「今だよ！───長篠さん！」

　落ち葉をかきわけ立ち上がった長篠が、摑んでいたロープの端をしっかり握り直すと、後退しながら全身で引き寄せます。

　輪をくぐった瞬間、ちょうど大トカゲの胴にかかったロープが締まりました。

「───かかった!?」

　しかしトカゲはロープを体にかけたまま、突進の勢いをそのまま殺さず、進もうとします。

「きゃ……っ！」

　強く引かれ前のめりになる長篠を支えるように、前に駆け寄ります。

　ぐっぐぐっ、と激しく繰り出されていくロープをほむらも摑み、思い切り引き寄せます。

　二人は一本のロープを握って、大トカゲと対峙していました。

　シャァァァッ！───と、鋭い威い嚇かくの叫びをあげる大トカゲ。

　ロープ先端が結ばれた樹を中心に、ぐいと頭を曲げてまわりこんでくる大トカゲから逃れる方向へと、ほむらたちはロープを摑んだまま横方向へじりじりと体をずらしていきます。

　その場でばりばりと蹴り上げられた土くれや石が、前方のほむらに降り注ぎます。

　前の見えない長篠が、ほむらの背後で叫びます。

「どうなってますか───!?」

「もうちょっと……！　緩ゆるめずに頑張って！」

「……くっ……」

　暴れるたびに直接振動が伝わり、激しく揺さぶられる二人。登とう攀はん用の頑丈なロープはしっかりと持ちこたえていますが、グローブ越しに握っていてもこちらの指がちぎれそうです。

　樹上の枝をばさばさと大きく揺らしている木は、根が浅く、今にもトカゲの渾身の力で浮き上がりそうです。

　それでもなんとかこらえながら長篠とともに罠の周囲を半周すると、さらにもう一方の樹ごとトカゲの下半身をロープが巻き込んで束縛し、その動きを大幅に鈍らせました。

　引き寄せられる力も格段に弱まります。




（や、やったぁ！　これなら頭も届かない、ロープを嚙み切れない……！　いくら虚惑星のトカゲでも、まさか胴体を切り離して襲ってきたりはしないよね……？）

「日ノ岡さん、一度離れて大丈夫です。このまま、こちらのロープの端を結びつけて、固定してしまいますから」

「うん……わかった、気をつけて！」

　ロープがたるんで相手に自由を与えないように気をつけながら、長篠はトカゲの後方から果敢に回り込んでいきます。

　そんな彼女に注意が向かないように、ほむらは勇気を振り絞ってトカゲの視界に戻りました。

　ぎろぎろとこちらを目で追いながら、何度も苦しげな叫びをあげる大トカゲ。

「う……っひぃ……」

　あらためて確認しても、見れば見るほど巨大なトカゲです。何度も見せた瞬発力には、鈍重なイメージも覆されました。

　もしこの場に動物に詳しい佐保がいてくれたら、何か有効な対抗策を教えてくれていたでしょうか？　しかし大型の動物は報告例が少ないと佐保や棚倉たちも言っていた地域です。こんな危険な野生動物がいることを黙っていたとは思えません。

（とすると……もしかして私たちが、第一発見者になれたり……？　ううっ、でもこんなおっかない怪獣みたいな生き物に、自分の名前がついたりしたら嫌だなぁ……）

　ロープがきちんと食い込んでいるかの確認がてら、怖々トカゲを観察するほむら。

　ゆるやかに盛り上がった背の両側には、まっすぐに二本の筋が刻まれ、黒い皮膚の上に、暗褐色のまだら模様がうねっています。

　その模様が、ほむらが見つめているうちに、みるみると明るく色が変わり始めました。

「色が変わる？……カメレオンみたいな……？」

　トカゲの外皮に触れているロープからあがる白煙に、ぎょっとします。

「えっ……溶けて……ちがっ、燃えてる!?」

　難燃性のロープが、焦げていく異臭。

　何が起きているかわからぬうちに、長篠から退避をうながす声が届きます。

「もう大丈夫です。固定しました！　行けますよ！」

「う、うん！───あっ……！」

「───日ノ岡さん!?」

　驚きの叫びを耳にした長篠が、ほむらに駆け寄ろうとします。

「こ、来ないで───退がって！」

　トカゲの背の両筋から、何か液体が飛び出たように思えました。眼をつぶり、とっさに躱かわします。

　しかし、肩を殴られたような違和感をおぼえ、手をやろうとしてほむらは硬直しました。

「い、痛っ……あっ、熱いっ……！」

「日ノ岡さんっ！　どうしたの!?」

　構わず駆け寄った長篠が、身をすくませたほむらを連れて、後方へ下がります。

　重い熱い滴しずくが、ほむらの探検服の上をねばりながら、落ちていきます。

　幾つかの滴は、地面に落ちて、じゅっ、と音を立てました。

　長篠も驚き目を見張ります。

「なんか、あの体の横側から出てきて、撃たれた……毒？……痛い、痛いよぅ……長篠さん……痛い……」

　涙声でうったえるほむらを抱きかかえて、焦る長篠。

「とにかく、離れましょう！　すぐ、応急手当します！」

（…………）

　移動しながら振り返った長篠はまた、驚くべき光景を見ました。

　いまや大トカゲは、森の暗がりのなかで煌こう々こうとその体を輝かせています。褐色の模様に見えた場所は、いまや焼けた鉄のように赤熱し、まさしくニクロム線のように高熱を発する発熱体なのでした。

　その発熱体に触れるロープと樹き肌はだからは、いまやもうもうと白煙があがっていました。

　大トカゲは、体表から発する高熱でロープを焼き切ろうとしているのです。

「あれはまさか……魔法を……？」

　うめくような長篠の呟きを耳にするほむら。

（魔法のトカゲ……？　そんな生き物が……？）

　今まで、ずっと自分が救助される側だと考えていた、ほむら。けれどもそれは、大変な思い違いをしていたのかも。

　多少、手こずってもそのうちに東野が、そしてガブリエルが───

　自分や長篠たちよりも確実に強くて、武器も装備している彼らが、きっと助けに来てくれると思っていました。けれど、そうではなくて……

（私たちを、もう助けに来られない……そんな事態に陥っているのだとしたら……？）

　仲間を助けに行けるのは、自分たちだけなのでは？

　ふと去来した想いに、ぞくりと震えるほむら。電話もメッセージも届かない惑星。そのもどかしさを、自分が遭難した時より何より、今こそ痛烈に感じました。




　樹冠が途切れ、日差しのある岩場へ出ました。

　苦痛をこらえながら、長篠から手当をされるほむら。

「左肩を火傷してます。ピッチと溶けた鉱物が混じった、一種の溶岩ですね……服を脱いだほうがいいのだけど……」

　残念ながらまだその処置が出来るほど安全な場所ではありません。

　焼け焦げた服の一部を切り開き、出来るかぎりの汚れを拭き取って、火傷に対応した医療用パッチを貼ります。もう自分では見たくも無い傷ですが、時間が経つたびに激しく痛んでその存在を痛烈に主張してきます。

「でもまた追ってくるよ？　きっと、すぐにロープを焼き切って。ここからも早く移動しないと……っ……」

　痛みをこらえ、浅い息になるほむら。

　溶岩の弾丸は左肩をなぞるように衝突して、ほとんどは後方へ飛び散りました。

　もしも、とっさに避ける動作をせずに、顔面に受けていたら致命傷でした。ハナグマの骨まで焦げた死骸が脳裏を横切ります。そのくらいに正確無比な狙いでした。

　長篠が絶句しています。

「あんな動物が……魔力で融解させた溶岩を狩りに使う生き物がいるなんて……」

　手短に応急手当を済ませると、ほむらと長篠は気力を奮い起こし、なんとか態勢を立て直します。本格的な手当は後回しです。

　硬い溶岩の大地と、密林の中で逃げ続けて、二人ともぼろぼろ。

　重い沈黙を払うように、ほむらは一案を投じます。

「カルデラ湖に逃げてみたらどうだろ？　溶岩の近くにいた生き物だから、もしかして水辺だったら……？」

「…………」

　ほむらの言葉に疑念は湧くものの、長篠にも確証はありません。

　雨期にはかなりの雨量のある地域ですが、それでも水を嫌う生物である可能性はあります。

　思案する長篠の傍らで、今のうちに───と、ほむらは空に狼煙の魔法を打ち上げました。けれど、じんじんと強まる火傷の痛みで集中できず、空に上がった狼煙のラインも高度が足りずへろへろです。




　結局、カルデラ湖側に向けて出発する二人。

　進む内に、ふと思い出された名前を、口にするほむら。

「火のトカゲといえばさ、なんだっけほら、マンドラドラ？　そんな名前のさ───」

「……あ、えっと……火蜥蜴サラマンダーですか？」と長篠。

「あっそれ、それです！　サラマンダー！」

「そういえば、そんな生き物がいましたっけ。地球のサラマンダーは、確か実在するトカゲですよ？……あっイモリだったかな？……とにかく実際には火とは関係の無い生き物だったはずですけれど、わたしも詳しくは……」

「ほほう。日ノ岡サラマンダーか……なんか珍走団みたいな名前だ。あっ、長篠さんの名前も入れなきゃ。う～ん……」

「新種の命名の心配ですか？」

　長篠は思わず苦笑しながらも、今にも泣きそうな顔です。




　ほどなくカルデラ湖の湖畔に辿り着きます。

　地図上では周囲長六キロとなっていますが、実際にみるとそれほど大きくは感じません。

　湖の中央に向かって三つの浅瀬が突きだしている三つ葉形の湖です。水量が減れば、浅瀬は水上に露出して、湖も三つに分かれるのでしょう。

　浅瀬の水面下には枯れた植物が沈んでいて、水質の作用で真っ白に脱色されています。

　水の流動が少ないせいで、三つ葉形の湖の一いち葉ようごとの成分の違いがグラデーションとなって現れているようです。こんな時でなければもっとゆっくり眺めていたい不思議な光景なのですが、今はそれどころではありません。

　ほむらは湖の対岸を示しました。対岸までの最短距離は六十メートルほど。

「浅瀬を渡って向こう側へ行けば、あとは外輪山の出口までまっすぐ行ける近道だよ。サラマンダーもこの湖は渡ってこないんじゃ？」

「なるほど……」

　携帯キットから水質検査用の試験紙を取り出し、水に浸す長篠。

「…………思った通り、弱酸性ですね。短時間浸つかるくらいなら問題無いはずです。飲用には向かないでしょうけれど。こういう地形は、仙せん台だい側の担当区域には多数あったかと……」

　───議論している間もなく二人は、水中へ踏み出しました。

　極端に澄み切った湖には、泳ぐ魚の姿はありません。深い場所では腰まで水に浸かりますが、流れは無く、足下もしっかりしていて不安は感じません。

「───以前は泥でべちゃべちゃの湿原だったしさ、その次は珊さん瑚ご礁しょうの礁池ラグーンでしょ？　今度は三色沼ときましたよ。なんでこんなに私、水を渡るのに縁があるのかなあ？」

「……さあ」

　陽気な声をあげながら先頭を切るほむらに続き、太ふと腿ももと掌で水をかきわける長篠。

　何度も心しん配ぱい気げに後方をふり返りますが、あの大トカゲ───火蜥蜴サラマンダーが追ってくる気配はまだありません。

「……日ノ岡さんは、すごいですね」

「え～？　なんで？」

「火傷の傷、痛むでしょう？」

「痛いよ───すごい痛いけど、黙ってたらもっと痛くなるし。うるさくてごめんね？」

　そんなことは……と控えめに笑う長篠。

　長篠もまた、ほむらの強がりにつられたのか、声にすこし明るさを取り戻します。

「青藍探検部がうらやましいですね」

「南雲は違うの？　こんな時に不謹慎だ、って言われちゃうのかな？」

「……調査中に失敗すると、その後で、とても怒られるんです。自分を危険にさらすことは、仲間をも危険にさらすことだって」

「あの顧問の先生に？」

「……はい。だからかな、どうしても他の人の視線が気になって……」

「私だってさ───わっ」

　その場で、ざぶりとふり返ったほむらはバランスを崩してよろめきましたが、お互い慌てながらも、とっさに長篠に支えられました。

　おとなしく前を向いて進みながら、話を続けます。

「っ……私だって怒られるよー？　モリちゃんなんか、よく椅子からひっくり返って『信じらんねーな、おまえは！』って怒鳴るからね。でも……同じことを何度も蒸し返したりはしないかな───ほら、七久保ナナ先輩だってそんな感じじゃない？　最初はバーッて言われるけど。『アホ！』とか『いっぺん死んどけ！』とか」

「あはは……ええ。そんなふうに最初は怒るけど、そのあとでもう気にするなって、言ってくれるのは、七久保ナナ先輩か、それに……天竜部長くらいで」

「……ふうん。大嵐先輩は？」

「大嵐副部長は怒りませんね。そのかわり、自分の責任だ、ってすごく落ち込むんです。きっと今ごろ、めちゃくちゃ落ち込んでますよ」

「完璧主義かぁー。それは損な性分だ」

　くすっ、と思わず漏らした長篠の笑い声を背中で聞いて、ほっとするほむら。本当に肩の痛みがやわらぐような、そんな気さえしました。

「白状すると私、どうせ入るんだったら、南雲探検部に入部すればよかったって思ってた時期もあったよ？　私には青藍高あおこー探検部は向かないかも、なんてね」

「そんなことが……。わたしも……退部届けを出したことあります」

「えっ！　そうなの？」

　衝撃の告白に、ふり返って叫ぶほむら。生真面目で部活命にみえる長篠に、そんな心の迷いが……と驚きました。

「はい……自分に何も得意なことが無くって、魔法も駄目で、憑格者トランスの能力も発現しなかったし……こんなわたしなんか、南雲探検部なんかにいたらいけないかなって……でもそんな時、天竜部長に励まされて……」

「うん……」

「だから、まだ頑張れるかな……って」

「頑張るとか考えなくたっていいんだよべつに」

「そ、それは青藍高あおこーらしいですね……」

「えっ、ちょ、それはなにか誤解が───……あっ!?」

　反論しかけたほむら。

　水深はすでに膝まで下がり、もう対岸が目前となったその時───

　前方の目指す外輪山の裾野と、目前の湖岸との中間付近の森から、狼煙があがるのが見えました。

「魔法だ！　狼煙の合図が───誰か来てくれたんだ！」

「はい！　よかった……」

　たちまち元気を取り戻し、湖岸の斜面を駆け上がりながら、ほむらもまた応える狼煙を打ち上げようとしました。

　しかしそんなほむらの集中を乱す光景が、目に飛び込んできます。望遠鏡を取り出して前方を確認しようとしていた長篠も異常に気がつき、はっと息を吞みました。

「今の見えた!?　長篠さん！」

「はいっ！　火蜥蜴が！　森の中を横切って……じゃあ先回りされていた……？」

　悲痛に叫ぶ長篠。

　樹々の狭間に見えたのは、間違いなくあの火蜥蜴の黒い岩のような外皮と、怒りに赤く輝くまだら模様でした。

　ロープから脱し、まだしぶとくほむらたちを狙っていた火蜥蜴は、湖の周囲を大きく迂回して先回りし、そこで新しい獲物に気がついて、標的を切り替えたのです。

「行かないと！　きっと、火あ蜥い蜴つに気がついてない！」

　はやる気持ちを必死に抑え、危険を報せる狼煙を空に放つほむら。

　外敵の襲来を告げる色の組み合わせをほむらは知らず、とにかく土砂崩れの兆候など、最大の危険を伝える狼煙を、火蜥蜴が走り向かった方向に連続で打ち上げました。

　そんなほむらを長篠が呼び止めます。

「待って日ノ岡さん！　こちらの無事を知らせたなら、わたしたちは逃げるべきですよ！　そんな怪我もしてるのに、かえって危険です！」

「っ……そうかもだけど！　でも……」

　森の中からホイッスルの音が聞こえました。こちらを呼んでいます。リズムを刻むような笛の響きに緊迫感はありません。まだ火蜥蜴の接近を察してはいないのです。

（こっちの狼煙にもまだ気がついていない……？）

　しかし、おそらくまずいことに、火蜥蜴のほうは笛音を耳にして彼らの居場所を正確に把握したでしょう。虎こ視し眈たん々たんと狙っているに違いありません。

「やっぱり、行かないと。このヘンな笛の吹き方、きっと東野くんだ───」

　濡れてまとわりつくスカート、不快な音を立てる靴、そんなことは忘れてほむらは駆け出します。

「なんとかこちらの湖のほうにおびき寄せてみるから！　水が苦手なら、それで優位に立てるかもしれないし。長篠さんは───えっ？」

　隠れられそうな場所を目で探したほむらのそばに、硬い表情をした長篠も走り寄ってきました。

「わたしも行きます！　何も、お役に立てないかもしれませんけど……」

「うん。ありがとう、長篠さん！」




　互いに用心をしながら、ほむらと長篠は、ふたたび森の暗がりに戻ります。

　あえて自分たちの居場所をしらせるホイッスルは吹かずに。

　五分ほど森に分け入った場所で、草をかきわける物音がして、体を強張らせた二人の前に、ひょこりとヘッドウェアをかぶった頭が出てきました。

　予想通りホイッスルを口にくわえてぷらぷらさせる東野でした。

「おっ、日ノ岡！　長篠も一緒か！　ふぅぅ……寿命が縮んだじゃねーか。いるんなら返事してくれって……」

　その場にしゃがみこんでうなだれる東野。ホイッスルを口端にくわえたまま、もごもご言っているので、まだピロピロと音が漏れています。

「シーッ、東野くん、シーっ！……笛それもストップ！」

　指を鼻先にあてて必死に静寂を求めるほむら。

「───ん？」

「東野さん、お一人ですか？　さきほどの狼煙の合図は？」と長篠。

「ああ、あれはギャビーだけど。こっちのカルデラ側に捜索に来たのは俺たち二人だけだ。別方向へ向かった稲荷先輩たちにも教えてやらねえと……」

「ギャビーもいるの？　ギャビーはどこ？」目をむくほむら。

「あいつなら、また狼煙がかすかに見えたって、岩場に戻って確認してみるって……あれ、お前が打ち上げた合図なんだろ？」二人を発見した安堵からすっかり脱力していた東野。あらためて二人の濡れて汚れた格好をみるうちに、その顔色は真剣味をおびてきます。

「───って、どうした日ノ岡、それ転移した時の怪我か？　大丈夫なのか？」

「こ、これは……」出掛けた言葉をのみこみ首を振るほむら。「それどころじゃないよ、ギャビーが危ない！」

　急ぎギャビーと合流するために、岩場へ戻る東野の後に続きながら、外敵の脅威を伝えるほむら。

「───はぁ、なんだって？　オオトカゲ？」

「火蜥蜴サラマンダーだよ！　すっごく凶暴で、私たち、あいつに追われてたの！」

「えっ、サラマンダー？　トカゲ？　どっち？」

「きっとまだ報告されていない新種の生物です。危険を感じると体側面の毒腺から溶岩を飛ばしてくるんです」と長篠。

「溶岩て、んなまさか……ゲームじゃねーんだから」と疑わしげな東野。

「噓じゃないよ、これがその傷だってば」

「…………」

　長篠まで冗談に付き合わされているのかと、疑いを拭えなかった東野でしたが、ほむらの探検服の焦げ跡を目にして、さらには進行方向から響いてきた打撃音を耳にすると、きっと唇を結んで駆け出しました。

　ほむらたちと共に駆けつけた先で見たものは、見通しの悪い密林のなかで、ギャビーと向かい合う火蜥蜴の姿でした。

「うおっ───」

　飛び込んできた光景に、思わず呻く東野。

　ギャビーは前後に足を開き、火蜥蜴の鼻先めがけ、ハルバードをまっすぐに構えながら距離をとろうとしています。

「なんだこれでけぇ……マジでいたのか……！」と東野。

「だから言ったでしょぉが!?　私と長篠さんに謝りなさいよ！」

「日ノ岡さん、今は意地を張ってる場合じゃ……」

　唸りながら向かってこようとする火蜥蜴を牽制し、細やかに揺れる斧槍の先端。

　三人の声を聞き留めたギャビーは、対峙する敵から視線を切らずに、嬉しそうに名前を呼びます。

「よかった、ホムラ、無事だと信じていた！　シニョリーナ・長篠も同行しているんだね？」

「ギャビー！　そいつは普通のトカゲじゃなくて───」

「そのようだ。あまり愛らしくは無い。同じトカゲでも、マリア様がお持ちになるには、ふさわしくないな」

　斧槍を突き出すたびに、火蜥蜴は、シャッ、シャァッ！　と吠えて敵意をむき出しにします。その激しい気勢にひるむギャビー。

「───ぐっ……なんて禍まが々まがしい」

「おい、ギャビー！　危ねえぞ！」

「来なくていいトウヤ！　自分だけで充分だ！　きみは二人を退避させろ！」

　斧槍をしっかりと構え直し、狙いを定めるギャビー。

　ためらうことなく突きを繰り出します。ところが、鉄を叩いたかのように、激しい火花をあげて斧槍ははじかれました。予期せぬ反動で暴れる斧槍を苦心して押さえ込みます。

「なんだこの生き物は……岩だRoccia!！　皮膚が岩で出来ているFatto di roccia!！───あっ！」

　斧槍の後端の石突きが樹の蔦つたにからまり、ギャビーの身動きが止まった瞬間。

　火蜥蜴は、斧槍の柄にガリッと嚙みつき、激しく頭をはねあげました。

　斧槍の全体がたわむほど強く引き寄せられ、上半身ごと持っていかれるギャビー。

「言わんこっちゃねえじゃねーか！　もっと柄を短くしろって！」

「それではバランスが狂う───ハッ！」

　責める東野に反発するギャビー。一度は手から離れて宙に浮きあがった斧槍に、ジャンプして飛びつき、かろうじて握り直します。

　そんな光景にハラハラと気が気では無いほむら。

「近寄っちゃ駄目だよ！　だいたいなんで喧嘩してんのきみたちはもう！」

　精神集中の構えを見せる、そんなほむらの行動を察した東野が叫びます。

「おい、日ノ岡、殺す気か!?　魔法だろ？　やりすぎだぜ!?」

「美味しく食べられるよりマシでしょ!?」

　思わずそう口答えしていましたが、ほむらにだって躊躇ためらいはあります。縄張りにいきなり入り込んでしまったのは、調査官のほむらたちなのですから。

　危険を避けるためには仕方のない対処だったとはいえ、充分に怒りを買うだけの敵対的な行動もみせてしまいました。火蜥蜴にしてみれば、自分たち人間は、獲物であると同時に確実な敵でもあるという認識になったことでしょう。

「……そう簡単に食われてやるかよ！　もしかすると溶岩を飛ばすのは、こいつにとっても奥の手なのか、なかなか見せねーしな」

「まだ疑ってるの!?」

「油断を誘ってるのかもしれませんよ！　足止めする方法を考えたほうが」と長篠。

「いやもう手遅れのようだ」とギャビー。

　長篠も、横に伸ばしたほむらの手先に編まれつつある輝線を目にしてはっとします。

（せっかく観察しがいのある珍しい生き物だけど、ブラジルチームの人たちごめん！　あと秋穂くんもごめん！）

「───Ｈｉハイドラ、Ｏｘオクスィ、Ｐｈフォスファ、Ｍｇマグナ！」

　一呼吸で呪文を唱えると、手元で藁わらくずのようにゆらめく輝線が収縮し、火球が出現します。

　手に馴染んだ魔力の感触。火口箱ティンダーボックスの呪文。

　脳内で想起されたパターンを維持しながら、火球を自分の腕の周囲で、螺旋状に旋回させます。こうと決まったやり方があるわけではありません。空間を立体的に把握するための、投射前のほむらなりの予備動作です。

　以前は火球を掌の上数センチの範囲でしか維持できませんでした。本来は、着火を目的とした魔法です。気楽に多用できる発光の魔法とは異なり、大量のエネルギーを瞬時に産み出す発火の魔法は扱いが困難です。自分の体感覚も敏感に反映します。火傷を恐れて恐怖したとたん、すぐに消えてしまうほどにもろいのです。

　火球を飛ばす───すなわち、火球と自分の距離をとるには、たとえれば透明な長い手の先で火球を支え、なみなみとついだコップを一滴もこぼさず持ち運ぶほどに集中しなければ、組み上げたパターンが崩壊してしまいます。

　いつぞやのほむらは、それを五百個以上並列にこなしてみせたのですが……今は一つを高熱のまま維持するので精一杯です。

　じり、と警戒するように頭を下げた火蜥蜴に向かって叫ぶほむら。

「いくよ！　火蜥蜴サラマンダーでも、これはさすがに熱いからね！」

（───だからもう、あきらめて逃げてほしいんですけど！）

　願うように、あえて外皮が厚く盛り上がっている背を狙って投射。

　サイドスローで加速された火球は、ほむらの狙い通り、吸い込まれるように火蜥蜴に接触します。

「どーよ！　お城の滝壺で練習した成果は!?」

　と、ぐっと片手を握るほむら。ところが───

「えっ、あれ!?」

　音も無く衝突した火球は、その岩のような皮膚をじわりと赤熱させただけです。その発光すらもすぐに薄れて、また黒い外皮の色へと戻ってしまいました。

　すこしつぶらにも見える表情の無い瞳が、何かしたか？　とでも語りたそうに、にらみ返します。

「消えた……？　いえ、吸収された!?　多少の不燃性なんて関係無い呪文なのに」と長篠が眉をひそめます。

「なんでよ!?　私は火傷したのに、不公平だ！」

「一応、火傷のお返しのつもりだったんですか……」

　憤るほむらに長篠は呆れます。

「ギャビーさん、東野さん、一旦退きましょう！」と提案する長篠。「わたしたちが来たカルデラ湖側ならもっと広い空間があります。この密林より、そちらのほうが対処しやすいのでは？　日ノ岡さんも！」

「そうしようぜ！　追ってこないならそれでいい！」




　しかし辟へき易えきするほどのしつこさで追いかけてくる火蜥蜴。

　長いリーチの斧槍でギャビーが牽制し、突進の姿勢を見せ、かと思えば、今度は東野が横から石を投げて注意をひき、その間にギャビーがまた距離をとり───と二人で連携しながら後退していきます。

　彼らを先導しながら、長篠とほむらたちは、またカルデラ湖の湖畔に引き返します。

「これだけしつこいということは、ただ空腹なのではなくて、産卵のためのエネルギーを溜めようとしているのかも……」

「うっ、だったら母トカゲかもなの？　やりづらいこと言うなあ」

「とにかくこのカルデラの環状の密林一帯を縄張りとしているのは間違いないようですね」

　けれど火蜥蜴もまた、なかなか屈服しない獲物に対して、明らかにじれてきていました。その凶暴さをもはや隠そうとはしません。

「どうする、ギャビー！」

「我々のほうが、数が多いのだから。このアドバンテージがあるうちに鎮めよう。可哀想ではあるが、行動不能になるくらいには。それに、入門者とはいえホムラは魔法使いマグスだ。ギリシアのヘロドトスに、ヘビ殺しと謳うたわれた者だ。さきほどの魔法は手加減しての結果だろう？」

「ヘビ殺しって……俺には、ギャビーまさにおまえのほうがそれっぽく見えるぜ」

　と東野。

　勝手なことを言っているなと苦笑いしつつ、ほむらは間断の無い痛みと闘っています。

（私が魔法使いマグスだなんてとんでもない。大嵐先輩だったら、湖の水を一気に操って、火蜥蜴も傷つけることなく、どうにかできるんだろうに。私のノロマな回転パターンじゃあ、せいぜいコップ一杯ぶんくらいしか動かせない……）

　そんなほむらに東野が叫びます。

「───日ノ岡。おまえ部室でずっと練習してた魔法があるだろ。あれ、頼む！」

「ら、点灯夫ランプライターのこと───？　気楽に言ってくれるけど、あの魔法は疲れるんだよ!?」

「こっちだって逃げ続けてるわけにはいかねーだろ。おまえの怪我だってきちんと手当しなきゃだしよ。あいつが暴れ出したら、俺とギャビーで押さえこむ。だから、この際、思いきりやってくれ。命がかかってんだ」

「私は、大嵐先輩みたいに超強力でも、真世先輩みたいに器用でもないからね、中途半端に怒らせちゃっても文句いわないでね！」

　……などと、東野とほむらが言葉を交わす一方で、時折、火蜥蜴を牽制するギャビーを気にかけ、障害物があれば逐一教えていた長篠。

　そんな彼女が、火蜥蜴から距離を置いたタイミングでギャビーに尋ねます。

「わ、わたしに何か出来ることは───？」

「長篠、あなたは周囲を見張り、常に退路を確保していてくれ！」とギャビー。

「わかりました。みんなを誘導できるように、ですね！」

「逃げる他に打つ手が無くなるとは思いたくないけれど───」

　続いたギャビーの言葉にごくりと長篠は唾をのみます。




　密林を脱した四人は、カルデラ湖までの中間地点に達しました。

　周囲は枯れきった倒木の転がる岩場です。

　シュウシュウと息を吐く火蜥蜴は、逃げ続けるこちらが弱り、そのうちに群れから脱落してくるだろう個体を今か今かと待っているように見えます。

　身を守ってくれる仲間もおり、詠唱に適切な間合いをとることも出来たほむら。

（ここなら逃げ場所がある。みんなにも危険は少ないはず……それなら）

　───点灯夫ランプライターの呪文。

　粘着性の炎を対象に付着させる魔法。

　複雑なパターン操作を要求されるかわりに、短時間ながら呪文詠唱後もその効果が継続する呪文。その詩情ある名前に反して、とても危険な。炎を付着させる対象が生物なら、確実に致命傷となる巧妙な呪文です。

「本当は岩肌とか、野外の遺跡の壁とかに使う魔法なのに……」

　今にもがくりと折れて地面に膝をついてしまいそうなほむら。長篠も同様です。

　まだなんとか集中力を保てていますが、疲労と怪我の痛みでそれもままならなくなってしまえば、ほむらたち四人は、魔法という確実に決め手となりうる最後の手段を失うことになります。

（火蜥蜴は決して敵じゃない、けど情けをかけてる場合じゃないのかな……東野くんはああは言ったけど、どうすればいいのか本当は迷ってる。他の皆もそうだ……私が決めないと……！）

「東野くん───」

　ふり返った東野に、視線で合図を送ると、彼もまた頷き返します。

「ＣｂＨｉⅡカルボディハイドラ─ＯｘＨｉオクスィハイドラ……」

　その場に立ち止まって集中し、呪文を唱えだすほむら。

　東野が前に立ち、二剣の切っ先を突きだし、火蜥蜴との距離を一定に保つように牽制します。

「ＣｂＨｉカルボハイドラ─ＯｘＨｉオクスィハイドラ……」

　心中に想起するのは、慣れ親しんだ正多面体とは異なる、ルービックキューブパズルのイメージ。

　目の前に透明なキューブがあるかのように両手を胸の前にかかげ、その先の火蜥蜴を見据えます。ぶっつけ本番ではないとしても、シミュレーションやキャンプ中の練習ではない場所でこの複雑なパターンを操るのは初めてです。

　次々とキューブの回転を刻むたびに、織り上げられたパターンが連鎖していく感触。

　シミュレーションでは得られないしっかりとした手ごたえと共に、魔力が結集し、宙でゆらめく光の円盤となります。

　生まれたばかりの魔力が注がれ満ちゆく様は盃さかずきのよう。

　ほむらの声の熱の入り方に、詠唱の完了間近を察した東野が身を低くします。

「───ＣｂＨｉⅡカルボディハイドラ─ＯｘＨｉオクスィハイドラ！」

　限定ヘキサモデル正六面体の詠唱であれば、この瞬間に蓄積された全エネルギーを放射していますが、これは違います。

　器に満ちきった光はまだ秘めた力を発揮せず、傾けられる瞬間を待っています。

　限定ヘキサモデル正六面体で実現される魔力─熱エネルギー変換、のみならず、限定イコサモデ正二十面体ルの詠唱同様に流動体としての性質も併せ持つフィールドを形成する。それが、この宇宙に短命な物質を発現させるといっても過言では無い、点灯夫ランプライターの呪文。

「ふっ───」

　掲げて交差させた腕を振り下ろすと、円盤はミルククラウンのように形を変えて跳ね上がり、目標めがけて降り注ぎました。

　脅威が理解できないのか、火蜥蜴は身動きせず正面からその光を浴びます。

「やった」

　東野が小さく叫び、ギャビーは感嘆の息を吞みます。

　強粘性の液体のように火蜥蜴の外皮に付着した光は、ねっとりとわずかに流れると、次の瞬間には激しく炎を放ちはじめました。

　その違和感に気付いた火蜥蜴がおのれの体を見ようと首をめぐらせます。

「みんな離れて、暴れだしたら危ない！」

「あの固形燃料のような炎は、周囲にも付着して類焼するのか？」とギャビー。

「もう、火蜥蜴に固定したからそれはない。水をかけても消せない───でも触れば大火傷するから！」

「終端処理ターミネートするか、込められた魔力の尽きるまで燃え続けるんですね？　なら、このまま逃げだすか、湖へ向かって鎮火するアクションをとってくれたらいいけど……」

　不安げに語る長篠が、焦げ臭い匂いに顔をしかめました。

　シャアッ、と不快そうに叫ぶ火蜥蜴。

　左右に首を振り、激しく身じろぎしますが、背面で何ヶ所も噴き上がるオレンジ色の火勢はさらに強まります。

　その場で歩みを止めた火蜥蜴を四人は遠巻きに凝視しています。

「このまま後退しよう……！」

　と身振りでほむらと長篠を退がらせる東野。ギャビーと東野を前衛に、おそるおそる離れていきます。

　このまま逃げ切れるか、とほむらが思った矢先のことでした───

（えっ……？）

　予期した効果時間よりもずっと短い時間で、火勢がみるみる弱まります。

　今この瞬間も、ほむらの心中では比較的単純なパターンでキューブを回転させて、炎に魔力を継続供給している、にもかかわらずです。

「おいっ、消えちまうぞ……!?」

　焦る東野が再び身構えます。

　呪文に不備があったか、とほむら自身も、疑念に表情をこわばらせます。

（ううん、違うっ……吸い取られてる……っ……火蜥蜴が、魔法を吸い取ってるんだ!?）

　火球をぶつけた時と同じように、炎は外皮に染みこむように消えていきます。

　高熱で赤熱する外皮。

　まだら模様に輝く線が浮かび上がり、その線にそって脈打つ血液のように高熱部を循環させています。

　不安にかられてパターンを打ち切るほむら。その瞬間だけ、ぼわっと、火蜥蜴の背からは火の粉交じりの火炎が立ち上りますが、火蜥蜴はものともしていません。

「元から高熱に耐性があるのは確かだ。だがそれだけでなく───魔力を変換した端から、熱エネルギーそのものを吸収している？」

　冷静に観察のまなざしを注ぐギャビー。

　輝きは移動しながらやがて体の後方へと流れ、太い尾部を輝かせました。

　その尾を指差す長篠。

「どうやってかは解りませんが、あの尻尾に熱を蓄積してるんじゃないでしょうか？　もしかしてさっき溶岩の丘から出てきたのも、その蓄積のために……？」

「えっと……ということは……これは？」

　と、ぎごちない笑いを浮かべて東野を窺うほむら。

「───頼んどいて悪わりぃけど、おまえはもう魔法使うな」

「えー」

　不満を唱えるほむら。敵に塩を送っちまったぽいぞ、と頭をかく東野。

　火蜥蜴は再び、四人に迫ります。

「気をつけてください！　狙い撃ちされますよ！」

　突進するかに見せかけた火蜥蜴は、その場で素早く転進して側面を向けたかと思うと、その背の毒腺から、溶けた溶岩を複数方向へ向けて噴射しました。

　前面の二人に同時に襲いかかる溶岩粒。

「……ぐっ……!?」

「おい、ギャビー!!」

　自分の両の側面をかすめた溶岩粒を、からくも避けた東野。呻きを漏らしたギャビーに駆け寄ります。溶岩粒はギャビーに直撃したように見えました。

「平気だTutto bene……！　教皇様に祝福を賜たまわった鎧よろいが御守りくださった！」

「っ……そうか、教皇すげぇな！」

「グラーツィエ、きみも無事でなによりだ、トウヤ───さあ、散らばったほうがいい。また狙われる！」

　そんな軽口を叩き合いながらも、東野はギャビーのとっさの判断に舌を巻きました。

　背後から見たギャビーの一瞬の不可解な動きが、反射的に避けようとする恐怖心をおさえ、あえて攻撃を胸甲で受けたものだと気付いたからです。それはあたかも、武道場での試合で果敢に踏み込んできた一撃にも似た───

　ギャビーは汗を散らして一瞬振り返り、ほむらに微笑みました。

「この場所であれば自分も全力を振るえる。シニョリーナたちは退がっていてくれ」

「でも……！」

　不安げに伺い立てる視線を向けると、東野はギャビーに同意して頷きました。

「ああ。やるしかねーな。こっちも本気出さねえとやられちまう」

「きみは充分本気だったのでは!?───そういうわけで、この場から逃げてほしい、ホムラ。そして救援を呼んでくれ！　負傷でつらいだろうが、頼む」

　ギャビーの言う通り、彼らの経由してきた外輪山の切れ目へと向かい、その高所で再び狼煙を打ち上げれば、稲荷たちにも届くはずです。

　けれどそれは当然のことながら、数十分も、手間取れば数時間ものロスを生じて、彼らを置き去りにすることになります。

「日ノ岡さん……！　それしかありません！」

　長篠が、思わずかたまったほむらの腕を引きます。

（また置いていくの？───自分たちだけが助かって、ギャビーを、東野くんを置いていくの？　また？）

　逡しゅん巡じゅんし思わず立ち止まったほむらを、東野はもうふり返ってはくれず、飛来する溶岩粒の死角となる正面から、火蜥蜴へ立ち向かっていきます。

　反則技にすら思えたこの強力な魔法の効かない相手がいるなんて、ほむらは想像もしていませんでした。

　後ろ髪を引かれながら、長篠とともに岩場を脱し、地図が示すカルデラの出入り口を目指します。

　そして向かった先で───ほむらたちは思わぬ助っ人に遭遇するのでした。




　一方、残された彼ら、東野とギャビー。

　二人は火蜥蜴に対して同じ方向に重ならないように、間合いをとりながら、素早く足を運びます。低重力下の足さばきにもかなり順応してきました。

「自分がこいつの足を止める！　トウヤ、きみは───」

「おう！　目を狙ってやる。駄目なら喉元だ！」

「頼む！」

　ギャビーは旋風のように斧槍を旋回させて体を大きく見せたかと思うと、身を低くして鋭く突きを繰り出し、相手にこちらのアウトラインを摑ませません。

　隙あらば、四肢の付け根を狙っていきますが───

「また───弾はじかれた！」

　いつ飛来するか判らない溶岩粒を警戒しながらの攻撃は届きません。

　しかもその巨体の割に火蜥蜴は絶えず動きまわり、斧槍の打撃に有効な軌道と、狙いを澄ます時間を与えてくれないのです。

　それでも二方向からの攻撃には、おおいに苛いら立だち、混乱を見せ始めています。

　東野は率先して感覚器の集まる鼻先を狙っていきますが、そのたびに歯で阻止されます。

「こいつ動体視力がすげえ。こっちが止まって見えてんだろうな。視界もほぼ全周かよ───」

　みなぎる闘いの興奮に、東野は声のうわずりを抑えられません。

「───でも頭はそんなによくねえな！」

　あえて大振りで切りつけた剣先に、狙い通り火蜥蜴ががっちりと嚙みつきました。それを待ち構えていた東野は嚙みつかせたまま相手を引き寄せ、もう一方の剣で鼻先に鋭い一太刀を浴びせます。

　手応えあり。硬い外皮が切り裂かれ、赤黒い血が噴き出します。

　苦悶し、一際大きく暴れる火蜥蜴。その隙を見逃さず、ギャビーもついに強烈な一撃を後肢へと叩きつけます。

「セイッ───！」

　背後から旋回させた斧槍の先端は、回転の中心軸へと柄を繰り込み引き寄せる動作でさらに加速。わずかにしなる柄に沿って、その重心は先端へ走り、ヒットの瞬間一点に炸裂しました。

　立て続けの痛打を受けて、火蜥蜴は苦し紛れに周囲に溶岩粒を噴き出しますが、攻撃を予期していた二人は落ち着いてそれを躱します。

　傷ついた足をもたつかせながら後退する火蜥蜴。

　その火蜥蜴に再び斧槍を構えて接近していくギャビーを、東野は不可解そうに呼び止めます。

「もういいだろ充分だ。やめろって……おいギャビー！」

「何を言ってる、トウヤ！　この地は劇場遺跡のすぐそばだ。こんな凶暴な生物がいては、安全に転移施設が運用出来ない！　必ずまた犠牲者が出るぞ」

「そんなの人間の理屈じゃねーか！　巣に近寄らなきゃいいだけだ！」

「……殺しはしない。それでは意味が無い。けれども調査官には二度と近寄らないようにその身に刻み込んでもらわねば」

「おいおい……マジかよ、よせって！」

　肩を摑んで引き留める東野の手を、ギャビーは振り払います。

「きみは傷ついたホムラを見なかったのか？　起こってからでは遅いんだ。誰もが、きみや自分のように剣を持っているわけではないんだぞ。それが守るっていうことだろう！」

「…………っ……」

　───息をのむ東野。

　目前には、いまだ闘志衰えぬ火蜥蜴。

　冷酷に斧槍を振り下ろそうとするギャビー。

　するとその相手は、これまでに経験したことのない躍動を見せて自ら横転すると、反動をつけて跳ねあがり、ギャビーめがけて飛びかかってきました。

　とっさに駆け出す東野。彼を突き飛ばすように前に出ます。

「───ギャビー!!」




　───ほむらたちが先導し、救援を連れて駆け戻ります。

　密林の途切れる前方から争う音を聞きつけると、救援者たちはさらに急ぎ足となってほむらたちを追い抜いて先行しました。




　岩場のただなか。

　火蜥蜴の巨体を前にして、傷ついた東野を片腕に抱き、もう一本の手に大きく柄の折れ曲がった斧槍を握り、かろうじて立つガブリエル。

　───そこへ、風切る音とともに飛来する救いの光。

　赤熱した外皮を削り取るように、輝く二条のラインを刻み、火花をあげて弾かれる弓矢。

　───そしてまた重ねて二射。

　そのうちの一矢は見事、火蜥蜴の肩口に深く突き刺さり、火蜥蜴は唸りをあげてひるみます。

　青みがかった白髪をなびかせギャビーたちのもとに駆けつけた少女が、きりきりと弓を引き絞りながら水平に構え、火蜥蜴を威嚇します。

「御陵部長リーダー!?」その予想外の救援者に驚くギャビー。

「東野くん……っ……」

　その姿を垣間見て、息をのむ御陵。

「トウヤが、自分をかばって下敷きに……奴の攻撃を浴びた！」

「……っ……溶岩粒のことは日ノ岡さんから聞きました。ギャビー、あなたも怪我をしている。あとはわたしたちに任せてください！」

「…………ぅ……」

　御陵の声が届き、呻く東野。失いかけていた意識を取り戻します。

「しっかり！　長篠さんたちも来ます。すぐに手当を───」

　さらに駆け寄ったもう一人の救援者が、御陵の横に並び、火蜥蜴に向かって立ちはだかります。

「そういうこっちゃ。ジブン、ひどいありさまやな」

「……天竜……代表……御陵部長も……どうして……」

　苦痛の下から、かろうじて声を絞り出す東野。

「臨時便や───っと！」

　不意をついた火蜥蜴の溶岩粒が降りかかります。しかし天竜は、逆手に握った片刃の大剣、その広い刀身を操り見事に受け止めました。

　冷えかたまりながら刀身を滴り落ちる黒い岩に、二人の先輩は目を見張ります。

「ほおう、こいつは面倒な相手やな───真世、そっちは平気か？」

「平気です！」

　天竜の構える剣を見上げながら、弱々しく尋ねる東野。

「な……なんすか……そのデカブツは……」

「気にすんのはそこか？　これは特製の山ヤマ刀カラシや。枝を切り払うには便利やで。ちと重いけどな」

「ハ、ハ……そんなバカな……」

　天竜と御陵の二人は、それぞれの武器を構えると、身動きの取れないギャビーたちから火蜥蜴を離すように追い立てます。

　次々と矢を放つ御陵を横目に見る天竜。

「もうちょい加減しとけや、真世。このカルデラ一帯がこいつの巣なんやろ、そら必死にもなる。あんま怒らせるとよくないで。東野やったら───」

　御陵はほむらや東野の受けた重傷を目にして、少なくないショックを受けていました。事態を理解しつつある頭とは裏腹に、早打つ心臓は天竜の言葉を素直に受け入れられません。

「わ、わかっています！　でも───」

　一刻も早く後輩たちのもとに帰還しようと焦る御陵は、威嚇する余裕を失い、狩りの時のように自分が獲物の急所を確実に狙っていることに、遅れて気付かされました。

　調査官たちを相手に、満まん身しん創そう痍いの闘争を繰り広げた火蜥蜴が、追い詰められ、渾身の力を振り絞って突進してきます。

「……っ……！」

　たしなめられたばかりの御陵は、反撃をためらってしまいました。

　そんな火蜥蜴の突進を正面から受ける、天竜。

「とっとっと───」

　低重力地帯ならではの跳躍力を得た代償として、浮き上がりやすくなった重心をすくわれました。

　それでも天竜は自分の身を守りながら、巨体に押しつぶされないように、水平に構えた刀身を火蜥蜴にくつわのように嚙ませ顔面を押さえます。

「主かず馬まさん───！」

　御陵は弓を引き絞りますが、射線に天竜が重なり、矢を射かけられません。

「……っと、こらあかんな。はやいとこ気絶してもらわな」

　がりがりと後方へ押し出されながらも体勢を立て直した天竜は、山刀を火蜥蜴の顎に預けたまま手を離してしまうと、今度は相手の太い首に、がっしりと腕をまわします。

　猛烈に揺さぶられながらも、じり、じり、と伸ばした腕の、その指先がかみ合います。

「よいしょう、と───ほな、きつめの握手や！」

　ふっ、と短く息を吐いた天竜───。

　その前腕にかたどられた幾何学的な紋様が輝き、花の蕾つぼみの咲わらうように、ゆるやかに旋回しながら展開されました。宙ちゅうに浮かび上がった紋様は、時計の内部構造ムーブメントを思わせ、互いに連動しながら律動しています。

　それはあたかも機械仕掛けの炎のよう、美しく重なり揺れる彫刻モビールのようでもありました。

「ほい。今後ともよろしゅう───」

　いっそう力をこめてしがみつくと、両脚で地面に足がかりを作ります。

　相手の突進の勢いを利用しながら激しく地面をえぐりつつ踏みしめると、ある時点で力は拮抗して釣り合い、巨体はふわりと浮かび上がりました。

　頭を下に九十度回転して逆さまに立つ火蜥蜴。

　いかに低重力下とはいえ、溶岩の鎧をまとった数トンはあろうかという火蜥蜴を、天竜はその身一つで持ち上げているのです。

　何事が起きているのかわからぬまま、全身を硬直させた火蜥蜴。ほんの短い間、頂点で静止すると、苦しげにその顎から山刀を地面へ落とします。

　ぎりぎりと締め上げながら、器用にバランスをとり、天竜はそのまま後方へと数歩素早く駆けだし、勢いよく叩きつけました。

「───な、っと」

　本能的に硬直した火蜥蜴の身体を、駆けめぐる衝撃。

　その反動に、仕掛けた天竜自身まで浮き上がりました。

　それでも決して腕は緩ゆるめぬまま、痙けい攣れんする火蜥蜴を逃さず押さえつけます。

　───やがて、ふっと光が薄れ、紋様はまた前腕へと戻り納まります。

「主馬さん……!?」

　顔の見えない天竜のもとへ駆け寄り、気遣わしげにその名を呼ぶ、御陵。

　ひらひらと手が揺れたかと思うと、下からごそごそと這いだしてくる、くしゃくしゃ髪の頭。

「ふぃー、なんとか殺さずに済んだわ。やればできるもんやなぁ、真世───おっ、少し頭焦こげてもうたわ」

　元から少し天然パーマがかった髪に付いた溶岩の滓かすをがしがしと払い飛ばしながら、天竜は屈託なく笑いました。




　ほむらと長篠が追いつき、離れた元の場所に戻ります───

　戦場となった岩場で、今まさに天竜と御陵が火蜥蜴を相手にする姿が目に入ります。

　四人がかりでも苦戦させられた火蜥蜴を、天竜が単身の豪腕で組み伏せた瞬間でした。

「うひゃっ、な、投げた!?　プ、プロレス技かっ!?」

　ここまで震動が伝わろうかという痛烈な、怒濤の背面投げを目にして、思わず声を漏らすほむら。

「天竜……部長……」

　その一方で感嘆よりも、火蜥蜴もろとも倒れた天竜への憂いの優る声で長篠はつぶやきます。

「っとと───それどころじゃなくて」とほむら。

「そ、そうですよ」

　慌てる長篠とともに、東野とギャビーの姿を捜します。

　その視線の先に捉えた二人の姿は───

「え……東野……くん……？」

　静寂のなかに、草地に横たえられた東野少年と、その横にうなだれて跪ひざまずくギャビーがいました。

「……っ……！」

　目にした光景に一瞬心臓が止まりかけるほむら。

　二人とも、探検服が引き破れるほど激しい戦闘の跡を、その身に残しています。

　歯を食いしばりながら、怖々と近寄って覗き込むと、東野は辛そうに浅い息をつき、その傍らでギャビーは一心に祈りを捧げています。

（なんて……ひどい、火傷やけど……）

　脳裏をよぎった最悪の事態ではなかったとは気持ちを改められながらも、目をそむけたくなるような東野の負傷に絶句します。

　腕から胸にかけて広範囲にわたる重度の火傷。至近距離であの溶岩粒を浴びたように見えました。

「……うっ……東野さん……と、とにかく応急手当をしなければ……！」

　長篠もすぐさま膝をついて手当を始めようとしますが、焦りもあり、手持ちの救急キットでは、どこから手をつけたらいいのか躊躇ためらいを禁じ得ません。

　しかし、ギャビーは二人の帰還に気付かず、重ね合わせた拳に額をつけて祈りを続けます。

「早く、東野くんの手当を───ギャビー？」

　声をかけても、身を投げ出すように彼のもとにすがったまま動こうとしないギャビー。

　調査官であり、それ以前に若き信徒であるガブリエルはいま、小さな声で繰り返し呟き、一心に祈りを捧げていました。

「───主よ、この者を救い給たまえ───主よ、この者の痛みと苦しみを除のぞき、疾きずを癒いやし給え。その御み力ちからをここに示し給え───」

　束の間、ギャビーの錯乱を疑ったほむらでしたが、そうではありませんでした。

（魔法……？）

　東野の負傷箇所から発する繊細な輝きに、はっと気付かされました。

　いま彼／彼女は、持てる最大の力で、東野の受けた傷を癒やそうとしていました。

　細い光条が消滅と出現を繰り返しながら幾つもたちのぼっていくさまは、パイプオルガンの金管が、差し込んだ陽光に照らされ輝くかのごとき美しい光景でした。

「……っ……」

　長篠もその行いを目の当たりにして、嫌でも進行中の事態に気付かされます。

　真っ赤に焼けただれ、一部炭化すらした東野の皮膚が、不純物をはじき出しながら、逆再生のように修復されていくさまを。

（治療の……魔法……!?）

　上狛のリュートの旋律を思い起こさせる、癒やしの力の発露。

　けれどそれは、ドデカモデル正十二面体による音階再現ではないと、ほむらの見知った魔法とは異なる何かだと直感されました。

　それは神に捧げられる日々の祈り───欠かさぬ信仰の習慣が形作るもの。

　極度に集中し、無私の境地に包まれて初めて達成される聖歌カント。

　魔術師ウィザード・大嵐岬の呪文詠唱にみる理知的なプロセスの対極ともいえる、無垢な想いの結晶がそこにはありました。

　音よりも言葉に近く、言葉よりも詩に近しい───韻を踏み反復される続唱セクエンティアの典礼パターン。

　原初なる魔法───人の祈りそのもの───

　ほむらも長篠も手出しが出来ず、その場でただ奇跡の振るわれるさまを見つめる他ありません。

（……すごい……こんな魔法があるなんて……転移の発光にもどこか似てる。新陳代謝を促進しているわけではないの……？）

　まぶしいほどに強まった光は、今度は急速に薄れていきます。

　それまで呼吸すら忘却していたかのように、がくりと体を折り、ぜいぜいと息をつくギャビー。

　しかしギャビーの祈りは届き、東野の呼吸がゆっくりと落ち着いたものに変わって血色が戻り、傷跡はほぼ癒えてうっすらと赤みをおびた肌に戻りました。

「……」

　東野の瞳が呆然とこちらを見上げているのに気付きます。

「……長篠？……日ノ岡もいんのか？」

「いるよ？　ギャビーもね」

　まだ術の影響が残っているのか、朦朧としながら東野はほむらに尋ねます。

「……火蜥蜴は？」

「天竜先輩と真世先輩がやっつけた」

「そっか……」

　そう言って東野は脱力すると大きく息をつき、目蓋を閉じました。

　眠りにつく彼を見つめながら、悔いの残る顔をみせるギャビー。

「……守るつもりが、トウヤに守られてしまった。自分の無謀の代償を、彼に負わせてしまった……」

　東野のヘッドウェアを外し、服を整えてやりながら、ほむらはギャビーに尋ねます。

「今のって癒やしの魔法なの……？　バチカンに伝わる秘術……とか？」

「ああ、そうだ。治癒の業わざだ。けれどバチカンの秘術とは少し違うかも。これは元から自分が持っていた調査官としての体質に、ヒロから──どうも癖が抜けないな──棚倉顧問から教わった技術を取り入れたものだから……でも」

　すこし疲れた顔で、笑うギャビー。

「これは証あかしだと思うんだ。奇跡の許されるこの惑ほ星しこそ、祝福の地なのだと」

「…………」

　返す言葉を持たないほむら。

　彼の持論を無条件で受け入れるのは、ほむらには難しいことです。

　けれど、そんな彼自身の堅い信念なくして、この祈りがまさに奇跡といえる魔法として昇華することもないのだろう、とも理解しています。今はただ、ほむらの胸にはギャビーへの深い感謝がこみあがってくるのでした。

「───っと、いけない。ホムラ、きみの怪我も診みさせてくれ。応急手当はされているが、そのままでは……」

「へっ、私も？　そのお祈りの魔法で？」

　もちろん、と頷くギャビー。じりじりと苛まれてはいたものの、緊張の連続で意識から遠のいていた痛みがまたぶり返してきました。

　苦痛に顔をしかめたほむらを、言わないことではない、とその場に座らせます。

「……負傷箇所がよくわからない……すまないが上着をすべて脱いでほしい、ホムラ」

「ここで？」

　真顔でギャビーは頷きますが、釈然としないほむら。

（頭ではわかってはいるけど、何というか……抵抗が……）

　躊躇するほむらに、静かに語りかけるギャビー。

「あまり時間が経過してしまうと、自分のこの業わざも効力が薄れる。ヒロは、セルフイメージが固定されないうちに処置する必要がある、と教えてくれた」

「なるほど……」

　と頭では理解を示しつつも、助けを求めるように長篠をふり返ります。ここは従ったほうがいいと彼女も頷きます。

「ねえ、答えにくいことを聞くようだけれども……」とほむら。

「……うん？　今答えないといけない問いだろうか」

　時間が……とせかそうとするギャビーに、できれば、と詰め寄るほむら。

「ギャビーは、学校でガブリエッラでいる時は、女子と一緒に更衣室を使ってたよね。でも気持ち的には男子ってことは、どんなふうに感じていたの？」

「何かと思えば……そういう心配か。うん、知っての通り、地球での自分は女の器にとじこめられている。見慣れたもののなかにいるわけだから、特に何も感じはしないよ。もちろん美しい人は美しいとは感じる。それよりも、自分が女子に交じっているその状態には罪悪感をおぼえてしまう。その気持ちはどうしても避けられない」

「……でも今は男の子だよね？　身も……心も？」

「うん。虚惑星でガブリエルでいる時には、罪悪感を感じることはなくなる。本来の自分に戻ったといえるし、どちらかというと喜びに変わるね。それがホムラであれば尚更だ」

「あ……そう。正直でよろしい」とジト目で告げるほむら。

「わかってもらえただろうか？───よかった。じゃあ脱いで」
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　それから数日後───ほむらは日本に戻ります。

　稲荷や多賀との合流を果たしたほむらたちは、転送環を使用した通常のオペレーションで地球へ帰還し、その後は棚倉顧問に引率されて、ブラジルから日本へと帰国しました。

　ほむらにも東野にとっても、ブラジルは初めて訪れる国でしたが、結局どこにも立ち寄ることなく何路線もの飛行機を乗り継いでの、足早の帰還となりました。

　結局、ブラジル担当区域の例の劇場遺跡も満足に見ることはかなわず、東野は悔しがりました。しかし、ギャビーの治癒が成功したとはいえ、その東野が重傷を負ったことが帰還を早めた理由でもありましたから、彼としては誰に文句も言えません。




　そんな短い期間のミッションとはなりましたが、それでもブラジルチームのリーダーにして女魔法使いのエストレーリャは、ほむらたちとの別れをとても名残惜しんでくれました。特に虚惑星でも同道する時間の多かった稲荷は、褐色の魔法使いから気に入られていたようです。

「エストレーリャさんてば、ずっと稲荷先輩のことイナール、イナールって呼んで、ちゃんと名前おぼえてくれませんでしたねー？」

「……違うって。あいつ、洒しゃ落れてるつもりなんだよ……」

　機内でほむらが尋ねると、窓から南米大陸を見下ろしたまま、稲荷はすこし恥ずかしそうに呟きました。

「シャレですかぁ？　はて、何に？」

「それはさぁ、あー、あいつの名前のエストレーリャって『星』って意味だ。キツネはフランス語ではルナールLe Renardって呼ぶ」

「はあ。稲荷イナリだからイナール？　星とキツネ……ねえ」

　───それで？　なんでいきなりフランス語？　と首をかしげるほむらですが、それ以上は稲荷本人も教えてくれません。ぜひともいずれエストレーリャから聞き出してやりましょう。

「……ふぅ……」

　シートの反対側に首を向ければ、東野と長篠、棚倉顧問がいます。

　そして隣りあって座っているのは、天竜と御陵。

　本来なら天竜の席は多賀が座るはずだった場所ですが、ビジネスクラスの席と交替してもらっています。

　席がきゅうくつだの、映画がおもろないだの、ひとしきり騒がしく文句を並べたあとは、隣席の御陵をからかってばかりいます。御陵も黙って我慢しているばかりでなく、遠慮無く言い返しているようです。そんな二人の会話内容までは届きません。が、その脇の東野の仏頂面はいやでも目に入ります。

　ちなみに───ほむらたちとは違ってパスポートを携帯していなかった御陵真世と天竜主馬は、急遽、在ブラジル日本国大使館から外交官が駆けつけ、新しいパスポートを発行しての帰国となりました。

　ほむらのパスポートにも、本来の日本出国スタンプのかわりに、駐ブラジル日本国大使から身分を保証するサインが特別に記載されています。

　しかし……機内にはガブリエッラの姿はありません。彼、から、彼女へと戻ったギャビーは、本国からの通達に従って、単身ブラジルに残ったのです。

（またすぐに日本に戻るから、って別れてきたけど……）

　それがいつになるかはギャビー自身にもわかりません。

　ギャビーの稀有な力で癒やされ、その痕跡もすっかり消えて元通りになった肩の火傷の箇所を意識しながら、ほむらは、帰国後に待ち受けているであろう個人的な問題について想いを馳せました。




　長々距離転移試験の失敗、さらに野生動物との激しい闘争という、アクシデント続きだった今回のミッション。帰還後もその失敗の原因がさぐられました。

　帰国してから、ほむらたちが御陵の口から聞いた、転移試験前後の詳しい顚末はこうです。

　───まず先行して劇場遺跡へと跳んだ東野・ギャビー組は、正確に目的地に到着していました。

　その後、第二陣となる日ノ岡・長篠組が、予定時間となっても出現しなかったために、なんらかのトラブルが起きたと判断して、当初から打ち合わせていた通り、現地待機組は遺跡周辺の捜索へと向かいました。まさにそういう非常事態に備えて、土地勘のあるブラジル側チームに同行してもらっていたのです。追って届いた緊急の通信文もトラブルの突発を裏付けました。

　さらには転移元のトゥールビヨン遺跡でも、転移に失敗した日ノ岡たちの身を案じた御陵部長が、大嵐と、遅れて到着した花屋敷に掛け合いました。孤立したとおぼしき彼女たちに、追随するような設定で再転移できないかと詰め寄ったのです。二重遭難の危険があると言って大嵐はそれを受け入れませんでしたが、花屋敷は再転移の成功に自信を持ち、そして代表である天竜が、自分の同行を条件に御陵の提案を後押ししたのです。

　そして運良く、劇場遺跡からも遠くないカルデラ火山の内部で、ほむらたちは見つけられたというわけですが、転移のタイミングによっては何百キロもの誤差が生じていたかもしれない、とのことでした。

　ブラジルへの同行を断ってまで、試験の再検証をしていた花屋敷部長は、

「ちょいと計算ミスったわ。よくあるよくある。次は大丈夫やから」

　などとさらりと語ってくれました。本人からの謝罪はゼロ。

　しかし、大嵐からの専門的で詳細な（半分以上理解不能の）報告を合わせて聞くぶんには、転移失敗の原因は単なる計算ミスだけではないようです。

　反省と検証のミーティングの場で、大嵐は気になる言葉を口にしました。

「───太陽磁場というものがある。太陽にもＮ極とＳ極があり、これは十一年周期で反転し、黒点の減少の原因となっている。地球にもやはり地磁気があり、これはおよそ百万年単位で不規則に何度も逆転を繰り返していることが事実としてわかっている。虚惑星にも地磁気はあるが、それについてはまだ詳しくはわかっていない。今回、問題になったのは、磁力ではなく、魔力の流れだ。虚惑星には、惑星規模の魔力の流れが存在し、それは変動している、という仮説だ」

　遺跡同士で転移可能となる時間帯、すなわち、調査官の魔法使いによって解析されたタイムテーブルも、その魔力の流れに影響を受けている、というのでした。

「花屋敷はこれを、占いの風水における『龍りゅう脈みゃく』のようなものかもしれない、と喩たとえて言っていた。俺はオカルト方面そちらには詳しくないが……」

「最初の話だと、長々距離転移は、ベーグルの影響を受けるって聞いたけど？」

　と発言したのは、今回迅速に警告に駆けつけながらも、あと一歩のところで届かなかった上狛。

「それも、ある」と大嵐が頷きます。「昨年夏のＳＡで発表があったように、ベーグルの摂せつ動どうについての分析は今も進められているが、観測で確認されている誤差が、虚惑星自体の魔力の流れにも関係があるのではないか───というのが伊納と花屋敷ふたりの見解だった」

（ふむん……ベーグルだけじゃなくって、虚惑星が発する……魔力？）

　それは当たり前のようで、けれど想像もしていなかった話です。

　ほむらの脳裏で、フラフープのように環ベーグルを揺らしながら回転する虚惑星のビジュアルと、魔法で使用する回転多面体のイメージが重なります。

「そういえば、虚惑星も自転していますもんね」

　と、何げなく口にしたほむら。

　その言葉を耳にした大嵐がなんと「フッ」と微笑んだものですから、ざわ……と調査官たちも身構えたり。

「そうだ。おそらく魔力は、惑星の運動と関係がある。地球で保管されている転送環に、魔力がチャージされるのも『太陽─地球─月』系の自転と公転によるもの、と考えられているからな」

「へぇー！　そうだったんですか？」と感心するほむら。

「おいおい、入部のパンフに書いてあるぞ？　虚惑星に詳しい奴なら、誰でも知ってる話だ……っておい、それにこないだ七久保ナナ先輩が一から説明してたろ？」

「だっけ？」

　ドカドカッと、東野はほむらに遠慮なく突っ込みをくれますが、傍でみている大嵐にとっても、そんな一般人のあいまいな認識レベルには慣れっこのようで、控えめに肩をすくめてみせます。

「そこは新入部員たちにも難解で退屈らしく、読み飛ばされるところだ。多体問題という興味深いテーマと密接な関わりがあるんだが……まあいい」

　話をまとめる大嵐。

「───要するに今回の件は、魔力を消費しないと思われていた転移装置も、実は虚惑星の魔力の流れを利用していた。そして、想定される虚惑星上の魔力の流れには、虚惑星の内部での地質学的な運動が関係しているのではないか？　ということだ。地球内部の金属核コアが対流することで、電流と磁場を作り出しているという説があるように」

　その他にもミーティングでは、危険動物と遭遇した際にどこまで保護対象としてみればよいのか、などが熱心に語られました。けれども、ほむらの耳に残ったのはやはり、虚惑星が創造する魔力、というフレーズだったりします。

　大嵐たちは、またさらに無人試験を繰り返しながら、転移の精度と安全性を高めていくことになりました。




　───ある冬の休日。街を見渡す、眺めのよい公園のあずまやで。

　家から持参した保温ボトルには、蜂蜜入りのミルクティー。

　お店でテイクアウトしたクレームダマンドのアップルタルトもあります。

　探検部支給の携帯端末での通話相手は、姫ひめ川かわ閑しず音ね。

　姫川はビデオ通話フェイス・トゥ・フェイスには抵抗があるとのことで、画面のプロフィール画像は、彼女の愛犬の写真と差し替わっています。

　もとから淡々とした話し方をする姫川。音声のみではニュアンスがつたわりにくいところがありますが、そんな飼い主をフォローするかのように、姫川の発話にあわせて謎の技術で口パクするフサフサの大型犬（秋田犬の長毛種なんだとか）。

『───ほう。そうですか』

　と犬がうなずきます。

『その彼オア彼女は、しばらく日本には戻られないんですね』

「うん。ギャビーはブラジルに残ったんだ。近いうちに花屋敷部長が向こうへ行って、今度は日本からバチカンへ協力をする形で、もう一度転移試験をするんだって。次に日本国内で許可が下りるとしても、ちゃんと原因を究明してからで、ずっと先になってしまうから」

　次回試験の許可が下りにくくなる……それが失敗の代償というわけです。長篠もほむらも結果的には無事だったわけですが、それで万事ＯＫと云うわけにはいきませんでした。

『バチカンはそれほどまでに、転移技術には熱心なのですね。なにか裏があるのではと勘ぐってしまいますが……。でも、それに従うガブリエッラさんは大変ですね』

「うん、一緒にうちの高校に戻りたがっていたけれど。教皇様のお言葉とあれば仕方が無いみたい。ギャビーったら、アメちゃんとも趣味が合ってね、残念がってた」

『ほほう』

　と、犬のなかのヒトが身を乗り出した気配。

「なんかね？　日本で放映しているアニメ作品のファンなんだってさ、二人とも。一緒にいるとその話ばっかりしてたよ」

『それはあとで詳しく聞かせてください。全話チェックしますので』

「ははは……私はちょっと濃すぎてついていけなかった」

　またミッションの話に戻ります。

『あたしもブラジルまで応援に行くわけにはまいりませんでしたが、日ノ岡さんが無事でなによりでした』

「うん。そうだね……」

　と思わず答えていましたが、全然そんなことはありませんでした。

　姫川も、先のミッションが完全な成功には至らなかったことは知っていますが、現地で火蜥蜴に襲われたことなどはまだ知らないはずです。いずれ公開されるミッションの詳報を読めば、知ることになりますが……

（それはきっと、これから姫川さんに話そうとしていることと無関係じゃない。だったら黙っているわけにはいかない……よね）

『……そうでもなかったんですか？』

「いやー、それが実はね」

　ミッションでの出来事を、なるべく彼女を心配させないように、控えめな調子で語るほむら。長篠と一緒に転移事故に遭ったこと。火蜥蜴の縄張りに侵入してしまったこと。そして、重傷を負った東野は、ガブリエルの治癒の魔法で救われ、ほむら自身も怪我を治してもらったことなどを。

　語りにくい話ではありましたが、そのためにわざわざ買い物に出てくると誤魔化して家を出てきたようなものです。

『日ノ岡さん』

「…………わっ」

　端末画面に犬の鼻面が押しつけられていたので、驚いてのけぞるほむら。

『こらこらこら。ステイですよ、ワサ助すけ』

　ハッハッハッ、と白い息を吐く犬のうしろから、ひょこりと姫川が顔を現します。

　映る背景はどうやら姫川の自宅の庭先らしく、端末はガーデニング机にハンズフリー状態で置かれているようです。

「え、姫川さん？」

『こちらは誰にも聴こえていませんから、大丈夫ですよ』

「ていうか、いいの？」

　自分の顔を指差すほむら。顔出しオーケー的な気分なんですか？　と。

『今日は特別です』

「あ、そう。それは光栄です。ワサくんもいるしね」

『はい』

　そうして、ひとしきりほむらは姫川と話し込みます。

　守秘義務の向こう側にいるクラスメートとも違う、ミッションを共にする探検部仲間でもない、そんな姫川だからこそ、話せることがいっぱいあります。

『ほほう、そんなことが……』

　声は淡々としていますが、ぽかんと感心した様子で姫川が相槌をうちました。

『───ガブリエッラさん、ですか。中身が女みたいな男子なら苫小牧電波うちにもおりますが、全然違いますね。かっこいいです』

「桑くわ園ぞのくんも可愛いじゃない」

『可愛くはないです』

「可愛いって。将来身長伸びたら絶対イケメンになるよ」

『そんなことはないです。別にならなくていいです。そんなことよりも、ですね───』

　咳払いをして本題へと話を促す姫川。

『……やっぱり、お話は例の件ですか？　すばる姫への弟子入り』

「そうなんだよねー……」

　姫川がそれを既に知っていて、あちらから見当をつけてきたのは、べつだん不思議ではありません。

　青藍、日吉坂、南雲の探検部では転移試験が一段落したばかりですが、ＵＮＰＩＥＰ日本支部では、青藍探検部の日ノ岡穂ほ群むらそして東野巧の二人の調査官をめぐって大きな動きがありました。

　先の遠征中にすばる姫から御陵部長に託された芳ほう書しょに、二人への招待状が添えられていたのです。

　送り先は、日本国総理ならびに御み陵ささぎ義よし寛ひろ参議院議員、藤森稚鮎顧問、そして二人の両親に宛てられていました。

　数通の招待状を前にして、日本支部内には緊張が走りました。おかげで転移事故の件がかすんでしまったくらいです。

　それが調査官個人の単なる提案などではなく、すばる姫自身の正式な招しょう請せいとあっては、断るのはかえって失礼にあたります。それどころか通常の外交政策で言えば、正当な理由がなく断れば相手の信頼を失い、関係悪化を招きかねない事態となります。

　転移試験の直前にほむらたちが城に立ち寄った時には、すばる姫は何も言ってはこなかったのですが、実はこんなことを考えていたわけです。

『東野くんは何と言っているのです？　聞くまでもない気はしますが』

「……まあ、思った通りだったね。自分はオマケだなんて言ってたくせに、いざこうなったら、俺一人でも行ってくるぜ、なんて言っちゃってさ。二人行動が原則の探検部としては、それは無理なんだけども。家のほうも問題なくオーケーみたいで」

『ふむ。では残るは日ノ岡さんのご都合ですか』

「うん、そう。そーなんだー。私の都合で決まるってどうなのー？」

　端末を握ったまま、ぐたっとベンチに横になると、画面の向こうでワサ助が、オン！　と吠えました。

「オンオン！　すばるさんのとこに行けるのは嬉しいよ。嬉しいけどさー」

　話しかけられたワサ助はキョトンとしています。

「───ねえ、姫川さん。男子に囲まれて虚惑星で生活するって、どんな感じ？」

『そちらのミッションの様子と、それほど変わりませんよ。ある程度は自分も男子になりきるしかないですね。ただ、こちらの場合ですと、豪雪期はベースキャンプに閉じこもっている時間が長いので、無駄にエネルギーが溜まるらしく、発散の必要があるというか……まあ神経質にならず、ある程度は見て見ぬふりも覚えて損はないです。ですが……』

　同部の男子からは、魔神のような言われっぷりだった彼女にしては優しげな発言。

　彼女なりの経験と学習があったのか、それとも、探検部の調査そのものにはさほど熱心ではないそんな姫川の態度が、かえって一定の距離を保って部内のバランスをとる役に立っている、とか？

　そんな姫川でしたが、すこし躊躇った様子をみせながらも、一歩踏み込んできました。

『ですが、二人きりではそうはいかないでしょう』

「まあ、そうだよねぇ。勿論あっちには、すばる姫もいらっしゃるけど」

『………………』

　ほむらの答えには、姫川は無言のまま、複雑な表情を見せました。

　なんとなく彼女がビデオをオンにした理由がわかってきました。

　愛犬を抱き寄せながら、姫川は語ります。

『それでも、虚惑星に二人きりの地球人ですよ。なにかと助け合わなければ。ときには喧嘩も構いませんけれど、信頼の無い喧嘩はしちゃいけません。すばる姫を自分の味方につけようなんて目論みはじめたら、それはたぶん、破滅のはじまりです』

「…………はぁ、破滅ですか」

　それは、もはや二人だけで済む問題ではなくなる、という意味です。

　それはほむらにも想像がつきました。つくようになってしまいました。探検部という組織には激しく迷惑をかけ続けたほむらです。

　仮に、地球人はすばるの城に出入り禁止などという事態に陥ってしまったら、どれだけの人間がその回復のために奔走することになるのか……。

『───日ノ岡さんと東野くんには、こんなことを言う必要なんて、元からないのでしょうけれど、あえて言わせてもらいました』

「はい。ありがたく拝聴しました。私たち、しょっちゅう喧嘩してアメちゃんに怒られてばっかりだから、さ」

『あたしも人のことは言えませんけれど』

　そういう姫川はほんのりと頰を染めたような。その可愛らしい顔も、すぐにワサ助の向こうに隠れてしまいましたが。

（……言う迄も無いこと、なんて無いよきっと───姫川閑音さん。同じ言葉でも、誰が口にしてくれたかでぜんぜん違うよ？　姫川さんは、私と友達になりたいって、言ってくれた人だもの）

　彼女は、ほむらがどちらに向かって歩けばいい、とは言ってくれません。ほむら自身も、それを尋ねる気はありません。

「そういえば以前さ、探検部が苫小牧電波高専への志望動機の百パーセントじゃないって言ってたよね。それってもしかして───って、あれっ!?」

　いつのまにか端末の画面は愛犬写真に戻ってしまっていました。

『それでは雨乃ちゃんが好きだっていう作品のことですけど』

「へっ？」




　そして───

　あれよという間に、虚惑星への出発の日に。

　藤森顧問が事前に危ぶんでいた通り、南雲探検部の佐久間顧問からは、訪問実現に関してあれこれ物言いがつきました。

「あたしんとこには、すばる姫からの手紙が来てるのに、あいつは自分が無視されてんのが妬ましいんだな？　だから難癖つけてきてんだな？　そーだな!?」

「心配されるのは、もっともだと、思います、よ？」

　ぐちぐちとこぼす藤森を、御陵も苦笑いでフォロー。

　それでも御陵や東野たちは、指摘された問題点に一つ一つ対応策を示して解決していきました。ほむらたちのプライバシー確保にも骨を折りました。

　やがて日本政府（！）としても実現に乗り気である、と御お歴れき々れきからの意向が伝わると、もう邪魔だてするものは無く、こうして出発の日を迎えるに至ります。

　───部室棟の転送室で装備を整えた探検部員一同。

　藤森から転送環を受け取った御陵が、それをしっかりと指にはめます。

　そうして、ふむ……と感慨深げな様子で、部員たちそれぞれの顔をひとしきり眺めました。

「どうかしました、真世先輩？」とほむら。

「はい。初めて、です、ね。東野くん、と、日ノ岡さんたち、新入生が入部して、から、もう一年も経とうかというの、に」

「ああ。そういやそっ……か」と同じように気付いた東野までもが、微笑を浮かべて。

　何がだ？　何です？　と首をかしげる稲荷や雨乃の前で、藤森が頷きます。

「そうだよな。青藍の部員全員で転送室ここに立つのは、実は初めてだったな」

「あー」「そういえばそうですね！」

　嬉しそうな雨乃。

　納得しながらも、ほむらは胸にちくりと痛みを感じます。

　ほむらたちにとっては、すばる姫からのお呼ばれですが、ＵＮＰＩＥＰ的には虚惑星人との初めての本格的な文化交流という名目になります。

　本来なら厳格な人選が行われ、色々と現代地球の文化と歴史を勉強してから、と入念な準備が行われるはずの重要なミッションなのですが……。そのあたりのセオリー無視については、国連本部の監査官メイヴェル・チャンドラーが、ホムラ以上にふさわしい人材はいない、と推挙さえしてくれたのでした。

　発動されたミッションとしては───

　地球時間で丸々九日間───虚惑星上で換算すると約五十四日間にもわたる長期滞在の開始です。昨年、北方の半島を目指して流氷原を渡ったミッションのほとんど倍近くの日数になります。通常の最大遠征期間に、非常時対応用に設けられている予備の日数をも足した、特別な日程が組まれた結果です。

　それは勿論、ほむらたちが経験する最長のミッションであり、それだけ大きな期待がかけられている、という事実の反映でもあります。

　そんな大事ではありますが、今この転送室で互いに手を結び、環を描いているのは、代わり映えのしないいつもの五人です。

「おっと、そうだそうだ」

　藤森がぽんと手をうちました。予定時刻を迎えて、虚惑星への転送呪文を詠唱しようとしていた御陵部長が、顔をあげます。

「───めでたい旅立ちになるように、今回はあたしが特別に餞せん別べつをくれてやろうか。せっかくだからな」

　取り出したのは、いつもの雨乃の火打ち金セットでした。

　今回は不要なものです、と雨乃が部屋に残してきたそれを、藤森が勝手に持ちだしてきたのです。けれど───

「せーの」

　カチッ！　と藤森が得意げに一打ちすると、シパッと大きな火花は出ましたが、火打ち石のほうは真っ二つになって床に落ちました。

「やば、壊れちゃった。逆に打つんだっけ？」

「何するんですかぁ！　苳ふき子こさんから頂いた大切なお土産なのに！」

「悪い悪い、フッコに謝っとくから」

「ボクに謝ってください！」

　藤森にくってかかる雨乃を、その両側から手を繫いでいる稲荷と東野が、さあさあ行くからね、と引っ張りながら連れ戻します。

　情けない苦笑を浮かべつつ、手を振って五人を送り出す藤森。

　東野とほむらにとってだけでなく、藤森にとっても試練となる、一時の別れ。

　それでも藤森が笑えるのは、彼女らしい楽観と、そして御陵たちへの信頼があるから。

　そう思うと、ほむらの胸はまたちくりと小さく痛むのでした。
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　城下のベースキャンプに転送され出現した御陵たち。

　その夜には、すばるの城に招かれた五人に、晩ばん餐さんがふるまわれました。

　虚惑星は雨期を抜け、初夏の気候です。

　上座に座るすばるが、稲荷に話を振りました。

「稲荷殿とこうして顔を合わせるのは二度目になるが、この飛ひ泉せんの城への逗とう留りゅうは初めてじゃな」

　若わか鮎あゆの天てん麩ぷ羅らを遠慮なくたいらげながら頷く稲荷。

「えっと、そうなるんでしたっけか。前回の来訪だと、遭難したこいつとそいつとこやつ──」東野とほむらと雨乃を順に指差す稲荷。「──を狼ゾリで救助に行きーの、連れて戻ってきーの、またすぐ地球に帰還してーの、でしたから。こっちでのんびりしている余裕もなかったなぁ」

「ご苦労だったな。されど、この地レ母イ星アには───《ぬてら》には幾度も訪れたことがあると聞いた」

「はい。マヨと一緒に何度も」

　あまり面識が無いにもかかわらず、すばる姫の前での稲荷は、自然というか大胆ともいえる態度をとっていましたが、その時ばかりは、居住まいを正してあらたまり頭をさげました。

「アヴギスを長い間、預かっていただきありがとうございました」

　稲荷は仔虎の名を『アヴギス』と名付けました。

「うむ、礼なら親代わりをつとめた雪割丸に申すがよかろう。ふむ、〝アヴギス〟か……よい名じゃな」

「あっ……ありがとう……ございます」

　自分が褒められたように、稲荷は頰を赤らめて照れました。

「名前そのものは、先に東野殿から知らされておったが……夜明けの意じゃな、アヴギスとは」

「そうです。やっぱり、おわかりになるんですね。すばる姫には」

　無論、と控えめに頷くすばる。

　何故ならそれはギリシャ語から選んだ名前だからです。彼女の名前や母語の背景に、どうやら古代ギリシャ語が含まれているのは、もう彼らにも自明となっています。

　稲荷にしてみれば、幻肢虎を預かるすばるへの、敬意を表する意味もありました。

「あの、えっと……本当は『夜明けの祝福の曲』って意味の名前にしたかったんですけど、それだと長すぎるって、こいつらが文句をつけてきたので……」

「いやその進言は聞き入れて正解だと思うがの……」

　すばる姫と稲荷。二人が会話する横で、箸の進まないほむら。

　雨乃が気遣わしげに声をかけます。

「ほむらさん。なんだか元気がありませんね……？」

「───便秘か？」

「ばか」

　ほむらをからかう口ぶりの東野。でも実際は彼は雨乃以上に、ちらちらとこちらを気に掛けていました。これから幾日も一緒に過ごす相手ですから、気になって当然です。

　そんな彼のまめな性分には、ほっとさせられます。

　御陵もまたほむらを励まします。

「初めての経験ですから、緊張されるのも無理はないですね。わたしたちの滞在期間を数日延ばしても構いませんよ、日ノ岡さん。そのくらいの時間繰りはミッションの許容範囲内ですから」

「いっそ全員で逗留していけばよい」

「すばるさん、有り難いお言葉ですけれど、それは……」

　本人は冗談ではなく本気だったようです。

「……うむ、すまぬな。無茶を申した。みだりにそんなことを許せば、困るのは真世たち自身なのじゃろう」

　そして、ふっと、ほむらを見やるすばる。

「しかれども、ほむら。お手前は気を害してしまってはおらぬか？」

「えっ……私が？　なんでです？」

「むろん此こ度たびの招待のことじゃ。お手前と東野殿、二人には、望外に喜んでもらえるのではないかと、隠し事のように事を進めてしまったからな。お手前の意に添わぬというのであれば、身どもも急き立てはせぬ」

「ありがとうございます……」

　気弱そうに頭を垂れるほむらに、稲荷がまた遠慮なく言います。

「なんだ。そんなに東野と一緒に残るのがいやなのか？　これからこっちはもっと暑くなるけどな。気軽に水浴びとか出来ないかもだ？」

　───うっ、とうめいたのは東野。

「えっ、いや別にそんなことは……今さら気にしないというか……」とほむら。

「それはそれでひどいな」

　微妙な顔の東野をみて、すばるが微笑を浮かべます。

「東野殿は気高い剣士じゃ。そんな佐保殿のような真似はせぬじゃろ」

「人柄と剣の腕なんて関係ねーっすよ」

　卑下する東野をみながら、雨乃が苦笑します。

「あはは……前回のミッションの帰りに、上狛部長たちと一緒にこちらに秋穂さんを迎えに来ましたら……その……」

「えっ、彼が何かしでかしたんですか？　またですか？　怪我していたのに!?」

　と驚く御陵。

「まあ相応の報いは受けさせてやったから。あまり責めてやるでない」

「はあ……」

　監督不行届にがっくりと肩を落とす御陵。

「すばるさん、そんなに気を遣って、うちの若い連中に甘くしなくていいって。ほむらも東野も、存分に鍛えてやってくれていいからさ」と稲荷。

「それは、元からそのつもりじゃ」

（楽しいな……ずっとここにいたい……）

　仲間たちの笑顔に囲まれながら、心からそう思う、ほむら。

　そんな食卓の光景を大切そうに目蓋に留めながら、ほむらが思い返していたのは、あの日の夜のこと。ブラジルから帰国したほむらを出迎えた、ほむらの父・雅史の寂しげな眼差しでした。




　───あの日、調査官一行を乗せて、夕刻の空港へと降り立った旅客機。

　到着ロビーには彼らを出迎える藤森と雨乃、そして大嵐の姿がありました。

　大嵐は、ほむらたちを見るなり、

「かたじけない……俺が、俺が至らないばかりに……」

　と深々と頭を垂れ、試験の失敗について神妙な言葉を連ねて詫びはじめました。

　放っておいたら、その場で切腹でも始めてしまうんじゃないか……？　と心配されたほどの、悲愴感あふれる謝りっぷり。

　そんな愁しゅう嘆たん場ばを見せつけられてしまっては、同じように到着一番何かを言わんとしていた藤森顧問と父・雅史の二人は、すっかり毒気を抜かれてしまったようでした。

　棚倉顧問や御陵が大嵐をとりなし、天竜もそれなりに代表らしく言葉を補って、なんとか大嵐の失意もおさまった次第。謝られた側の長篠さんのうろたえっぷりも見物ではありましたが……。

　ほむらの心境はそれどころではありません。内心、針のムシロです。

　近日中に反省ミーティングを行うと言い合わせて、探検部の面々とは別れ、父の迎えの車で帰宅となったほむら。

　丁寧に日ノ岡家の二人を送り出しながらも、藤森顧問が自分に向けてくる、呆れた視線の意味もよくわかっていました。

　言葉すくなに帰路につく父と娘。冬の陽はとっくに落ちて、空港の駐車場は強い寒風が吹いていました。

　父は会社を予定外に早退したのか、それとも普段着姿のところをみると、もう朝から仕事にならず一日休暇をとったのか、とにかく最優先で空港へ駆けつけたのでしょう。

　それだけでも気兼ねするには充分で、父の一挙一動にびくりとしてしまうほむら。

　けれども、父から出た言葉はあまりにも普通でした。

「───もう遅い時間だから、どこかでメシ食ってくか。芹菜さんと月にも適当に済ませといてもらおう」

「……う、うん」

　肩をすくめて助手席におさまりながら、ほむらはこくりと頷きます。

　意外なほど穏やかな父の声に、胸のつかえがちょっとだけ下りる気がしました。受験日の迫った月には母がついていてくれると知って、少しほっともしました。

　ふたりは海岸沿いのファミリーレストランに立ち寄りました。ちょっと遠回りの道でした。近隣の海を望む公園には、ほむらも遊びに来たことがありますが、日ノ岡家としては訪れたことの無いお店です。

　平日の店内は、県道を仕事場にするドライバーが黙々と食事をしていたり、港湾地域の労働者がささやかな酒盛りをしたりする平凡な光景です。

　注文の料理を待つ間に、ほむらは意を決し、父に打ち明けます。

「あの……今回の遠征のこと……黙っていてごめんなさい……」

「……うん」

　湯気立つコーヒーカップを前にして父は静かに頷きました。

　ほむらも遠慮がちにカップに口をつけながら、緊張してカラカラの喉の渇きを潤します。

「藤森先生は悪くなくって……私が、お父さん、お母さんに伝えておくからって約束して……それを私が勝手に控えめにごまかして……伝えてたの」

「そうだったのか」

「……うん……」

「じゃあ、藤森先生は、ほむらを庇かばっていたのかもな。そんな言い訳は一つもしなかったよ。あとで謝っておくよ」

「ごめんなさい……」

　項うな垂だれるほむら。むずがゆい沈黙の時間が過ぎていきます。

　臨海の工業地帯で明滅する照明に顔を向けながら、父がぽつりと呟くように言います。

「このファミレスは、父さんが母さんに、結婚してくれって伝えた場所でな」

　ぶっ───と、思わずコーヒーを噴き出しそうになるほむら。

（なっ……プロポーズ現場ァ……!?）

　啞然としながらもぎごちなく頷きます。

「ちょうどこの席に俺がいてな、ほむらの席には芹菜さんが足組んで座ってた」

（足を組んで？）

「……な、なに注文したの？　その時って」

「何食べたっけかなあ。緊張してたから何も覚えてないな。案外今日と同じもんだったかな。いつも同じもの注文しているって、言われた気がする」

　そういえば、父の注文はたしか超定番メニューのジャンバラヤプレートでしたっけ。ほむらは新作冬メニューの広ひろ島しま産牡か蠣きの鍋御膳です。

　疲れと、待ち構えた事態に備えての緊張とで、機内食を満足に口に出来なかったので、実はかなりお腹は空いていたのです。

「───走り出したら止まらない人でな……父さんはいつも追いつくだけで精一杯だった。やっぱり、ほむらと芹菜さんは似てるんだろうな」

「私に……？」

　母と外見が似ている、と言われる機会はよくあるほむらですが、性格や考え方が似ていると思ったことは自分ではほとんどありません。けれど父は、実際の行動を指してそう言わんとしているようです。

「じゃあプロポーズ受けてもらえたんだよね」

「いやあ、なぜか大喧嘩になってな。店を出で禁きんになったよ」

「来店しちゃってるし!?」

「もう時効だろ。十八年も経ってるんだ」

「あっそう……それはそだね……（何があったんだ……）」

　ゆっくりとした調子で父が話を続けます。

「父さんが学生の時には、自分にとって何が大切かとか、何もわからなかった。もちろん将来自分が何になれるか、なりたいかとか、色々望みはしたけれど、そんなこともまったく決める自信がなかった。大切なものは、強いて言えばお金だった」

「お金ですか」

「というか他に大事なものが無かった。堅実にお金を稼げる仕事につけば、とりあえず間違いないってね、そう思ってたよ。奨学生だったしね。お金があればと、悔しく思う時は何度もあった。でも今は、一番大切なものはお金じゃない。お金は道具になった。お金は間接的に家族を守ってくれているんだ」

　そんなふうに父が考えるのは、保険業を仕事に選んだのと無関係ではないのでしょう。

　ですが虚惑星にはお金も通用しないし、今のところは保険商品もありません。

「───ほむらは今、自分が何をすべきなのか、わかって動いてるんだろう？　それはとても幸せなことだよ、うん。そこまで出来る高校生は、なかなかいない。いやたとえ社会人になったって、そうはっきりと自覚できる瞬間というのは滅多にあるもんじゃない。きみが自分の意志で探検部に入る道を選んで、まったく違う世界に飛び込んで得た経験は、たしかにきみ自身を変えたようだ。それは俺もよいことだと、今は思ってる」

「お父さん……」

　父が、ほむらの探検部活動に対して、これだけ肯定的な言葉を語ってくれたことは初めてでした。ほむらは報われた気がして、すこし涙腺がゆるみます。

　しかし心から父が伝えようとしていたことは違いました。

「けれどほむら───時々は家族のことも、振り返ってくれないか？」

　そう語る父も苦しそうです。

　ほむらの望むまま自由にさせたい気持ちと、あまりにも早く手の届かない場所に行ってしまった戸惑いとが、父の中で入り混じって熱をもってあばれているのがわかります。

「ほむらが頑張って、多くの人に認められる、多くの人の役に立つ───そりゃあもちろん嬉しいさ。きっと誇りに感じるだろう……けれどね、ほむら？　たとえ世界中の人が、ほむらの行いを認めてくれなくても、それが本当にほむらの望んだことなら、俺はほむらを応援できる！　世界中の人間が……たとえ総理大臣でも、大統領でも、どんなに偉い奴が、きみのことを役立たずでがっかりした、なんて言いやがったとしても！　俺はきみが笑ってくれているだけで嬉しいんだ。生きていてよかったって思えるんだよ」




　───城での夕ゆう餉げののち。

　すぐに昼の熱気も薄れて、滝音と夏の虫たちがささめく涼しげな夜です。

　すばる姫のはからいで、青藍探検部一行の歓迎に、と胡こ弓きゅうの演奏を披露してくださることになりました。

　ベーグルの残照の下。

　城の高層部にある殿楼バルコニーに集まり、耳を傾ける一同。

　切なげなその音色が響いている間も、父の語った言葉を思い返して、ほむらの胸はさまざまな想いに渦巻きます。

　すばる姫は、地球で暮らしている鈴蘭の話を御陵から聞かされると、面おも映はゆい素振りをみせながらも、その実とても嬉しそうでした。そして亡き父・御陵義よし処ずみを語る時の、彼女が胸に抱く深い愛情と誇り。

　そんな想いを、言葉よりも豊かに、深く透明に、胡弓は語るのでした。

　やがて、演奏を一通り聴き終えた時───

　うつむき、頰につたう涙をみて、御陵は立ち上がりそっとほむらに寄り添います。

「……大丈夫ですか……？」

　慰めるように肩に触れた指に、自分の母を想った時───

　それ以上、ほむらは黙っていることはできませんでした。

「ごめんなさい……先輩……私、やっぱり、帰らないと……」

「日ノ岡さん……」

　すぐにこっぴどく怒るものと思っていた東野も、呆れそうな稲荷も、二人とも責める言葉は口に出さず、静かにほむらを見つめています。

「ごめんなさい、すばるさん……」

「───うむ」

　膝に胡弓を置いて、うなずくすばる。

「急き立てはせぬ、ほむら。しかしよければ、聞かせてくれるかのう？」

　───その理由を、と問われて、ほむらは高ぶる気持ちと、独りよがりな涙を押さえながら、しっかりと自分の気持ちを見つめ直そうとします。

「今さら……本当に今さら、勝手な話だっていうのは……わかってますけど……やっぱり私、これ以上、離れたくないんです……」

　おずおずと尋ねる雨乃。

「何から……ですか？」

「それは、それはね、うまく言えないんだけれど……」

　御陵が、稲荷が、雨乃が、そして東野が───青藍の部員たち一人一人が、それぞれおもいおもいの表情を浮かべ、静かにほむらの言葉に耳を傾けています。

「……前回のミッションで、すごく心配をかけてしまったのに、私の両親は、またここへ来ることを許してくれました。でも、私、父から聞かされて、とてもショックを受けたことがあって……。

　私の母は、いつも私の味方をしてくれて、虚惑星に来ようとするたびに、無条件で応援してくれる優しい人です。でも、父と二人きりの時、私が遭難したと知らされて心配で泣いていたこともあったって……そんなの私、ぜんぜん知らなかったんです……。

　私の、妹も、あまり仲はよくないんだけれど、でも、私がずっと家をあけてしまっていると、食卓は家族三人になって、いつもは私がうるさいって怒られるんだけど、でもすごく静かになって、妹は『元から三人家族だったみたい』って言うんだって……」

　力尽きるように、ほむらが吐露の言葉を切ると、椅子の上で御陵がみじろぎし、東野は溜め息をつきながら腕組みします。

　そして稲荷は腰に手を置き、ふわりと尻尾を波打たせると、ほむらに告げました。

「つまり子供から離れたくないんだな？」───と。

　それはただまっすぐに、鋭く胸に刺さる言葉でした。

「───子供でいられる場所から離れたくない。ほむらが考えるような、平和な日常っていうものにまだまだ浸かっていたいんだな？　家族が大切って言い換えてもいいけどさ」

「…………」

　それはきっと事実です。つらそうにうつむくほむら。

「……稲荷先輩、それは言い過ぎじゃないっすか？」

　ほむらを庇ったのは東野でした。

「そう？」

「そうっすよ。俺は……日ノ岡の言うことは弱音だとは思わねーな。ヤマの言葉で言うなら『勇気ある撤退』ってやつだ」

「……なるほど。専念するためにも地固め、ってこと？　ま、一理あるかな」

　あっさりと引き下がる稲荷。口論になるのも覚悟していた東野はちょっと肩すかしです。

　御陵真世は、ほむらと他の部員たち一人一人を見廻します。招待主のすばるは、やりとりからは距離を置き、辛抱強く結論を待ってくれています。

　うん───と、一呼吸おいてから、彼女は部長としての判断を、ゆっくりと口にしました。

「……わたしたちは、歩幅も歩く速さも、みんなそれぞれ違います。それでもお互いを支え合って、一緒に目的地を目指さなければいけないのが探検部です。日ノ岡さんは少し、自分のペースよりも歩みを急ぎすぎてしまった。日ノ岡さんは、自分で受け止められると思っているよりも、ずっと多くのことを我慢してきてしまったのかもしれませんね」

　───だから、疲れた心を休ませる小休止の時間や、途中で倒れてしまわないように前へと進むエネルギーをくれる飴あめちゃんだって、それぞれ必要です。

　そう御陵は語りました。

　小さく嘆息しながら、すばるもまた御陵部長に口を添えます。

「強さとやせ我慢には、たいした差違もなかろう。まあ迷めい妄もうも仕方ない。慣れて、身に馴染むまで、一進一退を試してみるがいい」

「トライ・アンド・エラーですね！」

　雨乃が嬉しそうに言葉を付け足しました。

　御陵もまた微笑み頷きます。

「ええ、そうですね。トライ・アンド・エラーです」すまなげに御陵はすばるをふり返ります。「すばるさん。もうすこし待ってください。あと一日だけ」

「───うむ。心得た」

　御陵部長の姿を頼もしそうに見ながら、すばるは頷きました。




「日ノ岡さん。明日またお聞きします。今晩もう一度、落ち着いて考えてみてください。わたしたちはまだ三日間は滞在します。滞在中の食料の確保や、雨乃さんの試験などもありますから」

「待ってもいいけど───」

　そう切り出した稲荷は、ぴっ、と一通の封書を取り出し御陵に差し出します。

「これは……？」と御陵。

「仮に、ほむらが招待を断ったとしたら、東野一人だけでは虚惑星には残れない。それは調査官の原則でしょ。だから、ほむらがあきらめるんだったら、東野も一緒に帰還しないといけない。さすがにここまで来てそれは非効率だし、東野だって不本意でしょ───だったらあたしが残る」

「……稲荷先輩が？」

　意外な言葉に驚くほむら。東野も同じく驚きます。

「もちろん、すばる姫のお許しがあれば、ですけれど」

　とすばるを窺いながら話を続ける稲荷。

「その封筒は、うちの両親から無理矢理奪ってきた念書と、モリちゃんから追加で貰った委任状だよ。佐保のやらかした怪我じゃないけど、そういうこともあるかなって備えておいたの。だからマヨ、最後はあなたが決めていいよ」

　稲荷は、どこまで見越していたのか。

　稲荷は少しばかり大人に近づきすぎた、と藤森顧問は言いました。リーダーの条件とは、最悪の事態を考えて行動するというフレーズはよく耳にしますが、本当にそれを考えるのは、気がめいる、つらい作業です。

「そんな勝手な……俺が一緒はイヤだって言ったらどうするんすかぁ？」

「バッカ、バァーカ」

　東野の背を大げさにひっぱたく稲荷。

「欲張りのあんたがこの機会を逃すはずないし、だいたい、あたしとのユニット結成をことわるとか十年早いのよ、このっ」

「……直すなおさんは、アヴギスちゃんのために、元からこちらの逗留を計画していらしたのでは……」

　うらめしそうなジト目で稲荷をにらむ雨乃に、どきりと飛び上がって慌てる稲荷。

「───！　な、ななな、何を言う！」

「いーなー。そんなことなら、ボクも予備のバッテリーを持参して、一緒に残らせてもらえばよかったなー。ボクも初雪ちゃんともっと仲良くなりたいなー」

　涙を拭うほむら。

　和んだ彼らの表情を眺めているのは、ほむらだけではありませんでした。フゥ、と仕方なさそうに嘆息するすばると御陵真世の目が合います。

「わ、わたしだって……できるなら……」

　とちょっと、はにかみながら呟く御陵。そんな彼女に、稲荷が優しく言葉をかけます。

「知ってるよ。ほんとはマヨが一番、ここにいたいんだ。でもそんなの自分に許したら帰れなくなっちゃうもんな」

「うん……」

　寂しげに頷く御陵。

「今回のミッションでは転送環をこちらに残してはいけませんし、それに雨乃さんは、沙毬ちゃんのためのデータを持ち帰らないといけませんから」

　そうでした……と雨乃がしゅんとします。

「だからもちろん、わたしも予定通り地球に帰りますよ。部長ですから」

（真世先輩……）

　確かに、いま彼女は探検部の部長でした。ほむらを初等調査官に任命した時の、頼りなげな彼女の姿とは、もうずいぶんと違います。




　そして、その晩のこと。

　気持ちを落ち着けて、しっかり考えようとしながらも結局、寝入ってしまったほむら。

　彼女は夢をみました。どんな夢だったのかは、すっかり忘れてしまいました。

　けれど───








　夢見る者が、夢を夢だと認識できるなら───

　孤独の内に閉じ込められた、この平凡で月並みな日々は、何者かが想いを束の間遊ばせただけの人形劇らしきものと言ってみたって、べつに構わないはずだ。

　もとから魂など持たない人形たちの、チープでからっぽのドラマだ。







　ずっと忘れていたあの人。

　心深くにしまいこんでいたはずの、彼のこと。

　海面に浮き上がる泡のように思い出されたきっかけはわかってる。東野巧の傷つき倒れた姿に、心揺さぶられたからだ。

　ほんの一瞬の思い違いでも、彼を失うと意識した私は、私の本心をすこし垣間見た。

　背の高い人だった。

　年上の人。

　私よりもよく喋ったり、そうかと思えば、一日中ずっと黙っていたり。

　勝手で、愚かで、平気で他人を傷つける。

　何でもうまく出来るのに、一つも長続きしない。

　ただ好奇心に身をまかせようとする。

　だからいつも手痛い失敗をして、傷ついてる。でもすこしも後悔していない。

　東野巧とはぜんぜんちがう。







　あの琥こ珀はく色の喫茶店。

　コーヒーに何杯もブラウンシュガーを入れて、スプーンでかきまぜる彼の手が、ぼんやりと浮かび上がる。

　四本の指先に硬い弦ダコがある。

　私に触れたあの指だ。

　彼が言った。懐かしい声。泣きそうだ。

「もしさ、この椅子と机がタイムマシンだとして」

　タイムマシン……？

　そんなものあったら、保険に入る意味無くなっちゃって、うちのお父さんの商売あがったりだなぁ。

「未来なんて無いって、ほむら」

　───未来が無い？

　過去でも未来でも自由に行けるのが、タイムマシンでしょ？　何言ってんの？

「そういう、ただの答え合わせみたいな、ご都合主義っぽいのはタイムマシンじゃないんだよ。ディズニーランドでお客を運んで勝手にぐるぐるまわってる奴と変わんない」

　ホーンテッドマンション？　イッツ・ア・スモールワールド？

「そ。スモールなワールド───本当のタイムマシンはさ、自分の記憶も経験も成長も、ぜんぶ無かったことにして、やり直す機械」

　そう……確かにそんなことを彼は言っていた。私は彼を馬鹿にして笑った。

　そんなの意味がないじゃない。

「なんで」

　ぜんぶまっさらにして、過去に戻るんでしょ？

　それじゃあ、また同じコトを繰り返すだけじゃない。

「俺はそうは思わないけど。ギリシャの偉い学者さんが言ったらしいぜ。ロジックには《真》と《偽》の二つの値あたいのほかにもう一つ隠されている。それは《未来》だってな」

　馬鹿馬鹿しい。

　なにもかもが元通りに戻された過去の世界から、どうして、違う未来が生まれてくるだろうか？

　それこそ、ご都合主義っぽい。カガク的じゃないと思うよ。

「どうかな。ほら、武士道は死ぬことと見つけたり、なんて言うじゃん。誰が言ったんだろな。宮本ムサシかな」

　こんどはなんの話？　タイムマシンは？

「関係あるんだよ。聞けよ───がむしゃらに生きようとすると、限りなく死に近づいていく。自分が、あっいま、俺すげー生きてる、エンジョイしてるぜ！　とかそんなふうにふり返る余裕なんて無くなる。客観的に自分を見る余裕なんてなくなる。それが生きてるってことだろ」

　つまらないね、それじゃ。なんだか怖いし。

　どこまでも自分が変わってしまっても、それがわからないなんて。

　自分が見えないって、まわりが見えないってことでしょ？

「まあそうだけど。映画とかだと、ずっとつらい想いをして生きて、死ぬ直前の一瞬だけ『あっ、これでよかったんだ。俺ハッピー』なんて自分肯定して幸せに死にました、みたいなストーリー、あるだろ？」

　あるね。

　べつに映画のなかでくらい、幸せになんてならなくていいのに。

　他人が不幸になったほうが面白くない？

「音楽でもなんでも、テンプレは大事だろ。でも、あれっておかしいよな、ほむら」

　うん。もっと名前を呼んで。

「だったら、どれだけ報われない一生でも、最後にぺとって、ハッピーエンドをつければいいんだろ？　そんなのはおかしいぜ。本当に大事なのは、たぶん、いつのまにか通り過ぎてる、たった一日だ。聞いてんのかよ、ほむら」

　───うん。

「人生で一番幸せな瞬間があったらいつでも、そこに戻れる。他は要らない。何度でも戻ればいい。それが本当に自分にとって幸せなら」

　あなたは今、幸せ？

「もし、この椅子と机がタイムマシンだとして……。こないだの、すげー雨の日。あそこで雨宿りできなくって、ほんとはちょっと後悔してるだろ？」

　やめてよ。そんな話。

「あの瞬間に戻ってみたら、今度はほむらも気が変わって、断らないかもしんねーぜ？」

　断るよ。

　私は門限があるんだから。

「俺たちがつきあい始めたきっかけって、思えば、お前が『サマータイム』で俺の横に来たからだろ」

　そうだ。

　ライブのあと、中学時代の友達と行ったあの店。

　馬鹿騒ぎして。超ウケた、そんな振りをして。死ぬほど退屈だった。

　自分からは、一言も喋らなかった彼。

　私が彼を見た。彼も、私を見ていた。

「タイムマシンであの瞬間に戻ったら、ほむら、また俺を選んだ？」

　……選んだ。

　あなたを、選んだ。

「未来なんてねーよ、ほむら。未来を想う気持ちがあるだけ」

　未来はある。

　むしろ過去なんて消え去ったものだ。

　過去を想う気持ちが、ここに、あるだけだよ。







　気付けば私は、喫茶店に一人でいた。

「ほう、それがお主の懸け想そうの相手か、ほむら」

　店の奥でずっと気になっていた、ぼんやりとした人影が、言った。

　親しげな雰囲気だけど店のオーナーじゃない。

　誰だろう？

「名乗ったところで、目覚めたお主は憶えてはおるまい。三度目の逢おう瀬せになるというのに、つれないのう。じゃが、それでもあえて名乗っておくか」

　はあ、それはご親切に。

「我は、プレイアデスと申す者───」

　……プレイアデス？　すばる……さん？

「すばるではない。すばるの幼き頃の姿に似通ってはいるが、そのままというわけではない」

　どこかで会いましたっけ？

「ふむ。一度目はすばるとの果たし合いのなかで。二度目は《だいだりだい》の庭で顔を合わせておるのじゃがな……」

　忘れてしまいたいほど、ひどい記憶ってことなのかな。

「……お主は自分のことを、よくわかってはおらぬようじゃな。お主と向かい合い、火球の技わざで切り結んだ時、すばるは《力の石》を通じて、お主の自由を束縛しようとした。しかし束縛はかなわなかった。お主の心には、厖ぼう大だいなるものがうごめいておる。その把握が及ばず、拙せつも遅れをとった」

　なに？　なんですか？　それ？

「わかれば苦労は無い。すばるも推し量ろうとはしておるが、至らぬようじゃ。我もまた、それを見極めようとしておる───よいか、ほむら。それを果たすまでは、このプレイアデスは、お主の味方ではない。どちらかといえば敵じゃ。お主は、この飛泉の城にまぎれこみおった夾きょう雑ざつの徒とじゃ」

　敵って……

「すばるは鈴蘭と離れた寂しさを、お手前どもで埋めようとしておるのじゃろうが、我は違う。心しておけ。まあ、お主に興味が無いといえば噓になるが？」

　…………はぁ。

　でも、すばるさんから直接、プレイアデスさんのことは聞いたことが無い。

「すばるからの招請を受ければ、おそらく《力の石》の秘密も、吐露することもあったのじゃろう。なれば、目覚めたお主と会う機会もあったのじゃろうが……」

　ごめんなさい。

　でも……私は、もう選んでしまったから。

「うむ、仕方なかろう。それは、すばるも大いに落胆してはいる。物わかりのいい素振りで取り繕ってはおったが、その実、しょげ返って、今も酒をかっくらってふて寝しておる……それでもお主を責める気もその謂いわれも無い。我もまた、すばるの油断で、こうして顕現することもかなったわけじゃし……」

　───え？　なに？

「警告じゃ。お主に伝えねばならぬ警告がある」

　唐から金かねの傀儡くぐつ……のこと？

　それならもう聞いたけれど。

「……お手前たちは《サカシキの砦》の封印を解いたな？……お手前たちが『神殿の遺跡』と呼んでおった廃砦で為したことを言っておるのだぞ。あろうことか、放浪者たちすらも触れぬ禁忌を、お手前たちは犯した」

　私たちのせい？

　そういう話なら、プレイアデスさんもあの時一緒にいたんじゃ？

「たわけが。我は根こん限かぎり引き留めようとしたのじゃ。お主らが、引き金を引いたのは間違いない。しかし……」

　思案する彼女の姿が急におぼろになった。

　けれどすぐにまた明瞭に戻って、彼女は言った。

「よいか。傀儡師に気を許すな」

　くぐつし……？　誰だっけ。

　それに、そんな警告をされたって、どうせ忘れてしまうのに。

「───忘れはさせぬ」

　えっ……？

　少女はいつのまにか触れるほど間近に迫って、こちらを挑むように見上げていた。

　私の音おと羽わ中の制服は、いつのまにか青藍の探検服に変わっていた。

「これは、決して忘れさせぬ。心に壁もめぐらさず、吞気に語らいおって。ここまで我を招き入れて侵入を許したのは、ほむら、お主じゃ。人傀儡の術はこれほど甘くはない。後悔せぬうちに、すばるの手ほどきを受けるのじゃな」

　プレイアデスが触れた指先から、流れ込んでくるものがある。

　走り出さずにいられぬ焦燥。

　吐き気を催す恐怖。

　それはすばるの、幼き五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめのみる悪夢の光景だった。







　《ドゥーブレ》の邑むら───

　智慧ある者ソロンたちの、縁よすがの郷さと。

　それが今、幾筋もの煙をたなびかせて炎上している。

　叔母上の手が私の指先を、痛いほどかたく握りしめている。

　我は／身どもは／私は、赤々と照らされた街を逃げ惑っている。

　街のあちこちで矢を射られ倒れた人々がいる。

　小さな街のその一人一人の顔を、私はよく知っていた。

　恐ろしい侵入者たち。そして、覆い布をまとった背高い異形の影が走り抜ける。そのシルエットは明らかに人ではない。

　そんな地獄の中で、私の友とも垣がきの一人が戦っている。

　逃げ惑う者たちを背に庇かばいながら、果敢に立ちはだかって。

　彼女だ。私が姉同然に慕った、叔母上の最良の教え子だったあのひとが。

　塵劫術マテマテカを振るい、襲撃者たちに壮烈な雷撃を放つ。

　その彼女が、唐から金かねの腕に刺し貫かれた。

　いともたやすく命を散らした。私の胸は張り裂けそうだ。

　───なのに、叔母上は私の手を離してはくれない。

　私は父上の名を叫び、助けを乞う。

　視界を歪ませる火炎が、私を、取り巻いていく。
























　───桃山荘の寝室で、ほむらは目を覚ましました。

　烈はげしく動どう悸きがする胸を押さえながら、呼吸を整えようとします。

　わずかな呼吸のうちにも、夢の残り香は霧散し薄れていきます。

　同室に眠る仲間たちに気をくばりながら、そっと寝所を抜けだして、ログハウスのベランダへと忍び出ました。

　虚惑星の夜は間もなく明けようとしています。

　この高原地帯の特徴の、深く霧がかった肌寒い空気。

　朝焼けの雲間から、天空へと昇るベーグルがうっすらと色づいています。

「……ほむらさん」

「アメちゃん」

　ぼんやりとした雨乃が、ほむらを追ってふらりとベランダに現れました。

「ボク……夢をみたような気がします」

　待機モードの彼女は、人間でいう睡眠状態になります。

「……へえ。アメちゃんも夢をみるんだね。夢見る宝石だねぇ」

　ハイ。考える石ですから。夢だってみますよ。

「……でも、思い出せないんです。こんなことは初めてです。帰ったら舎人さんによく調べていただかないと……」
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　冬の平日。

　ふだんの通学路とは逆方向にある、丘の公園へと延びるゆるやかな坂道。

　青藍高校のえんじ色のジャージを着た女子生徒たちが、たらたらと文句を垂れながらランニング中。一年Ａ組とＢ組、二クラス合同のスポーツの授業です。

　地球に帰還したほむらも、その集団の後方にいました。

「ほー、ガブリエッラも東野くんも、とうぶんあっちの星に行ってるんだ」

　ほむらの隣を走る牧野。この寒いのに上着を腰巻きにしたＴシャツ姿が元気なこと。

「うん。まあね」

　ほんとうは東野が虚惑星で、ガブリエッラは地球のブラジル滞在なのですが、そこまで正確に伝える必要はなさそう。

「ガブちゃんがいなくてクラスうちの連中も残念だけど、そりゃほむらんも寂しいよねぇー」思わせぶりな牧野の言葉。

「べつに、そんな長い期間ってわけじゃないし」

　地球時間では、そのまま九日間の不在。ちょっとのんびりめの海外旅行へ行ったのだ、とでも考えれば、たいした日数でもありません。

　未踏地を踏破するような、危険の伴う遠征ミッションであれば、部員たちの待機の仕方も変わってくるのですが、今回のような一箇所にとどまることを前提とした、文化交流が目的のミッションでは、ほむらも通常の学校生活を送れます。

　一応、名目上はほむらも待機メンバーに名前をつらねてはいますが、そのために二十四時間自分の居場所がわかるように報告したり、万が一に備えて部室棟で寝泊まりするような必要はありません。専用端末さえ携帯していれば事足ります。

　ちょうど苫小牧探検部の緊張感に似ているのでしょう。あちらの主なミッションは天体観測ですが。

「なんだか珍しいかなー。ほむらんがこっちに残ってるのは」

「私もそう思う。なんだかんだで出張が多くってさぁ」

「ガブちゃん用にセリフも直したのになあ。衣い裳しょう合わせやらせてくれないかなあ」

「まだそのキャスティングあきらめてなかったのか」

　器用に腕組みしながら走る牧野。

「……ところで、ふたりとも……」

　並ぶ二人のすぐ前で、はぁはぁ息を切らし不満げにふり返ったのは九条織江です。

「……どうしてさっきからずっと、あたしのあとを走ってるの」

　さっさと行けばいいのに、と呪わしげな視線で先へ促します。

　だらだらと走ってきたほむらたちの周辺はもう、ランニングが不得手か、もとからやる気の無い女子ばかりのゆるゆるへろへろな集団です。

　そんななかで、牧野はぽつりと、

「そういえば、ここにも舞台映えする人がおったけぇのう、ほむらん？」

「はっ！　そうじゃ、そうじゃのうマキちー。声を出すなら肺活量は大事だ？」

　全然余裕の表情で顔を見合わせるほむらと牧野。

　若干バテ気味の九条の横に並ぶと腕を添えて、ぐっと足を速める牧野。

「九条さん、ふぁい、おー！」

「ふぁいおー！」

　すぐにほむらも続いて、戸惑う九条の脇にぴたりと張り付きます。

「ちょっと───ちょっと？」

　……そんなふうに友人たちとたわむれる間も、ほむらの胸からは、漠然とした不安が離れません。

　彼かの星の時間は、地球で待ち明かす側の六倍という速度で、またたくまに過ぎ去っていきます。虚惑星で取り返しのつかないことが起きても、即座に駆けつけることはかないません。重なる想いの隔たりも、孤独の時間も、忘却の速さも、すべてが時の急流の彼方にあります。




　───そんなとある放課後。

　なんとなく落ち着かない気持ちを振り切って、ほむらは御陵を誘ってみました。

　かねてより計画してはいたけれど、タイミングが合わずにいた思いつき。それを雨乃と一緒に実行しようとしたのは、この慣れない気持ちを紛らわせようとしたせいかもしれません。

　廊下でつかまえた御陵部長は、ちょっと口元に手をやって思案すると、こんなことを言いました。

「でしたら、我が家へ、いらっしゃいます、か？」

「えっ」

「部長のおうちにですか？」と雨乃。

　それはちょっと予想外な申し出でした。実はまだ、お気に入りの喫茶店などを見繕っていたところで、場所までは決めていませんでした。

「でも……」

「もしかし、て、すばる姫の招待を断った、こと、を、気にしています、か？」

「…………」

　まだ一度も訪れたことのなかった御陵先輩の家。

（ぬ、ぬぬぬ……これって東野くんを出し抜ける絶好の機会、だけど……）

　大いに興味はありますが、しかし先輩の家ということは、かの御み陵ささぎ義よし寛ひろ議員の家でもあります。

　本来なら、虚惑星に滞在しているはずのほむらが、それを棒に振って、平気な顔で御陵の家に遊びに行く……というのはまた体面の悪い話でした。

　ほむらの招請は、御陵議員にも請願のかたちで届いていたのですから、議員も文化交流ミッションの関係者と言っても過言ではありません。

「………………」

　がくりとうなだれて言葉の無いほむらに、御陵が微笑みます。

「父、は日中は、あまり家にはおりません。今日もきっと、帰りは遅い、でしょうから、大丈夫です、よ」

「そうですか……」

　それでもあまり気乗りはしないほむら。こんな時でなかったら……喜び勇んで向かったものを。

　ふと、隣をみると雨乃は平然とした顔をしています。

「もしや……アメちゃんは行ったことある、とか？　先輩の家」

「はい！　稚鮎さんと一緒に何度かあります。ああ、たしかまだこのボディに成長する前にも伺ったんですよねえ」

　こくりと頷く御陵。

「ほう」

　きらりと目を輝かせ、妙な負けん気が湧いてきたほむら。

　あとから雨乃と共に家を訪ねます、と先輩に約束をとりつけ、その場は別れました。




　そして放課後。

　到着した御陵の屋敷前に、呆然と立つほむら。

　洋菓子店に立ち寄って、雨乃と一緒にお小遣いを出し合って買ったケーキの箱が限りなく小さく見えてくる、重厚な門構えです。

「なんじゃこりゃあ……観光名所かっ、武家屋敷かっ！　いや実際そうだっけ……？」

　首をひねるほむらの前で、雨乃は勝手知ったるふうでインターフォンに向かいます。

　スピーカーから女性の声が応じます。雨乃がぺこりと挨拶をすると、真世お嬢様から伺っております、と通用門から中へと通されました。

　要所に警備カメラも備えられてものものしい雰囲気。さまざまな事業に携たずさわっているという有力議員宅ともなれば、これで普通なのかもしれませんが、ほむらはおっかなびっくりです。

　門の内側にいた、警備の壮年男性にも挨拶をして、あらためて屋敷玄関へと向かいます。

　ほむらは「ひょえー」とか「うへぇー」とか、雨乃の背にくっつきながら、すっとんきょうな感嘆の声をあげっぱなし。

　そういえばインターフォンの声は、なんだか随分渋々と迎え入れるような雰囲気でしたが……よもや玄関前に、薙刀を構えた和装の老婦人が立ちはだかっているとは、思いも寄りませんでした。

（って───薙刀ァ!?）

「性懲りも無くまた参ったのですね、雨乃さん」

　丁寧な口調の厳しい声色。手に持った得物さえなければ、ちょっと親しい間柄の挨拶に聞こえなくもないのですが……

「こんにちは、北きた大おお路じさん」

　にこやかに雨乃が挨拶しても、婦人はいっそう敵意をつのらせるばかりです。自分の挨拶も忘れて、そのするどい切っ先に目を奪われるほむら。

（ちょ……よく見たら、あの薙刀ホンモノなんですけど……！）

「こちらは、日ひノの岡おか穂ほ群むらさん。真世さんの探検部の後輩で、ボクのお友達なんです」

「…………」

　無言でほむらを一瞥した北大路婦人は、やはり戦闘態勢を崩さずじっとこちらを睨んだまま。着物の上に羽織った白い割烹着がそのまま戦闘服のようです。

　雨乃の耳元に口を寄せて、ささやくほむら。

「ね、ねえアメちゃん……!?　この家は、門番を倒さないと中に入れないしきたりなの？」

「……まさか！　ただうーん、ボクどうやらあの方から目の敵かたきにされてるみたいで。今日は、ほむらさんを巻き込んでしまったようですね」

　ひそひそ話をちゃんと聞きつけていた婦人が、一喝。

「耄もう碌ろくクソババア呼ばわりされた侮辱は忘れておりませぬぞ!?」

「ボク、そんな失礼なこと言いましたっけ……？」

　首をかしげる雨乃。

　その髪が揺れた先を、きええ、と気合いの声をあげる婦人が刃やいばを一閃。雨乃も慣れた様子で、それをひょいと避けます。

（今、庭木の葉っぱがスパって、スパって……！）

　そこへようやく救いの女神が現れました。

「そのへんで、北大路さん。あまりご無理を、なさって、は……」

　着物姿の御陵が玄関先にしずしずと進み出ます。

「───真世お嬢様」

　御陵の言葉に婦人は嘆息すると、一礼して退がります。

　きっ、と雨乃に一瞥くれるのも忘れません。

　そんな一悶着の後、御陵が二人を連れ、部屋へ案内しようとしていた矢先のこと。

「……っ！」

　ばっと、雨乃がふり返ります。

　何事かと一緒にふり返ったほむらと御陵の視線の先に、廊下の角に手をついてうずくまる婦人の姿がありました。

「───北大路さん！」

　真っ先に異変に気付いた雨乃が名前を呼んで駆け出します。すぐに、ほむらたちも後に続きました。

「……っ……」

　ところが、雨乃は婦人のずっと手前で足を止め、その場に立ちすくんでしまいました。先に向かった御陵が、婦人の傍らにしゃがみこんで具合を見ています。

「……アメちゃん？」と様子を伺うほむら。

「…………あ……すみま……せん」

　雨乃は何が起きたのか自分でもわからず、呆然としているように見えました。




　池のある中庭に面した、縁側の廊下を歩くほむらたち。

　格式のある御屋敷に目を見張るほむらに、前を進む御陵が申し訳なさそうに語ります。

「北大路さんは、我が家の家か政せい、をお願いして、いる方、のお一人で、わたしが生まれる以前から、うちにいらっしゃい、ます。還暦を迎えても尚なお、矍かく鑠しゃくとなさっている、方なのだけれど、このところ腰を痛めて、しまって……」

「はぁー、そうだったんですか。深刻な発作とかでなくてよかった……あんな無茶をするからですよ。ねえ、アメちゃん」

「……はい……」

　やっぱり雨乃は何かヘンです。けれどそんな心配をしてるうちに、御陵の部屋までやってきました。

　どっしりとした木造屋敷の一角にある真世先輩の私室は、分類上はいわゆる和洋室でした。けれどその和洋は、はっきりとは分離しておらず、二つの部屋の間に横たわるように木もく彫ちょうが壁に装飾されていたりなど、凝った設計になっています。

「うわぁ……」

　思わず声をもらすほむら。

　飴色の美しい木肌の床板は、その一部が寄木細工のようになっていて、ほむらたちが歩くとほんのかすかにきしみの音を立てます。

　広い部屋の各所には控えめに観葉植物があり、また敷居となる屛びょう風ぶが配置されて、ただ重厚さで圧倒するばかりではない、落ち着く雰囲気を醸し出しています。

　このまま、一冊の写真集にしてあげたいような、とても美しい部屋でした。

　そしてなにより、ベッドよりも書斎机よりも、マンガ本がびっしり詰まった本棚よりも（そんなものはないのですが）、部屋の主役となって目をひきつけるのは、優美な曲げガラスの水槽でした。

　鮮やかなグリーンとブルーの水槽のなかで、輝く金魚たちが、ゆらゆらと身をくねらせています。

「わわっ、金魚……このお屋敷のなかで見ると、なんだか鮮やかな着物みたいだ」

「はい。お魚はいいですねえ」

　やはり感激している雨乃と一緒に、珍しげに水槽に貼り付くほむら。

「可愛いでしょう？」と御陵。

「はい！───あ、着物といえば先輩はいつもおうちでは着物で過ごしてらっしゃるんですか？　やっぱラクなんですか？」

「ええ。物心ついてから、の身についた習慣というところ、ですか。べつに楽ということは無いの、です、けれど」

「東野くんも連れてきてあげられたらよかったなぁ。きっと喜んだろうに」

「ええ？　そうですか？　東野くん、も道場ではいつも稽古着、ですから、それほど目新しくはない、と思いますけれど……」

「いえいえ何をおっしゃいますか。大喜びですとも」

　先輩自身は、ああは言っていますが、いつもよりも吃きつ音おんの度合いが軽くなっているのには、ほむらもすぐ気がつきました。やはり自宅と着物の効果に違いないです。




　洋室側の小さなテーブルを囲んだ三人。

「それじゃ、あらためて……」

　御陵と雨乃が見守るなか、席を立って一応幹事役らしく音頭を取るほむら。

「えー、先輩のマイホームにまでお招きいただけちゃうとは、予想外でしたが……とにかくではでは、本日はお日柄もよろしく真世先輩のＪ大学合格をお祝いしたく！」

「はい」

　嬉しそうに御陵が微笑みます。

「おめでとうございます！」

「本当におめでとうございます、部長」と雨乃。

「ありがとう、雨乃さん……わっ」

　雨乃の手にぽんと現れた小さな花束に驚く御陵。

　ケーキと紅茶を用意して、ささやかなお祝いです。

　雨乃の前にもちゃんと彼女のぶんが用意されています（誰が食べるのかはさておき）。

　お気に入りのお店からテイクアウトした、それぞれ異なる小ぶりで洒落たケーキ。

　興味深そうに見つめる雨乃に、

「アメちゃんも味見してみる？」と水をむけて誘ってみるほむら。

「い、いいんですか？」

「では、わたしのもいかがです？」と御陵。

「いえ、今日は部長の合格祝いですから、それはさすがに……で、でも、じゃあ、お言葉に甘えまして」

　ほんのちょっとフォークに載せた一切れを、大事そうに口にする雨乃。

　そんな彼女の横で、ほむらは先輩からお借りした食器に目がとまります。

「あっ、そのカップ……」

　御陵の持つ、魚の柄のティーカップは、少し以前に探検部一年から御陵に感謝をこめてプレゼントしたものです。

　カップを手に、ちょっと誇らしげに御陵が微笑みます。ほむらもまた気恥ずかしながら、嬉しい気持ちになります。

（ここに、東野くんがいれば……）

「……いやでも、Ｊ大学とはすっごいですね～。うちの学校だって、歴代でも数えるほどでは!?」

　さすがにそこまでではありませんが、競争率の高い学部に進学がかなったのは確かです。ほむらにとっては雲の上の世界の話なのは間違いなく。

「今日は三人きりですけど、また稲荷先輩や、東野くんが戻ってきたら、盛大にやりましょうね!?」

「はい。でも、日ノ岡さん？　わたしは、あまり華やかな席、よりも、身近な人に祝っていただくのが、一番嬉しいんですよ。どうも、ありがとう」

「あ……こ、こちらこそです」

　御陵家の子女ともなれば、祝い事があればそれは盛大なパーティとして催すのだろうか……と今更のように思い当たったほむら。

　自分の合格についても先輩は謙遜しますが、周囲のすべてから合格して当然と思われているのだとしたら、その重圧は大変なものでしょう。

「では受験も一段落したことだし！　これでもう存分に羽を伸ばせますね！」

「はい」

「ちょっと、ミッキーでマウス的なところにでも繰り出しますか？　なんなら明日でも！」

「ドナルドなダックっぽいところですか？　わわっ」

　これは遊園地の話題かと察して、雨乃も目を輝かせます。

　しかし、残念ながら御陵は済まなそうに頭をさげました。

「明日は全国の、探検部部長の会合、がありますので、藤森先生と一緒に大阪へ行ってきます。留守の間はお願いします、ね？　コマちゃんも一緒に、行きます。何かあった時は、まず多賀くんと棚倉先生が対応します、から」

「あら……」

　ついに遊びに行けるかと思いきや、また部活動に専念とは。

「そ、それはご苦労さまです。先輩にとっては探検部って……おうち関係のおつとめや、サラリーマンのお仕事みたいな感覚とは、またすこし違うんですね？」

「はい。もちろんです。もちろん、楽しいだけではないのです、けれど」

「……お仕事でも義務でもないとしたら……いったいなんなんでしょう？」

　とすこし深刻な顔で尋ねる雨乃。

「それは……」口元に指をあてて思案顔になる御陵。「きっとまだ、お話ししても伝わらないかも、しれません」

「あ、秘密ですか」

　がくっと頭を落としたほむらに御陵が微笑みます。

「じゃあ……ヒント、だけ。冒険って、なんでしょう」

「「───冒険？」」

　後輩二人のセリフがハモります。

「はい。冒険、です。わたし、は、探検部に入部して、実際に虚惑星での活動を、はじめる以前は、危険に挑むことが、冒険なのだろう、と、そう思っていました」

「でも……今はもう違うんですね？」

　雨乃がそう言葉を添えると、御陵は嬉しそうに、はい、と頷きました。

（冒険、かぁ……）

　東野や他の探検部の仲間を前にして、ほむらはあえて未知の事態へ飛び込んでいったことがありました。最初は不安いっぱいで、やがてこれこそが冒険なのだろうと漠然と感じながら。そんな自分の決断をふり返ると、いまだに後悔と結果オーライの気持ちがかわりばんこにやって来ます。

　そんなほむらがふと連想するもの───探検部に入部したばかりの頃、ほむらは御陵家に伝わる家訓について、真世先輩から教わったことがあります。

『雪ゆき割わり草そうの心、候きざしを知り、春を待つ』。

　本来なら、決して揺らがぬはずの家訓であっても、共にそれを伝えられたすばる姫と、真世先輩のなかでは、長い時間と異なる経験で隔てられるうちに、その意味合いを変えてしまっていました。

　きっと、それと同じように、御陵真世部長にとっての冒険の意味は、いまはもう違っているのです。

「うーん」「うう～む」

　と、また雨乃と揃って頭を悩ませるほむら。

　結局その場では結論は出ず、会話は大学受験とその発表について話題に戻ります。

「───そういえば、ちょっと聞きにくいんですけど……上狛先輩はどうだったんでしょう？」

「コマちゃんは、第二志望に決まったそう、です。ちょっと落ち込んでました、ね」

「あ、やっぱり……推薦の効き目も無しですか？」

「推薦にはあえてしなかったみたい、です。コマちゃんは探検部の活動では、いつもとても堅実なん、ですけど……自分個人のこととなると、途端にチャレンジ精神旺盛になるんです、よね……第二志望の学校だって、よいところ、ですよ？」

「あっ、六地蔵会長は？　たしか国立を志望されて、ってことは……」

「そうですね。宝ちゃんの本命はまだこれからです。でも宝ちゃんなら、きっと」

　やはりまだまだ三年生は気が抜けないようです。気軽にお祝いなどと口にした自分が恥ずかしくなります。

　さらに話題は、前ミッションで舎人主任に依頼された雨乃の試験に関してに移りました。

「沙毬ちゃん用のパーツを、ボクのボディに一時的に同居させて動作を確認したんです」

「へーえ。あ、そういう時のことも考えて、同型にされてるんだ。なるほどね」

　まわりに美少女ロボットをはべらせたいだけの変態ではなかったのだ、と思い直して頷くほむら。

　前回のミッション中は転送地点から距離をとって移動するようなものではなかったので、たしかにうってつけの機会でした。

「……ところで、新しい体ってことは、あれかな？　これまでも何度か聞いてたメジャーチェンジの儀式だね？」

「はい！　パーツの作動結果も良好だったそうですので、もう間もなくボディを取り替えるんです。ついにボクと同じ年齢設定のサードボディです！　それがうまくいけば、虚惑星対応のボディもすぐですから」

「沙毬ちゃん、大きくなるんだ！　新鮮だなあ。ちなみに、それって私も見に行ってもいいのかな？」

「……！」

　無邪気にほむらが尋ねると、雨乃はすこし困り顔で御陵を見ました。

「───あれ？　となると、合格祝いじゃなくて、あれだ。七五三のお祝いみたいなものだね？　まさに成長の節目なわけだし！」

　乗り気のほむらの前で弱る雨乃に、御陵が救いの手を差し伸べます。

「舎人主任から許可をいただけたら、可能だと思いますよ。わたしから聞いておきましょうか？」

　ぜひ、と頷くほむら。

　それでも雨乃はやはりあまり浮かない顔をしています。

「ほむらさん。ボクから言えることではないですけれど……ボクはあまり見てほしくないかも……しれないです」

「そうなの？……さては、沙毬ちゃんの新しい体がナイスバディすぎて嫉妬しているとか！」

「それはないです」

　ぷい、とむくれて顔をそむけた先には困り顔の御陵。

「……あれ？　ないですよね？」

「ど、どうでしょう……機能的な面では舎人さん、からご相談を受けました、が、外見についてまでは、わたしも詳しく、は……。雨乃さんと沙毬ちゃんは、実験機として双子みたいなもの、とお聞きしています、から、外見にもそれほど差は無い、のでは？」

　共用できるパーツがあるくらいだから、それも当然かもしれません。

「むー。ボクだって、将来はナイスバディになるかもしれませんよ？　無駄に体が大きくてもバッテリー効率がよくないって、舎人さんはおっしゃいますけど」

（アメちゃん……恥ずかしいのとはすこし違うみたいだね……？）

　鼎の部屋でちらりと見てしまった、あれと関係があるのでしょうか。

　あの時、当人の沙毬は、ほむらならば……雨乃ちゃんのほむらちゃんならば構わない、と不思議な言い方をしていましたが。

　そんなことを考えたりもするほむらでしたが、雨乃の不穏な一言で思考中断されます。

「北大路さんも、お体を取り替えられるようになっていたらいいのに……」

　どきりとするほむらと御陵。

　さらに雨乃は自覚の無い言葉を続けます。

「介護をしても、いつかは亡くなられてしまうんですね……」

　落ち込んでいるようにも───もしかすると、ただ事実を確認しているだけのようにもみえる、そんな雨乃の微妙な表現は、ほむらの感覚をざわつかせます。

　彼女のなかでまだ哀しみは行き先がなく、迷っているのでしょうか。人の死に対する態度に正解があるかしら？　と告げた鼎結理の言葉が思い起こされます。

「アメちゃん……」

「雨乃さん……」

　御陵も気持ちは同じらしく二人はそっと視線を交わします。

「アメちゃん、それは北大路さんご本人には言わないほうがいいよ？」

「……ですね」

「えっ、ボクまた失礼なことを言ってましたか？」

　きょとんとする雨乃。




　帰り際、見送る真世先輩が、ほむらを呼び止めました。

　丁寧に今日の礼を伝え、そしてしずかに手を握ります。

　真世先輩の手。しっとりと少しひんやりとした指先。

「日ノ岡さん……皆さんのために、お時間をとれずにいて、わたし自身すまなく思っています。もっと遊びに行ったりしたい、ですね。けど……」

　握る手にぎゅっと力をこめる御陵。

「日ノ岡さんが、なにか心細いことがある時、には、いつでも、わたしがお話し相手になりますよ。わたしは、話すのは上手ではありません、けれ、ど、お聞きするのは得意、ですから」

「……あ、ありがとうございます。先輩」

　帰路の間も、ほむらは恥ずかしい想いで頭がいっぱいでした。

（……見抜かれていた……）

　ほむらが自分で口にしたように、東野たちの帰還を待てばよかったものを、お祝いをあえて今日に行ったことを───御陵の合格祝いを口実に、自分の寂しさを紛らわせようとしていたことを。

　今、傍らを歩いている雨乃のすこし変わった行動など、むしろ人間らしいのかもしれない、自分がとやかく言える立場ではなかったな……と、反省しきりでした。
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　その週明けの放課後。

　千せん胴どう本ほん町まち駅の改札口にて、鼎結理と待ち合わせ。

　この駅は日吉坂高校の最寄りにあたり、ほむらが待つあいだも、日ひ吉よ坂こ高ーの制服が何度も前を通り過ぎていきます。

　約束から十五分遅れでやってきた鼎の姿を見つけたほむらは、彼女に向かって微笑みかけ、手を振りますが、相手は手元に視線を落としたまま。歩きながら携帯をいじり、もう一方にはたい焼きを持ってモサモサとありついています。

　そのままほむらの前を華麗に素通り。空振りした手につられて、関係無い男子生徒たちが、きょろきょろと挙動不審になっています。

「ちょちょ、ユリちゃんてば」と慌てて追いつくほむら。

「なんだ、まだ待ってたの？　先に実験室ラボへ行ってればよかったのに」

「そ、そういうわけには───」

　今日は、鼎にとっても大事な日のはず。あまりそうは見えませんが。

　雨乃から今日のこの日が、沙毬のメジャーチェンジの予定日だと耳に挟むと、ほむらはダメもとで鼎に連絡をとりました。そして本馬技研への同行を頼み込むと、彼女は素直に聞き入れてくれました。意外にも。

「───沙毬ちゃんは？」

「あの子はもう、三日前から実験室ラボへ戻ってる。いろいろと準備があるんでしょう。舎人主任マエストロはあまり教えてくれないけれど」

　以前に鼎の部屋で会った沙毬も、おべんきょうする、と言っていました。考えてみれば、すでにあの時には準備が始まっていたのでしょう。

「これで……行かないの？」と、ハンドルを握る身振りで尋ねるほむら。

「スクーターで？　冗談。寒いから勘弁だわ。それにほむらを乗せるのもイヤ。なんかすごく事故りそう。しかもあたしだけ怪我しそう」

「なんで？　ちぇー」




　暖房の利いた電車と社用バスを乗り継いで、ほどなく二人は本馬技研に到着。

　胸には訪問者ビジターのカードを提げ、広いラウンジでぽつんとたたずむほむら。

　平日の本馬技研はさすがに人が多く、このロボット開発室のビル内でも、白衣や作業着のスタッフが慌ただしく通路を行き交っています。

「…………さて」

　と、ひとり腕組みしてみたものの。

　ここまで案内した鼎は、ほむらを放ったらかして何ど処こかへ行ってしまいました。

　ちらりと赤土苳子の姿も見えたのですが、申し訳なさそうな笑みで手を振り返しながら、そのまま通路を去って行ってしまいました。かなりご多忙な様子。

　ときおり、本馬の社員がほむらに目を留めますが、青藍の制服を見て納得してからは、またせわしそうに仕事に戻っていきます。

　雨乃も、そして今日の主役の沙毬の姿も見当たりません。

（どうしよう、この場違い感……）

　今さら現場を見学させてください、なんて言い出せるかな……と弱気になってきます。一応、御陵部長からも話は行っているはずなのですが。と、そこへ、

「ようヒノオカ。暇そうだな」

　とある意味いちばん場違いな雰囲気の人が声をかけてきました。

　ほむらが座っていたテーブルの隣に、どかりと腰をおろす白衣の青年技術者。

「舎人とねりさん───うっ、な、なんですそれ？」

　その手には、スライム状の不定形の物体が握られています。

「これか。これはデザインサンドという、微細なセンサーの塊だ。雨乃のボディにも同様の技術が一部使われている」

　そうやって粘土をこねるようにして遊ぶ彼には、葬儀の時の真摯なスーツ姿はもう見る影もありません。

「触ってみるか───そら」

「うわわわ」

　いきなり手をひっくり返して渡されたそれを、両手ですくい受けるほむら。どろっとした見た目に反して、さらさらと乾いていて手にもベトつきません。色は薄青色ですこし光沢があります。

　舎人が取り出したタブレット端末には、今まさにほむらが握っているデザインサンドが、刻々と形状を変えるリアルタイムのＣＧモデルとして表示されています。

「形状や応おう力りょくは即時モニタできる。それにこうやって……粘性を調節することもできる」

　舎人がタブレット画面のスライダーを操作すると、ほむらの手の中のサンドは、急に手応えを増して、ぱきっと割れるほど硬くなったり、はたまた指のあいだからこぼれるほどゆるくなったりと、面白いように感触を変えてみせるのでした。

「うわぁ、これは不思議。子供が喜びそうなオモチャですね！」

「それはちがう。これは大の大人が真面目に遊べるオモチャだ」

「ハハ……オモチャなのは変わらないんですか」

　そんな見知った顔に安心しつつも、はたと思いとどまるほむら。

「───あ、あれ？　舎人さんいいんですか？　あの、今日って」

「沙毬のメジャーチェンジのことなら、別にいい。俺にはもう何もしてやれることはないからな、あとは沙毬の問題だ」

「沙毬ちゃん次第……なんですか？」

「そうだ。俺はもう用済みだ。それこそあとは神に祈ってやるくらいだ」

　どういうことなのだろう？　と首をかしげるほむら。

　でもそれが事実だとしたら尚更のこと、あのまだ生まれて間もない少女のことが気に掛かります。

「い、い、わけ、ないでしょうっ？　こんなところで粘土遊びですか？」

　と、舎人の肩をがしっと握りしめたのは赤土苳子です。あちこち捜し回っていたらしく、はぁはぁと息を切らしています。

「粘土じゃない。これはデザインサンドといってだな───」

「知ってます！　主任が持ち場を離れないでください！　最終チェックに各種記録、非常時対応、そもそも現場主任たるあなたの号令がなければボディ換装が始まらないでしょう!?」

「わかったわかった。そう、ピーピー泣き声をたてるな雌毛豚マンガリッツァ」

「雌毛豚マンガリッツァ!?」

　赤土の剣幕に押されて渋々、ラウンジの席を立つ舎人。

「オホン……ごめんなさい、日ノ岡さん。今日ばかりはお相手が出来なくって」

（あ、やっぱりか……）

　すまなげに苦笑する赤土に、ほむらもばたばたと手を振ります。

「いやややや、こっちこそ、いきなりやって来てしまってすみません」

「こちらこそ。本当はいつ来てくれてもいいんだけど。ただ今日はね、機密の面もあるけれど、本当のところを言うと、あまり見ていて楽しいものではないから……同じ探査機の雨乃とも親しい日ノ岡さんには、やっぱり勧められない」

「え……？」

　さも言いにくそうに赤土が告げた横で、机の上で美しいピラミッドを建設していた舎人が一言。

「俺が許可しよう。御陵のお姫様にも言こと付づけされてたことだしな───それと、ヒノオカと少し話をしたい。先に行ってくれ、アカド。四分で済む」

　驚いて、舎人にいぶかしむ眼差しを向ける赤土。

「……スカイ君、でも、これは責任の所在とかいう問題ではなくて……それに藤森先生のやり方に干渉することになる」

「ヒノオカが自分からここに来たんだ。子供の理由なんてどうでもいいが、自分の意志で来た、その事実が重要だろ。ヒノオカが望むなら、見ておいたほうがいい」

　赤土は肩身を狭くしているほむらと舎人を見比べて、やがて小さく頷きました。

「……四分ですからね」

　赤土が通路の向こうへ去ったのを見届けた舎人は、残ったほむらに静かに告げました。

「おまえたち現役調査官のやり方に、大人が色々口を出すだろうが、そんなことは気にするな。大人は自分たちの知らない場所へ子供を行かせようとはしない。虚惑星はそんな小さな常識が通用する場所じゃない。今、何が必要かは、お前たちのほうがよく知っている。頭では言葉にできなくとも、ちゃんと感じている」

そういって舎人はほむらの胸の中心を指差すのでした。

「…………ハ、ハイ……」

（……カンチガイじゃなければいいんですけど）。

「───まあいい。話というのはこうだ。もう一度、おまえのことをよく調べておくべきだと思ってな。以前のサンプリングでは有効な結果を得られなかったが、別の観点から解析する用意をしている。俺もこのところ色々とやることが増えて、手がまわらなかったが、沙毬の件が落ち着けばその余裕も出来ると思う」

「また私の脳波をサンプリングするんですか？」

「そうだ。今度は雨乃と同時にサンプリングを行うつもりだ」

「アメちゃんと一緒に？」

　舎人が頷きます。

「以前の解析では、おまえの為に用意した精霊石は準位も低かった。地こ球ち側らで調達できる範囲で、雨乃の精霊石以上に準位の高いものはない。それに───どうやら、探検部の報告を読むかぎり、おまえと雨乃の間には、なんらかの必然的な関係があるとみていいようだ」

「それ、は……」

　舎人の言葉に、ぎごちなく頷くほむら。

「……はい。それは確かに私も感じてました。アメちゃんとは遠征ミッション中に不思議なことが何度も起きました」

　虚惑星で雨乃の身に起きた不思議な出来事。

　それは確かに、ほむらとは遠からぬ場所で起きていたことです。

　ひとり遭難したほむらの場所をさぐりあてたり、ほむらの想いを読み取ったかのように大きな力を発揮したり。ある時には──東野とも一緒でしたが──長距離の転移をしてまで空間を飛び越えて追ってきたりもしました。

「雨乃ちゃんさえよければ、私は構いませんけれど」

　ほむらに承諾されても、それがさも当然のように舎人は小さく頷いただけ。

「当然だな。あれだけ関係者を騒がせた虚惑星人の招待をことわってまで、地球にいるんだからな。そのくらいは協力してくれ」

「うっ……」

　ほむらには耳の痛い言葉です。

　舎人主任には直接関係ない話とはいえ、それを言い返してやれるほど傲慢にはなれません。気にせず続ける舎人。

「俺としては、多元ファイヤーボールの件が一番気がかりだが、雨乃との関係も見過ごせない要素になってきたわけだ。新しい手段と見地で、なにか発見があるかもしれない。準備が出来たらまた追って連絡する」

「はいぃ……またモルモットですか……」

　いつものように一方的にほむらに語り終えると、白衣をひるがえして、先へ向かう舎人。モルモットはともかく、ほむらとしてもサンデュリャークの件をもう少し聞き出すチャンスかもしれません。

「時間だ。オペレーション室へ行こう───ところで、ヒノオカ。おまえ満腹じゃないだろうな」

「え？　そんなことはないですけど……な、なんでです？」

「部屋を汚されては困るからな」

　もしや、午後のおやつでもご馳走される？　などと思いきや、舎人の返事は不穏な響きでした。そしてそれはこれまでの警告のなかでも一番親切なものでした。




　オペレーション室でほむらを待っていたのは、壮絶な光景でした。

　オペ室と、監視室および控え室は、ぶ厚いガラス窓で仕切られていました。まるで海外ドラマでみる取とり調しらべ室しつのような。

　十畳ほどの広いオペ室。その壁の二つは無数の平棚で占められています。残る二つの壁は、ディスプレイと計器、そしてほむらたちが覗いているガラス窓です。

　部屋の中央には無機質な寝台が置かれ、幾つもの関節を持つロボットアームが天井からさがっています。

　棚の幾つかは監視室からの遠隔コントロールで引き出され、その上には細かな部品が整然と並んでいました。それが沙毬の新しいボディの一部になるということはわかります。しかし……

（ものすごい部品の数。でも部屋の中に……沙毬ちゃんが、ひとりだけ……？）

　鼎の部屋で別れて以来の彼女。

　その幼い身体にぴたりと密着したボディスーツを着用し、部屋の寝台と向き合っています。あたかも初めて出会ったときのような、冷さめた無機質な瞳が見つめるのは、彼女の新しいボディとなる、骸むくろのごとく横たわる骨格でした。

　小型のアームで寝台にがっちりと固定された骨格は、身長はおそらく雨乃と同じか、少し小さいくらい。一見すると人間のものに似ていますが、その表面はプラチナ色の半光沢質。つるりと洗練された形状で、各所にさまざまな部品の接合部位を示す記号が小さく記されています。

　やがて、十人近い関係者の見守る厳おごそかな雰囲気のなかで、舎人がいつもと変わらぬ気楽な調子で語りかけました。

「───いいぞ、沙毬。どこからやる？」

『そやなぁ……』

　舎人主任の言葉がスピーカー越しに少女に伝わります。中は完全な防音のようです。おそらくこのガラス窓も向こうからは、透けて見えない加工がなされているはずです。

『……手ならしに疑似食道系からでも……ええかなぁ』

「わかった。中枢神経系は後回しだな。その程度なら工程は矛盾しない」

　舎人が傍らの技術者に目配せすると、操作パネルに向かう技術者が画面上でペン先をすべらせます。平棚がスライドしながら開閉して、また新たな部品が姿をみせました。

（食道系……っていえば……）

　いつも雨乃は、自分は食べ物は消化はできないけれど味はわかる、と言って自慢気にしていました。沙毬は、今その部品に向かっているようです。

　平棚から手元に移された部品のトレーに向かうと、沙毬はそれを一いち瞥べつするなり即座に組み立て始めました。

　自分の指先と、脇に用意された工具を使い、繊細な部品を組み立てていきます。

　監視室のモニターにもそれがクローズアップされ、プログラムが逐一その工程と接合箇所を判断し、照合されていきます。

　熟練の外科手術医を思わせる沙毬の手つきは正確で素早く、しかも人間のように作業と作業の間に息をつく瞬間がありません。早廻しの映像のように、みるみるうちに疑似食道パーツの機構全体がその本来の姿を現していきます。

　数分のうちに、沙毬はかちゃりとピンセットを台の上に戻し、舎人に報告しました。

『できましたえ』

「……よし。画像照合は良好だ。機能テストは神経を接続してからだ」

『はぁい。なら、お次さんはねぇ───』

（…………っ……）

　そんな沙毬の手際にも驚きながら、ほむらは、クローズアップされて再チェックされている疑似食道パーツの画像に目が釘付けになっていました。

　組み上がったそれは、色合いこそ金属色と乳白色のモザイクですが、まるでスーパーマーケットの精肉売り場で見かける丸ごとの牛タン……その小型版に、よく似た外見となっていました。

　次々と単調に、作業は続いていきます。

　沙毬が一つのパーツを完成させるたびに、モニターのチェックリストが一つ埋まります。枝分かれして折りたたまれたリストには、まだまだ膨大な項目がひしめいています。

　監視室のやや後方、控え室のエリアのソファにかけるほむら。

　室内に通されるなり開始され、繰り広げられる光景に圧倒されっぱなしでしたが、ようやく薄暗い室内に、注意を向ける余裕が出てきました。

　ほむらとはソファの反対側に腰掛け、やはりじっと沙毬の作業ぶりを見つめている鼎結理の姿も目に入ります。

　しばしば技術者たちは、進行中の作業からは注意をそらさぬまま、抑え目な調子で会話を交わしています。

　ほむらもまた、鼎のそばにすりすりとお尻をずらして移動し、スタッフの会話に交じってぼそぼそと語りかけます。

「ね、ねえ、ユリちゃん……このままずっと沙毬ちゃん、ひとりでこの大手術を続けるの？」

「ええ。最後まで一人でやる。誰も手助けできない」

「……えー……」

　ほむらが漠然と思い描いていたメジャーチェンジの儀式は、新しいボディがすでに完成品として用意されており、彼女の胸におさまっている精霊石を移し替えて、ひとまずは終了。そのあとで行われる、さまざまな動作テストがメインとなる、と考えていました。

　しかし実態は随分と違いました。

　鼎もまた作業に配慮しながら、低めの声でほむらに語って聞かせます。

「電子機器の動作しない虚惑星で、どうして虚惑星探査機だけが動作を許されているのか、あなたも疑問に思ったことがあるでしょう」

「…………えーと……」

　実はそんなに気にしたことはないのですが、一応、鼎の話にあわせてぼんやりと頷きます。

「それは自意識を持つロボットだから出来るのよ。ああやって一つ一つのパーツを把握して自分の肉体として克明に意識することで、セルフイメージを形作っているの」

「自分で、自分の体を……？　そこまで徹底的にやらないといけないもの……なの？」

「ええ。徹底的にやる必要がある。精霊石にしてみれば、探査機のボディは服や荷物のようなものだもの」

　セルフイメージが大切です、とは虚惑星へ最初に出立する前に、御陵部長からほむらが学んだ探検部の心得です。

　自分がなんとなく済ませていたその過程を、雨乃はこれだけ大がかりな、まさに試練として経験していたのでした。そしていま、沙毬もその後に続いて───

「たしかユリちゃん、自己増殖、って言ったっけ……？」

「ふぅん。そんなことは憶えてるのね……」

　手元のコーヒーを口にしながら、またガラス窓の向こうに視線をやる鼎。

「雨乃や沙毬は、古典的な自己増殖型の自動人形セルフ・リプロデューシングなオート・マトン。だから、部品さえ与えれば、自分で自分の複製を創造できる。個々の部品の動作原理を調べる手段だって持っているから、果てしなく時間をかければ、原料から複製を産み出すことだってできると思う……精霊石以外はね」

「…………そうなんだ」

　紙のカップの端を嚙む鼎の横顔。

　冷静に説明をしてくれているようで、その実、彼女もまた落ち着かず、そわついているのがわかります。

『───左右下肢末梢神経Ｂ属第十二群、くれますか？』

　スピーカーから淡々と届く沙毬の声。

　オペ室内ではさらに工程が進み、骨格を覆う人工筋肉や神経ファイバーの取り付けの段階になっていました。

　強力な油圧アームを補助として、太腿の人工筋肉を取り付けようとしている時に、トラブルが起きました。筋肉の片側の接合が不充分で、強い張力をかけて取り付けようとしていた筋組織がはがれて飛んだのです。

　ガラス窓にびしゃりと叩きつけられる銀青色の筋組織。

「……っ……！」

　と隣で鼎が息をのみ、ソファから身をせりだしました。

　ほむらもその生々しい音に、びくりと身をすくませます。

「………………」

　呆然とした表情の沙毬。その顔面や胸元は、どこかの部品が破壊されて、内部から滲にじみだしたらしい黒い液体で汚れていました。

　少女がこちらを──彼女にとってはただの壁を──問いかけるように見つめます。

　舎人は変わらぬ声音で指示を出します。

「気にしなくていい、沙毬。破損部品は予備がある。筋組織もその程度の乱暴な扱いでは不調をきたしたりはしない。セットの最初に戻ってやり直すんだ」

『……はぁい』

　言われるままに取りかかろうとする彼女を、赤土が呼び止めました。

「待って、沙毬？　その前に、顔と手をよく拭いて。手元が滑るといけないから」

『そうさせてもらいますぅ』

　小さく微笑みながら、こくりと頷く沙毬。

　赤土は無言で舎人の脇腹を肘で小突きます。

　ちょうどティッシュのような精密機器用の拭ウきエ紙スをつまんで、ごしごしと顔をこする沙毬。

（沙毬ちゃん……）

　見事な手際とは裏腹に、そのたどたどしい仕草はいかにも子供らしいもので、ほむらの目にはまた、眼前の光景の異常さが際だって迫ってきます。

　自分で自分の体を組み立てる、というメジャーチェンジの儀式は、ときに迅速かつ円滑に、ときには慎重の上にも慎重を重ねながら進行していきました。

　休息は現在の沙毬のボディのバッテリーを補うわずかな時間のみです。

　しかし……淡々と進む作業で、変化が訪れたのは、むしろ見守るほむらの側でした。

　あたかも骨格標本のようだった新しいボディの基礎に、その肉となる部品が備わってくると、密かにほむらに感じられていた違和感……いえ、はっきりと言えば生理的な不快が、強くもたげてきたのでした。

（見続けていれば、きっと慣れると思ったのに、な……）

　ほむらはこらえるように、自分の胸元に指を立てて押さえます。

　呼吸器系に相当する人工声帯や、胴体の内臓部分におさまるバッテリーなど有機的にもみえる部品群。

　それらは人のフォルムに添って成形された人工物にすぎないのだと頭ではわかっていても、その一つ一つが確かに機能するからこそ、人体模型などとは比べものにならない生々しさがありました。

　やがて眼前に浮かび上がってくるのは、皮を剝いだ人体に対して、冒瀆的な行為を施しているようにすら映る、少女の姿でした。

「…………沙毬」

　傍らの鼎は一時も目を離さず、充血がかった眼差しで沙毬を見守っています。

　ほむらよりも沙毬と近しい距離にある鼎なら、尚のことつらいはず。

（アメちゃんは……どうしたのかな……）

　この場にいるものと思われた雨乃のことは、ずっと気がかりでしたが、舎人や赤土に尋ねる機会を失ってしまいました。

　次の休憩を前に、ほむらは赤土に宣言しました。

「赤土さん、ごめんなさいギブアップです……私はただ見てるだけの人なのに、すみません……」

　ぐったりとしたほむらを、よくここまで付き合いましたと赤土はねぎらって送り出してくれました。

「うん、わかった。親御さんにはこちらからも伝えてあるけれど、もう遅い時間だから気をつけて帰宅してね。早瀬くんが居たはずだから、彼に送ってもらったらどうかしら」

「あ……はい」

　部屋をふり返ると、ついに作業は顔面に差し掛かっていました。

　顔の片側に人工表情筋が並べられたその恐ろしげな作業を、やはりまた、かじりつくようにして鼎が見守っていました。




「───早瀬先輩」

「あれ、日ノ岡さんか。まだいたんだ？　まだバスあるけど、帰るなら送ってこうか。どうせ結理の方は、徹夜してでも付き合う気だろうから」

　すでに建物内には一般職員の姿はなく、虚惑星探査機関連のスタッフだけがちらほらと残るばかりとなっていました。

　半分照明の落とされた、ひっそりとしたラウンジで見かけた早瀬に、ほむらはふらふらと近寄りました。

「できたらお願いしたいかも……でもあの、雨乃ちゃん、見てませんか？」

「ああ、さっきまで一緒にいたよ───ずいぶん顔色悪いな、大丈夫？」

「ちょっと休んでから帰りたいです。今、乗り物はちょっと……」

「はは、無理ないな。俺もあれはきついよ」

　雨乃の居場所を聞いて、早瀬とはあとで合流する約束をしてその場を離れました。

　沙毬のたったひとりの姉となる彼女は、実験室ラボの奥の部屋にいました。

　扉のモニター越しに、ほむらを確認すると、すぐに部屋へと迎え入れてくれます。

　一番見知っている雨乃の顔を見つけて、安堵ともに、体の力が抜けてしまうほむら。

「だ、大丈夫ですか、ほむらさん？　そこにベッドがありますから、少し横になられたら？」

「ありがとー。そうさせてもらえると助かる」

　思っているよりも不調を来きたしていた自分に不甲斐なさを感じつつも、ほむらは素直に雨乃の好意を受けました。

　膝から上をベッドにあずけて、はぁ～、とだらしない息をもらすほむら。まぶしくないように、雨乃が部屋を調光して照明を落としてくれます。

「ここって……沙毬ちゃんのお部屋だよね。たしか昔は、アメちゃんのお部屋でもあった場所だっけ」

「はい、そうです」

「じゃあ、このベッドにアメちゃんも寝てたんだね」

「ええ。でももう今は、稚鮎さんのお部屋のお布団に慣れてしまったので、ちょっと懐かしいです」

「へー、モリちゃんの家では布団派なんだ？」

「そうなんですけど……よくボクが敷いた布団に、いつのまにか酔いつぶれた稚鮎さんが寝てしまっていて、代わりにボクが稚鮎さんのベッドで寝ることも多くて……」

「わー、駄目な大人だー。まあ、人のことは言えないけど」

　観葉植物に囲まれた部屋。透過状態にされている窓の外は、工場の夜間照明が回り込んでほんのりとオレンジがかっていて、ずっと遠くには郊外の住宅街の青い灯りが点々と並んで見えます。とても静かな部屋です。

「ねえ、アメちゃん」

　しばしの沈黙のあとに、ほむらは傍らに座る雨乃に尋ねました。

「もしかしてアメちゃんは、沙毬ちゃんの仕事の応援には行けないの？」

「……その通りです。ボクが直接、彼女のメジャーチェンジの場所に立ち会うと、お互いに悪影響があると、舎人主任はおっしゃってました。だからボクは、換装中はオペ室には立ち入りが出来ないんです」

「そっか。そういうことなんだ……それもやっぱり、セルフイメージ絡みの問題なのかなあ」

「はい。ボクたち探査機が、どこまでを自分と考えるかは、人工知能の根幹にかかわる微妙な問題だそうですから」

（だからなのか……）

　ほむらは少し納得がいきました。

　オペレーション室の内側には、彼女自身を映すモニターも、一枚の鏡すらも存在しませんでした。飛び散った液体を沙毬に拭わせるために、赤土はモニター越しに自分の体を指差して指示していたくらいです。

　あの場所は、旧ふるい肉体と新しい肉体との境界線をぼやけさせるための、ある種の密室なのです。

「……なので、ボクにできるのは、沙毬ちゃんのボディの換装がうまくいくように、ここでお祈りしていることくらいです」

「大変なんだ───でも、アメちゃんは、アメちゃん、だよね」

　寝そべりながら、ほむらは雨乃の膝に手を伸ばしてぽんと乗せました。

　少しためらいながらも、重ねられた手を、雨乃は握りました。

「ありがとう、ほむらさん……今日はきっと、ショックでしたよね。あんな光景を見せられたら、ボクのことも、すこし……」

　そんな彼女の弱気を打ちはらうように、ほむらはまた強く手を握り返し、ベッドの上で首を振って雨乃を見上げました。

「そんなことないって。藤森雨乃さんはね、私の大好きな友だちで、頼りがいある冒険の仲間です。……まあ、すこしショックだったのは確かなんだけどさ……私だって、ただの人間だもの。一皮剝いたら、自分でも信じられないような、あれやらこれやらがいっぱい詰まってるんだ。それに比べたら、アメちゃんや沙毬ちゃんのボディはずっと綺麗なもんです。私が保証します」

　そう言って、ひょいと反動をつけて体を起こすほむら。

「ねえ。私と、アメちゃん、なんだか不思議なつながりがあるみたいだよ」

「ハイ。そうみたいです。ボクにもなぜかは、わかりませんが……」

「きっと運命だね───運命的な絆だね！」

「ちがいますよ？」

　さらりと返す雨乃に、ちょっとがくりと肩を落とすほむら。

「あれぇ、そうなの？」

　暗がりのなかで、緑がかった神秘的な瞳を輝かせ、雨乃が微笑み返します。

「運命の定義は、自分自身ではどうにもならないもの、ですよね？　だからこれは運命なんかじゃありません。きっとボクはどこかで、ほむらさんのことを自分の一部だと考えているのだと思います」

　自分の胸に手を添えながら雨乃は言いました。

「……ふむ」

　と、腕組みして思案顔になるほむら。

　率直に彼女から想いを伝えられた気恥ずかしさを取り繕うかのごとく。

　自分の一部と考える……親が我が子を想うように？　愛する人の苦悩と喜びを我が身のごとく感じとるように？　おそらく違います。それは本能の決定する遺伝子の絆です。だからもっと異なる、深淵で透明な何か───

（私も……何か思いつきそうな、思い出せそうな……）




　華々しい青い閃光───天空の狩人の死。

　けれど哀悼だけではない、何かが、心に留まっている。

　それが何なのか、私はまだ知らない。

　もしかすればそれは、その記憶を知り、意味を識しり、言葉に記した瞬間に、すべてを破壊せしめるような、そんな何か。




（…………っ……）

　束の間、駆け抜けた強烈な印象の、その既視感のごとき感情の残像だけが、胸にぼんやりとわだかまっています。

「……ほむらさん？」

　胸を高鳴らせる、そのもどかしい想いを追いやりながら、気をとりなおして語るほむら。

「じゃ、じゃあ、アメちゃん自身が、自分から私を選んでくれたのかなぁ」

「はい。きっとそうですよ」

　そう言い切りながらも、すこし不安そうになる雨乃。

「でもそれは……たぶん一人の探査機としては、よくないことだと思います。あとなにより、ほむらさんが不快に感じられなければいいのですけれど……」

「それはないって。ないない。探査機として、だなんて気にしない方がいいよ？」

　どさっと、ほむらが雨乃の肩にもたれ、その頰を押しつけます。

「あははっ」

　くすぐったそうに雨乃は笑いました。

　そんな時でした。部屋の一角に、通信のランプが灯ったのは。

『雨乃？───急いでオペ室まで来てほしいの』

　赤土の声でした。

　雨乃が許可すると、部屋のモニターに赤土の姿が映り、映像が双方向になります。

「えっ……もう、動作試験まで終わったんですか？　随分お早いのでは」

『いえ。おそらく、あなたの手助けが必要になるから……あっ……』

　雨乃の隣に、ほむらがいると気付いた赤土は、その先を口にするのを躊躇しました。

　しかし気にせず、横から舎人が顔を出します。

『今日のメジャーチェンジは不成功に終わった。サードボディは起動しなかった。原因を究明して、また後日、再度挑戦する』

「沙毬ちゃんは？」と、心配でたまらず横から口を出すほむら。

『沙毬は今は安定していない。精霊石の核コアは急遽、元のボディに戻したが……』

「……っ……まだ、自我を再確立できていないんですね？」

　血相を変え真顔になる雨乃。

　モニターの背後からは、鼎が懸命に呼びかける声が届きます。事態は逼ひっ迫ぱくしているようでした。

「わかりました。すぐに参ります」

　きっぱりと告げて雨乃は立ち上がりました。




　元よりではありますが、それからほむらに出る幕はありませんでした。

　後日、赤土から要点をかいつまんで聞いたところ───

　沙毬は、組み立てが最終工程に近づくにつれ、徐々にその判断力が鈍るようになり、あれだけ正確に行われていた作業にもつまずき、失敗を繰り返すようになったそうです。

　そして、単調に続いた工程のなかの最初の山場ともいえる場面───

　外皮などを被せ、表面のコーティング作業を施すその前段階として、内部循環系の動作を確認する為に、精霊石の核コアの最初の移植を試みようとした段になって、完全にその動作を停止してしまったのでした。

　舎人の判断で、外部からの操作によって、彼女の精霊石は強制的に新ボディに移し替えられました。しかし、それでも沙毬は一切の信号を新ボディに対して発信せず、起動を拒絶しました。───まるで、みずからの成長を拒むかのように。

　そうして元のセカンドボディに戻された沙毬は、数時間後には、さいわいにも自我を取り戻し、たどたどしい言葉を口にするようになりました。ですが、また完全に動けるようになるまでは、数日間、雨乃による一種のリモート制御を必要としました。

　それは、沙毬にとっては屈辱的な経験であったかもしれません。雨乃にとっても、それはなるべく避けるべき非常時用の手段だったからです。

　携帯で連絡をとったほむらの前で、鼎結理は、本馬技研のやり方を非難していました。急がせすぎたせいだと。先例である雨乃の成功で、短縮された工程も、沙毬にとっては初めての経験であり、そのまま適用すべきではなかったのだ……と。

　失敗の原因は、鼎の言う通りとは限りません。舎人はおそらくまた異なる意見を持っていることでしょう。

　ですが、真の失敗の理由は最初から沙毬のなかにこそ眠っているのでした。
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　───稲荷と東野の二人が、虚惑星に滞在をはじめて一ヶ月が経とうとする頃。

　地球では、日ノ岡家が、すこし緊張した朝を迎えていました。

　いつものように早い時間から出勤していく父は、家の車で妹の月つゆを送っていこうか？　と提案もしましたが、月はそれを丁重に辞退しました。

「そうか。そうだな。うん───いつも通りが一番だな」

　そう言いつつも、どうも家族でいちばん態度がぎごちないのが父だったりします。

「無理する必要なんかぁない。ここまで頑張ってきたんだから、もう結果は気にせず、肩の力を抜いて、自分がそのまま出せればそれでいいんだからな」

「はい。はい。はぁい」

　月のほうも、担任教師からや予備校でさんざん聞かされたようなキャッチフレーズには食傷気味でしょうが、この朝ばかりは素直に拝聴しています。

「ねえ、もういいから。お父さんが遅刻しちゃうよ」

「お、おう。そうだそうだ。じゃあ行ってきます」

「いってらっしゃい」

「行ってらっしゃーい」

　リビングのテーブルからそんな光景を眺めていたほむらも、慌ただしく玄関へ向かう父にぶんぶん手を振ります。

「はい、行ってらっしゃい───月ちゃんはお友達とご一緒するの？」

　と台所から現れた母に尋ねられ、月は頷きました。

「ナラちゃんと待ち合わせしてるから」

「そう。那な良ら山やまさんね。ふたりとも、気をつけてね」

「うん」

　母が月にお弁当と保温ポットをしっかりと手渡します。

「月ちゃんの好きな、生春巻きとカニクリームコロッケ、入れておいたから」

「うん、ありがとう。お母さん」

「…………」

（たしか私も入れてもらったっけ、竜田揚げと……かぼちゃの煮物）

　と懐かしく思い出すほむら。

　本日は、県下で一斉に行われる県立高等学校の入試当日。その初日です。

　日ノ岡家の玄関前で、家族に見送られながら出発する月。

　住宅街から望む空は快晴。乾燥した冷気がぴんと張り詰めています。

　ちょうど昨年の今日はどんな空模様だったのか、記憶はややうつろ───まだ一年前のことなのに、ほむらにはもうずいぶんと過去の出来事のように感じられました。

「……なんでついてくるの？」

　隣を歩く姉を不審そうに見る月。

「んー？　ほ、ほら、今日はうちの学校もお休みだしさ、そろそろ手作りチョコのシーズンでしょ？　今年の流行の偵察がてら、材料の吟味しにいこうかなっと」

「あっそう……まだ時間早いし、お店あいてないって……」

　もちろんそれが本当の理由ではないことは、月もわかっています。

　ただ、ほむら自身なんとなく手持ちぶさたで、かといって父親のような有り難い言葉も思いつかず、母のような気の利いた準備もしておらず、慌ててコートだけを羽織ってくっついてきたのです。

「大丈夫だよ、月。うん。だってね、私が知るかぎりいちばんアホな男の子でも、日吉坂には受かったんだから」

「ちょ、アホって……そんな励まし方ってないでしょ？」

「そ、そうだね。ごめん……ん？　アレ、待って？」

（……ということは月が日ひ吉よ坂こ高ーに受かったら、あの秋穂くんが先輩になったりするの……？　それはどうなの……今から心配になってきた）

　頭をかかえる姉にあきれながら、ぼやく月。

「まったく、ほむらは……励ます気あるんだかないんだか」

　道行く先で、同じく音羽中の制服を着た友人と合流した月。その月から煙たがられながらも、ほむらは手を振って見送りました。

　ちょっとコンビニに立ち寄ってから、またすごすごと家に戻ってくると、リビングで母が一息ついていました。

「ほむらちゃんもありがとう」

　そんな母がぺこりと頭をさげます。

「ええ？　べつに私、何にも……昨晩も咳き込んでたら、風邪うつさないでって怒られちゃったくらいだし」

　微笑みながら、ううん、と首を振る母。

「月ちゃんは知らないことだけれど、今日は、探検部の活動をお休みにして見送ってくれたんでしょう？　きっと月ちゃんも安心して試験の会場に行けたと思うわ？」

「そ、そーかな……」

　試験という言葉に、沙毬のメジャーチェンジの失敗をつい連想してしまうほむら。起きたばかりの出来事に、まだ少なからず動揺を引きずっています。なんとなく、そんな自分の不安を、月に重ねてしまっていたのかもしれません。

「……今度のことだってやっぱり、月のためとかじゃなくて、ただ私の勝手な心変わりだったし……私がはっきりしないせいで色んな人に迷惑かけちゃったし」

「誰にも迷惑かけずに生きていくなんてムリムリ」

　さらりと母が告げました。いつも、ひなたに咲く小さな花のように穏やかな母ですが、時々こんなふうに、さばさばと奔放な口ぶりになってほむらを驚かせます。

「…………でも……それもつらいよ？」

　ずっと迷惑をかけ続けて、誰にも見向きもされなくなったら？

　そう思うとどうしても臆病になってしまいます。

「そうね。それはほむらちゃんの優しさだわ。でも、自分の気の持ちようが変わるのも、思ってもいない大切なことに気付いてびっくりしたり戸惑ったりするのも、仕方の無いこと。それが感じるってことだし、成長するってことだもの。ほむらちゃんはまだ若いんだからね」

「お母さんも若いよ？　ぴっちぴちだよ？」

「サンクスThanks」照れくさそうに微笑む母。「迷惑を考えたらきりがないわ。時には自分のしたいように思いっ切りやってみるのが、結局みんなを幸せにするものよ」

「うーん、思い切り……かあ」

　どこまでが思い切りなのか、どこからがただの無謀なのか、ほむらにはやっぱり、まだわかりません。それが幼いということなのでしょうか。それとも……

「でも私、お母さんには心配をかけたくない」

　小さな息をつき、ほむらの寂しげな言葉を胸に留めながら、母はいっそうの笑顔を輝かせながらほむらに言いました。

「お母さんはね、雅まさ史ふみさんとは違うし、ほむらちゃんとも、月ちゃんとも違います。だから不安になることだってあります。何を考えているのかな？　どうして思い通りにしてくれないのかな……って、そんなふうに」

「……うん……」

　いつになく率直な母の言葉に、じっと耳を傾けるほむら。

「───でもそんな不安を一々気にしたり、哀しみや怒りの気持ちに変えてしまっていたら、やっぱり自分自身の身動きがとれなくなっちゃう。だったらわたしは、まず行動しなきゃって思うんだ。自分はこういうことがしたい、こういう人間なんだって、目標に向かっていく姿で見せるの。摩擦も間違いも生まれるだろうけれど、そうして自分から動いて、大切な人たちに自分を解ってもらうことが、自分もみんなも幸せにするんじゃないかしら？」




　───その翌日。

　日吉坂高校探検部は、また新たなミッションを企図して、虚惑星へと向かうために部室の転送室に集結していました。

　校舎は入試の二日目の日程のために使用され、本来一般生徒は立ち入り禁止なのですが、探検部員はそうも言っていられません。

　休日以上に校内がひっそりと静まりかえるなか、最終確認のミーティングが行われます。

　ミッションには「すばる姫の城にいる稲荷と東野たちの様子を確認してくる」という青藍高校探検部にとっても重要な内容も含まれています。

「ブラジル側からの転移実験が今度こそ軌道に乗ってるみたいだからね。おそらくは、こちら側で有人試験の受け入れをすることになるんじゃないかな」

　上狛部長が、部室を訪れた青藍部員たちに語って聞かせます。

「───もちろん、そのついでにはなるけど、桃山荘とすばる姫のお城もちゃんと覗いてきて、二人からの報告も受け取ってくるから」

「よろしくお願い、します。コマちゃん」

　御陵は深々と頭を垂れ、後輩部員に届ける私信や物資の差し入れを、彼らに託します。

　御陵に続いて、雨乃とほむらも青藍部員たちに心から頭を下げました。

　藤森顧問は今はこの場にはいません。

「うん。真世たちも、うちらのミッションのバックアップ、よろしくね」と上狛。

「はい」

　とは念を押されても、今回のミッションに危険な行程は、ほぼありません。

　居並ぶ日吉坂のメンバーには、ようやく謹慎の解けた鼎結理も含まれていました。

　ただし今度は、脱臼した腕を治療中の佐保が居残り組です。副部長の多賀もまた、今回は待機組です。

「と、ところでさ……」

　それまでなるべく気づかないフリをしていましたが、それも限界が訪れ、突っ込まざるをえなくなった上狛。

「───なんでこの子はフル装備なの？　今の今から」

　渋々と指差した先は、ほむらです。御陵も苦笑い。

「はい？　何か変ですか？　いつでも召喚可能ですから、私」

　と、つとめて真顔で返すほむら。

「あっそう」

　上狛がじろりと問いたげに自校の顧問に視線を向けると、棚倉は、何も聞いてないよ？　という身振りで首を振ります。

「日ノ岡さん、巧たくみに会いたいの？」

　と早瀬先輩がさらりとそんなことを言ってのけます。

　うっと、のけぞるほむら。

「そ、そういうのではなくですね……私の心変わりで東野くんと稲荷先輩を振り回してしまって……その、色々と心配しているのは確かですけど……出来るだけのことはしたいなぁ、という心の現れのつもりです、これは……はい」

　煮え切らない様子のほむらに、椅子に座ったまま鼎は冷たい一言を投下します。

「あたしは代わってあげないから。怪我する予定もないし」と鼎。

「まさか、そんなつもりは……」

「だいたい今更なんじゃないの？」

「滅相も無いです」

　ひたすら平身低頭の態度で返すほむら。

「おつとめ期間明けの結理は、迷惑度合いでは、他ひ人とのこと言えた義理じゃないだろ？」と各方面に平等に突っ込む早瀬。「それに、沙毬が実験室ラボから全然戻ってこないから虚惑星にでも行く、だなんて結構寂しがってたくせに」

「そんなこと言ってない。やめてよ」

　と早瀬をにらみつける鼎。

　二人のやりとりを「ハハハ……」と虚しく眺めているほむらを見かねてか、棚倉が遠回しなアシストを蹴り出します。

「そういえば……今回のミッションでは、万が一の事態に備えて、上狛くんが青藍の転送環を一つ預かるからね。転送枠には、余裕があるといえばあるけれど。本来は、佐保くんも参加する予定だったわけだし」

「……そうですけど、先生、ブラジルからの有人試験の対応だってあるんだから、そんな簡単に転送環の枠は割けませんてば」

「それはまあ、そうだよね」

　と、部長の正論に肩をすくめる棚倉。しかし彼は彼で、これを看過している青藍の藤森顧問の意図を、薄々察しているようではあります。

　通常の学生服のまま、吊り包帯を提げ、机の上に座ってつまらなそうに足をぷらぷらさせていた佐保が、桃山にこう尋ねました。

「桃山先輩。今回のミッションって、青藍の旧ベースキャンプは経由するんでしたっけ？」

「いや？……でも経由しても、たいして変わらない旅程ではあるね。もう慣れたルートだし」

「じゃあ、二人くらい途中で拾っていくことは出来るわけっすね。御陵部長は、なんか予定とかあるんすかー？」

「ありました、けれ、ど……待機が前提、でしたから、融通、は利きます」

　と、やはり佐保の意を汲んで、微笑む御陵。

「ということらしいっす、コマ部長」

　と、佐保がまとめて報告すると、上狛はもうどうにでもしてくれ、といったジト目で天井を睨むのでした。

　───その後。各調整と了解を得るべき相手はいるものの、御陵部長そして日ノ岡穂群は、すばるの城にいる仲間たちの様子を確認する名目で、ミッションへの短期参加が可能となりました。

　残念ながら、雨乃は待機組ですが、彼女自身は二人が虚惑星へ向かえることを喜んでくれました。

　ほむらは包帯姿の佐保を気遣いながら、その手を握って礼を言いました。

「ありがとう秋穂くん。これは恩に着る！　秋穂くんはいい先輩になるよ、きっと！」

「うわーすごい。俺、はじめて日ノ岡さんに感謝された気がする」と棒読みの佐保。

「そんなことはありませんって！　いつも感謝してるよ？」

「じゃあよかったら、出発する前に俺の利き腕の代わりやってくんない？　十分、いや十五分くらいで済むと思うから。もう大変なんだって」

「うん。それはお断りします」




　───虚惑星。青藍と日吉坂の担当区域の夏は、酷暑となる。

　先輩陣から幾度も耳にしていたその事実を、東野は身を以て経験していました。

　瀑ばく布ふを背負うすばるの城の城下では、滝のミストが漂い、いつも涼しく過ごしやすい環境です。

　しかし、この春夏は雨が少なく、秋に向けてゆるやかに減じていく滝の流量が、例年よりもぐっと少なくなっていました。

　太陽の差し込む午後ともなると、滝壺のそばの城郭はともかく、東野たちの寝泊まりする桃山荘近辺はかなりの熱が立ちこめます。そのただでさえ強い日差しを、太陽と正対して、一年で最も明るく輝くベーグルが反射し、さらに覆いかぶせるのです。

　そんななかで活動する探検部員は、さすがに探検服を正式な着用方法では着ていられません。

　午前中の日課の後、早めの昼食を済ませて、午睡をとる青藍部員。

　風も吹かない男子部屋で、私服の寝間着姿でぐったりとしていた東野は、愉たのしげな笑い声とぴしゃぴしゃと跳ねる水音を聞きつけて、何だろうかとベランダから顔を出しました。

　と、桃山荘の前ではしゃいでいたのは、稲荷直と、幻肢虎のアヴギスでした。

「なにやってんすか、稲荷先輩」
















　とログハウスの二階から声をかける東野。

「あ───起こしちゃったか？」

　いかにも、やべー見つかった、とでも言いたげな、ぎごちない笑みの稲荷。

　セパレートの水着の上からショートパンツを穿き、そして手には探検部の水鉄砲を構えています。

　彼女の足下ではアヴギスも、やはり水をしたたらせながら、きょとんとこちらを見上げています。

「河で水浴びしてきた」

「だいたい見りゃわかります」

　その尻尾はまだ水びたしのままで、濡れ鼠ならぬ濡れギツネ状態です。

　二人というか、一人と一匹が揃って、ぷるぷるぷると首を振り水気を払いました。

「あー……洗濯物に飛び散る……水浴びったって、あの河の水は相当冷たいのに。何分も入ってられないでしょ？」

「でもさこの仔、さすが泳ぎは得意だよ？　なー？」

　と、自慢げに語る稲荷。

　ミャウ、とまだまだ猫のような声で応えるアヴギス。

　愛虎自慢はともかくとして、ちゃっかり水着まで持ち込んだりしているのは、さすが探検部の先輩らしい年の功で、かえって感心します。

「俺も一浴びしてくるかなあ……」

　滝の上流から迂回させている農地の用水はまだ水温が高いはずですが、あまり泳ぐのに適している場所ではありません。なにより畑の持ち主のすばる姫に失礼な気がします。

　そんな二人の前に、城の主が訪れました。

「ヤマイヌどものように日陰でぐったりと寝こけておるのかと思えば……二人とも、どうにも締まらぬ格好じゃな」

　桃山荘の前に現れたすばる姫も、また夏用の浴衣姿です。

「それは……？」

　と稲荷は、すばるが胸に抱える風呂敷包みを覗き込みます。

「これは麻の着物じゃ。ちょっとした稽古着というか、普段着がわりにどうかと思い、前に仕立てておいた。多少は涼しかろう」

「へえ！　俺たちのですか？」

　東野もベランダから庭先へ降りてきます。

「稲荷殿のものは、ほむらの着物の丈を詰めたからの、すこし合わぬかもしれぬが……さて、どうかの」

　そう言ってすばるは、風呂敷から取り出した着物を、稲荷に軽く羽織らせてみます。

「……ふむ。悪くはなさそうじゃの」

「わざわざ、ありがとうございます。さっそく着てみます」

　と嬉しげに礼を述べる稲荷に、咳払いをして釘を刺すすばる。

「時に、その頼りなげな襦じゅ袢ばんは、水着と申したか？　こう暑ければ、羽目も外したくなるじゃろうが……殿方の前では少々誘惑が過ぎるのではないか」

「あ……」

　はっとした稲荷は、恥じらいながら、水着の上に羽織った着物をそっとかきよせました。

「ご、ごめんなさい……おっしゃる、通りです」

　大きな耳がしゅんと垂れて、その先からまた滴が落ちます。

「身どもこそ咎め立てする訳では無くてな、ただ少々懸念をした───そも、要らぬ懸念とは思うがの」

　と、東野にすっと流し目を送るすばる。

「い、いえ。あたし、以前は、女子部員ばかりで夏を過ごしていた時期があったものですから、ついその時のつもりに戻ってしまいました」

「ほう」

　同じくすばるからうやうやしく着物を受け取りながら、東野が言います。

「大丈夫っすよ。稲荷先輩くらいの格好は、現代日本じゃ全然過激なうちに入りませんから。すばるさんの心配しているような事は起きませんって」

「そうそう───って、何？　なんか、それはそれで失礼だぞ？」

　つい調子づいた東野を、稲荷と、そしてアヴギスがぎろりと睨みつけました。




　すばる姫は何かと気を配ってくれる招ホ待ス主トでしたが、同時に厳しい面も持ち合わせていました。

　初接触の後、城下で生活するにあたっての約束事を調査官たちに伝えてからは、探検部の活動や各部員への干渉は行わず、請こわれれば応こたえる、という姿勢で過ごしてきた彼女。

　今は、東野たちを、日本という国から預かった賓客として、そしてある種の師弟の関係として遇しようとしているのが、言葉ばかりでなくその振る舞いからも伝わってきました。

　毎朝、二人はすばるの膝元に登城し、高楼のテラスで食事を共にとりました。

　滞在中に明確に決まっていた規律といえば、それが最たるものでした。

　その席で互いに語らいながら、二人の興味の向いた先をすばるが鑑かんがみ、ひとつテーマを決めて一ひと齣くさりの講釈を論じはじめたり───。

　時には、空模様の塩あん梅ばいを推おし量はかり数日は落ち着いているとみれば、近隣の山野へ泊まりがけで繰り出したりしました。それらは基本的には、彼女の暮らしぶりの一端をみせるもので、その一つ一つの行為を逐一、二人にも慣れさせるように、すばるは差し向けました。

　山の幸と川の幸の採取、狩り、街道めぐり、胡弓を奏でる歌か舞ぶ音おん曲ぎょく、滝の上流の湖に釣り舟を進める舟遊び……。これは少ない機会でしたが、ある時は虚惑星人の遺跡をめぐり、すばると共に遺構をつぶさに観察もしました。

　そうするうちに、二人が自身で気付いたこと、不可解に感じられた事柄を取り上げて、すばる姫と、また多くは稲荷と東野の二人で対話しながら、深く広く洞察の足を伸ばす行為を繰り返しました。

　やがてそこに、虚惑星人が何を想いこの地に生きてきたのか……、そのささやかな事実が、それでも単なる知識としてでなく、彼らの情熱と喜び、自然への畏敬の念を伴ともなって、二人の胸に浮かび上がってくるのでした。




　逗留の初日。御陵が、ほむらと雨乃を連れて、地球へ帰還した日のこと。

　自分の書斎に招き入れた東野と稲荷に向かい、改まった様子ですばるは語りました。

「───知にはまず、教わるものと、自みずから深めていくものが在る。そして決して忘れてはならぬのが、他者に教える内でしか得られぬ知もまた厳然として在る、ということ。他者に知識を伝えるには、相手を理解せんと努め、おのれ自身をも様よう々ような見地から鏡で見るに等しい」

　他者への教示とは、新たな自分を知る手段でもあるのだと。

　この機会は、一方的にすばるが虚惑星の文化を伝えるばかりではなく、彼女にとっても成長の契機となり得るという、期待する心を開示してみせた言葉。

　まだ若く未熟な二人に向けて、単なる善意ばかりではないのだからそう畏かしこまらずともよい、と、こちらの緊張を解きほぐしてくれる一幕でもありました。




　とまあ、それでもやはり主役は高校生です。

　気まぐれな興味は失せてすぐ飽きてしまったり、暑さに参って集中もおろそかになったりもします。

　東野はそんな時ついつい、すばるからの過ぎた礼遇、厚いもてなしの別の意味を考えてしまいます。

　まず一つには、稲荷という人間を見ているのだろう、と。ほぼ初対面の相手に、どのように接するべきか時間をかけて見極めているのだろうと。これまでにも、すばるから知識を引き出し、ともすれば彼女を利用してやろうとする露骨さを隠さない地球人も、この城を訪れました。稲荷もまた御陵真世からの信頼を受ける者とはいえ、用心するのは当然のことだと思えました。

　もう一つには、不意になった指南の時間をどうするか、その思案の最中でもあるのだろうということ。稲荷は、東野と同じく魔法は不得手だと、すばる姫の前で公言しています。ほむらに対して準備されていた『塵劫術マテマテカ』の個人授業は、そのまま稲荷にあてはめるわけにはいかなくなりました。仮に、無理を言って指南を受けてみたところで、実践が伴わなければ、理解も及ばないだろうとは容易に想像がつきます。

　……しかし幸いというか、稲荷は東野にも増してその好奇心が旺盛で、次から次へとクエスチョンを投げかけては、虚惑星の姫を困らせる場面も多々あります。その憑格者トランスとしての体質か、幻肢虎やヤマイヌたちと親密に心を通わせて、東野には出来ない交流もしてみせます。




　数日間、雨が続きました。

　そんな時は、東野たちは城の中で根を詰めた座談となります。

　今度は世界各国や日本を取り巻く政情について、すばるからの問いに答えたり、息抜きに落語は一席どうか？　としきりに勧めてくるすばるをはぐらかして、東野から剣術の交流試合を頼み込んだりしました。

　城内には竹刀が存在せず、あったのは鈴蘭も握ったという、刀身の一部に綿を被せた、稽古用の木刀です。

　板敷きの広間で互いに木刀を手に、初めて東野と剣を交えたすばるは（落語を断ったせいとは思いたくないですけれど）尋常ではない強敵でした。

　もとより木刀による寸止め試合は、東野であっても緊張を強いられるものです。

　試合の後ですばるは、二刀を相手にするのは久方ぶりで、勘が狂ったなどと謙遜していましたが、東野に対してはっきりとその剣の特徴をみせることもなく、始終余裕をもって受け流していました。

　それでもやはりというか、以前に道場で御陵真世先輩を相手にした時と似た太刀筋を、すばるからの斬り込みにも感じ、心ひそかに東野を唸らせるのでした。




　夏の遅い夕暮れ。

　桃山荘を離れ、城下の田畑のあぜ道を散策する東野。

　早めの晩餐を済ませたあと、稲荷はひとり机に向かってしまいました。

　アヴギスはそんな稲荷のそばで丸くなっています。ここ数日は今までのはしゃぎようが噓のように眠ってばかりいます。

　暇つぶし用のアイテムなどもあえて持参しなかった東野は、ちょっと手持ち無沙汰で、腹ごなしがてら男子部屋の室内で素振りを始めました。

　するとしばらくして稲荷が部屋に怒鳴り込んできました。ちょっと顔を赤らめた困惑した面持ちで部屋の入り口に立っています。

「───はああ、素振り!?　素振りか!!　もうさっきからギシギシハァハァヒュンヒュン鬱うっ陶とうしい！　き、気を遣っちゃったでしょうが……外でやんなさい！」

　と、なぜか取り乱した様子の稲荷に背中をはたかれ追い出されてしまいます。

「ったって、雨が───」

　なんだ機嫌わりーな、とぼやく東野が庭に出てみると、外はぱらぱらと小降りになっていました。

　空を見上げれば、早足で流れていく雨雲のうねりから、ベーグルの残照や虚惑星の月明かりがうっすらと顔を覗かせます。盛んに耳に届いていた雷鳴も遠方へと遠ざかりました。室内で過ごすのにも、とっくにうんざりしてきたところで、意外とよい散歩の機会かも、と木刀をかついだまま外に出ます。

　さぁさぁ、ぴしゃぴしゃ、ぽとぽと───

　ぬるい風に揺れる湿った木立。さまざまな水音に包まれ、雨上がり特有の青臭い匂いを嗅ぎながら城下をふらつく東野。

　水路の先の暗闇で動く人影に束の間どきりとしましたが、相手は水門を守る傀儡でした。

「……なんだ熊五郎か。脅かすなよ」

　のっぺらぼうの顔にトウモロコシのひげをはやした木製の傀儡は、水門のバルブを開閉して水量を調整しています。

「ちゃんと田んぼを守ってんだな」

　傀儡はべつだん東野を意識することもなく、命じられた自分の仕事を黙々とこなしています。ここ数週間の虚惑星の暮らしのなかで、視界の端々で傀儡が働く姿には最初はぎょっとする瞬間もありましたが、そろそろ見慣れてきました。

　魔法の力で働く、すばる姫の城の家臣。

　慣れる、いや馴れるといえば、幻肢虎のアヴギスも稲荷にすっかり懐いています。

　過去の青藍探検部が、母虎のトゥールビヨンを使い魔とした時には、最初は襲撃され命がけのやりとりから始まったと聞いていますが、その仔虎のアヴギスとは一転すんなりと親密になったものです。

　すばるの使い魔である雪割丸もまた、代々、彼女と此この城を守る役目を受け継いでいます。

「使い魔……か」

　彼らのような魔法を駆使する虚惑星の動物には、元からそなわる自然の本能とは別に、親から子へ受け継がれていく何かがあるのでしょうか？　すばる姫や稲荷が、主人であり味方であると、虚惑星で生存し子孫を残していく上で有利になると判断できるような何かが？　それともやはり、クラス『獣使い』と称される者たちが持つ特有の力のなせるわざによるもの？

　それは果たして、人間を傀儡と化す忌まわしい呪いの力と、どれほど異なるものなのか……もしかするとその源は一緒なのでは……

「……ふぅ……」

　城の主から色々と仕向けられるうちに、そんなことまで考えるようになっています。

　逗留のあいだ、東野たちが浮かんだ疑問を口にすれば、すぐに「さてのう……お手前は如何に考える？」と返してくるすばる。

　それは、ネット検索の癖が抜けないでいる自分たちに、自身で物事を解決する術すべを身に着けさせたがっているのでしょうし、それよりなにより、疑問のすべてに答えがあるわけでは無い、という冷たい事実を突きつけられているようにも思えます。

　早瀬先輩がぶっきらぼうに口にした言葉、知っている情報を開示してくれれば、という想いはもちろん東野にもあります。しかしそれは、およそ限りの無い一方的な問いかけの連続であり、やがてはすばる姫のごく個人的な胸中にまで達するものです。

　依然として東野自身が気にかかるのは、虚惑星や智慧ある人々の秘密より何より、なぜすばるがこの地に留まることを選んだのかというそのわけでした。

「でも……そんなことを、俺なんかが……」

　そんな、彼女の想いの深奥に触れる問いを、自分なんかが口に出来るわけが無い。

　ましてや、探検部や日本政府のような組織が、ただ重要だからといって、多くの人の利益になるからといって暴いていいものだとは、どうしても東野には思えません。強引に情報を奪っておいて、そうして固く結ばれた彼女の口から、現在築かれているささやかな関係を揺るがすような真相が語られた時、それを誰が支えられるでしょうか。

「だけど……あいつだったら……」

　あいつなら───日ノ岡ほむらだったら？

　……と、ふと東野は、あの屈託の無い笑顔を脳裏に思い浮かべます。

　どこから沸いてくるのやら解らない妙な自信と、人の心に遠慮なく踏み込んでくる勇気の持ち主だったらどうだろう、と。

　弱くてもいい、泣いてもいい、と───臆病な自分のために、代わりに姉のことを悲しんでくれるとまで言った、あのお調子者だったなら。もしかして、悠久の時を生きてきた虚惑星の姫が持たないような何かを、あいつは、持っているかもしれない。

「………………」

　もうすっかり暗さになれた目の先で、傀儡の熊五郎は、田んぼの水路脇にある小型の水車を漕ぎながら濁った水を送り出しています。ぐわぐわと、水音に混じり傀儡を警戒せずに泳ぐ野鴨たちの声も聞こえてきます。

　これだけ雨が降れば、しばらくは涼しくなってくれるでしょうか。

　働く傀儡を感心して眺めていると、すうと目前の暗がりを光が横切りました。

「……蛍ほたるだ」

　まだ曇ったままの宵空の下で、その瞬きは星のように東野の目に映りました。

　明るい緑光を視線で追いかける東野は、やがて城の高楼に灯る明かりを見つけます。

　桃山荘に戻ろうとしながらも、なんとなく後ろ髪がひかれ、彼は城へと足を向けていました。




「───暮くれ六むっつの客人は東野殿か。お手前ひとりか？」

　登城し、高楼のテラスに現れた東野に、すばるは穏やかに微笑みかけました。

「なんか蛍に惹ひかれて、ふらりとやって来てしまいました」

「なかなか粋な口説き文句じゃな。身どもも、雨だれ以外の話し相手が欲しいと思っておったところじゃ」

　睦むつ言ごとじみたすばるの言葉にも多少は慣れてきたらしい自分に、東野はほっとしました。稲荷にはあんな苦言で諫いさめたすばるは、自分の振りまいている隙のある色香には気がついているのかいないのか。

　そんな彼女は、今宵は提げられたランプの下で編み物をしていたようです。道具類が机の上に整然と広げられています。以前に織っている場面を見たことのある大きな機はた織おり機きとはまた異なるもの。

　編む手を休め、すばるは東野に向き直りました。

「蛍か……この辺あたりの川筋は、いささか流れが強い。蛍たちが舞うには適さぬのう。蛍ほたる火びを賞しょう美びするならば、よい沢がある。城からは多少遠いが、しかし一度見れば忘れられぬ壮観じゃ。行ってみるか？」

「そいつはとてもいいっすね」

　東野も椅子をひいて、すばるからの城下の眺めの邪魔にならない場所に腰を下ろします。

「───俺、地球では視力が弱くて、眼鏡かけてんです。だから、虚こ惑っ星ちに来てからは、もちろんベーグルにも驚きましたけど、初めて夜を迎えた時に、星がよく見えることに、とにかく感動しました。それって単に俺の見え方の違いであって、べつに虚惑星だから特別だってわけじゃないんですけど」

「そんなことは無い。尊い感性じゃと思うぞ。なにより星の瞬きに喜びを覚えるのは、人ならではじゃ」しきりにうなずくすばる。「……しかし、よく考えてみると蛍には少々、時期が遅いかもしれぬの……それでもまだ、草くさ雲雀ひばりたちの季節には間に合うじゃろうが」

　草雲雀……時代小説の中で読んだことがあります。確かひときわ美しく鳴く秋の虫です。

「こんな場所では、蛍も不ふ憫びんじゃな。せっかく煌こう々こうと瞬きおっても、つがいの相手を求めるにはままならぬじゃろう……の？」

　またふざけた言い回しで、軽い秋しゅう波はを送ってくるすばる。

　ほむらがこの場にいないことを、それとも彼女自身の境遇を卑下して言っているのか、そんな心こころ馳ばせには気付かぬふりをして、東野は答えました。

「とある文人が、虫の鳴き声に美を見いだすのは、日本人と古代のギリシャ人だけだと言ったそうです」

「《ぎりしゃ》とな？」

「あ、いけね。ギリシャは日本式の呼び名だから、えっと、グリースGreeceだったか……それじゃ日本をジャパンって言ってるようなもんか……」

　実は気になって調べたばかりの単語を思い出そうとする東野。それをすばるは先回りして言い当てました。

「〝ぐりいす〟か……察するにそれは、グラエキアGraeciaじゃな。あるいは《へらす》か」

「───はい」

　その通り。グラエキアそしてヘラスは、現在のギリシャを現す古名です。東野が目を通した文献でその名前は多々見られました。

「うむ、左様。相違なかろう。虫の命の儚はかなさを知るは、日ひの本もとの心うら悲がなしき趣きと、グラエキアの詩し心しんのどちらにも通ずるものがある……身どもは蛙かわずの雨あま唄うたも好みじゃがな」

「カエル？　へえ」

　穏やかに笑うふたり。東野はつい、この場で、ほむらだったらどんなトンチンカンな喩たとえを持ち出すだろうと連想してしまいました。

　───ときに、とすばるは新たな話を切り出しました。

「稲荷殿はなかなか度胸の据すわった御仁じゃな。お転婆なところもあるが、齢よわいのわりにしっかりしておる」

「ええ、いつも俺たちもとっちめられてんですよ。真世先輩に対してだって遠慮なく」

「真世にも手厳しいのか、ほほう」

　驚くすばるでしたが、その表情は東野の前ですこし寂しげな笑みに転じました。

「……しかしどこか虚うつろじゃな。身が入っておらん」

「え……？　稲荷先輩が、ですか？」

「左様。なにか心配事でもあるのではないか」

「そうっすか……？　俺にはそうは見えなかったな……」

「身どもからそんな懸念をするのは馴れ合いが過ぎる。お手前が気に掛けてやるとよかろう、東野殿」

　それからすばるは、地球帰還組が出立する前夜、挨拶に現れた御陵真世が、東野の身を案じていたことなどもこっそりと教えてくれました。くれぐれも頼むとすばるに頭を下げていったそうです。それはもちろん東野が真世先輩に打ち明けた、人傀儡の呪いのことです。そんな懸念のそぶりは東野の前で見せはしなかったのに。

　真世先輩が、あの穏やかな微笑みのむこうで、どんなことに心を痛めているのかも解ってやれない自分が、稲荷先輩の身まで案じてやることなどできるだろうか───そう思うと、とても安請け合いは出来ませんでした。

「…………」

「───？」

　なにげなく手元を見つめられる視線に気付くと、彼女はよく観察できるように椅子をずらして、東野を手招きしました。

「───これは《斗ます織おり》と申してな。見ての通り、編み物の一種じゃ」

「斗織り、ですか」

　机に置かれた円盤状の板の台には、一枚の編みかけの編み物が、たくさんのピンで板に止められています。

　編み物からさがるのは、糸を巻かれた細長い木製のボビン。ボビン一本の大きさはサインペンほど。見分けやすいよう異なる細工の施されたボビンが、それぞれ束になって台の端に置かれています。その数はざっと二百本近くはあるでしょうか。

　地球でいうボビンレースの技法によく似た編み物です。ただボビンレースが白色の同じ糸を使うことが多いのに対して、こちらは数色の染め色の違う糸が使われています。

「俺の剣の師匠も編み物やってます。そこまでお見事ではないっすけど。フリーマーケット、ええといや、素人の市いちとかで売ったりしてるらしいです」

「ほう。剣も編み物もか。それは多彩じゃな」

「いや、すばるさんほどでは……」

　すばるの勧めに甘んじて、東野はしげしげとその編みかけの作品を覗き込みます。弧を描いて連なる小さな花と、羽ばたく鳥の図柄、そしてそれを取り囲む幾何学的で直線的な紋様。

　見慣れない、抽象化された美しい紋様です。それでもどこか、東野の注意をひくものがありました。

「…………」

「これから外枠にかかるところじゃが……どうかしたかの？」

「……湯花玉を起爆させるための図形に似てる……このへん、とか……この編み物のほうがずっと複雑だけど」

　ほう、と口端で微笑むすばる。

「そこに気付くとは、なかなか東野殿も稲荷殿に負けぬ慧けい眼がんの持ち主じゃな」

「じゃあ、塵劫術マテマテカと関係があるんですね───この編み物は」

　すばるは頷き、椅子に背をもたれて城下を眺めました。

　宵の残照はもう遠ざかり、暗がりのなかで川かわ面もの反射がわかる程度です。木立の向こうには、ほんのりと桃山荘から漏れる明かりが見えました。

「……この場にほむらがおったなら、あやつにも習わせる心積もりでおった」編み物を指先でなぞるすばる。「明日もまた雨が続くようであれば、おぬしたちも一品、織ってみるか？」

　東野は笑って首を振りました。

「もう雨はたくさんですよ」
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　やがて雨雲は彼方かなたへ過ぎ去り、また酷暑が到来する前に納涼を兼ねて、すばるの所有するという狩猟小屋に向かう算段を立てました。念のため桃山荘には外出を伝える置き手紙を残します。

「───狩猟小屋のある山は、そう遠くはないが、ヤマイヌたちの縄張りからは離れることになる。本来は冬に向けて川魚や雉きじを獲り、加工をする場所じゃ。此こ度たびはまだ時期も尚早じゃから、そこまではせぬがな。傀儡どもも連れてはいかぬ」

「保存食作りか。あたしたちもやったな。あと唐辛子の栽培とか」と稲荷。

「ほう。南なん蛮ばんか」

　そんな会話を交わす彼女たちの前を、先導するように仔虎が進み、時折ふり返ります。

　このところは稲荷につかず離れずで懐なついている幻肢虎アヴギス。稲荷もまた、この遠出は狩りの訓練には絶好の機会だと乗り気でした。

　そして後方に続く東野の傍らには、すばるの使い魔の雪割丸が、その巨体をしなやかに歩ませます。

　いつも粛然と構えている雪割丸ですが、東野の目には、ようやく子離れを済ませることができて、何処かほっとしているように見えました。

「ほんと、ご苦労さんだったな───雪割丸」

　首筋の毛並みを撫でながらねぎらう東野を、鳶とび色の鋭い瞳が横目でじっと見つめ返しています。




　やがて一行は小屋へ到着しました。

　閉鎖した小屋を開封する支度をするあいだ、すばるは周辺でも見てこいと、二人を送り出します。自分も手伝うと言った東野までも無理矢理に追い出してしまいます。

「なんか秘密の魔法でも使うのか……？───っととと！　ちょ、先輩！」

　などと勘ぐる東野でしたが、はやくもアヴギスと共に飛び出していった稲荷を追いかけます。

　そんな散策の途中で、東野は稲荷の文句の聞き役にまわります。あれこれ自分からぼやく気性ではない稲荷も、長期間のミッションで、そろそろ口がゆるみ気味。

　こぼれた不満は探検部の日課のことでした。

　稲荷は毎晩、部長の御陵に代わって活動日誌をつけていますが、なかなか苦労しているようです。今回の長い滞在は、地球への帰還後も、普段のミッション以上に濃密な報告書の作成が求められる筈。日誌は自分たちにとっても、重要な参考文献となる欠かせないものです。

「べつに俺が代わったって構わねーですけど。ジャーナリスト志望だったら、むしろ貴重な機会だと思って、やるしかないんじゃないっすか」

「そうだけどー、確かにおっしゃる通りなんだけどー、ね？　やっぱり面倒なものは面倒なんだもの！　ましてやさあ……こんなの、ほむらがちゃんとやったとは思えないなあ。きっとあんたの仕事になってたよ？　意味ないよ？」

「あり得たっすね、それは」と頷く東野。

「ほむらってさ、自分から何かを進んでやるタイプじゃないのかな？　いつも、なんとなく流されてばっかりで」

「……俺もそう思ってましたけど、でも時々、唐突に俺にも理解できないヘンなことやりだすっていうか。いつも他人から言われるばかりってわけじゃないですよ」

　東野の記憶に残る場面は、それが正しいかどうか、東野もほむら自身にも確信できないケースばかりでした。やはり失敗だったと悔やむ決断もありました。それでも状況にまかせず、自分たちから動いたことが徒労でなかったと思えるのは、こうして探検部員として活動する稲荷を目の前にしているからかもしれません。言葉にするのは恥ずかしいですが、東野は、稲荷には深く感謝しています。

「ふうん……ねえ、東野。東野くん。東野ちゃん」

「なんすか？　気持ち悪い」

「その感じだと、あんたのとこは部活の内容にはノータッチなの？」

「俺んとこ……っすかぁ」

　控えめな調子で稲荷が尋ねたのは、ほむらの心を揺らした問題でもある、家庭についてでした。

「───うちは……そうっすね。剣道で針で縫う怪我して病院行ったときも、見舞いのかわりに二言三言、電話をくれたぐらいで。心配されるどころか、逆に叱られました」

「……ありゃま。なんだかいかにも不器用な父親って雰囲気。親御さん、単身赴任なんだっけ。忙しいの？　刑事のお仕事」

「ええまあ。でも、しょっちゅう外国に行ってるような、稲荷先輩の親父さんほどじゃないっすよ。またどっか取材に出掛けてんですか？」

「らしいよ。ほら、最近、地殻活動の活発化？　とかで、日本でも巨大陥没事故があったでしょ？」

「ありましたね。郊外だったから、さいわい人は巻き込まれなかったけど。あんな深い大穴が、突然市街地にあいたらと思うと、さすがにぞっとする」

「───うん。その事故の関連もあって、陥没現象が多発してるっていう、ペルーだかエクアドルだかに取材に行ったばっかり」

「なんだそれじゃ同じく南米のブラジル帰りの先輩とは入れ違いじゃないですか」

　そうだね、と他人事のように頷く稲荷。

　息をついて話を続ける東野。

「うちはまあ、探検部が国のためにもなる国際的なプロジェクトだってとこには理解があって、放任みたいなもんですけどね。……でも、今回みたいな長期間で、しかもかなりいきなりな話で、稲荷先輩の両親はよく許してくれましたね」

「まあねー……許可ってゆーかさぁー……」

　猫というよりは犬のように低く揺れるアヴギスのしっぽを見つめながら浮かない顔の稲荷。あまり見せたことのない彼女の沈んだ表情が気にかかります。

　そのまま黙っている稲荷に、気遣わしげに尋ねます。

「どうかしたんすか」

「…………いや、うん……そうね、うちはダメだわ。あたしも勝手にすれば、とかいわれちゃったし」

「それ、先輩のお袋さんから……ってことですか？」

「うん。最近はずーっと家んなかは荒れ模様でさ。たぶん今度うちの父親が帰国したら、また話し合いだ。離婚調停になるかもしんない」

「えっ……離婚って……」

　鬱うっ蒼そうとした木立のなか、怪訝な顔の東野の前を行く稲荷。

　さばさばと彼女は告げましたが、そんな家庭事情は東野には初耳でした。きっとほむらも知らない筈です。知っていれば黙ってはいないでしょう。

（稲荷先輩……今までそんなこと一言も……）

　確かに稲荷は、自分の母親の話をしたことはありませんでした。それは東野も似たような事情とはいえ。

　去年、稲荷の家を訪問した際に出会った、有名月刊誌の日本支部編集長を務めているという、彼女の父親のほがらかな笑顔が思い出されます。

「それって、その家の話って……御陵先輩には相談したんすか？」

　離婚とまで言うからには、昨日今日の問題ではない筈。それはきっと稲荷が遺跡で遭難を経験し、帰還してからもずっと休学状態にあったことが強く影響しているのだろうとは想像できました。

　……となれば、稲荷を探検部に連れ戻そうと奮戦した東野は、間違いなく当事者の一人です。

　けれどもそれを責めることなく、また稲荷はさばさばと続けます。

「いや、言ってない───つーか、ちょっと言えないかな。学校で知ってるのは、にゃっちくらいか。モリちゃんもまあ、あたしから話したわけじゃないけど、当然、察してるでしょうね」

　重いものが胸にこみあげていた東野は、稲荷の家庭事情を御陵が知らないと聞いて、ますます心痛が増しました。過去に、東野から藤森顧問に稲荷の復帰を働きかけた時も、藤森の反応が鈍く、いつも口が重かったわけが解ってきました。

「………………」

　稲荷はすでに、東野の母親が家庭を放棄していて、事実上の別居状態なのを知っています。もしかすると、そんな互いの境遇の近しさが、堅い彼女の口をゆるめさせたのかもしれません。他人からお節介を焼いてとやかく言われたところで、どうにもならない事柄だと知っているからこその、あきらめと、不格好な自分への憐れん憫びんで。

　ふり返った稲荷は、東野のひそめられた眉と深刻な顔を目にして、小さく噴き出しました。

「あんたが心配しなさんなって。部活をやめるやめない、なんて話にはならないからさ。もうそのへんは、あたしが拒食症やってた頃に通り過ぎちゃった話題だから」

「…………心配は……しますよ」

　たとえ耳ざわりのいい噓や、楽観的な言葉の一つも思いつかずとも。

「そっか───ありがとう」背伸びをしながら、前を向いて微笑む稲荷。「あんたのしかめっ面を見れただけで、もう充分気がラクになったよ」

　それでもまだ東野は割り切れません。稲荷にしたって、まるでもう結論が出たかのように振る舞ってはいますが、心中では気を揉んでいるはずです。

（あの時……だからあの時、稲荷先輩は……）

　だからこそ、ほむらがすばるの前で招待を拒んだ時に、あんな、いつもの稲荷らしくない、他人を一方的に咎めるような厳しい言葉が出てしまったのでしょうし。

「先輩───」

　なにか東野が言いかけた拍子に、稲荷の耳がぴくりと動きました。

　二人がやってきた方向に意識を集中しています。

「雪割丸の足音だと思うけど……」

「───どうかしたんですか」と焦り気味に尋ねる東野。

　稲荷の言葉の通り、あっという間に雪割丸が現れました。

　ゆったりとしたこの小旅行の中では見せることのなかった素早い足取りで、その背にすばるを横向きに乗せた姿も久々に見ました。アヴギスなどは、びっくりして毛を逆立てています。

「───ふむ。おったか」

　乱れた髪を整えながら、なにくわぬ顔で、すばるが二人を確認します。小屋の準備が済んで呼びに来たにしては、やはりどこか妙な雰囲気です。

　駆けつけて早々に、すばるは二人に尋ねました。

「お手前たちの仲間が、近々にこの近辺を訪れる見込みはあるか？」

「え……それなら、日吉坂の部員たちが、こちらへ訪問する時期がそろそろですけれど、でもまだ早いですね」と東野。

「早めに到着したとしても、この山を通過することは無いと思う」と稲荷が付け足します。

「…………」

「どうかしたの？」

　と、沈思するすばるを下から覗き込む稲荷。

「ひゃっ……お、驚かせるでない。い、いや、なに思い過ごしか。野の獣であろう」

　首を振りながら雪割丸から降りる、すばる。

　そんな彼女の態度を値踏みするように、稲荷は鋭く切り出します。

「……人間がここを通った？」

　すばるがじっと稲荷を見つめ返してやがて嘆息します。

「雪割丸の警戒の気配を読まれたか。稲荷殿にはかなわぬな」

「それもあるけど……ねえ？」

　稲荷が東野を脇目で見ながら肩をすくめます───丸わかりだったよね？　と言いたげに。

　もちろん東野も、何かただ事では無いとまでは感じましたが、それがよもや、自分たち以外の人間の存在を指しているとまでは、思考を飛躍させられませんでした。

　緊張の面持ちのまま、すばるが告げます。

「入念に気配を絶っておるが、おそらく旅の者どもがこの山野を横切ったのであろうとみておる。狩猟小屋に手をつけられたわけではない。しかし、小屋をあえて避けるような注意深さも感じておる」

　生唾を吞み込み、尋ねる東野。

「……それって《放浪者》たちってことですか？」

「───わからぬ。かもしれぬ。その程度の微細な痕跡じゃ。身どもの気の迷いということもある」

「それっぽい匂いとかは全く感じなかったけれど……すばるさんがそうおっしゃるなら、とにかく何か異変があったことは確かなんでしょ。何者かがこの山を通過していった……ってところまでは」

　判然としない微妙な面持ちのまま、稲荷の言葉に、すばるも東野も頷きました。




　すばる姫と東野たちは、その晩は狩猟小屋で過ごしましたが、翌日には早々に小屋への滞在を終えて、城へ戻ることにしました。

　万が一があっては真世や藤森殿に申し訳が立たぬ、とすばるの警戒も強くなっています。楽しみにしていた狩猟小屋での体験もふいになりましたが、東野たちとしても致し方ありません。しばらくお預けです。

「天狗隠し……だったってことはないんすか？　鈴蘭みたいに、誰かが地球から跳ばされてきて、この付近で遭難していたってことは？」

　東野は思い当たる節を尋ねてみましたが、すばるは首を振りました。

「まず……それはなかろう。天狗隠しならば身どもにも、さらに雪割丸はよりはっきりと判る。されどその懸念も捨ててはおけぬな。胸に留めておこう」

　しかしながら、さらに新たな異変がまた彼らの前には待ち構えていました。




　───城への帰路の途中。

　東野は、前方の空に雲とは異なる流れをもつ白煙を見つけました。朝霧にはもう遅い時刻です。しばらくぼうと眺めていたそれはやがて、幾筋かの立ち上る柱となって、視界の中で主張してきました。

　白煙を指差して叫ぶ東野。

「……！　あ、あれ、雲じゃない……煙じゃねーか!?」

「なんじゃと……」

　遅れてすばるや稲荷たちも、その白煙を目で追います。

「まさか、城が燃やされて───!?」と東野。

「───いや、身どもの飛泉の城はまだずっと先じゃ……しかし、あれは……」

　両目をすがめて、煙のもとをたどるすばる。

　その火元は今、完全に稜線の向こう側にあり、樹々に隠れて見通せません。

「白くてぼやけた煙だから、調査官の魔法とも違うっぽいな───ねえ、山火事って可能性は？　すばるさん!?」と鼻先をひくつかせながら、稲荷が尋ねます。

　視線を彼方かなたに注いだまま、すばるは首を振ります。

「それは否いなめぬが、山火事には時期を外れておる。しかし、相当に火勢は強いようじゃな。消し止めておかねばまずかろう……」

　焦りをみせながら、すばるが二人をふり返りました。

「雪割を残す。お手前たちはここにおれ」

「いや、雪割丸は連れて行ってください！」傍らの白狼に触れて東野が叫びます。「俺達なら大丈夫ですよ。何かあれば、合図用の湯ゆ花わ玉だまだってあります」

「───稲荷殿」

　すばるはさらに稲荷から了解の頷きをみてとると、「忝かたじけない」と感謝を伝えて雪割丸に飛び乗り、その場を駆け出していきました。




　落ち着かぬ気持ちのまま、その場で待ち受ける東野と稲荷たち。

　そんな折りに、東野が山火事とはまた別に、向かい側の尾根の急斜面の上に何かを見つけました。

「火元から獣が逃げてるんじゃないの……？」

　東野が指差す先をいぶかしみつつ目を懲らす稲荷。

　視界は開けているものの、あまりにも遠く判然とはせず、無論アヴギスや稲荷の鼻がきく距離でもありません。

「ただ逃げてるんじゃなくて……なんだか様子がおかしい……揉み合っているように見えないっすか？」

「どうかな……樹々の向こうで切れ切れだからよくわかんない……」

　しかし、じっと二人で観察を続けるうちにその子細が判明してきました。

　布をまとった大人ほどの人影と、さらに大きな影が───どうやら二つの人影が崖の上で争っているように見えます。

「どういうことなんだろう……」

　固かた唾ずを吞む稲荷。山火事の煙とも決して無関係とは思えません。

　そのうちにさらに動きがあり、大きな人影が仕掛けて動きました。ところがそれを相手はいなし、なにか武器らしきものを振るって、はじき飛ばしたのです。

「やっぱり争っている……」

「もしかして、あたしら放浪者の仲間割れを見ているってこと？」と頭を低くしながら呟く稲荷。「東野、これ絶対危険だよ。マジやばいよ。すばるさんが戻るまで隠れてよう！」

「ちょっと待ってください───あっ……！」

　重なり揉み合った人影は、その一方の大きな影が、鎧の一部らしい破片を散らしながら宙へ舞い、崖下へと突き落とされました。

　そのまま七、八十メートルはあろうかという断崖を真っ逆さまに落ちていきます。

「うわ……」

　息を吞む稲荷。とても助かる高さではありません。それでも東野は蒼白になって、稲荷を振り向きます。

「助けに行かないと！」

「ちょ、ちょっと東野！　ここを離れちゃだめだって、わぁぁ馬鹿馬鹿！　こら、アヴギス！」

　東野ばかりでなく、アヴギスまでがその場を駆け出して、落下地点へと向かってしまいます。

　嘆息して稲荷は、数個預かった湯花玉を取り出しますが、その使用は躊躇します。崖から相手を突き落とした側の人影は、搔き消えたように見つかりません。しかし湯花玉の爆発音は確実にその者の注意をひくでしょう。

「……もうっ……バカ東野とバカアヴギス！」

　向かった方向がわかる目印をその場に残しながら、稲荷は急いで彼らのあとを追いかけました。




　樹々の枝々を飛び渡り、素早く東野たちに追いついた稲荷は、興奮する彼らにできる限り気配を隠すよう言い含めました。

　程なく辿り着いた崖の下には、細い清流が流れていました。

　岸の岩場に打ち寄せられるようにして倒れた人影を見つけると、東野は再び駆け出します。

　突き落とされた時には、布をまとったずっと大きな姿に見えましたが、今、稲荷が目にするその姿は、とても小柄なまだ幼い少女にすぎませんでした。

「……ぐっ……」

　その悲惨な姿に、言葉にならぬ呻きを漏らす東野。

「ひどい……」

　稲荷も口元を押さえ、絞りだすように息を漏らします。

　少女が落下した周囲には、ばらばらになった木片が散乱していました。その特徴的な加工の跡をみて、稲荷はすぐに察しました。

「これって……すばるさんの城でみる傀儡くぐつと同じもの……？」

　しかしながら、もはやそれは原形をとどめぬほどに、破壊し尽くされていました。

　落下の衝撃だけがもたらした破壊ではありません。突き落とした相手がまた現れはしないかと、耳を四方へ向けて注意を払いながら、稲荷はまた少女に意識を戻します。

　濡れることなど意に介さず、清流にひざまずいた東野に、うつぶせになった少女は抱き起こされていました。

「……カ……ハッ……」

　弱々しく水を吐く少女。血混じりの紅くれないの水を。

　あれだけの高所から落ちたにもかかわらず、少女は即死してはいませんでした。

　それどころか体中に打撲の跡を残しながらも、その表情だけはまるで平然としていました。まだ意識があるのです。見開かれる目蓋───その青い瞳に、どきりと胸が高鳴ります。

　苦痛の呻きひとつ漏らさぬ少女を、二人は慎重に岸に引き揚げました。

　必死に介抱するあいだも、東野はひどくつらそうに顔をゆがめます。まるで、少女の負った痛みと恐怖のすべてを自分が引き受けられればと、何者かに向かって懇願するかのように。

　濃い褐色の肌に、銀色の髪。

　年齢は地球人の基準でいえば、十歳にも満たないだろう幼い容姿です。

　必死に東野が語りかけようとも、少女は何も答えず反応を返しません。ただその吸い込まれるような瞳で、こちらを凝視するばかりです。二人は少女の安静を優先し、意思疎通は一旦諦めました。

　アヴギスは不要に唸ったりなど敵意こそみせないものの、見知らぬ者への警戒を解かず、ある距離からは近づこうとしません。もとより幻肢虎は警戒心が強いのです。

　慎重に出血や骨折の箇所をさぐりながら、介抱する稲荷はすぐに気付きました。

「……うっ……これって……」

「ええ……」

　稲荷の漏らした呟きに、ぎごちなく東野も頷きます。

　破れた衣服は、ざっと観察するかぎり和装のようにも、古代ローマ人の外衣トーガのようにも見えます。その争いと墜落で引き裂かれた服の下───少女の右肩から首にかけて広範囲に、生々しい、しかし旧い傷跡が刻まれていました。そして枝分かれして広がる傷跡の元をたどった先には、生身の腕は無く、硬い木の感触がありました。

「……義手だ……木製の……傀儡の腕、なのか？」

　とにかく今は、傷跡が先ほどの争いで生じたのでは無いとわかれば充分でした。

　この場所で、あの崖上で何が起きたのか、東野にも稲荷にも判りませんが、一つ言えることは、この幼い命をもてあそんだ輩やからが虚惑星にいる───この青藍探検部の担当区域に侵入してきている、という事実でした。

「完全骨折は無さそう……でも、あちこちヒビが入ってるのは間違いないよ」と稲荷。

「俺もそう思います。俺たちじゃ無理だ。すばるさんに診てもらわないと」

　本来なら動かすべきではない重体です。頭部を強打した跡はみられませんが、この反応の無さから脳のう震しん盪とうで意識の混こん濁だくを起こしている線も捨てきれません。

　それでもひとまず、この場を離れてすばると合流すべきだろう、と主張した稲荷には、東野も素直に従いました。なによりこの場所の危険さは明白です。

　その場で担架を作る暇もなく、東野が慎重に少女を背負います。

　終始無言であった少女が、吐息交じりにかすかな苦悶の呻きをもらすと、また東野はつらそうに唇を嚙みしめました。

「……あいつが……ギャビーの奴がいてくれたらな……」

　無力を恥じ、東野がこぼした悔くやみ言ごとに、稲荷ははっとさせられます。彼が火蜥蜴から負った火傷を、見事に治癒したというガブリエッラの魔法がここにあれば、と。確かにそれを願うのはもっともでした。

　……しかし……稲荷直は、目の当たりにした少女の惨状にも、東野の深い憐れん憫びんの情にも、同情し理解を示しながらも、自分に対してこの事態から一定の距離を置くように命じていました。

　周囲に散らばる破片のあいだに、この少女が携えていたとおぼしき小刀を見つけていたからです。よく使い込まれた、血の匂いがする刀を───。




　自分たちの降りてきた斜面を、少女を背負い、またとぼとぼと戻っていく東野と稲荷。やや距離を置いて続くアヴギス。その仔虎がだっと前方へ駆け登っていきます。

「アヴギス───？」

　しばらくブナ林の樹間を進むと、果たして、二人の前に雪割丸を従えるすばるが現れました。アヴギスは誇らしげにその先導をしています。

「戻りおったか。フゥ……やはりお手前たちから目を離してはならぬのう……寿命が百年は縮みおったぞ……」

　胸をおさえ、安堵した様子で繰くり言ごとを並べるすばる。

「心配かけちゃってごめんなさ……って、えっ……？」

　謝る稲荷と東野は、雪割丸を見て驚きました。その背に見知らぬ相手を乗せています。見知らぬ者は、背にぐったりとうつ伏せにされ、ぴくりともしません。

「だ、誰なのそれ？　探検部員……じゃない……」

　初めて見る長身の男です。

　こちらの男もまた東野たちが連れてきた少女と同じように、散さん々ざんな有様でした。

　その外套の下は、どうやら和風な着物です。その着衣も、文字通り火事場から逃れてきたとすぐわかるほど黒々と汚れています。一部には火傷を負っているようです。

「以前、真世には話をしたことがあったが、お手前たちも聞いておるじゃろう───」

　まさか、と目を見張る二人。

「───左様、これが傀儡くぐつ師しじゃ」

　ぽんと怪我人をはたくすばる。

「しぶとい男じゃ。早々死ぬ玉ではないが、此こ度たびはことのほか手ひどくやられたようじゃな……」

「傀儡師……じゃあ、虚惑星人!?……でも、ほんとに生きてるの？」と稲荷。

「なら、すばるさん───この子を」

　少女の容態を案じる東野が歩み寄ると、すばるは背負われた少女をしげしげと覗き込んで、ふむ、と頷きました。

　褐色の少女はかろうじて意識は残していましたが、もはや首を起こす力も無く、東野の肩にもたれたまま、けだるげな猫のようにうっすら目蓋を開くだけです。

「お主がブロンテじゃな」

　やはり無言のまま、少女はすばるを見つめ返します。

「───お主の主人は無事じゃ」

　その言葉を耳にすると、少女はゆっくりと目蓋を閉じ、眠りに落ちました。

　意識不明の負傷者を加えて、五人と二頭となった一行は、体を休ませられる山の高台へと場所を移しました。

　その場から、まだ煙をあげている山火事の様子をみることも出来ます。

「完全に鎮火せしめるのは難題じゃ。ひとまず風下に防火線を張った。あらかた樹々をなぎたおし、下草は先に燃やした。明日まで燃え続けるということはないじゃろう」

　それでも、しばらくこの場で様子をみて、火勢の行方を見届けていく、とすばるは告げました。直接に目撃することはかないませんでしたが、短時間で防火線を築いたすばるの手際には稲荷も東野も舌を巻きました。

　草地に寝かされた傀儡師。

　男を気遣いながら、その脇で、東野たちは食事の用意をしています。

　ブロンテと呼ばれた少女の容態をあらためて診ながら、すばるが語ります。

「……山に火を放ったのは、放浪者どもじゃ。……この者が争っていたという相手もそうじゃろう」

　やっぱりそうだったのか、と東野は眉をひそめます。

「───この小さき者には、身どもも初めて目にかかった。気を失う前に、自分の付き人がおると傀儡師は呻うめいておったが……」

「付き人……」

　呟いた稲荷の前ですばるは、少女の右腕、その木製の絡繰り仕掛けの腕をみても、ほう、と軽く唸っただけです。しかしその肩口の傷跡を目にすると、はっとしました。

「この古傷は……成る程、ブロンテか……」

　傀儡師は本来なら、商売道具となる数体の傀儡をつれて旅をするそうですが、その傀儡もまた放浪者たちに破壊され、火をかけられたらしいのでした。

「一応、傀儡師の奴めも多少は抵抗したようじゃな。それが山火事を広める羽目になってしまったようじゃが───ともあれ傀儡師も、この娘も、ともどもこちらで引き受けよう。身どもにはその責せきがあるようじゃ」

「責……？　なんでそんな……俺達にも出来ることがあれば……」と東野。

「それには及ばぬ。城まで運んでくれれば充分じゃ」

「ねえ、すばるさん。その放浪者たちが、またここへ襲撃してくるってことはないの？」

　食事の雉きじの雑炊をよそった木椀と匙さじをすばるに差し出しながら、稲荷は尋ねました。危険を感じても、腹は減ります。

「うむ……その線はおそらく薄かろう。身どもに挑むつもりならば、隠れて行動できぬほどの兵を率いて城へやってくるじゃろう。むしろ放浪者どもは、山火事とこの者たちを囮おとりに、身どもから逃げおおせたのじゃ。しかし───」

　傀儡師と少女を見やりながら隠しきれぬ後悔の色を浮かべ、苦々しげにすばるは告げました。

「───これは身どもに対する脅おどしと挑発じゃ。この者たちはその巻き添えに、とばっちりを食ろうたのじゃろう」




　翌朝早く、一行はすばるの城へと無事に帰還しました。

　矢継ぎ早に起きた事態に、稲荷も東野も、衝撃と落胆を隠せません。

　傀儡師と少女は、城の一室に移され、できる限りの手当をして安静に置かれました。三人は高楼のテラスで机を囲み、ようやく一息つきました。

「彼らの容態が快復したら、探検部の者たちと引き合わせることも考えよう。あの者たちが望めばじゃが。まずは身どもが直接、事情を尋ねてみぬことにはな……」

　そう言って、すばるはまた悔しそうに歯がみします。

「ねえ───」

　そんな彼女に、稲荷はいつもの調子で率直に尋ねました。東野もまた、疲れた体を横にする前に明らかにしておきたい疑問を持っています。

「───あの男性、傀儡師さん？　は、すばるさんと同じ人種のように見えるけど？」

　うっ、と呻くすばる。

「人種とな。く、傀儡師の奴めはたしかに、身どもとは近縁にあたる者じゃ。まあ、千歩譲って同族であると言ってもよかろう。しかし、智慧ある者ソロンというわけではない。ましてやプレイアデスの氏族とは一切関わりが無い！」

　拗すねるような調子で、すばるは茶をすすります。

「はいはい、なんとなくわかった。傀儡師はあくまで旅商人さんね。───でもだったら、あの子のほうはやっぱり、すばるさんにとっては異国の人間なの？」

「娘のことじゃな」

「そうだ。ブロンテ。何者なんです」

　あらたまり、東野が重ねて尋ねます。

「俺、道場では、後輩の子供の面倒をみることも多いんで、それで感じたんですが。あの体格は、絶対子供の鍛え方じゃない。それは鈴蘭もそうだったけど、ブロンテは比べものにならない。まるで毎日、限界まで重労働をさせたような……」

「それってもう付き人どころじゃなくて……奴隷ってこと？」と稲荷。

　奴隷、という言葉に眉をひそめる東野。

　その問いには、すばるも思案げに答えます。

「あの娘、ブロンテの素性は、まだ身どもにも判然とせぬ。あの絡繰りの右腕のこともな。されども東野殿の申す通り、修羅場をくぐってきたのは間違いないじゃろう……事と次第によっては、傀儡師の奴めをとっちめる」

「あはは、とっちめるって、怪我人なんだから……」と笑う稲荷。

　しかしその隣で東野は浮かない顔のままです。

「……すばるさん。もうすぐここへ、探検部の仲間たちが大勢やってきます。だからあえて先に言っておくけれど、俺たちを巻き込むとか、巻き添えだとか、そんなことは気にしないでください」

「……東野殿」

　表情を変えないすばるに東野は続けて詰め寄ります。

「すばるさんが困ることがあれば、それはもう俺たちにとっても関係のある問題です」

　すばるはそっと稲荷の様子を伺います。

　しかし、稲荷は東野の言葉に同調して、気易く頷くことは出来ませんでした。

「…………っ……」

　これが本当に、放浪者たちのすばるに対する脅しだというのなら、半死半生の目に遭っていたのは自分たちだったかもしれません。そんな一瞬の戸惑いを見透かしたように、すばるは小さく微笑みました。

「東野殿、それに稲荷殿も……心意気は有り難いが、自分の身は自分で守らねばな。忘れるな。それはわごりょたちも変わらぬぞ？　手を貸してくれるというのなら、余力があればで充分じゃ。身どもは、わごりょたちに辛い目には遭ってほしくない」

「…………」

　頼られぬ不満と自分への不甲斐なさを隠せず、くやしげに視線を外してしまった東野。そんな東野に手を重ねて、すばるはすこし茶化すようになだめます。

　そんなやりとりを脇に見ながら、稲荷は別のことを考えていました。

　もし、この危険な勢力、放浪者たちが警告を送った相手が、五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめでは無いとしたら……。それが地球から侵入した調査官たちへの警告なのだとしたら……と。




　───やがて、当初の予定通り、城下へ探検部員たちが現れました。

　合流したのは、日吉坂の探検部員の四人。上狛倖部長、桃山雅巳、早瀬諒、鼎結理。

　さらに予定外の二人の調査官、青藍の御陵真世部長と日ノ岡穂群を加えての計六人のパーティでした。

　御陵部長はともかく、ほむらまでが現れたのには、出迎えた東野たちもさすがに呆れました。それでも、いまこの城下一帯が置かれている緊迫した状況を考えれば、一人でも仲間が多くいることは、正直ほっとする嬉しい驚きでした。

　到着後、荷物などをベースキャンプに預けた合流調査官たちに、稲荷たちが「実は、今……」と打ち明ける直前。

　遠方からの客を城に迎えている、それも調査官ではなく地球人ですらない者を、とそう告げようとする前に、異変に気付いたそぶりを見せたのは、なぜか鼎でした。

　桃山荘から一人で外出しようとする鼎を、偶然、ほむらが目に留めて追いかけたのがきっかけでした。

「ユリちゃん!?　部長や稲荷先輩たちが集合かけてるよ？　皆に話したい大事なことがあるって」

「…………」

　果樹園のなかで呼び止められ、気まずそうにほむらを見返す鼎。

　桃山荘から忍び出た鼎が向かおうとしていたのは、農園に併設されたはなれの方向でした。すでに先ほど、ほむらたち一行が通り過ぎてきた場所です。

「……どうかしたの？」

「なんでもない」

　取り合わない鼎に、ほむらはふと気付いたことを口にします。

「あっ、そういえばさ。さっき私たちをお迎えしてくれた、キリマルとかコロクとか、ヤマイヌたちのなかで、なんだか初雪だけ様子が変だったよね……？　もしかしてそれと関係ある？」

「……さあ、どうかしら」

「でも……ねえユリちゃん、謹慎あけで戻ってきたばかりなんだし、あんまりコマ先輩に心配かけるようなことしないほうが、さ……それとも、また気分が悪いの？」

　気遣わしげに伸ばされ鼎を連れ戻そうとしたほむらの手を、鼎は逆に摑み返しました。

　強く握った手首をほむらの体ごと、傍らの果樹の幹に乱暴に押しつけます。

「痛……ちょっと、ユリちゃんどうしたの？」

　虚惑星で魔人種へと遷移している鼎は、その赤い瞳を燃やして、ほむらにぐっと顔を近寄せます。

「ほむら、あなた……面白半分にミッションについてきて、あたしの監視でも言いつけられてるっていうん？」

「そんなわけ……」

「せやったら！　とやかくあたしに口出ししないで……！」

「……っ…………」

　鼎の勝手な言いざまに、ほむらもむっとして言い返そうとした矢先、二人のもとに、鋭くたしなめる声が届きました。

「結理───」

　鼎たちの背後、果樹の狭間に、早瀬が立っていました。ようやく鼎の腕の力がゆるみます。すぐに身を離しながら、ほむらは平静を装いましたが、何事もなかったように振る舞うにはきっと遅すぎました。

「ふたりとも何やってんの。広間に集合だってさ。なんか虚惑星人ヌテラリアンの話らしいぜ」

「えっ、虚惑星人て……まさか、セカンドコンタクトってことですか？　それはまた大発見な！」

「じゃねーの？」

　目を丸くして応じるほむらと、興味薄そうな早瀬の脇を、鼎はすり抜け、無言のまま桃山荘へと戻っていきます。彼女を見送るほむらに、心配そうに早瀬が声をかけます。

「……日ノ岡さん、大丈夫？」

「はい……」

「ごめんな」

「早瀬先輩が謝ることは……ま、ちょっとあるかもですけど……でも私も、もっとユリちゃんの気分のムラに慣れないといけないのかな」

「日ノ岡さんがそんな必要ないって」

「いえいえ、これでも私、天竜代表を見返したくって……それに、そうじゃないとユリちゃんと、いつまでもちゃんと遊べない気がしますので」

　そんな独り言じみたほむらの呟きに、早瀬は否定も肯定もせず、ただ寂しげな微笑みを浮かべるばかりでした。




　───その翌日には、ベースキャンプにさらなるパーティの合流がありました。城の南方のトゥールビヨン遺跡からの調査官たちです。ほむらたちが稲荷と東野からの驚きのニュースを耳にして、二人の虚惑星人たちの回復を待つあいだの出来事でした。

　ブラジル側担当区域からの長々距離転移試験がついに成功したのです。

　日本側の遺跡で待ち構え、このキャンプにも同行してきたのは、府立南雲の大嵐岬と長篠冬。

　そして、あちらの劇場遺跡からの転移被験者は、熱心に試験に取り組んでいたバチカン市国のガブリエッラ・ベルニ──虚惑星ではガブリエル──そして、その傍らにもう一人。いえ一機。

　一部の面々は、すでに提供された資料で知っていましたが、ほむらや東野はその姿を見るのは初めてとなりました。

　彼らにとっての三人目の虚惑星探査機───ナサニエルです。通称はネイト。

　イスラエルで誕生し、ガブリエルのパートナーとして、世界各地を活動場所としている少年型の探査機です。

「あれがネイトか……」と興味深く視線をそそぐ東野。

「生まれた国は違うけど、でも、アメちゃんの弟なんだよね……」とちょっと緊張気味のほむら。

　ネイトは雨乃に次いで、史上二番目に自律意識を持ったロボットです。

　周囲の調査官たちが、自然環境に対応した探検服（学校制服に沿ったデザインとはいえ）を着用しているのに対して、ネイトの格好はいかにも神学生然としたシンプルな黒衣でした。胸にはユダヤ教の宗教的なシンボル、七本の燭台メノラーの縫い取り装飾が見てとれます。

　石造りの城をバックに、彼と傭兵らしい姿のギャビーが並んで立つさまは、まるで中世ヨーロッパの空気に包まれたようです。

　上狛や御陵たち部長陣に到着を報告していたギャビーは、ほむらと東野を見つけて顔を輝かせましたが、しかし挨拶をする前に、またすぐ会話に引き戻されてしまいます。険しい表情を向けるのは、傍らのネイトに向かって。

「ずっとあんな調子なんです。ガブリエルさんと、ネイトくん……あんなに可愛いのに……すごく可愛いのに……」

　と、だいぶ疲れをためこんだように、現れた長篠がぼやきます。

　重要なミッションを終えて───瞬間的なテレポートとはいえ、十万キロの長旅を終えてもまだ、二人はいがみあいの応酬を交わしていました。

　ネイトはつんと鼻先をあげ、腕組みをしながら居丈高にガブリエルに告げます。

「虚惑星探査機の俺が、転移試験に成功したことのほうが、有意義に決まっている。貴様のような性別も性欲も不安定な輩が付属してきたところで、調査には何一つ貢献していない」

「ネイト、お前そんなことを言って、本当は飛行機に乗らずに済んで、ほっとしているだけだろ？」

「ハッ、冗談ではない。飛行機なんかに乗ったら体が溶ける」

　と毒づくネイトに、呆れるガブリエル。

「またゴーレムの伝承か……それは船舶の場合だろ？　しかも勿論溶けたりなんかはしない。まったく、離陸の瞬間に、きみがどれだけ緊張しているか、今度録画してみんなに見せてあげたいな」

「実力行使で阻止する」

　などなど。

　そんな不仲のコンビを従えてやってきた大嵐は、花屋敷部長とエストレーリャにブラジル側からアシストを受けて転移試験を成功させたはずなのですが、こちらもまた少々疲れた様子なのは、ガブリエルたちのせいばかりではありませんでした。

　虚惑星内での転移には、依然として課題が残ったというのです。

「……未知の誤差要素ですか？　ベーグルの摂動以外の？」

　あからさまにガブリエルとネイトから距離をとる鼎が、大嵐から積極的に話を聞き出そうとしています。

「ああ。転移座標のずれを押さえ込もうとすると、今度はタイムテーブルが不正確になる。これ以上の運用の誤差を低下させようと考えたら、そのための試行錯誤には膨大な時間がかかるかもしれない。これでは安全に運用していけない……」

　桃山荘の庭先で、顔を寄せる探検部員たちを前に、そう大嵐は語りました。

　転移試験に関わった大嵐自身、花屋敷部長、そしてブラジルに残ったエストレーリャたちの解析を統合していくと、複雑なベーグルの摂動による影響の他にも、さらにもう一つの要素が、転移を乱した原因として浮かび上がってきたのでした。

「じゃあ、例の龍脈……ってやつですか？」と推測を述べる東野。

「虚惑星の魔力の流れのこと？」とほむら。

　大嵐は腕組みしてまだ思案しています。

「わからない。仮に、中国側で秘密裏の転移実験に着手しているのであれば、その影響かもしれないが……しかし、だとすれば、それは途方もない膨大な魔力を左右する実験になる。その蓋がい然ぜん性せいは低いと、俺は思う」

　口にしながらも、その推理には大嵐自身も懐疑的なようです。鼎も同意します。

「そうだわ。だって、そんな非効率的な実験する意味が無い。小さな紙飛行機を飛ばすために、ジェット機のエンジンを用意するようなものだもの」

「何百人もの魔法使いを、一斉に動員するような……ということですか？　確かにそれでは意味が無いし、現状では不可能ですよね……」と長篠。

　───つと、大嵐と一年部員たちの会話を周囲で聞いていた先輩たちが、不意に立ちあがりました。ギャビー、そしてネイトも姿勢を正します。

　彼らに表敬の姿勢をとらせたのは、城の主あるじの到来でした。

「───すばるさん」

　その名を呼んで振り返ったほむらたちに、すばるは告げました。

「傀儡師が目覚めた。どうにか言葉を交わす程度にはな」

　すばるは、思わず前のめりになった上狛や御陵たちに目くばせしました。後で引き合わせようというつもりのようです。

　しかしその場所で、すばるが真剣な様子で向き直ったのは、大嵐に対してでした。

「されども……大嵐殿？　よければじゃが、今の話、身どものために、もう一度聞かせてはくれぬか？」

「はい。勿論です。すばる姫」

　転移試験について忌避していた彼女が、ほとんど初めて関心を示したとあって、大嵐はこれまでの実験の成果と、その結果浮き彫りになった異常を、熱心に語って聞かせました。

　時折、専門的な数学用語の補足を尋ねながら、大嵐の言葉に耳を傾けていたすばるは、またあらたまって口を開きました。

「───大嵐殿、お手前は目にしたか？」

　逡巡の間を挟みながら、さらに強く尋ねるすばる。

「お手前は、光芒を目にしたか？───天を割りて降り来たる、極きょっ光こうを。暁あかつきの女神の指が、天蓋を戯たわむれになぞり、薔薇の赤に染めるさまを、その眼まなこに焼きつけたか」

　その問いかけに、大嵐の脇で長篠が、はっと息を吞みました。

　慎重に大嵐が尋ね返します。

「……なぜ、それを知っておられるのです？」

「目にしたのじゃな。なれば、龍脈などではない」

「では？」

　ぐっと踏み込んで問う大嵐に、そして居合わせる調査官たちに、すばるは鋭く告げました。

「目覚めてはならぬ者が、ふたたび目覚めたのじゃ。そのような甚じん大だいな魔力を操る───それは彼の巨おおいなる者をおいて他にはありえぬ」

　思わず前に出ていたほむらが、おそるおそるその言葉の真意を聞きあらためます。

「以前からすばるさんが警告されていた、唐から金かねの傀儡くぐつ……？」

「……左さ様よう。唐から金かねの身を持つ、人ならぬ存在。お手前たちは、唐金を青銅と呼よび習ならわしておるのじゃろう。なれば、目覚めたそれこそは───」

　言葉を切り、すばるはその忌まわしき者の名を、調査官たちにはっきりと告げました。

「───青銅の巨人じゃ」








つづく。
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あとがき




星空めてお






　一年ぶりのファイヤーガール本編の刊行となりました。

　ボリューム多め。新キャラもそれなり。未解決問題は山積み？　でお届けいたします、第三話の上巻です。いかがでしたでしょうか、お楽しみいただけましたらば幸いです。




　さて、去る二〇一四年夏には、本シリーズの副読本となる『ファイヤーガール設定資料集　エクスプローラーズ・ガイド』も発行いたしました。すでにお手に取られた方はありがとうございます。未読の方がおられましたら、こちらもぜひどうぞ。姫川さんの水着イラストだけでも買う価値ありです。

　執筆中はシリーズ未完のうちに出す資料集って？　とモヤモヤもしましたが、上じょう梓ししてみれば、ふむなるほど。まだ地にも足の着かぬルーキー、ほむらや東野、若き調査官たちの成長の一瞬を留めた良きスナップショットになったかな……またこういうのやってもいいかな……などとしんみり思ったり（いいから本編を進めるんだめてお）。




　そして嗚呼、いつもながら書くことが無いわけで……と、作文の宿題を迫られるほむらさんのような苦しみを覚えております……。何でも書いてよい場所などは、つい書いてはいけないことまで書きたくなるわけで、一行一行が黒歴史の連続ですよ。何十冊もシリーズを出されて、あとがきだけで一冊分くらいある御仁など、本当にすげーなと感心します（そっちにか）。

　よし、紙が埋まってきた。そろそろ次回についても触れないと。

　今巻のアレとかコレとかどーなったのどーなるの、という方もいらっしゃる筈。あとこれって完全なタ○○ル詐欺じゃない？　と憤いきどおられる方もおりましょう。ハイ、ごもっとも。ぜひ次回激動の『青銅の巨人　中巻』にご期待ください（ぶんなげた）。まだ次巻では終わりません。残るはあと二冊、全六冊の予定をひるがえして全七冊コースで参ります。

　つきましては、どうぞもうしばらくのお付き合いをお願いいたします。




　余談。

　歯医者に行きましたついに。単に嚙み合わせが悪かったんだとか。どうりでいつまでもジワジワと痛かった。でもこれ、正真正銘の虫歯に見舞われた時に「これは嚙み合わせが悪いだけ。俺はまだ本当の嚙み合わせを知らないだけ……」と自分を誤魔化す手口が増えてしまった！　のでは!?
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